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譯者序文 

本書は『フロイド精神分析學佥集』の第三卷に相當すろ。原名は『日常生活の精神病理 Psycho- 
一名 thologie des Alltagdebei 气であるが-分〇易いために、只今假りに御覧の如き名を明ゐた。私の就 
いた原書は一九二四年第十版で、同時にブリル A. 卜 Brill の英譯(一九ニニ年、第九版)を參照した 
が、 , •' ブリルの 譯は原書ょりも舊版であるせいか、ないか、 とにかく 大分省略され てゐる I . W 例 も 
英譯者自身の報告の形にしたものを以て置換へてある侗所が少くない。本書のブリルの英譯は一 r 夢の 
註釋』英譯ほどの好成績ではないらしく思へた。私は能ふ限り原書に近くした。 

引用フランス文の a 譯竝びに義解は友人中島祐神氏の敎示に負ふ。記して感謝の辭に代へる。 

本書の初版は何年に出たものか、只今のところ判明せぬが，ロシァ語譯が一九〇九年に出てゐると 
ころを見ると、それ以前に出たものに相違ない。本書はロシァ、•ホーランド、イギリス、ォ•ランダ、 
スペイン、フランス、ハンガリーの諸阈語に旣に譯せられてゐる。只今日本譯が更に加へらわたわけ 
である。 

譯港序文 一 
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日常生活の精神分析 二 
I フロイドの他の著書を讀んで未だ精神分析に服しなかつた者も"本奪讀むに及んで斷然改宗した 
一と云ふ心理學者、醫學者は少くない。私自身もこの書は始めょり終りに讀み進むに從つて愈々興味の 
深くなりまさつたことを 吿白 せざる を得ぬ。 フロイドが 『精神分析入門』中に於いて 日常生活の精神病 
理に關 する 項を開卷の諸章に置いてゐ るのは 偶然で ないと思 ふ。 

本譯稿 殆ど成る頃(八月三十日 y フ d イドはゲ ー テ賞を得たとのフランクフルト發電報が各新聞紙 
上に見ぇた。永年學界の反感と無視とに戰 つて 來た斯學鼻祖の前にも、やぅやく一般の承認と推讃と 
の日の到来した事を證明 するものと して、， 併せて本譯書の完成と殆ど時期を等しくすると云ふ記念の 
ために も 一言 この事に 觸れておく。 

因みに本書は本全集の豫吿に於いては矢部八重吉氏翻譯擔任の害であつたが、同氏は國際精神分析 ■ 
學會日本支部設立交渉のため渡歐せられ多忙であつたため、筆者代つ T これを果したものである。讀 
者これを諒承せられょ。 • 

r 和五年秋日 

大 槻憲二識 
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日常生活の精神分析 

今は怪異がわ t: りの空氣し滿らて 
どぅして避けて又いか分ら2 。 

—— ファゥスト 第二3第五慕 
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固有名の忘却 

一八九八年中に私は『忘却の精神的機制に就いて』 S 一 小試論を發表した。私は玆にそれの內容を 
繰返し、それを出發點として議論を進めて行きたいと思ふ。私はその論文の中で、 固有名の 度忘れの 
一つの有觸れた場合を精神分析して見たのである。さうして私自身の觀察した一つの含蓄ある實列か 
らして、私は、記憶てふ精神機能にあり勝ちな、實際上重要ならぬこの出來事に對して、この現象の 
普通の效用以上に出でた說明を下すことが出來るとの結論に到達したのである0 
【 !£ 】 ( 一 〕 Monatschrift f. psychiatries 

もしかいなでの心理學者に、どうして我々は®に我々が知つてゐる箸の名を思ひ出し得ないやうな 
ことが屢々あるのかと訊ねて見ると、彼は恐らく、固有名は他の如何なる記憶 内容よりも忘れられ 易 
いものであるといふだけで滿足してゐ 〇 ことで あらう 〇或は彼は、固有名のこの 『忘れられ 易 さ J に 
對して、尤らしい理由を與へるかも知れない。併し彼はこの現象に對して何等深い決定要素を指示し 
第一草固有名の忘却 一 
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m 常生活の精神分析 
ようとはしないであらう。 

私は度忘れ SSS る S 募ぁつ' それは 一般的で はない、か、 併」 S 雪には明白に見 
ぇる ものであるから、その 特殊さを觀察して t 內に 、段々 とこの度忘れの現象を的に檢 、へて 見 
Iうこな つたのである。.その 特 f が 明白に 見ぇ f いふ 或る場合に於い 5、忘却の みならず 
また isif そこに あ— る。忘れ——ひ出？— は、違つ S を一代償 
名を11に舊し來る。この 違つ た名はその 違つて——直ぐに 分るが、併し—に1に出し 
やば？— ので—。忘れた 名の 蠢— くべ—、 si 位せられてゐて、そのためにこ 
のやうな正しからぬ 代償を摑むやうになるのである、 

さて' 13 位なるも s 、 is 管にするものではな<'富的 11 S 從ふもの 
であ宣2の V 私の震なので t 。 換言すれば、私は、この代1 ( 代償—一個以上の事も 

ある) が、 貧蕩 1 —ff t 營 ちで、— 基麗—霞 

ご、名稱を忘れること s 起源を間明して御®に入れた^"ものであろ 
私が一八九八年に分析しょうと思つて選び出した實例の中には、ォル2卜111〕の寺院に 
豪莊な『最後の審判』の壁畫を描ぃた憂の名を蠢しょうとして雲に終つたことがぁる。忘れら 
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tl た シニョレリ ( Signorelli ) と云ふ 名の代りに、ボッテ ィチ * リ ( Bottice 日) と ボルト ラフィオ ( Boltraffio ) 
と云ふ他の二人の藝術家の名が出しやばつて來たが、私の理性は卽座にそれ等の名を誤れるものとし 
て斷と斥けたのである。その時或る第三者が正しい名を敎へて吳れたので私は少しも躊躇はすに直 
ぐに成程さうだつたと知つた。このシニョレリからボ”ティチュルリ及びボルトラフィオへ轉位する原因 
となつてゐる影響や聯想の道程を檢ベて見ると、次のやうな結果になつた。 

(一〕このシーーョレリなる名前が記憶されてゐない理由は、この言葉そのものに親しみがないとい 
ふことにも發見せられないし、またこの言葉の有つ心理的關係の特質にも發見せられないのである。 
私にとつては、この忘れられた名は代償名の一つで ある ボッ ティチ H リと 殆ど同じ程度に親しみの深い 
ものであるし、また他の代償名たるボルトラフィオは、その名の所有者がミラノ派に腐した人であつた 
といふこと以外には殆ど私は何も知らなかつたのであるから、これよりは寧ろシニョレリの方が却つ 
ていくらか親しみが優つてゐるほどなのである。この名を忘れるやうになつた事情も、私には大した 
こと、思はれないし、またこの事情だけではこれ以上、何とも說明の下しようがないのであ6。私は 
ダル マチヤ (Dalmatia) のラグーサ (nagi) から來た一旅行莕と一緖に、ヘルツ * ゴヴィナ (Herzegovina) 

の一停車場へ馬車を驅つてゐた。恰度私達の會話はやがてイタリ彳の旅行の事になつて行つたが、私 

第一窣固有名の忘却 三 
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n 常生活の粘神分析 
は連れに向つてオル'井エ 
どぅかと訊ねたのであ6。 

I かつ笔$。彎この■、—1每— — i に—で來た 

f 象 E > ハ迄い客 SA ; 刀 S 。 簡單に云へば•私がオル♦井エト1に行つたか？"旅の— 
れに訊—一に、我 is ( l ) やへレ i •ゴてナに住んで—上コ人の獲に就いて話 
しあつてゐ たのである。 私は トルコ 人の間で雲を匪してゐた同僚から聞 1* 卽ちトル叉 
S 者には絕大な信賴を示し、運命には全然柔順であろと云ふことを述べてゐたのでへあ，つた。止むを 
穿ず S に—はもぅ助からないと知らせると、彼等トルコ人—へるのである 。I (置何 
も申しこ41いません。もし助けられ tels け下—?せぅから。ょ 
くわかつて居り參0』これ等の•文章の中だけにでも、我々は、シーーョレリ、ボッテイチェヘルレリ及ポル 
トラフイオの三霞に、一聯の聯想として禅人され得べきボス_ーァ、ヘルツェゴヴイナ及—( I )と 
いふ言語や名稱を發見することが出來るのである。 

(三〕私はボスユァに於けるトルコ人の習慣その他に關する考への流れのために、次の考へ—亂 
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されたのだと思ふ。何故ならば-私はその考への流れが終る前に、0分の注意をその流れから引き退 
らせたからである。つまり、私は、0分の記憶中にある、最初の話と隣り合つてゐる第二の話を，語り 
度いと思つた事を想ひ起すのである。これ等のトルコ人は他の何事にも勝して性的快樂に價値を©い 
てゐて、性的隙害に際會すると全然絕望に陷り、それが、彼等の生命を失ふ危險に瀕して示す諦めと 
不思議な對照をなすのである"私の同僚の取扱つた患者の一人が彼に次のやうに云つたことがある。 
『だつて先生さうぢやございませんか、そいつが止んでしまへば*人生なんてもう何も西白いことは 
御座いませんょ 。 j 

私は初對面の人との話に*そのやうなデリヶ—卜な問題に觸れ度くなかつたので、このやうな特異 
な事を語るのは差控へたのである。しかし、私はやはり會話を續けて行つた。で、私は自分の心の中で 
『死と性』 て ふ題目と 結びついたらうと思はれ 6' 思想の續き から0 分の注意をそらせもしたのである。 
その時の私は、二三週前トラフォィ CH 3 300にほんの r / くの問逗留してゐた際に受取つた、あ6通知 
の餘波をまだ留めてゐたのである。自分が非常に骨を折つた或る患者が、不治の性的障害のために命 
を墮したのであつた。私はこの悲慘な出来事と*これに關する總ての事柄が、ヘルッうコヴィナに於け 
るかの旅行に際して•自分の意識的追憶に立戾つて来なかつたのをょく知つてゐる。併しなが A -. 卜 
第一窣问有名の忘却 五 
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ラフ/とボルトラフィォ との間の 一致は、當時私が自分の注意をいろく廻らせやうとしたにも拘ら 
ず この 囘想が活動してゐ たこと を假定せざるを得ざらしめるのである。 

(四)私には最早、シニョレリと云ふ名を忘れたことを、偶然な出来事とは考へられない。私はこ 
の證の中5 n _ i — いわけに8かないのであ6。！には i ぐ—機があつ 
て、それ等が私の各思考(トルコ人の習慣などに關する)の交涉を妨害し、またこれ等の動機に關聯 
してゐる思考を自分の意識から除外するやうな影響を後に私に及ほしたものであり更にトラフィ 
に於ける出来事に關した報知へと私を導いて行つたのである。—©ち•私は或る事を忘れたかつた 
の 1 或る 事を 抑壓したのだ。確に私は、ォル'井ニト1の畐の名とは別 S 暴を忘れ度いと思つ 
てゐたのである。然しこの別の思考が、その思考自體と E * 匠の名との間に聯想的關聯を作り上けたた 
めに、私の選擇行爲はその目的蠢つて、掌〇>1: 、 ^; めい 1' 刖者を忘れたが、而も0分のっもりで 
は後者を忘れ度かつたのである。この思起すのが厭だといふこ4•一つの內容に反いて進み記憶 
出來 ない 4 ふことは 他の內容で現れて t 。 この記憶するのが厭だといふことベ記憶出來ないと 
云ふこと、 が 、もし同一な 8に關して ゐ t らば、問題は 明らかに is であらう。二つの代償 
名稱は 最早この T な 解說が無かつた頃ほど完全には是認されないで、私に(妥協の形式に從つて) 
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記億したいと思つてゐたこと X 同じ程度に、忘れ度いと願つてゐたことを思出させ、且つ或る事柄を 
忘れ やうと する自分の目的が、完全に成功もしなかつたしまた失策りもしなかつたのを示すのである。 

(五)忘却した名稱と抑壓された主題(死と性慾等•また ボスニア、 ヘルツュゴヴ"ナ及びトラフォ 
イ等の名稱をも含む)との問に出来た聯想の性質はまた不思議なものである。一八九八年に發表した 
ものであるが、これに依つて以上の諸聯想を [ ii 示しようと試みるものであろ。 
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H 常生活の馈神分析 「ノ 
つに於いて變化されずに戾つて來たのである。然るに他方の二綴音は 、 ccfs ( 2 .5 a 肖〇を譯すこと 
によつ て、 抑 ffi された問題中に含まれてゐる名稱に對して多くのさまぐな關係を贏得たのであるが、 
思出さうとした時にはその抑壓のために失はれてしまつたのである。それの代償は一つの轉位が、意 
味や聽覺の限界に頓着なく、同じ聯想—— r ヘルツエゴヴィナとボスニァ』 I に伴うて生じた事を示唆 
するやうな風に•構成されたのである。それ故これ等の名稱は、この過程に於ては、恰で形を變へて 
判じ繪となさるべき文章を•影像に書いたやうに取り扱はれてゐる。このやうに、シーーョレリと云ふ 
名稱の代りに代償名稱となつた全過程に關しては、意識は何等の知るところもないのである Q 一見し 
たところでは、シニョレリと云ふ名稱を含んでゐる主題と、それにすぐ先行すろ抑壓された主題との 
間には、何等の關係もなさ k うに見ぇるのである0 

右のやうな解說は、記憶の再現及び忘却に關して他の心理學者達に依つて假定されてゐる條件 I 
&等はある®の關係や配列の中にそれを覓めてゐるのであるが—と撞着するものでないことを述べ 
ておくのも、餘計なことではあ—い。長い問名稱忘却の原因と認められて來た素因に*我々は或る 
場合にだけ一つ S 動機を附加し、かくして錯誤靈の機制を閲明して来たのである"彼等の假定した 
配列は我々の場合に於いてもまた、抑壓された要素が尋ねる名稱を聯想的に引張り出して來たり、そ 
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の名稱を己れと共に抑壓してしまふことの出來るためには、緊要缺くベからざるものである。恐らく 
この事は、思ひ出すのにもつと差支へのない他の名稱であつたらば起らなかつたのであらうと思はれ 
る。何故ならば、禁壓された要素は絕ぇず何等かの他の方法で自己を主張しようと心組んでゐるが、 
これが成功するのは、た<適當な條件に遭遇する場合だけであるといふことが全くありさうなことだ 
からである。他の場合に於ては、この禁壓は、機能の pf 害なしに、若しくは症狀なしに(と云つても 
豪も差支へないものであるが)成就するものである。 

名稱忘却竝びに誤れる追想の條件を撮要すると次のやうにな6。 

(1) そ，の名を忘却する或る種の©列(性質) 

(2 )0# に起つた禁壓の過程、及び 

(3) $^稱と豫め抑 S された要素との間に外的聯想を確立し得〇こど。 

この最後の條件が過度に重要視され6ことは恐らくないであらう。何故と云ふに*聯想は一寸でも 
その必要があると、多くの場合にこの條件を生ぜしめる傾向を有してゐるからである。然しか、る外 
的聯想が、禁壓された要素をして所期の名稱の想起を妨げしめるやうな適當な條件を實際に供し得る 
かどうか、或は、要するに二つの主題間の一層緊密な關係が必然的に要求されないかどうかと云ふこ 
第一草固有名の忘却 九 
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とは、 自ら別 S 、 一 S ち人つた問題なので皮 f 考へでは、我5後の方の要求を拒否し、 
且つ全然異つた內容の一時的な合致を滿足なものとして考へるやぅになるかもしれない。然し、一層 
塞に考 t て見 f 、 二個の1(抑壓されたものと新しい外的聯想にょつて—ものと)はこれ 
の外に內容的關係を有し H ゐることが愈々屢々分つて來る®で f 。 さぅし了〕のこ4シニョレ 
リの實例に於いてもまた證明し得られるのである。 

シーーョ レリの冨を分析して知り得たことの價値は、我々がこの場合を典型的な過程として說明す 
i か、或はまた單純なも s として說明すべ— s?t ことは勿論である。で、今や、誤れる 
& 想を伴つて t 名稱 s 忘却は、シミレ y の實例运て S 證したのと同一な 證に譽运々從 J 
ものであると 主張し ない わけに行かない。私が自分 S 心內にこの T な現象备察した時には、苑と 
いつでもそれを右6した T に、抑辱」依？震されたものとし S 明す t とが出來たのであ 

る。私は 更に我等 e 分析 s 典型 S 售 SS に•ま£8點 t 擧げ 2 S け5ならない。 

私は、誤れる11ふ—忘却 sf 、 不正—代償名稱が出しやばつて來ない—と—別す 
るのは正し4いと信じ J る。これ等の代償名稱は鏖的に起る場合が澤山1 か、それ等が自 
發勺こ浮上つて來ない T な他の場合では、注意を集中することで彼等を表面に引き出すことが出來 
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る。 引き出してみるとそれ等は、 抑壓された 要素と 失はれた名稱 とに 對し て* 自發的に 發 生して來た 
時と、！： 一な關係を示すのである。 二 個の因子が代償名稱を意識に持ち來たすに一つの役目を演じる 
やぅに思はれる。卽ち、第一は注意す6努力であり、第二は精神材料に粘涪してゐる內的決定嬰素で 
ある。私は後者が二個の要素間の所要の外的聯想を形成する多少の便利となつてゐるのを發見出来た 
ので ある。それ 故、 誤れる追想を伴はない名稱忘却の非常に多くの場合は、代償名稱形成を伴ふ場合 
に屬して居り •それの 機 制は、シニョレリの實例に於け ろ 機制に相當してゐる。併し乍ら私は、名稱 
忘却の一切の場合は同一(種類)に屬すると斷言するゃぅな胃險はしなぃ0勿論*名稱忘却が遙に單 
純な方法で 行 はれる場合のある こと も疑はない。我々が名稱の單純な忘却以外に、なほ抑 M によつて 
於を i 忠ヘいかへ！5て置くならば、我々はこの間の消息を干分注意深く表現することに 
な6のである。 


第一窣岡有名の忘却 




集全學析分神精ドイロフ 


H 常生活の精神分析 1二 

第二章 

外國語の忘却 

我々の自國語の普通の語彙は、常態な機能の限界内では、忘却されることはないと思はれる•か、外 
國語から来た言葉に就いては全然趣を異にしてゐる。この種の言葉を忘れる傾向は•總ての品詞に行 
渡つてゐ今實際、我々自身の一般的狀態や馨の震の如何に依つて、機能障害の最初の籠は、 
外國語截に對する我々の統制の不規則さとなつて出て來る。或る一聯の場合に於レてはこの忘^;は 
シニョレルリの實例で間明されたものと同じ機 i ムに從つてゐる。これの實證として、私はラテンの引 
用句から來た言葉(名詞ではないが)の忘却に關する分析を一つだけ報吿しておかぅ。併しこの分析 
は價値ある特微を有す6ものである。で、その分祈の報吿をする前に、この短い挿話の一伍一什を 十 
分明かにしておくことを許されたい。 

去年の夏、私が休暇で旅行をしてゐる際に、私は大學時代の若い知己と舊交を溫めたのであつたが 
私—の人が私の著奮二三を讀んでゐるのを* m ぐに知つた。我々は話の中で—どぅした次第か 
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らであつたかは今では記憶してゐないが！我々二人が屬してゐる種族(一)の社會的地位に言ひ及ん 
だ。彼は覇氣ある靑年であるから、彼の時代が"彼の口吻に依ると、不具になるやうに運命づけられ 
てゐるといふ事實を、才能を伸し欲望を滿すことの阻止されてゐる事實を•嘆いたのである。彼はそ 
の情熱的な•感情亢まつた演說を、ヴー •.チル Vkgi 一の有名な詩句を以て結んだ。それは Exorkire …… 
云々の詩句で、その中で不幸なディドー Dido は H ネァス Agea 3 に對する復1;;2を子孫に托するので 
ある。『結んだ』と云ふよりは『結ばうと思つた』と私は云ふべきであつた。何故ならば•彼はその引 
用句を終りまで云ふことが出來 t 次のやうに言葉を置換へることに依つて彼の記憶中の空隙を匿5 
5と試みたからである。 

SEXOrlar re) ex usts 03slbsator3 

靑年はとうとう不機嫌になつて云つた。『どうぞ、私が困つてゐるのを痛快がつてゐるやうな、人を 
小馬鹿にしたやうな顏をしないで*私に敎へて下さい。この詩句の中に何處か忘れたところがあるの 
です。間違ひなく云ふとどうなんでせう？』 

第二窣外_語の忘却 一三 
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日常虫活の精神分析 一 L 
『ょう御座います、ぉ敎へしませう』と私は答へて、その詩句を正しく引用した。 

SEXOria f e 〕 aliqui^nstris ex 〇 33 ibs & tor ! = 

『こんな言葉を忘れるなんて、あんまり馬鹿げてゐる』と彼は云つた。『さう云へは貴方は忘却 (1 
ま理由がなくはないと 主張してゐられるやうですが*私がこの不定代名詞の&会 S - を忘れるやうに 
なつたのは t ' うした次第でせうか。何とか承りたいものですね。』 

私は自分の蒐集を殖したいと思つてゐたので、喜んでこの挑戰を受け容れ、さうして云つた。『それ 
はおやすいことですが、併しその忘れた言葉に.別に特殊の意圖なく注意を集注した後に、心に浮び 
來る一切の事を•何の批評も加へずに、あけすけに貴方は云つて吳れなくてはいけませんょ。』§ 

【註】(一〕フロィドは ユダヤ人である。(譯 者) 

(二)これが匿れた變芯を意識に裔し來る普通の方法である。 i の註釋』參照。 

『承知し ました。妙な考へが浮んで、この言葉を次のやうに分ちます。$と)^^とにです。」 
『それはどう云ふわけです？』 
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『分りません 0J 

『それに就いて何か他に思ひ當ることはありませんか？』 

『考へはかぅ進んで行きます J Heliqu •一 S (遺物)—— Liquidation (淸算)—— Fligkeit (流動性)—— 
Fluid (液體)と……〇』 

『それで何か意味が思ひ當りますか？』 

『 い、 え、 いくらやつても…… 0 J 
『まァ 、やつて御覽な5い。』 

『私はトリヱントのシモンのことを考へますょ』と彼は皮肉な笑ひ方をしながら云つた0『彼の記念 
品を私は二年前にトリヱントの敎會堂で見たのでした。私はユダャ人に對して再び加へられた迫害の 
ことを思ひます。このやぅな所謂犠牲の中に救世主の、云は>、再来を、復活を見るクラィン バゥル 
Kleiupau 一の書を思ひます 0 』 

f この思ひ當りは、貴君が ラテンの 言葉を忘れた前に我々の論じて〇た 題目と 金然無關係では ない 
のです 。 J 

r 仰言る通りです。私は近頃讀んだィタリーの雑誌の中の或る論文を思ひ出します。その題は「聖 
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日常生活の精神分析 ーブ 
アウ ダス ティ メスは女の事を何と云つ たか」と 5 S であつたと思ひます。こんな話はぎでせぅ？』 

私は何とも云はなかつた。 

『今の題目とは错に何の關係もありません が、 或ることを私は思ひます。』 

『いや、そんな批評めいたことは一切拔きにしてね-』 

『さぅ だく。 私は盡旅行し H ゐ SSS 立派な老紳士直ひ出します。大分變つた人でし 
た〇まるで 大きな肉食鳥の？な風でした。彼の名は、云つた方がよければ云ひ— が、 ベネディク 
卜と云ふのです 。 J 

『おや^^、大層聖者や敎父たちが揃ひよしたね。聖シモン、聖アウグスティヌス、それから聖べ 
ネ ディ クト ですね。 オリ ギネスと云ふ敎父もあつたと思ひますよ。そればかりでなく*この內三つま 
でが、 クライン パウルの中のパウルのやぅに、聖名ですね。』 

『今、私には聖ャヌアリウスと彼の血の蠢.か思はれて來ました。—思想は機械的にどんく進 

んで行つてゐますよ〇』 

『鳥渡、待つて下さい。聖ヤヌアリウスと聖アウグスティヌスとは歷に多少關係がありますね。あ 
の血0奇蹟の事を私に想ひ出させてくれませんか？』 
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『あの事を御存知ないですか？•聖 ャメァリゥスの 血は ナポリの 敎會の內に 、 aa の 中に保存して6 
ります。それは或る奇踱に依つ て、 一定の祭日には再び流動す るやうになるのです。人々 はこの 奇 跋 
の事を大いに考へ、この流動が 少しで も遲れ 6と、例へば フランスの 占領の あつた時の如きが さう で 
すが、 非常に亢奮するのです。 その時の 總大將 ——たしかガリバルディ Garibaldi であつたと 思 ひます 

が、 違ひますか - その總大將 は 僧正を脇に呼んで、非常に大袈裟な樣子で、外に竝 んでゐる兵士の 

方を指し示し、奇經 f なく起るであら ig 彼 QS を •述べた。きろ S し P そ g 霞は起き 
たのです。 •：： 』 

『で それから t ' うしましたか？ どうしてさう禱路してゐるのです？』 

f 實は或る 事 か私に起つたのですがね。併しそれはお話しするにはあんまり立入つた事でして ね。 
とにかくお話しするだけの 關係 もないし •必要 もないと私は思ふのです0』 

『關 係のあるなしは私の方の問題です。勿論、私は貴君に不快なことを話すやうに强 ふることは出 
來ません。併し强 ふる 事が出來 ない4る' 貴君はどうして，云ふ語を忘れたかを私に訊 
くことも出來ま せんよ〇』 

『本當ですか？ さう 信じて ゐられますか？さう、私は突然、或る婦人の事を思ひ 出しました。 

ri 二草外國語の忘却 
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日常生活の精神分析 一 
その婦人からは——を f ことは出来衾ですが、それは f 二人 SS に不快な便りでぁ 

らうと思ひます.. 0 』 

『その婦人の月のものがないと云ふのですか？』 

『どうしてそんなことが分ります？』 

『それは別にむつかしくはない。貴君はその準備を、大分前から私に與へてゐたから . 尸つて 

へ 7。 髟む掌繁贫彰鏨で T 。 …… 

露、貴君 S 5 ァリゥスの 奇蹟の話を そ S 人の月經の事に、巧みに暗示して t したょ。』 
『それは 私2く氣の付か S でした。で、貴方 sfs —%と云#葉1ひ出し得なか 
つたのは-さう云ふ熱心な期待がぁつた i めだと本當に仰言るのですか？』 

•『それは 5— もないこ矣 i は思ひ妻。靈が Tlr 分け SIS して—な 
さい。それから——二翁)、餐—乂聾)、響—二流動性)と聯想したことを思ひ 

出して御覽—い。それからも一つ貴君が遺物の事から考へついた、ぁの子供ながらに8した聖シ 
モンの事もこれに關係させますかね。』 
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『どうぞもう 止して下さい。私が本當 にさう 云ふ考へを抱いた にしても，それをあんまり 大袈裟に 
とらないで下さる と 有難いですな。併し白狀 します が、 その婦人と 云 ふのはィタリー人で、私は 彼女 
i 1緖に ナポリに 遊んだのです。併し これは總て偶然の 符合ではないで せうか？ j 

『これ 等の總ての事を偶然の符合で說明出來 ると 貴君がお考 へになるなら、それは 貴君の判斷 にお 
任せしますが•併し これと 似た やうな 場合を分析して 見ると、 總てかう 云ふ 驚くべき「偶然の符合」 
!に導かれて行くと云 ふこと だけは云つておきますよ0』二> 

【 !£ 】( 一〕 この 一 小 分析は幾多の 人々の 注意を牽き、盛んな議論を 招いた〇ブロィ ラ 1 p Bleuler は、宛も 
この 分析に依つて、精神分析的註釋の信じ得べき ことを 數學的に把握し ようと 試みた。 さうしてこの 
分析は幾千の論難せられざる屢 上の『認識』よりも 實ら しさの繼があり、またこれが人々 に不思 
.謗に思へ るのは、人々が 心理 上に 實ら しさを持つ た S を 信じ 馴れて ゐ ないためで— との 結論に 到 
達したのである。(醫學に於ける訓練なき思想と その克服、ベルリン • 九一九年〕。 

私がこの旅の伴侶のお蔭で得たところのこの一小分析を董 する 理由は* 澤山 にあるので ある〇第 
一にこの場合に於いては，私は他の場合では不可能で あらうやうな源泉から竭すことが出來たから 
だ。私がこ X に輯めた日常生活の精神機能の攪亂の實例は、私自身の觀察 から採らなければならなか 
?一窣外國£の忘却 
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m 常生活の精神分析 

つたので—。私は Is 扱つ S — 春から得 1 か— 8感けようと試みるもので 
ある。何となれば、 S それ等 S に神震の結果であゎ顯現1過ぎないではないかとの反對 
を受けたくないからである。であるから、神霊には緣のない人が、そのやうな試驗のための對象と 
して 己れを提供してくれることは、私の目的の S には特別の價値があるのでこの分析は永た 

他の點に於いても S で Sr5s 、 代償的記憶の生じか r ころ i 蠢3合をそれは明 

示し、 又かく 5 に私 SSS 題、卽ち正しからざる代償記憶の顯れる顯 n ないは本質的の議を 
なさないとの命題を確證するからである。(こ 

■(一)なほ仔細に麗して見ると、『シ-ーヨゥレルリ』の分析との分析との間には、代償1に關す 
る限りに於いては、反對のあることが分る。後の場合に於いてもまた、この忘却には代償杯成力^^ 
して It で—。—わが同伴者に、彼. I れ—起しよう—めてゐた時に、何 
か e 償か®ひ當りはしなかつたかと訊いたに對して、彼は始めの内にはさを詩句に人れて 
ab ibus (多分 alis の離れた#で—う〕としようかと思つたが、後には——と 
云ふ語が蔑り—に執 f のさばつて來たと云つた。なほ震的で——、それ—句の— 
1 云ふ雲のためらしいと附 S へた。併し、 if からの— f 集めるやう 
こと 私が云つたら、彼は Exorzils (惡魔祓)と云ふ語を®•けた。そこで私はこの£赶」於ける 
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ex§are Q 助勢に、事實上そのやうな代霧成の簾があつたと考へる ことが 出来る のである。諸 
層の怒前から EXI_ が出て來たのは、多分聯想に依つて—らう。併しこの T な 細、 こ 
とは、別に何の價値をおく必要もない。 さて、 何等かの種類の代償記憶の現れる と 云 ふことは、抑 K 

に K つて原動せられた故意的忘却の不斷の—而もまたた V 特色的の、併し人を誤らせ易い_罾 ㈣ 

であると云ふことは、あり得べきことに思へる。この代償構成はまた、正しからざる代償 ^が現れな 
い場合に於いてさへも、忘却せられたものに近似した一要素の助勢となつて囊する こと も— 
で、シニヨウレルリの例に於いては、1家の名前は私に思ひ出せないのに、その間中、 私は彼の^部 
の壁靈の、更にまた—靈の一隅に—彼自身の像の、少くとも平常ょりは明瞭な 視 覺的 記憶を浮べ 
てゐたのである。また、一八九八年の私の論文中に報ぜられてゐる別の場合に 於いては、私は 或る他 
所の町に於ける不快な往訪に關聯した街の名と1とを忘れてしまつて、何とも仕樣がなかつた。と 
ころが家の番號は、如何にも皮肉に、特別に明瞭に覺えて ゐるの だ。|體 私は 數の記憶には不斷非常 
に闲難する方であるのに……。 

併し ajfs の實 例の主要價値 は、シニョレ ルリの 場合との今一つの 區別點 に存 する〇後者の 方の 例 
に於いては、名前の想起の妨げられたのは、或る思想の流れがその少し W に起つ て、 さう して遮られ 
た力 併し そ a 內容はシ-ーョレルリてふ 名前を 包含して ゐる新題目と何等判然たる關係を持たない i 
ころのその恕想の流れの後に淺した效果のためである。抑® ぜられ たものと 忘れられた名前を含む 
第二窣外國語の忘却 ニー 







B 常生活の精神分析 

晉との間にはノ v こ U 一時的 S 籠麗が生じ S けであ？*か i 麗の生じた S 兩者が外 
勺慮に依つて結合を構成し得んが - U めであ6。ョま . U alf S 例に於いては、その嚣に謹的 
思想を占有し、 やがて證 f し HS し來るやぅな ' —5 翌的な被雜晉の馨の名殘り 
を も 認めるこ4出来ないので t 。 題の置は、こ S 合は、觸れられた管®內部から生じ來 
り、引用句中に表はされた願望觀念に對すろ矛盾となつて無意識的-」起含て來たのである 
【S (一)どーョレルリの場合に於いて、二つの蠢の流れの間に、內的結合が缺けてゐたとは十分に糧出來 
ないので—。死と塗活とに就いての—に關す—抑蠻1 f 驾て行くと、我々は才 
レドエトム壁■ことに近い關係の—一靈に逢着するので—。 

その— sf な風に說明しなければならない。 — 馨 i 代 els 鼠1權 S 

剝奪せられて Iff f し T 11 S . TCS 、 露代者がそ論——51 

なすべきことを 警したのである。かくて貧は後代に對する璧を表由した。その瞬 W に於-"て板に 
は一つの 矛盾した思想が浮ん.で来たのである。『實 際、— は後代に對してそれほ—くの願望を抱い 
てゐるか。そ Sts ない。5 C し Is つて—方面から S が後代—待せねば 
I ぬとの 報 導を只今 受取つ たと したら，お前は如何に慘めな有様にな If •いや、お前は後代な 




集全學析分神精ドイロフ 


どを期待してはゐないのだ。期待してゐるとすれば、それはお前の復 g のためにすろのだ。』この矛 
盾は-丁度シニョレルリの例に於ける如く、觀念要素の一つと被抑壓願望の一要素との問に外的聯想 
を構成することに依つて-效力を發して來る。併しこの場合は、不自然な聯想の迂路に依つて非常に 
無理なやり方で發して來るのである。シニョレルリの例との第二の本質的な一致は•その矛盾が抑壓 
せられた源泉から發し來り、注意の轉向をなさしめるやぅな思想から出て來てゐることから結果して 
ゐる。—名稱忘却の二つの見本の相違と內的關係とに就いては*これだけにしておく. 0 吾人は忘却 
の第二の機制を、卽ち、抑壓から發し來6內的矛盾に依つて思想が攪亂せられることを、知るやうに 
なつたのである。この論を進めて行くうちに•かう云つた現象に幾度も遭遇す〇であらうが、段々理 
解し易くなる ti らうと 思ふ。 


55外國語の忘却 二三 
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P 常生活の艄神分析 

第三章 

名稱の忘却^文句の忘却 

外國語からの文章の一部を忘却する現象に就いて、さまぐな經驗を述べて來た が？ フ云く 
をして 見る と 、 f は 一 體蠢語 si を sin には、全然別 1 明を f るも？ S かど、" 
かと 云ふ事を 問題に する やうに SUS し H ゐる 法則 S が、暫く 經5 變化した备が拔けたり 
して 不完全に しか 思 ひ 出せなくても,つて, はしない 事は確である。 更に、 この忘却は一緖に 
覺ぇ込んだ事物の何れにも等しく及ぶものでは なく、或る一定の部分をそこから拾ひ出すやうて i 
から、この種 G 誤つ S 起の例を分析的に吟味して見ることは、我5努力に價することであらう。 

或る 若い同僚が f 霞中. に、 1語に於け— SS 外 BS 中に於け る 個5雲の忘却 
と 多分 似た T な風のもので、これはまた同時に硏究の對象となるものであらうと云ひ出した。で 
私は どの詩に就いて試驗をして見ょうと思ふのかと訊いたところ、彼は『コリ、' 卜の花柄 』* bn 
vou Korinths を擇ん、た。(こ 
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【註】(一〕これはゲ1アの物詩の傑作の一つとして名高いものである。詩の筋を話しておく方がこの場合の分 
析內容の理解に便利であるから玆に簡 m に云ひ添へておく。 —— 或る靑年が許嫁に愈ふためにアテナ 
からコリント へと 行く。一一人の關係は彼と彼女との雨方の雨親が取定めたものである。その約束のあ 
つて後、彼女の方の一家はキリスト敎に改宗した。ところが『新たに信仰の芽が萠え出でると、愛と 
眞とは®々 M しきのやうに«りとられるものである。』そんな變化が起きてゐょうとも知らずに、 
若者はコリントへ着いた。蔚いた時は夜も旣に遲かつた。家內の者等は寢 g まつてゐたが、併し晚# 
は彼の室へ運ばれて、彼は樹りで放つておかれた。若者は疲れてゐたので、別に食慾はなかつた。彼 
は着物も脫がずに S 緑の上に橫たはつた。うと<してゐると、突然扉が開いて彼の室に這入つて來 
たものがある。一一を採つてすかして見ると、面紗を被り白衣を身につけ、額のあたりに黑と金のバン 
ドを結んだ少女である。彼女は靑年を13めて、蹬いて白い手を擧げた。彼女は逃げ出さうとしたが、 
靑年は彼女を Is まらせ、抑停めて、酒?3-を指してこ X にヶレス、バックスの神々の賜物ありて御身ま 
たアモール神を薇し來りしに非ずやとて、彼女を己れの側に坐せしむ。彼女は併し云ふ、彼女には旣 
に酹喜はなく、辟々はこの靜かな家を見捨て X 去り、た^こ i に^祟せらる X ものは天上なる唯一神 
と十字架上の一人のみと。靑年はこれ等の言葉の意味を解せず、た VT 彼女を己れの^^とみるのみで 
ある。彼女は自分が旣に僧院に送られた身であるといふが、 W 年はそんな言葉に邛傾けょうともしな 
い。 1 H 夜中の時は打つて彼女は安心したやうに見えた。彼女は蒼白の唇に紫色の酒を飲んだが、 W 年 
のさし出すパンを受取ら うとは しなかつた。彼女は靑年に金の鎖を與へ、その代りに被の頭髮？一 ま 
第三草名稱の忘却と文句の忘却 二五 
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日常生活の 精神分析 

き—取つた。婆は？に自分は氷のやうに冷いと云 ふが、 靑年はょしんば彼女が賢から出て來 
たものに もせょ、—彼女—くせざれば—ぬこと—じてゐた。愛は兩人を近付けた。彼女は靑 
年の唇から熱心に熱をとつた。二人は互に相手の內にのみ存在を贏した。併しこの吸血の花嫁 S 
こ依つて翠 b れても、彼女の胸に心變高 f ことはなかつた。この怪しき情慾の不思®1を 
f 出すことは不可能で—生と死との竺と Is ベ—、 f 上—てられた雷の祭壇と 
も云ふべきか。そこへ 母親が現れる。霞は— S に—や接吻の音を S 、 1 の奴隸 女が行つ 
てゐるものと思つて憤りに滿ちて靑年の室に行く と、 そこにゐ るのは、— う事か自分の娘で—。 

S は影のやうに立上つて母親がこれ等の邪魔をするのを難ずるのでぁつた。•『お母さんは妾を早く墓 
島にお f になつた r けで澤山ではないですか？』と彼女は難ずる。併し墓場は彼女を止めておくこ 
とは出來なかつた。—の—、羅は彼女の上に何の力を—ばしはしなかつた。大地は愛—す 
ことは出來なかつた。彼女は歸つて來た。彼女は己れの鎖を彼に與へ、彼の頭髮—取つてゐる。明 
日•彼丈 f となるで—う。彼は己れの靑春1一度勞中—めねばならぬ。彼女は0に乞2て 
荼 SS の業をしつらへしめ、—開いて彼と彼女とを共に—、神々の許に f 行か"と願つたので 
ぁつこ0 :::こ4鎖と頭髪とを若き二人が交換することは、そこに S 象徴の意味が1思 
ふ。サラムボゥの舍鎖 I ひ出したざでも大きな暗示とならう。頭が與篇の象徵で—ことは 
霊の事 I ?見れば、そこに孛る頭髮が何を意味するかは自明—らう。(雲) 

これは彼8_の詩で、少く—各 f に暗誦してゐ ITt もので！。ところが想起し 
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始めからして、彼は抑々呆れた不正確を呈露した のである。 『「コリントから ァテネへと 引寄せられてし 
,Von Koriuths nacli Atlieu gozogeu* でしたかな、』と彼は訊いた。 『それとも 「コリントへ ァテネか 
ら引寄せられて」* Nacli Koriutlls vou Atheu Gazogell, でしたかな^私も暫時 •© 路してゐたが*遂 
に笑ひながら云つた。 r コリントの花嫁』と云ふ詩の表題から見ても、その若者がどちらの道をとつた 
かは、疑ふまでもないことではないかと。第一節だけはやがて滿足に、或は少くともあまり呆れた間 
違ひもなく想起出來た。第二節の第一行以下で、その同僚は暫く考へてゐたが•やがて語を進めて次 
のやぅに暗誦した。 

Aber wird er aucp"willkomineu scheme^ 

し etzt,\vo .jedor Tag \i«eues brmgt ? 

Denu er ist uoch llelp-e mit deu Seiiieu 
Uud sie siud Chmten uud - getauft. 

私は旣に前からをかしいと思つて聽いてゐたが、この最後の行の終つた後には、我々二人はこ、に 
何か違つたところがあると云ふことに一致した。併しその違つたところを正すことが別々には出來な 
かつたので、自分等は書庫に急いで、ゲーテの詩集を織いて見たところ*驚いたことにはこの節の第 
第三草名稱の忘却と文句の忘邛 , 二七 
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m 常生活の精神分析 二八 
二行は金然語音'か違つてゐた。本- if の語音は云は > 同僚の記憶から投げ出されて•一見無緣のものが 
その代りに置かれてゐた。本當はかうであつた。 

Aber \vird ci:aucli wlllkommou scliellsu 

Weuu er teuer lllollt die Guust ei : 一 caufrt -? 

. (併し彼もまた喜ばしげに輝くであらうか、 

彼がその恩惠を高く (自力で)購うたのでないのに？) 

,,orkll— (購ふ)は，， 21— ス洗禮を受ける V こ韻が合つてゐる、それに KIA 異敎徒)、 9 rill 
(キリスト敎徒)、0菩£^などの觀念群座が、原文想起に際してあまり促進されてなかつたのが、私に 
はをかしいのである。 

私は同僚に訊いた -0 である*貴? t はそれほどょく暗画してゐろ答の/詩の中でその行をそんなにすつ 
かり 落してし5; つたことは 何とか說明出來ますか。また貴君はどう云ふ關係でさう云ふ代償が這入つ 
て來たか見當かつきますかと。 

彼はその說明をすることは出來たのである"いさ、かそれをするのはうれしくないやうではあつた 
^-。 『 Jlt , wo j 良 or T 在 was lie — briugt (每日新たな消息のある今となつて).と云ふ行が出て 
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来たのは、 S 分？ゐ參。私はこれ S 1 I し前に、1 S 係し T 用含に—あり 
4ん。その業務が大いに盛んなので、御存知の f 私は只今のと ころ 非常に滿足し J るのです。 

併しどうしてそん i がこの Tf ころへ這人つ5?せ— 5は f 一つの I が分つ 
T ゐます 。 ，wlls fr 11 —dle G — erkaufv ( 彼は高くその恩惠を購つたのでないのに)と云 
行は私には明かに愉快でなかつたのです。それは最初の時には瞀になつたが、只今私の物質上 
の冨か非常にょくなつた？、も 一度繰返 f と思つ54る求婚 s 事に麗があるのです。こ 
れ以上 お S — ことは出來4んが•併し今は sftf なん？けれ f それでも私 

は5の靈が當時に(今でも f ですが〕事件を決定した ことを思 ひ 出す のが、 確に いやなので 
す。』 

この話は十分にあ S 事を霞す f のであ f 私には考 へられた 6 またそれ以上 細々した事情を知 
る必蒙私にはなかつた。併し私はなほ進んで訊いた： ころで碁はどうし5君鼻と露の關 
f を『コリントの花嫁』の本文中に混入する やうに なつたのでせ うか？. 
r 新たに信仰の芽が萠ぇ出ると 
愛と眞とは屢々 M しき 雜草の やうに 
第三窣名桝の忘却と文句の忘却 



集全學析分神精 P ィロフ 


日常生活の精神分析 
® りとられるものである 0 J 
,,Keimt eiuQlaube n— 
wird oftdeqruud Treu 

wio eiu b 33¢3 Unkraut a 5 g®rauft《* 

と云ふ意味 SIS — があ SI 中に出てゐるが、謇 8 合 & いても！ 5 需が、 

多分存してゐるのではないですか？ 

I 正當に考へ付いたのではなかつ たが、 併し1は—を指したらしく、彼に—ち一切の 
事が明白になり、今まで 彼 I にも確かに分つてゐなかつた 事を、 答へとして S 述べ4が出来る 
T になつ たのには、驚いた次第であつた。彼は惱ましげな、 f して—不機嫌な眼付で私を眺め 
つ i * この詩のずつ と 後の方の侗所を n ずさん だ。 1 
Sich sie an genau! 

Morgen ht Bie grau. パ 

彼女をょく見ょ 

明日になれば彼女は老いてしまふの^。2ご 
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【駐】 ( 一〕同僚はこの詩のこの美しい個所を、 その g « l « 音に 於いても、その適用に於いても、いさ か變へてゐる 
のである。詩中に出て來る怪しの少女は、 その 花婿に向つてかう云ふのであつた。 —— 

Meinewette llacr' icli dir gegeben: 

Delnefcke nehm* ich mit mir lort. 

Sieh sie an 旳 enau! 

Morgen bls-du glppu, 

Una nurcrraun erschelnsrt*du wieder dorr* 

(妾の鎖は貴方に差上げました、 , 
貴方のお髪の毛は妾が頂いておきます。 

よくそれを御覽なさい 

明日になれば貴方は老いてしまふのです。 

さうして黑くなつて再び現れ出るのです。) 

さうして直ぐ云ひ添へた•彼女は私より少し年長なのです。彼になほこれ以上苦痛を與へないために 
私はこの質問を切上げてしまつた。分るだけの事はこれで十分のやうに私には思へた。併し、この記 
憶の大した事でもない失敗をその根柢にまで迎らうと骨折つてゐるうちに、相手のこのやうに遙かな 
祕かな•悩ましい思ひの纏はつて06事柄に觸れるやうにならうとは、確に驚くべき事である。 

溶三举名稱の忘却と文句の忘却 •ぐ 三一 



精 

神 

分 

析 

學 

全 

a 


日常生活の耥神分析 一一一こ 
有名な詩文の一節を忘れる事の今一つの實例はユング o . pqBo ^ の論文(一)中に夕るからそれを 

著者の言葉の ik に引用して見ょう。 

【I ( 一 ) 『早發生 S 呆症の心理に就い £ ,bber die Psychologie der Dementia praesx: 1907, Seite 64. 

1或る人が， EillFicMeublstehteiasamunv 、 (松が淋しく立つてゐる云々〕の誰ても知つて 
ゐる詩を口ずさまふとした。ところが' bswo £^ : 袋；(彼は睡くなつて來た)の行になつて奴は 
,mit weiir Decke ((白布を以て)のところで*行詰まつて動きがとれなくなつた。このやうな冇名な 
詩句を忘れ f 云ふのは甚だをかしなことに私には思へた。 で、 私は、彼が『白布を以て』と云ふ言 
葉を賢たと S 、 どんなことが彼 s 心に起， S か、それを想ひ出すやうに云つた。す f 彼は次の 
やうに聯想を述べた。「白布は屍骸の上に被せ6リンネルの白布を思はせる。 (間)さう云へば 、 a 
は一人の親友の事を思ひ出します——彼の兄弟はまだほんの若いのですが、全く突然に死にました 
— 彼は卒中で死んだのでせう—彼はまた非常に肥滿してゐました私の親友もやはり肥滿してをり 
まして、度も同じやうな目に會ふのだらうと思ひました—多分彼は運動不足でせう私かこの死 
を聞いた時に*私は忽ち怖ろしく f た、 私も同じ運命に會ふのだら i 思つたのです。私 S 
の家族も脂肪過多になる傾向がぁりまして-私 S 祖父は心臓病で死んたのてす私 S 身身はり 
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多少肥滿 S 方でし T 、 S ために私 SS から—の治 ITt のです。」 

そこでユングは云ふ 01 『で、その人は白布を以つて被はれた る松の木に、 自分—同一 E 
たのである』と〇 

文句の 一 節を忘れる次の實例は.ブダペストのわが友人フ H レンチ博士 g . f — S ふもの 
であぶこ才は扩の赛とは違つて詩の I 節に關 する ものでは なく、 自分で作つた言葉こ關するも 
のである。こ S 例は美、 ㈣ 的 — sg に——つこ igf 4 Ig ある— 
品位を保つための f 務め i 却が現れ S ると S 甚—つ S 合 i 々に f もの1。誤 
S かくて有用なる•機能にまで進んでゐる。我々 が 迷ひから再び醒めた時に•始めは忘却として、精 
神的不能として現れて來たかの內的の努力を*正解するこ i が出來るのである。 

i — 合の席で、， Tf—le It I pl _ •二？—すること—すこと) 
との1暴が出た。それに對して私は云つた、この|は始めの方だけで澤山だ、「ぢお」4傲慢で 
?…兵 sf 零」 に！ 任し S る e ぢそこに■差人がそ 2 i 非常によいと® 
ふと：：ムつたので*私は却？大膽にな？——、 好意あ—のよ— 見—證 する ためであ 

る，…く 一 1頃私には何かもつ i い考へが浮んだ ことを 私は云つた。 併しこのよい考へを述べ 
第三筚名稱の忘却と文句の忘却 
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R 常生活の精神分析 一ご卩 
ょうとす6と、どうしても私はそれを思ひ出すこと.か出來なかつた0そこで私は矻ぐにその#合の席 
から退、て隱蔽思想(代 fit 思想)を#きつけた。——先づ私はその(探してゐる)思想の見流赉とも云 
ふべき友人の名とブダペストの街の名とが出て來た。次にまた別の友人の名マックスが出て來 
た〇 410 ことょ 我々は平生 マ クシ Maxi と呼んでゐるのである。それに伴れて)&^.目(格(.：！)と云ふ 
語が思ひ出され、またその時も(只今の場合と M じやうに)有名な格.一 rl を變更してゐたの、たと云ふこ 
とが想ひ出された。不思議なことに、私はそれに就いて何の格言も思ひ出さす*た ゞ 『神己れの姿に 
かたどりて人を造りたまふ』と云ふのと、その作り變へであるところの『人己れにかたどり神を造る』 
と 云ふのを思ひ出した。すると忽ち探ねてゐるこ i が想ひ出された。私の友はその時、ァンドラッシ 
街 Alystsse で私にかう云つたのだ。『凡そ人 till 的な 6 ものには*我には他 M ごとならず。』と。 
それに對して私は I 精神分析的の體驗に基いて I かう云つた。『君は百尺竿頭一歩を進めて•かう 
吿白しなければならぬ、凡そ獸的なものは我には他所ごとならす』と。 

『併し私は遂に自分の探ねてゐることを想ひ出しはしたのだが、#合の席へ歸つてそれを云ふこと 
は 出來なかつた。無意識の獸性に就いて思ひ出した友人の若い細君も出席者の內にゐ て、 私は彼女が 
そのやうな面白からぬ見解を受容れる用意のないことを認めざるを得なかつた。かの忘却に依つて私 
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は彼女から不愉快な質問を5せかけられること\や？もはじ f ぬ論 f か—れ S けで あ 
る。で、 正にそれこそはかの「一時的磬」の 震で なければならなかつたのだ。』 

『實際探ね J — 題に 於い S 人間に 於け る 11かれ Tt のに、 隱_|し5神が人 
間の發明物差り下つ 2# s 出 Tts は、甚つぎ— SI — 
(準死) が—に 共通的で t 。 問題 i は明かに•この嘉に依つ5發さ公。 扉す f と、赦 
すこ t に關す—流れの續 S 過2いので ある。』 

r 探ねて—文句 seT に f に出いふ GH 1 SI 文氣のない聾に退 
いたためであつて、人中ではその S 1 閱のために抑 f れ S たのだ。』 

私は票、 SI ? i つ S 起 9 f SI # 祈し S 、 こ— e 變 SS 一致する 

ところを見ると、，—ミの例や『コリ rs 花嫁 J の例に見られ I 却の——— 遍的に— 
するもので f こ忘鳘せ f 禽な いので ある。それ 等の 分析を報吿するのは常■た不都合な 
ことかふ〃それ接に擧けた例に就いて孕も分る通りに祕密な•被分析者に名て苦痛な寧柄に 
這入？行く 1る。で、私は實例はこれだけにして？ is , 材料の I はず、總て 
これ等の—に共通的なも S 、 忘公 si められた材 S . 何等かの—的— に依つ て、 無 

SS 十名稱の忘却と文句の忘却 
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三六 

意識的^ i 想 內容と 結合す ると いふことである。(忘却となつて現れろ效力はこの無意識的—内容か 
ら出 て來るのである") 

私は今 5び、名稱 S 忘却 S つ S く。名稱の忘却 i いては、私はこれまでそ S 狀に就いて 
も—に就いても、 麗的 S 究して——つたので S 。 か—6類 S 行—ひは S は時々 
警に私 鼻の內&奪られ念で、この方の11缺 S いのである。私は ts い 
偏醫を病んで—が•それが起る時に—時間前に——れてしまふので 1. 出來—ろ。 
さうして S 發作 SS 達し S には、その—は— sf やめ—はならないほどではな 
いの S 、 私1々一切の固有名詞—ひ出すことが出來ないのである。さて、この私のやうな— 
气我々の分析的努力に對する根本的な反對の議を供するものでは—か。そのやうな麗か 
らして、人々は忘却、殊に—忘却の蜃が腦の靈的竝びに一般的の1に存し、從つてまた 
このやう—象を心理的—明する®かないとの歸結に到達するであらうか。，私は—は考へな 
、。それはいつも同じである或る現象の機制と變化する機制とを混同するものである。併し私は兩者 
の區別をする代りに、比較を以て反對說に應へょうと思ふ。 

私が非常 ii 不注意な人間で、或る大都市の人氣のない方面一」夜中に散步にも人3と/ 
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盜られたと假定しよう。最寄の交番に立寄つて、私は次のやうに報吿をする0——『私はこの通りと 
あの通りとを步いてゐまして寂寞と暗黑とが私の時計と金入れとを盜みました0』これ等の言葉には 
另に出^つたところはないガ、併しこの報吿の言葉ぶりからして、頭がどうかしてゐると考へられる 
危險はあるり正確には*この事件は、場所が寂しかつたのをかきかとし又暗黑であつたかきとで-知 
らない間に惡漢か私の貴重品を竊取したと云ふべきである。果してさうであるならば、名稱忘却の場 
合とても別に變つたことではない。精神虛弱と週期的障害と亢奮とを好都合として•知らぬ間に或る 
精神力が私の記憶に所屬する固有名詞の支配を私から奪ふのである。それは他の場合に於いて、健康 
と行動力とが完全である時に、同樣な忘却を齎し來る同じ力である0 
私•方自分に起るそれ等名稱忘却の場合を分析して見る' その忘れられた名は必ずわが身に交渉あ 
る問題に何か S 關係があり • f •し p 强—た屢々苦しい感情室分 S 內に惹起す力あるものである 
事が分る。チゥリッヒ派(ブロィレル Bleulcr ，ユング Juug , リクリン Kndiu ) の一史利な 、 crl o ffi 薦こ 
價する實施に傚つて、私は同じことをまた次のやうな形に云ひ表はすことが出來60——忘れられた 
名は私の內に一つの『個人的 n 厶ブレックス』を作つたと。その名の私個人に對する醫は思ひもよら 
ないもので、多くの場合表面的の聯想(言葉に二重の意味があつたり、音が似てゐたり)によつてな 
第 r ': 穿名稱の忘却と丈句の忘却 コ1し 
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H 常生活の赖神分析 一ーノ 
さ t るのである。大抵は側面關係と呼ぶことが出來る"かぅ云ふ關係の性質を最もよく說明する單純 

な實例數個を擧げておく。 

(一〕或る患者がリ，井ィラ扫^.03に於ける療養所を推薦して吳れと私に依賴した。私はチュノァ 
に 非常に 近く f 云ふ鬵を一つ知つ p ゐた。私は奔そ s _ 所を雪し Ht ドィッ e 同僚の名 
前をも思ひ出した。ところが場所自身の名前は想起することが出來ない、勿論それをよく知つてゐる 
とは«,じてゐながら——。で、私は已むなくその患者に鳥渡待つてくれと云つて、自分の家族の女た 
ちの方に |££ ぐに向き直つた。『あの N 博士が小さい療養所を持つてゐるヂュノァの近くの場所は何と 
云つたつナ m 某夫人が永い間治療を受けてゐたぢやないか？』『勿論、あんたはその名前はお忘れ 
になりますよ〇ネル フィ Nervi つて云ふんですもの〇』 ® に、私は神經 (^ G 3 g ) のことに携つてゐる 
ものである。 

(二〕ま. US 患 S 近く S 避•暑 S こと S し H 、 二つの知れ渡つ S 屋 SS 璧 S があると 
主張した。私は第三のはない と 云ひ張り*自分はその近くに七度も避暑したので彼よりもその邊のこ 
とは 詳しい と 云 ひ 添へた。私の反對に激した が、 併し彼は名前を想起してゐた 。その 望の宿屋の名 
よ『ホ—ホヮルトナー屋〖 del . Hochwartuci •と云つた。そこで私は勿論それを認めさるを得な力つた。 
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實際、 sis 間•私が現にそれほ—くその——定し S 屋の直ぐ隣した I 
11 S かつた。ところで—何 f 8合、名 Af —兗ので あらうか？ その名が 私 
のと2じ仕事—？ゐ—インの— S 名と音が—に似てゐたために、私の內に『1コムブ 
レックス J を起したのであると思ふ。 

(三) また或る時、私はライヘンハル—1の停車場で汽車の切符を 買は うとした が*私が 
f 通過したこ矣あ IG 大驛 s ? f § 出せない。私はそれ S 間表に就いて— 
命に繁ねばならなかつた。その名は nl ゼンハイム wilm であつた。それがどう云ふ聯想か 
ら忘才られたかは直ぐに分つた。一時間前に、私はライ ヘン ハルの 近くにゐる私の姉妹の 家を訪れた 
のであつた。私の姉妹の名は 口— ヂ fa であつ たから*その磬 やはり 口 —センハ イム I ぎ 
であつたのだ。 この 名は私の『家族 コムブレックス J に依つ て 失念されたのだ0 

(四) このやうに 『家族 コムブレックス J が 失念させる效力を有して ゐると 云 ふことは、 數 々の實 
例に就いて證明する ことが 出來る。 

或る日私は或る靑年から分析の相談を受けた。彼は私の扱つてゐる婦人患希の弟で、 これまでにも 
屢々會ひ、私は彼を姓でなく名前で呼び慣はしてゐた〇 がて、彼の訪問に就いて 話さうとした時に 
第三草名?1?の忘印と文句の忘却 





集全學析分神精ドイロフ 


m 常生活の精神分析 PC 
大して普通と變つた名前でもないと思ふのに、彼の名前がどうしても私には思ひ出せない。私はそこ 
で街へ出て-®板を見て步いた。その名が目に入るや否や、直ぐにそれだと分つた。分析の結果、私が 
その弟と私自身の弟とを竝行にして考へてゐる事が分つた。さうしてその竝行の中心點は『私自身の 
弟はかう云ふ場合に遭遇したら同じやうな態度に出る•たらうか*多分反對の態度に出ろ•たらう』との 
抑壓された問題であつた。この他人と自分の家族とを同樣に考へる外的結合は、兩方の母親•か共にア 
マリア Amalia と云ふ名を持つてゐたために可能となつた。やがてその後になつて私はまたダ-ーエル 
Dauie 一と フランツ F 3 UZ と 云ふ代償名稱を理解した。これ等の名前は、どう云ふわけ•たか•執拗に 
nu て 來こ〇ダ-ー エル、 フランツはアマリアと 共にシルレルの戲曲『盜賊』の中に/ ii て來る名前であつ 
て、 それ等總てに年ィンの1 ftto 歡ダニエル•スピッツュルの洒落が結び付いてゐるのた。 

(五)また或る時、私は自分の青年時代に關係のある或ろ患者の名を想ひ出すことが出來なかつ 
た。、 ろ/\迀路を通つて分析した結果、やうやく目指す名を發見す〇こと•か出来た。患莕は失明す 
るのではないかとの不安を述べてゐた。それに就いて、私は銃丸のために失明した或る靑年を思ひ出 
して ゐた 。それから更にピストル自殺した或る他の靑年 s 姿が浮んでゐた。こ SS 靑年は第一の 
患者とは何 S 親蠢係もない S だが、同じ名を持？ゐた。こ S 名— し、 これ等二靑年の場合から. 
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の心配が私自身の家族の一員に轉嫁せられた事が知れた後になつて、漸く分つた0 
このやうに『自己關係 J の不斷の流れが私の思想を通つてゐるのだ。 f 云 ふことは 自分でょ氣 
付 f しないが、併しこの T な名前の忘却をす？ころから見 f _ せられるのである。恰も、 
私は他人に就い H 私の聽く總てのこ忘わが身にひ直べざるを得ないかの やうに、また私の固、勺 

コムフレクスは他人からの一切の見聞に依つて山几奮させられるかのや、フに思はれる。これは私の固 
人的醫と云ふは不可能である。それどころか、それは『の事 S 一般を 理解すべき 方法へ 
の一つの暗示を含んでゐなければならないのである0 

この種の最上の實例を、レ1デラ—と云ふ一紳士が自ら震したことであるとして、， i こ報吿せら 
れた。彼.かヴ-ニスへ新婿旅行をし H ゐた時、ほんの一面識しかない或る人に出會して. 彼？の 人を 
自分の新妻に紹介しないわけに行かなかつた。彼はその人 g 名前を忘れてしまつて ゐたので•最初の 
£はそれを聞こぇない T にゥ1ャに云つて、やうやく具合の惡いその場を 遁れた。 併し、ヴ H ニス 
てはこれは仕方のないことだが、二度目に會つた時には、彼はその人を小脇に 呼んで、露の 名を失 
禮ながら忘れてしまつたのだが、困つてゐ るの だから敎へて下さいと云つ たところ-相手の答へは 人 

間性を知ること甚だ高いものがあつた 。日く - 私の名をお忘れになつたのは御尤で すょ•私は貴淠 

第三草名稱の忘却と文句の忘却 
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生活の精神分析 
と N 名*レ—デラーです。 

自分と同名の他人に出會すと一.ムふことは誰しもいさ、か不快なものである。私は近頃取た叫白にさ 
う云ふ感情を經驗したが、それはジグムンド•フロィドと云ふ一紳士が私の分析取扱を受けに來たこ 
とであつた。併し私鼻の批響の一人の讓するところに依ると、この點に關してはそ®人は私と 
は全然反對の感を持つさうである。 

(六) i 人關 係』の效 S また、ユングに依つて報導せられて—次 S 例に於いて•これを認 
めることが HI 來る 。(一) 

「主】 ( 一 〕； Dientia praecox, CJ. 

r\f I 空しく 4墨人 S し s 、 §婦人はそ If なく51と嬉した。とこ 
1 は illi 久しく知つ1拘らず、且つ—と商賣上の1に拘らず、彼は 
幾度1の名1れる。さ— S 手紙—かう i ふ度每に、そ i ® i に問はな 

け.れ s « G : a がづた。』 ! 

汗し、こ8合は前 sf り—却 S 2 明白 S つて、こ S 合 S 藝 S 人麗 S 觀念群 

^ 0 slao 诚 
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は^^に關•して何事に.依らす知ることを欲しないのだ。『考へる こと さへしてはならない I の^。 

(七) 名前を忘れる動機はまたもつと微妙なものである場合もあり得る。その名の保持者に對 する 
所謂 r 昇$された』憎惡に存することがあるてブダペストの K 孃と云ふ人が斯う書いてゐるし 

r 妾は一小理論を自分のために立てました。と云ふのは、妾は畫才のある人間は音樂には何の感覺 
も持たないものであり•またその逆も眞だとのことです〇さき頃、妾は或る人とその事に就いて話し 
てゐました。その時妾はかう云ひました、「妾の觀察は今までいつも中つてゐたが、或る人だけは例外 
です0」と。ところでその人の名前を想起しようと妾は思つたが•どうしても想起出來ない〇そのくせ 
その人は姿の親友の一人であることが分つてゐるのだが——〇數 R 後*その名が偶然が擧げられろの 
を聽いた時には、妾はそれが私の理論の提亂者であるがためであると云ふことが勿論すぐに分つ た。 
私が無意識的に彼に對して抱いて<5た憎惡は、平は妾にはあれほど親熟してゐた名前を忘却せしめ 
る T 〕 と V なつて現れたのであります0』 

(八) フ"レンチに依つて報吿せられた次の場合に於いては•自己關係がまた別途を通つて名稱忘却 
父なつてゐるのである。これを分析して見ることは•殊に代償思想(シニョレルリに對するボッティチ 

I "ルリ、ボルトラフィォの如き)の說明に依つて分析して見ることは、ためになるのである。 

第三琪名稱の忘却と文.句の忘却 四三 
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H 常虫活の粮神分析 pk 

精#分析を多少聞き 知つ てゐる 某婦人が-精神療法家ユンダ ( Jgg ) の名を思ひ出せない" 

ク V ワイルド ニイ チェ ハウプトマン 

その•戈りに次のやうなのが思ひ出される。0•(名前) 11 0 ^ 1 Nietzsche —— Haupill . 

私はそれ等の名はみな違つてゐることを彼女に吿げ、それ^^の想起から自山に聯想を走らせるや 
うに要求した。 

六1.こ兢ぃては彼女は蓝ちに1^夫人を考へた。』その夫人はおしやれの氣取屋で，年齡の割合には 
達者に見ぇた。『あの奧さんは牢をとらない〇』ワィルドとニィチュとに關する共通的の、根本的の槪 
念としては、彼女は『精神病』と云ふことを擧げた〇やがて彼女は嘲弄的にかう云つた。『フロィド 
派の彼等は精神病の原因を探つてゐる間に、自分で精神病になるでせう。』彼女はなほ語を續けて云 
ふ、『妾はワィルドや-ーィチエは御免ですわ。妾には分りません。ワィルドもニィチュも同性愛であつ 
たと云ふぢ やありませんか。ワィルドは默一男たち ( J 目 g ® Leuto ) と關係した人ですつてね 0 J (彼女 
はこ\で旣に正しい名を云つてゐるに拘はらず•それに氣がつかないのである。) 

ハゥ ブトマンに就いては ^ ibe (半分)と il ^ eg.Kd (靑年)とが聯想された。で、妾がそのユーゲン 
ドと云ふ言葉に彼女の注意を促したので始めて、彼女は彼女の求めてゐる名がユングであることを知 
つたのである。 
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r この婦人は三十九歲にして夫を失ひ、再婚の見込みがないので、靑年だの老年だのに關する一切 
を想起するのを避けょうとする根據が十分にあるのである。こ X に注意すべきは、隱蔽想起が忘 k ら 
れた名前に對して純然たる內容的の聯想であつて、語音の聯想の缺けてゐることであるご 

(九)また別の、その動機の更に微妙な名稱忘却の一實例を擧げょう。これは當事者が自分でその 
說明を與へてゐるものであろ。 

『副課程としての哲學の試驗を受けて〇る時に、私は試驗官からヱピクルスの學說に就いて問はれ 
た〇續いてまた•後の世紀になつて誰がヱピクルスの學說を祖述したかと問はれた〇私はビエ ー ル • 
ガづセンディ Pierre a 謹 ndi と答へたが、實はこの名は二日前にカフ h でエピクルスのお弟子だと人の 
云つてゐるのを聽いたのであつた。どうしてそんなことを知つてゐるかと云はれたので、自分は大膽 
にも以前からガッセンディには興味を持つてゐたのだと答へた。その結果、自分は優等で卒業したが、 
併し後になつて遺憾ながら、自分はガッセンディの名を執拗に忘れるやうになつた〇どんなに骨折つて 
もその名を今だに覺ぇてゐられないのは•私の良心の苛责のためであらう i 信じてゐる。その當時は 
そのやうな名を知らねばならぬこともなかつたのだ OJ 

この話者が試驗の#話の想起を甚しくいとうのは何故か、それを正しく理解するためには、吾々は 
第三苹名稱の忘却と丈句の忘却 四五 
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H 常生活の辂神分析 r .> 

彼にとつて ドクトルの舉位が如何に有難いものであり、この代償が如何に多くの他のものに相當する 

かを承知せねばならぬ" 

(十)私は更にこ、に町の名を忘れた一例を附加しておかう。この實例は右に述べ來つた諸例ほど 
には恐らく單純なものではないが、併しそのやうな探究に親熟してゐる人々にとつてはむじ得べく、 

•段値あろものであらう。或るイタリー那 I 1 J の名が或る婦人の名と遙かなところで#が K てゐるために 
記憶から逸してしまつた。その婦人の名に對してはさま^^な感動的な*た t の報吿•たけでは®すこ 
との出來ない立人つた記憶がまつはつてゐるのである。フュレンチ(ブダペスト)はこれを fl 分で取 
扱つたのであるが、これを夢か色情的觀念を分析するやうに取扱つてゐる。それは®に lr £ しいことで 
ある。 

『私は今日舊1を訪れたが•そこで上部イタ te 都市 s •話が出た。それ等 s 都市には T 
ス タリ ーの 感化が 今な ほ 見られ•ると或6人が云つた。 これ 等の都市の二三の名が擧けられたので私 
も一つ云はうと思つたがどうしても出て來ない、而も私はそこで愉快な一日を過したことを承知して 
ゐ るの だが I 。これは勿論 フロイドの 忘却說とは一致すろものではない。1探してゐる鄱 rij 名の 
弋〇 に、次のやうな名が執拗に浮ひ上つて來る0 Q 与 g 1 W 1 I ブレス チァの 獅子。 
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r この獅子を私は大理石像の形で n 前に立つてゐるのを見たので ある。 併しこの 獅子はブレスチァ 
に於け る 自由の像の獅子(それを私はた >靈で見た > けで ある)ょりは、トゥィレリーで®れたスト 
スの守護兵のため21ッニン ei 碑上で見. U 、 あ s 大磬の獅子に似て t こ i 、 自分は直 
ぐに氣付いた。私は遂に求めてゐた名前を想起した。それは ゴロナ 

Veroua であつた。 

f 私はまた直ちにこの健忘の原因の何人に存するかを知つた。私がその時訪れた 家の •以前の 女中 
のためであつた。彼女の名は X : ロニヵ Veronika と云つたが、これは ハンガリィ 語では ゴロナ Yersa 
であつた。この女は人相がょくなくて、聲が皺®れ P 、 ヶンくしてゐて、その上にたまらない自恃 
(長い間奉公してゐるので、彼女はそれくらゐの事は當然の資格だと心得てゐ6のだ)を持つ てゐる 
ので、私は大嫌ひであつた。またその女が家の子供達を扱ふ暴君的な遣方が私には たまらな かつた。 
そこで、私はその代償思想の意義が分つた。 

『ヵブァに就いては、私は直ぐに|&||(觸&|)を聯想した0私は>!ロナの頭を非常に屢 
屢 ® 體に比較してゐた。ハンガリー語の kapzoi (金錢に貪慾)は、糙 にこの轉 位に 對する決定要素を 
供した。勿論私はまた ヵフ ァとゴ ロナと を地理上の觀念 としても、同ーリズムを有つィタリ I 蒂と 
しても、結合す ると ころの、一層直接的な聯想をも發見して ゐ た。 

第三準名稱の忘却と文句の忘却 PTL 
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日常 iN . 活の精神分析 

『司 じことは またブレスチアにも宛てはまる"これに於いてもまた私は觀念聯想の側道を發見した 
のであ〇。 

『私の反感はそ S 時分非常 U 激しくなり、ゴロニカのや、ふ麗な女にでも雲生活が*り愛され 
るといふの が不墨であると墟々云つた。「あんな女をキッスすろなんて、®吐を催す」4は云つた 
りした。併しとにかく彼女はお氣に入りのスヰスの番兵と云ふ觀念を起させるやうな關係にあつた。 

『少 くともこの ハン ガリィに於け6ブレスチアは獅子を以て名付けられずに，寧ろ或る他の野獸で 
名付けられる。このハンガリィでは、北部ィタリィに於いてもさう#が•最も憎まれて t 名はハィ 
ナウ Haygu 將軍の名である。彼は簡單にブレスチアの街と呼ばれてゐる。憎まれたる藜君ハィナ 
ウからして、かくて一つの思想の道はブレスチアを經てゴロナ市に導き、他の悬の道は聲の皺®れ 
S 堀り 野 S (これは記念墓碑の考へと合致する)の雙客經5骸骨に、私が_識宅非常に殘 

酷に侮蔑してゐた：ヱロニカの無味な^^に導いたのであろ。彼女はその當時に於いては この 家の 
中で、 宛もハンガリ ィとィ タリ.ィとが自由のために抗爭した後に才1スタリ1の將軍ハィナウが暴虐 
に支®したと同じやうに暴虐であつたのだ。 

『ル—ソ H ルンに就いては、私は'ヱロニカが主家の人々と共に T ツユルンの附近のフィャワルト 
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スタゥト湖で過した夏を聯想してゐたのだ。更にまた「スヰスの番兵」に就いては•彼女が子供等ばか 
りでなく、成人した家族の者等をも藜虐することを承知し•自分に婦人番兵の役をふり宛て X ゐ たこ 
i が聯想されたのである。 

『私のゴロ-一力に對する反感は、意識的には、旣に永く克服して〇る事柄に屬してゐる ことは 明か 
に分つてゐる。彼女はその內に、外見上でも樣子に於いても變つて行つて段々ょくなつた〇で、私も 
彼女に正しい友情を以て對することが出來るやうになつた(尤も、さう云ふ機會は滅多になかつたが 
. ~。)併し私の無意識はいつものやうに、始めの印象に同執してゐた。無意識は「航卜 3 EV グー」であ 
り怨恨的である。』 

f トゥレィリ—は第二の人物に對する暗示を表はしてゐる。卽ち實際上この家の婦人たち SS 1 M 
してゐたさうして大人からも小人から も 尊敬され、また畏怖されてゐた フランスの老婦 人に 對 する 
暗示を表はしてゐた。私は永い間彼女の弟- y > となつて フランス語の #話を敎はつてゐた〇 酎^: で思ひ 
出したが、私が今日の主人の義兄弟の許を北方ボへミャに訪れた時に‘、：の人達は森の雲の生徒 
(弟子)たちを獅子 i 呼んでゐたので大笑ひをした事であつた。またこの愉快な追憶が獅子を狼に 轉位 
するやうにさせたものらしい O B 
第三窣名稱の忘却と文句の忘却 
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日常生活の精神分析 • 

(十一)次の實例も、當時その人を支配してゐる自己コムブレックスが、さまぐな道程を經て、名 

前を忘却させることを示すものであろ〇 (こ 
【SJJ ( 一 〕 Zentralblatt ffir Psychoanalyse, 1 , 9,1911. 

『老若二人の人物が以前にシシリ ー 島に六ヶ月の間旅行したことがあつたが*その愉快な内^豐か 
な日々の思ひ出を語り交した。若い方が云つた、「あのゼリヌントへ遊びに行つた前晚に宿つたところ 

よ何と云ひましたつけね〇カラタフィミ〇一一&〇臣でしたかね？」 - 年•長の方へ答へた、- さうぢやな 

かつたら う*併し僕もやつぱり名前は忘れちやつた。そのくせ、僕はあそこでの a 在の ff . 々の？1*柄は 
非常によく覺ぇてゐるのだがね。僕は他人が名前を忘れたと知ると、僕も釣り込まれて忘れてしまふ 
やうになる ん ff よ。 一つその名前を想ひ出さうぢやないか。併し•僕にはカルタニゼッタ CE - きら装泣 
とよりは 想ひ出せないのだ。併しこの名は糙に正しい名ではないのだが1 。」I 「いや」 と 若い方 
よ云つた、「その名は It か W で始まつてゐたか或は中に W の字が這人つてゐたと思ひますね u ° 「だ 
つて、 ィタリー語では W の字はないからねごと年長者の方は云ひ返した。「いや、私は V と云ふつも 
〇で W と云つちまつたが•これは自分の母國語でさう云ひ慣はしてゐるものだからです。」_ 

ま併し•その V に反對した。彼は云つた、「僕は一體旣にシシリ1の名を澤山忘れてしまつたと思ふ。 
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まァーつ片端から思ひ出して見ょう。あの、昔はエンナ Eug i 云はれた高い ところにあつた場所は 

何と云つたつけね？-あ X さう•た、分つた、カストロヂォヴン -1awtrogiovauui だ L.° I その次 

の_出に若い方はまた忘れてゐた名前を思ひ出した0彼は、カステルゴトラーノ0^^ ^ミな§だと 
叫んで • V のそこに在ることを證し得て喜んだ0 

『老人の方はまだ暫くそのやうな氣がしなかつた。併し、なるほどさうだつたと分ると、何故その 
名を忘れたかを彼は證明することが出来た。彼は考へた • かにこの語の後半—_が11 
(老)に關係してゐるからだ。僕は自分で老のことを思ひたくないのだ〇そのことを思はなければなら 
ないとな f 、 反動が起享來るのだ AK ふことが分つてゐる。で•現に僕は近頃或る非常に尊敬し 
てゐろ友人を「彼は旣に夙く靑年期を過ぎてゐる」といふ間違ひのない言葉で思ひ出した。何となれ 
ば筲て以前に彼ガ私に對すろお W 辭から「私ももう若くはありません」と云つたからだ。カス干レ 
ゴルトラ—ノと云ふ名の後半に對して私の內に抵抗が起きたことは、その前半が代償名たるカルタニ 
セタの中に&れてゐるに a して明かだ0」—「では、*^ルタ-ーセッタと云ふ名前そのものはどうです 
か」と若い與綠ねた。1「それ鏡にとつてはいつでも.®い女の愛稱のやうな氣がしてゐたの 
だ L ° と年長苕の方は白狀した。 

SH 半名稱の忘却と文句の忘却 
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五-一一 

f たつて彼—ひ添へた1ばエンナに對す—前もやは り代償名であつた。で、 今は 
私に も分つたが • S づけの助力を f て—に浮び上つて來5スミヂォヴ i —前は明 
かにみ plo (若〕に結びついてゐ る、 それは丁度忘れられた名前のヵステルヱルトラ1ノ i ァラ 
ン(老)に結びついてゐるのと同じ^ u ° 

『年長者？ れで自分 s 名稱忘却の說明はしてしまつ£になつてゐた。併し若い方の人が何故あ 
のやうな忘却をしたか、その動機の探究は ま tl されてゐなかつた。』 

名稱忘却の動機の外に、それの機制 SS 々の興味に訴へる。多くの場合に於いて、名稱はそれ. 
等の動機塞 f すが故に S 忘れられ S ではなく*—そ s 名稱 e 同霞 ssfes 名稱に 
干渉するからでもある。このやうに諸條件が弛緩することに依り名稱忘却の特に容易に起り得ること 
ょ、人々 の理解するところである。現に次のやうな實例がある。 

(上 一) ヒ ヴチュマン 博士 Dr . Ed . lima 目の報吿- 

rs は圖書會社ギルホ>フ子ランシュブルグ f II を或る人に說明しょ i 
思つた。ところが•幾ら考へて見てもランシュブルグといふ名前だけしか怨ひ出せない。平勢はこの 
會社の名は彼にはスラくと出て來るのに拘ら t —。 で.い？かの不滿を抱い5は I に歸つ 
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て來たが、どうしても重要なことになつたので•どうやら旣に寢てしまつたらしい弟に會社の名の前 
半を尋ねた。弟は立ちどころにそれを答へた。そこで N 氏は直ちに「ギルホー フ H ル」 に對して「ガル 
ホーフ」 a & hof と云ふ言葉を思ひ出した。「ガルホ—フ L - に於いて彼は數ヶ月前に-或る魅力ある娘 
と共に思出多き散步をした。その娘は記念として彼に或る品物を與へたが-その品物には r 美はしか 
りしガルホーフの思ひ出にとて」 (zur Edimeruug an die 舌 ho— 一 G&hofer stuuden) と|£されてあつ 
た。その名を忘れる前の最後の日に、この品物の抽斗を急いで閉める拍子に、どうしたはずみか 、 N 
はこの品をひどく毀してしまつた。この事を彼は I 症狀行爲の意味は よく 承知してをりながら I 
罪の感なくしては考へることは出來なかつた〇この 日 彼はその婦人に對していさ X か ァムビブレント 
(僧愛二元的)な氣持を抱いてゐたのだ。彼女を彼は愛してはゐたが、併し彼女が結婚したいと云ふ 
に對しては禱跨してゐたのだ。』 (Intoruat. Zeitschrift f. Psychoanalyse J, 19130 J 
(十三)ハンス•ザックス博士の報吿—— 

『ヂユノァとその近邊のことを語り合つてゐる內に、或る若人はまたべッリ Pegli と云ふ場所の名を 
擧げようと思つたが•併しその名を非常に苦心して考へた揚句、やうやく思ひ出すことが出来た。家 
へ歸るうちに、彼はこの平常はよく覺ぇ r ゐ6名前を苦しくも忘れたことを考へてゐたが-その時彼 
第三筚名稱の忘却と文句の忘却 五三 
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日常生活の精神分析 五四 
は音の似た やうな ペリ Pell , と云ふ 語を思ひついた。これは南海島の名で、そこの住民は二つの著しい 
習俗を 保# して ゐる ことを知つてゐろ。それに就いては彼はさき頃、或る人類學迸を讀んで知り、さ 
うしてその時、彼はこの報吿を一つの獨特の假定に利用しょうと考へたのであつた。やがて彼はペリ 
もまた* 彼が興味と愉快とを以て讀んだ物語*卽ちラゥリッゾ•ブルゥン LaurkLSB —一の作『ファン • 
ッァンテンの最も幸福な時代』の舞 s £ であろことを思ひ出した。——この日に殆ど絕ぇ問なく彼の心を 
捉へてゐた思想は、丁度その朝彼の非常に戀しく思つてゐる婦人から受取つた手紙に結びついてゐた" 
この手紙のために彼は約束の會合をやめねばならぬことを處れてゐた。彼は終日を ii も不快な氣分の 
內に過してたが、夕方になつてもうそんな瘤な考へ事に クョく しないで、彼を樂觀させ•また彼•か 
殊の外高く評價してゐる社交性を出来るだけ自然に享樂する氣になつて出掛けて行つた。ベッリと云 
ふ語に依つて彼 C ;) その心持が痛く傷けられ得ることは明かである、何となればこの語はベリと甚•た音 
が似通つてゐるからである。と i ろがそのペリなる語は人類學的の興味に依つて彼の自我關係を喚_ 
ましてゐるのであるから*これに依つてファン•ッァンテンは具體的存在となつてゐるばかりでなく、 
また彼自身の「最幸福の時代」も具體的となつてゐるのであ6。さうしてそのために、彼が終日惱ん 
で來た心配事も具體的となつた。この簡單な註釋も、第二の手紙が來て直ぐに會へることが喜ばしく 





集全學析分神精ドイロフ 


も確かになつた曉に*始めて成功したと云ふことは注意すべきだ0 J 

こ(7仞を勸察するにつけこれにまァ非常に近接した例 -不ルフィと云ふ地名の想起出來なかつた 

例(第一の實 S —を考へ合せて見ると、一語の二義が二語の類音に依つ て如何に代償せられるもの 
であるかと云ふことが分るのである。 

(十四) 一九一五 年に イタ リ— と戰爭 になつた時に、私はそれまで 容易に 想起出來てゐ た イタリー 
各地の名稱を隨分澤山に“に忘れてしまつた。非常に多く S 他のドイッ人— 樣 に、 I 
ン Foil の一部をイタ リーの地域上に持つて來るくせがついたが、 而も この澤山の名前の忘却が當 
然イタリ1に對して從 S 震 S い代りに敵 SS くやぅになつ 4 T そ S 現である 
ことには氣かつかなかつたのである。名稱忘却のこの直接的の動因の他に、 また同じ影響に歸 すべき 
間接的 s 動因 et ことが分つ. U。 私はまた イタ：： M 以外の地名をも忘れる傾向が あつたが、この 事 
實を調べて見ると、それ等の地名が禁顧せられた敵地の 名と 何等かの點で遙 かに類音であることが分 
つた。て私は或る日メ—レン Msfilrell の都帘ビゼンッ Blsenz の名を想起す ろのに非： iHc こ 苦ん、 1 。 
遂にその名を想起した時に、私はこの忘却がォル半エト彳に於けるビゼンチ宮殿 pk — Biizi の 
代りを勤めてゐるのだ土云ふことを直ぐに知つた。その宮殿の中にはべル •ァルティ•ホテルが あつて、 
第三筚名稱の 忘却と 文句の忘却 
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日常生活の 辂神分析31プ 
私はォル ♦ヰ ヱト ー に滯在する時には何時でもこのホテルに宿つたのであろ。最もなつかしい思ひ出は 
勿論、變更せられた感情の具合に依つて最も强く傷けられたのである。 

また これ等の名稱忘却の行り損ひを如何に さまぐな 見地から眺める ことが 出來るかと云ふことを 
二三の實例に依つて學んでおくのも固ょり無意味ではあるまい。 

(十五)シュトルフェル A.Hstorfs の報吿(意圖忘却の保證としての名稱忘却〕- 

『スヰ スのバーゼル市の一婦人は或る朝、そのべルリンの幼馴染の女友達ゼルマ^^| |^ .が新婚 
旅行の途次バーゼルに立寄つたことを知らせられた。ベルリンの婦人はた々一日^けバーゼルに滯在 
する®になつてゐたので、バーゼルの婦人は直ちにホテルへと急い、た。二人の婦人が別れる時に•彼 
等は午後にはも一度會つてべルリン婦人の出發するまで一緖に居ょぅとの約束をした。午後になつて 
バ—ゼル婦人はその會合の事を忘れた。何がこの事を忘れさせたか、それは私には分明しないが、併 
し正にこの立場(旣に結婚した幼馴染の一友と會合すること)の中には、も一度會合することへの禁 
壓を條件づけるさまな典型•的な觀念群座がある。この場合に於いて興味のあるのは、第二の行り 
損ひに依つて第一の行り損ひの無意識的保證を表してゐることである。ペルリンからの友達と再會す 
る箸の時分に、パーゼルの婦人は他の場所の會合に列席してゐたのである。そこで話はたま^^、さ 
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き頃結婚した4ィンのオペラ女優クルツの事に及んだ。バーゼルの婦人はこの結婚に對して批難的 口 
吻(！)を拽したが、併しその時そのオペラ女優の名を云はうと思つたが、困つた事にはその J は^;姓 
でなく y かどうしても思ひ出せない。(今更云ふまでもないが、一綴音の f « fel ’ f ゲ云ふ場合には • 突 
我は名も一緖に云ふ傾向がある〇)パ—ゼル婦人はオペラ女優クルツの歌ふのを幾度も聽 いた こと 
があるし、それに今迄はいつでも姓名ともに直ぐに出て來たのにと思ふと、愈々自分の記憶力の薄弱 
が腹立たしく思はれて來た。その前には誰もクルツのを云つたものがなかつたらしく*#話は 
他の方向に流れて行つた。—その日の夕方*このバーゼル婦人は午後の會合と一部分では同じ仲間 
から成6他の或る會合に出てゐた。そこでまた偶然、話はあの#ィンのオペラ女優の事に 及んで行つ 
た。ところがその時は何の困難もなしに，ゼルマ•クルツ seliwurz と云ふ姓名が出て來た〇と司# 
に彼女は叫んだ、 「あら •すつかり忘れてゐたわ。妾 幼馴染^ >ルマと今日午後會ふ事になつてゐたの 
に L _° 時計を見ると、もう彼女は出發して了つたに相違ない時刻になつてゐた oNIuterilat . Zeitschrift 
f . Payclioamdyse , 11,191* i ン 

この素晴らしい實例を、それの有するあらゆる角度から鑑賞するだけの用意は、多分我々には缺け 
てゐる。次に擧げる實例はもつ士單純であるが*これに於いては名前ではなくて、その立場に內具す 
第三窣名稱の忘却と文句の忘却 五七 
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日常生活の 精神分析 

る一議か ts る外—— れ るのである。(旣に 云つ た I 、 吾人は これ等の—.か、同ぬ名稱 
に， フ«外國〔單〕語に、又は文句に關係が S ならば、 取扱 ふのである。) この實例に於いては 
或る靑年が M に對す—語(ドィツ f 同じで ss ) を 忘れ念で あるが、それは彼が 自分に 
願次しい行爲に對して動因を與ふるためであ6。 

(十六ンハンス•ザックス博士の報吿- 

『或. 年が男女 is 寄宿寮 S 國 S 人を知り合ひ〔彼女が好 SS た。彼女を知つた最初 
の夕 こ、霉はほんの僅かしか響れない彼女の母—で話し合つてゐたが•その時「金」1に 
當る英語を使はぅと思つたが、いろく考へて見ても何としても•その語が思ひ出せない。それに對 
してその代償語としてフランス語の or , ラテン語の gsm , ギリシァ 語の ellrys , などが剛情に出て 
来て、それ等 SS めて— f 何の麗もないと21承知して t ながら、それ等を拒け 
ることがなかく骨であつ5彼は遂&計奢て彼女が指に嵌めて—金指輪に觸れるょり外に 
それを？—なかつた。ところが聞いて見れば、そ sf 考へぬい—は—"のと8で、つ 

まり— であるの— ? 彼女&し5に Is 悪い思ひをした。この t に忘却のお蔭で 手 

|れるこ V か出 t こ 4、 S ? したい衝 1 ?し障 S く滿 f せた (S 
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事だけならば、戀人等が熱心にその機會を求めて可能でないことはなからうが〕爲めに高い價値があ 
るのみではなく、更にまた求婚の見込みのあることを11明し得てゐるために一層 fs 値があるので ある" 
婦人の無 t ; 識は、殊にそれが會話の相手に對して好意的になつてゐる時には、無難げな假面の下に匿 
されてゐる忘却の色情的な目的を感するであらう。男が手を觸れた事やその觸れた目的を婦人が如何 
に受けるかと云ふことは、只今丁度始まつた戀愛三味の機會を知らしめるための無意識的な、併し甚 
だ意昧深畏な方法となり得るのであ〇。』 

(十七)ステルケ HSGrcke に 依つて、私は なほこ ゞ に一つ、 固有名稱の忘却及び想起の興味あ/;> 
觀察を報吿しておく。この實例の特色は、『コリントの花嫁』の實例と同じで•名前を忘れる ことが 或 
る詩の文句の僞造 i 結びついてゐることである。 

r 法律家にして言語學宥な oz と云ふ老人が或る會合の^ p かう話した。彼が學生時代にドィッに 
ゐた時、或る學生を知つたが、その學生は非常に馬鹿で、その馬鹿さ加減に就いてはいろ<面白い 
逸話があ6のを知つてゐると……〇ところが、彼はその學生の名前がどうしても思ひ出せない、何で 
も W で始まつてゐたと信じるのだが•それとてもあとであやしくなつて來た。彼はこの馬鹿な學生•か 
後には酒屋 (weillllfld r r ) になつたことを思ひ出した。やがて彼は再びこの學生の馬鹿さ加減に就い 
第三筚名稱の忘却と文句の忘却 五九 
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日常生活の 精神分析 ナ 
て話し、も一度その名を思ひ出すことの出來ないのをいふかつた。やガて彼は云つた「彼はラ'フン K 
を繰返しても敎へても注入す6ことが出來るとは今なほ考へられないほどの鋪物であつた。」一瞬の後 
こ 皮はその求める名が …… 1> 口で 終つてゐ たこと を思ひ出した。そこで我々は彼にやはり mg で終 

る 名で何か他に思ひ出すのはないかと尋ねる と" 彼は Erdiu と 云つた。-「それは一體、誰で 

す？——「これもやはりその時分の學生ですがね。」——とこ^* ■ が、彼の娘さんが、やはりエルドマン 
と云ふ敎授があると云ひ出した。なほいろ<話して見6 と、 このエルドマンといふ敎授は近頃彼が 
送つた原 m をた^•簡略にした>けのものを自分の編輯して居る雜誌に載せさせ、自分も幾分それを承 
知してやらせたと云ふこと、それからそのことを彼がいさ、か不快に思つてゐることなどが分つて來 
た〇 (そればかりでなく、なほこれは後になつて分つたのだが、2は敎授;^が現在受持つてゐる科の 
敎授にならぅと嘗て以前に考へたことがあつた。で•その意味でもエルドマンの名は彼には多分急所 
に觸れるものであつた。) 

今や 突 K 、 そ 0)*馬鹿な學生の名が思ひ出された。リンデマン^5*を 霞 一5だ！この名が 3 S で終 
つてゐ6 ことは 彼も夙く思ひ出してゐたのであるから、つまり d ® が永く抑壓されてゐたわけであ 
る。 リンデに就い T 可か思ひ當ることはないかと訊いて見る と、 彼はまづ「それに就いては何も思ひ 
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當ることはありませんね、」と云つた。併し何か思ひ當ることがあるだらぅと私が更に追及した ので、 
彼は眼を上にやり、手で空中に身振りしながら「左樣、菩„は美しい樹ですね」 と 云つた。それで 
も彼は何•思ひ11ることがない〇總ての人々は沈默し*各人はそれぐの讀書を續けたり他の仕事を 
續けたりしてゐたが、遂に彼は夢見るやぅな調子で次の詩句を口ずさんだ〇,^_ 
er ml CT- Iestcu 
G^IUglgeu KHOChe 】 一 
Aur dcr Erde, 

So reicht; er mchct-auf, 

Nur mil；der Lmdo 
Oder der Kebe 
SichNu vorgleicllen 

(右の大意) 

彼は確乎たる、軟弱の骨をもて 
大地の上に立つとも、 

第三寧名稱の忘却と文句の忘却 六1 
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H 常生活の精神分析 ナーー 
彼はた< 

菩提撕又は葡萄 樹と 
自らを比較するにさへ 
達しないの/：。 

私は凱歌の叫びを擧げた。「そこにヱルドマンが出て居る」 >" 私は云つた。「大地の上に立つその人」 
は^彰仏卽ちヱルドマンであつて、彼は菩提樹(リンデマン>〈は葡萄樹(葡萄酒歷)に0らを比するに 
さへ 達しないのだ。云ひ換へると、「あの馬鹿な學生で後には葡萄酒屋となつたあのリンデマンは旣に 
鈍物であつた.か、このエルドマンはこれも遙かに大馬鹿で"この 1 ;.ンデマンに對してさへ比較になら 
ない 〇」 —— このやぅな-無意識中に含まれてゐろ輕侮叉は批難の辭は甚•た ff 通のものであつて、それ 
故にこの名稱忘却の主要原 fa の何たるかは*今や私に明となつて來たのである0 

そこで私は尋ねた、口誦した詩句はどこから出たものかと。 Z はこれがダーテの詩で 
wd&l^i der* Me: 一 :; ch 
11 ilfi.eich uud gut ! 

高尙なれ、人ょ \ 
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他を助け善良なれ！ ♦ 

を以て始まり、更にまた 

1 Tad 11 ¢-け er sicli aufwarli^ 

So spieleu mit ilim die winde* 

また彼は己れを高く持し 
かくて風は彼をもて遊ぶ 
てふ一節もあつたと信すると云つた。 

その翌日、私はこのゲーテの詩を調べて見たが、この實例は始めに思つたょ. りは 遙かに面白い 
しまた錯雜し'た)ものであることが分つた。 

( a ) 最初の引 m 句はかぅである。(前揭詩句參照。〕—— 

Stelit or lg.t fasten 
Markigouwllocheu 
彼は確乎とした、 

活氣ある骨もて立つとも、 

第三^名稱の忘却と文句の忘却 六三 
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22常生活の精神分析 六四 
■ュの骨と云ふは、いさ、かそぐはぬ結合である〕併しこの事はまた後に云はぅと思ふ0 
( b ) この節は次のやぅに續いてゐる。(前揭引用句參照)。 

Auf der wohlbegruudcbton 
Dauemds Erdp 
一 ^ lchlc+-el • 一一 icht: pul, 

一 Ns mit derMlche 
Oder der Rcbo 
Sicb. zu verglelcllep 
永久動きなき 
大地の上に——〇 
たぐ柏または葡萄樹と 
自分^するにだに 
達しないのだ. 0 

この通り、 菩提樹などは、この詩の中の何處にも出て來ないの だ！ 柏の代りに菩提樹を出した こ 
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とは、た二彼の無意識が；}「大地—菩提 » T — Kr と云ふ洒落をやりたいための仕業に過ぎな 
いのだ。 

( C ) この詩は「人•間性の限界」と云ふ題で•神々の全能と人間の 無力との比較を示すに 過ぎな 
いのだ 0 

wdel si der Meusch, 

Hilfreich uud gut! 

高尙なれ•人ょ、 

他を助け•善良なれ！ 

で始まつ て— 詩は、また別の詩で、數頁離れた ところにある。 題は 「/ w ;^^ へ」 と 云ひ•同じく 1 
神と 人間と に關する思想を示して ゐる。このことはこれ以上 謹せられないから.私は次の事を高々 
推察す る ことが出來るだけである。卽ち*生と死と•一時的な ものと永遠なもの i 、 固有の 弱き 生と 
生が始まつたら將來は死ぬこと、などに關 する 思想が そこに 一つの役割を 演じて ゐると j —〇』 

幾多のこれ等の實例に於いては、名證却の霞をなすために、精神分析の t ゆる細々した技術 
を用ゐて ゐる〇も少し f 云 ふ襲を知りた く思 ふ人は•ロンドンのジ丨ンズ w . Jones の報告を 
第三華名稱の忘却と文句の忘却 』、£ 
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m 常生活の精神分析 六六 
參照なさるがょろしい。.それ等の報吿は英語からドィッ語に飜譯されてゐる0 S 
〔 is 】 ( 1 )Analyse eines Falles von Namenvergessen. Zentralblatt fQr Psychoanalyse, n , 窆 

(十八)プュレンチ Fergczi は名稱の忘却もヒステリー的徴候として扱ふことが出來ると云つてゐ 
る。名稱忘却にも一つの機制があるが、それは行り損ひの機制とは遙かに違つたものである。どうし 
てさう云ふ違ひ；かあるかと云ふに、それは彼の報吿を見れば 自ら 分る。 

『私は一人の婦人患者を•老孃を取扱つてゐるが、彼女は極めて普通の•且つ彼女に最も知られて 
ゐる固有名稱を思ひ出すことが出來ないのである。そのくせ彼女は平常は記憶力は非常にょいのであ 
る。分析してゐる內に、彼女はこの病微に依つて自分の無學を證明せんとするものであることが分つ 
て來た。ところがこのやうに自分の無智を證明して見せることは、そもく彼女に十分な學校敎育を 
許さなかつた兩親に對する詰責であるのだ。また彼女が强迫的に綺麗好き(「家婦精神症」〕であるこ 
とも、一部分はこの同じ源泉か•ら生じて居るのだ。これ等に依つて彼女は恐らくかう云ひたいのだ。 
1 貴方がたは妾を女中にしておしまひなさつたのです OJ 

私は名稱忘却の實例をもつと殖し、それに就いての議論をもつ i 續けることも出来るのであるが、 
殆んど總ての見地はなほ後に出て來る主題を考査するに就いて必要なもので、それ等を始めにこ X で 
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論じておくことは避けて—たい1は思ふのである。だが、私はこ、に馨 した 諸 分析の結 f 一 
つの命題に敢へて要約しておかぅ0 i 

名稱忘却の(更に正しく言へ ば、 度忘れの、一時的忘却の〕機制は、名稱の W 意的 想起.か別 方面の、 
その 時に8識さ S い 思想 G 流れに依？— f れることに¥今妨げられた 1 と 妨げたコ 
ムフレクスと 〇ぼには豫めの聯結が存在す ろ 事 もあるし、 或は その や、 フな聯 結.か M 々人爲的に現 
才來る道程上に於いて表而的(外部的)聯想に依つ て恢復して來る こともある。 

妨 けるコムブレックスにはさまぐあるが、中で も aja ! l ! t ブ g のもの (個人的、 蠢的，蠢的の 
もの)が最も效 果を强く示す。 

意義多樣 f ため多く s 思蠢一す—稱は、？ sg 流れの i の 中で*それが他 
の思想の流れにも適するがために、一層强い錯綜に陷る T になる0 
これ等の攪亂 S 諸震 G 中でも、糧に依つ p 不快を呼醒參4る8皇けょぅとの考へは一番光 

つてゐる。 

名稱忘却には槪して二つ S 主要な場合のあることが分る。 その 一つは毳 それ S が不快な ことに 
觸れてゐる場合であり、他はその名稱が他の名稱と結び？、 それ 等の 名稱それ 息のため、或は そ 
笊三&名稱の忘却と文句の忘却 」 
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H ., l '; ル^の精神分析 六八 
れ等に近き、又は遙かな聯想關係のためそれ等の名稱想起が障碍せられるやうな結果になる、さう云 
ふ場合である。 

この一般的命題を一見したマけでも*吾人は一時的の名塑心却が我々の 行り損ひとして最も 屢々我 
我の觀察の中に現れて 來る ことが 理解 出來るので ある。 

(十九)吾从は併し、 これ 等諸現象の あらゆる 特微を數へ上げたのでは 固ょりないので ある 〇私は 
なほ*名稱忘却が非常に傳染的な ものであることを 云つておきたい 〇二 人の人間が#話して ゐる 場合 
に、その內の一人が相乎に もこの 名稱あの名稱を度忘れさせるために0分はそれを忘れたと云 ふこと 
が 屢々ある。 而も かうした忘却が起つ てゐる 時に、 その忘れられた 名前が 一 ®容易に浮んで來 る こと 
もある。 この r 集合的』忘却は嚴密に云へば群集心理上の 一 現象で あるが、これはまだ精神分析的探 
究の對象となつてはゐない。唯一の、併し特に美事な實例に於いて、 ラィク Th . Koik はこの 注:® す 
べき現象に就いての說明を立派に與へて〇る0 S 

【 |1 】(一).『集合的亡心却に就いて』， 0 び§ぎ116 2:<-2<5 党 383.111^ 1'11£11.ぺ 2.^&3?.1?5> 、 &0 目巴べ 86, 
. 户•またライクの『自國の神と他國の神』，， Der eigene und der fremde GOU ,: 1923, 參 照。 

『或るァヵデミ ー の小#合があつて、 そこに 二人の婦人の哲學硏究者が來合せてゐた〇 矣時、 話 
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はし/^^。防き觸れて行つたが、特に牛リスト敎 s 起源、文化史、囊科學などが論ぜられた。 
若い：^人 S 一人はこ S ㈣仲盟這入つてゐたか、彼女は0分が S 讀ん妄國の小說の中で、 當時 
を B かした多く.の宗敎運動の|つの興味ある揷 g を^^したことを想起した 〇彼 女は 更に、 その 小說 
中にはキリストの誕生から死©までの全生涯が描寫されてゐることを云ひ添へたが、 その小說が何と 
云ふ題であつたかどうして i ひ出せない。 (f その書物の裝幀 、表題の. 活字の 有様な—視覺的記 
憶は非常に判然として tsss 時の出席 S 中の！二人1 £1 の小說を知つ てゐると 

云つた力 rs も不思議なことに"その名をどうしても思ひ出すことが出來なか？こ . 0』 ( 

この着い婦人はこの名稱忘却の說明のために分析を受けた 〇こ の#物の表題は— Hlu. (by I 
Walla 8 ) てあつた。その代償名として彼女は^ § Homo — homo 1 — quo vaclis? と云 ふのを想起し 
た。その少女は『鼻8に他 s 少女 fse 名—れ忘は、そ—が 1 SHS い 男たち 
の HS で I ;|3ゐた くなるやうな 言葉を含んでゐた からで ある』 ことを 肉分でも知つてゐる。この說明 
に更に興昧 ある 分折を施して見ると、もつと深い ことが 分つて來 る。實 は、嘗て f 。 の譯語た る 『人 
問』に^るいやな意味を含んで ゐるやうな 關係に觸れ たこと が あつた 〇ラ ィクは そこで かう 結論して 

ゐる。—例の若い婦人はその忘れられた表題を若い男たちの前で口にすろことが、宛も自分の人格 
名稱の忘却と文句の忘却 
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n 常生活の精神分析 -e 
こょ不似合な、苦々しい こと i して拒けてゐる願 St に靡くことになるかのやうな風に*その言葉を取 
扱つ てゐ 6のだ。 更に簡單に 云ふと、 無意識に於いては彼女は》 cd gKurs * 口にす〇 ことは* 性的 
な申出を すろ こと、同じにしてゐるのである。で、彼女の忘却は、從つて、この種の或る無意識的な 
試みの保護に相當して ゐ るのである。同樣な無意識の現象が若い男たもの忘却の條件となつたと云ふ 
ことを 假定 する の®據は吾人にあるのである。彼等の無意識は少女の忘却をその現 ffi 的な意味に於い 
て 巴み、さう してそれを ……云は，，解釋 したので あ 〇 …… 。男たち の 忘却は その やうな控へ目な態度 

こ對する顧慮を表してゐる。 . つまり、彼等の對話の相手たる少女が急に記憶力の弱まつたことに 

依つて一つの明甴な m くばせを與へ、それを男たちが無意識的に恐らくょく理解したものであるやう 
である。 

また連續的に名稱が忘却されることがあ つて、 諸々の名稱の連鎖の全部か記憶から逸失してしまふ 
のでぁる。忘れた名前を思ひ出すために、それと密摻に結びっぃてゐる他の名前を搜！とすると* 
またこのおとりとして求めた別 S 1 S て kl — い。忘却？のやうに一つか 
ros こ飛火して〗 n 1 く、宛 も 容易に取除き難き障碍の存することを證明するもの k 如くに 
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第四章 

幼時 記憶と 隱蔽記憶 

第二の小論(一)に於いて、私は豫期しない方面にある我々の記憶に一定の目的のあることを實證する 
ことが出来た。私•かその出發點とした注意すべき事實は、人が最も初期の•どうでもい i やうな、從 
屬的なものを屢々記憶するらしいのに、この時機の重要な•感動深き印象に就いては•何等の痕跡を 
も成人の記憶中に(一般的ではないが、屢々)殘してゐないといふ一事であつた。ところで、記憶は 
隨意に取捨出來る印象の中から一定の選擇をするものであることが知られてゐるから、この選擇は知 
識の圓熟期に於いては、小兒期に於いてとは全然異つた原則に從ふものであると假定するのが合理的 
のやうに思はれる。併しながら*細密に研究して見ると、このやうな假定は無駄であることが分る。 
重要ならぬ小兒期の記憶はその存在を轉位の過程に ft ふてゐる。それ等の記憶はその再現(想起)に於 
いて、他の實際有意義な印象の代償(その本體の想起は何等かの抵抗に依つて妨げられてゐるが故に〕 
i なるものである事は•精神分祈の明示し得〇ところである。それ等はそれ.： in 身の內容に依つて記憶 
第四荜幼時記憶と隱蔽記谠 七一 
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H 常生活の精神分析 七二 
されてゐ6ものではなくそれ等の內容が他の抑壓された思想に對する聯想的關係に依つて記憶されて 
ゐるのであ6から、私が與へた『隱蔽記憶』といふ名稱が丁度適當してゐるのであ6。 

〔薛】 ( 一 ) Monatschrift fir Psychiatrie u. Neurologie (一 899) 所載。 

前述の小論中では、私は隱蔽記憶の關係及び意義に於ける種々相に m に觸れたに過ぎないのであつ 
て、決してそれだけで靈したといふのではない。十分に分析した實例に於いて•私は特に隱蔽記憶と 
それに依つて隱蔽され6記憶の內容との間の一時的關係に於け6特異性を强調しておいた。その ffi 例 
に於ける隱蔽記憶の內容は、初期小兒時代に屬してゐるが、而もそれに依つて代表せられてゐる思想 
は、實は無意識中に沈んでゐるのであるが、その思想は當該個人の 一»後の時代に屬してゐるのであ 
る。私は轉位のこの形態を逆行的、若しくは退行的形態と稱してゐる"恐らく我々は逆轉された同係 
に一® M 々遭遇するであらぅ、——卽ち、最も幼い時代の、重要ならぬ印象は、意識中に於いて B 蔽 
記憶となるもの.であつて、この記憶は、その直•接的再現が抵抗に依つて妨げられてゐろ早期經驗のお 
蔭に依つて*纔に存在してゐろ•ものであるといふのである。我々はこれ等を•割込的或は間接的隱蔽 
記憶と呼びたい。記憶に最も關りのあるものは、此處では年代的に隱蔽記憶0)彼方にあ0。最後に、 
第三番目の場合があり得る。卽ち、その隱蔽記憶は、それが隱蔽する印象と•その內容に依0て結合 
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するばかりでなく、ま S 間 S 接に依つ£合するので S 。 これが SSSS 疆記憶で 
ある。 / 

我々の記憶 SIS 茗ほど SIS 菌房_內に屬し•ま f れが—ぐ S 經的な S 
麗象の內に？るか？ G 諸問題 S 1 S い5、吾人は言で觸 S か S し•美只今 ， r 
でそれに觸れや i するものでもない。 S たマ麗つ S 想を伴ふ馨名稱忘却 气疆 記憶の形 
成 i は河一物であるこ忘强調せんとするに過ぎない0 

一見したところでは、兩現象間の相違はその本然の類似ょりは甚だしい T 运へるであらぅ。前 
S 現象に就い5固有名1ひ•後者 ei に就い5、髮上の蠢にIIの 經驗に 
せょ、完全な印象を取扱ふた。前零は吾人■憶機能の明白 SS 取扱 ひ、 後者では我々 にをか 
しく想へ晶憶行爲を取扱つた。また馨では、瞬 g 的の證を醫 にし. ——何となれば、只今忘 
れられた名前は以前に i 度で A 止しく蓮されたし、また明日からは再び y しく想起され るから だ 
I後#で— i れられるこ4ない， SS 把持を問題にし； r 何 4S. 子供時代の重 S 
らぬ記憶も我々 S 永い生涯の期間中5に伴ふことが S ものだからで これ 等 二つの場合に於 
いて、謎は全然別の方法で解決されるやぅに思へる。我々の科學的好奇心を刺戟す るものは、前者に 
第四筚幼時記憶と隱蔽記憶 
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H 常生活の結神分析 

於いては忘却であり•後^に於いては記憶である。更に深く調べて見6と、二つの現象はその精神的 
材料及び時間的連續に於いては興るに拘らず、合致點は遙かにこれを償ふて餘りあることが分る。前 
希 も 後者 も 記憶の失敗を取敗ふ。記憶に依つて正しく想起—ベ t のが出て來なくて*その代りに 
その代償となろものが現れて來る。名稱忘却の場合に於いても*代償名稱の形に於けろ記惊行爲は缺 
如してはゐないのだ。隱蔽記憶の形成されろのは、他のもつと重要な印象の忘却される場合である。 
何れの場合に於いても、吾人は知性的の感受力に依つて、そこに一つの攪亂(邪魔)が I 尤も各々で 
はその現れる形は違ふが——這入り込んで來ることを知るのである。名稱忘却の場合に於いては、吾 
人は代償名稱が ^®'’ T > ゐることを知つてゐ6が、隱蔽記憶に於いては我々が抑々さぅ云ふものを持 
つことに .<> s である。そこで、もし、兩方の場合に於いて代償形成が、轉位に依'^同じ方法て 
表面的聯想に從つて出來上るものであることが心理學的分析に依つて證明されるものとすれば「か Ji 
象がその材料、時間連續、及び集中に於いて相違してゐるためにこそ、我々が何等かの藝な、一般 
的なものを發見したの？の我々の期待も高まつて來るので t " この一般的なもの4ふのは•想 
起の機能 S 停滞し逸失す？とは、そこに一つ6偏1_か、傾向が人込んで來て•それが或 I 
憶は抑へ或る記憶は浮ばせるやぅにする s だと云ふことを、我々の考へるょり以上に屢々示すと么ュ 
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ことなんである0 

幼時記憶の問題は私には非常に重要で あり 興味 あることであるから、今まで云つ たょり 以上0 こ i 
をそれに就いてこ、になほ數言つけ加へて云つておきたいと思ふ〇 

我々の記憶は小兒期の何時頃まで戾ることが出來るであらうか。この問題に關する硏究としては兩 
ァンリ V. etc. Hii (一》及びポトギン Potwiu (二)のものを私は承知してゐる〇そのやうな試驗の結 
果は個人に依つてまち^-であると彼等は云つてゐる。或る希はその ift 初の記憶を生後六ヶ月まで山一 
ることか fil 來また#の者は：ハ歲乃至八歲の終まで何等想起するところがないと云ふ有樣である。併 
しづ ira 期記憶 s 態度がこのやうにまち^-であることは何に關係があるのか、またそこに如可なる意. 
味があるか。この問題に對する材料を蒐集調茶に依つて具へろだけでは固ょり十分では ない 〇更にそ 
の材料を仕上げせねばならぬが、それにはその報吿をした人物が參與せねばならぬ。 

【錢】 ( 一〕 Enqu^e sur les premiers souvenirs de renfsce , L*annee psychologi § e , BI , 一 CO 97 • 

(二) Study of Early memories . Psycholog . : Review,lgL 

吾々は幼時健忘、卽ち人生の最初の數年間の記憶の逸失することの事實を あまりに 輕 々に取扱ひ、 
そこに稀有の謎を發見しそこなつてゐ る と私は思ふのである。如何に高い知性的 行爲を、また如何に 
第四窣幼時記憶と隱蔽記憶 七 3 L 
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101 七六 

錯雜した—# elis 少兒が持ち？か4ふこ忘、我々—？—。で • I こ後 
年の記 f これ等 s 心的緩を、多く s 場合殆ど保存してをらぬかを我々は不墨に思 ふので ある。 
i にこれ等 S 忘れ為た少兒期行爲？の人の生長に何等かの痕跡を殘專し T 消ぇ去つ一」ゐるやぅ 
なことはなく*寧ろその I 來に對して1的な感化を殘し Jf 考へるべ—ら2理由が存す 
るから、？はそれを Isf ?あ今 f •これほどの比較—した—を§してをりな 
力らそれ等は忘れられて t の7この S 記憶(意識的蠢 S 味に於ける)には特別にしつ 
r ハ . tt た我々に認識：^來なかつた、條件の存することを一1 小してゐる〇そこでこの幼時忘却こそ i 
す々の新しい^^ li 依つて一切の神經症狀の根柢に横たはると知り得たところの、 かの健忘を 理解す 
べき鍵となるものであ6ことが察知せらる X のである。 

これ等の保有せられてゐる少兒期記憶の 內 、或るものは 我々にょく分るが、 或ろ他の ものはどぅも 
不思議でわけ.か分らない。男 G 震に就いてそ S り—すこ4屋でない。？人物の保有し 
てゐ る— を分析— し Tf へそれ S し V ? 靈のない ことが1 St れるへ 記 8 
像 S 或ろものは確かに間違つてをり、不聖であり、また時間的に また 空間的に轉 位されて ゐる。 分 
祈 試驗を受けて t 人間が、自分の8の記憶は多分二歳の頃にまで戾 f 七つたりしても •それょ 
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1出來ない。これ等の震が如何にし S 裝され如何 t 5 f ' 2かを說明すべき靈は直ち 
に發見されるが•それ等の動機に就いて見ると.これ等の追憶錯誤 I 純な記憶不正がその原因でな 

いことが f ? s 。 Is 唐中から得 S 大—勢力が少兒期震 i 霧力—成するので 

あるガ f が大抵の場合、我々の少兒期を知ることを非常に遙かな*不思議なこと、思ふのは多分 
それ等の諸勢力のためであるらしい。 

成人の囘 S — ぐな心的材5依つ TIS こ4誰しも知？ t 。 或者は視覺的置に 
依つて囘想する彼等の屋鏡_聾馨びて ta 或はまた S 分の屢の最も必醫輪廓をも 
蓮し得ない者もある。そのや、 Z 叉間を『聽覺 S <感_及び『麗者』，，ま既，4んで、こ 
れを—#』 f 号 i 對比せしめる。これ等はシャル？蒙 St の與へた—である。夢に於 
いてはこ SS 別はなく— • f は？4靈1に於い TS る。併しながらまたかぅ 
云4り S は少兒期 SS 中にも f れるのである。少兒期記憶は後年の記憶に 於い T は視覺的要 
素ォ缺けてゐるやぅな人々に於いてさへも造形的であり視覺的である。 それ故に、視覺的 記憶は嬰兒 
的囘想 SS 保存し Ht 。 私に於い H も f 早い少兒期1鏡覺的— のものの—ブ てれ 
等は•止しく8的にしつらへられた S 景であつて、た v 舞臺裝置にのみ比す y ものであるご' 
第四寧幼時記憶々隱蔽記僚 • 
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m 常生活の精神分析 . 

等の 少兒期 S 雲に 於いては、それが本當 であらう 4であらうと、？は輪廓に於いても服裝に於 
、ても少兒で—自分自身を見るのが常である。これは不思議なことに思へるのである，何となれば 
成人せ る視覺者は後年の經驗を ife ベ S 合にはそこにも早自分の身體を見ないからで ある。(ご 
また 少兒 S 注 S 彼等の露に際し5、 f 外的 I & して向けられる矣 io は n 分 A 身に 
向けられると5 の も、 我々 §5 蠢と矛盾す t とで—。 i ぐな方面から考へて見るに 
我々は 所謂鼙 時の少兒期記憶に於いて/霞の記憶の痕跡—するのでなく •それに對して後に加 
エし U ものを所有してゐるのだふことを假定せざるを得ない。その加工されたものには各稀萬® 
の後年 g 心理的霞力力の感化が及んでゐることであらう。個人の『幼時記憶』はまつ％と尺技のナロ 
は『隱蔽記憶』—味—びたもので、 f それが篇や神話となつて殘つてゐる儀の幼時記憶と 
著しい類似を承してゐ6のである。 t 
【宝一 ( 一)私はこの事を自分で試みた調査の結果として主張するのである。 

誰でも 精神分析の方法を以て多數 s 人間を精神的に調べて見た者は、その仕事 sf してあらゆ 
る襲の隱霞携實例を警运集してゐ念である。併しながら*幼時置は&年®生だに赛し 
て、货こ論じヒ f の性質の關—持つてゐろものであるから、これ等の實例を報吿することが非常 
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に®難なのである。一つの少兒期記憶を隱蔽記憶とし T 價値づけるためには、當人の 全生涯を示すこ 
とか&々必要となつて來よう。た^次の美事な例に示されてゐる如く•極まれには • 0々の少兒期己 
憶を その周圍のものから取出して報吿するこ i 於出来る。 

二 "T 四歲 になる 或る與が五歲當時の記憶として次のやうな影像を保存して ゐる〇彼は或る夏季 別莊 
S 庭で椅子に腰かけ彼の側には叔母が？•一 _命に彼に文字の知 sfpt。S と 
n との 區別が非常にむつかしくて、彼は叔母にどうし p これとあれと違ふこと が 分る のか敎へて くれ 

と賴む4 / J'A 母は m は一つだけ劃か、第！二の劃が よりも 多い と 一な ふこ.とを注意しなさいと云つた0_ 

この 少兒期 fcj 想の確» さを 問題にすべき何等の理由 もない 〇 併しながら、 その 意味は 實は他 の 少年 時 
代 G 知識慾 S 象微的代表で あることが 後に なつて 分つたので ある。といふのは、丁慶がその當 時に 
瓜と U と SI りたい i つたと 同じやうに、後には彼は 何とかし5年と少女との 區 別を 知り 
たいと 屈ひ、 また他なら ぬ この 叔母が 師匠となつて吳れ X ばよいと 思つ たのであつた、 彼は また、こ 
の 區別か似たものであり、少年にはまた.！女の持たぬ 一つの 部分が あるこ忘覽したのであつた。 

で•この画 S 時に於いそれに sff 的知議に就 V の 記？ S ましたのであ 

った。 

第四筚■幼時記僚と隱蔽記憶 b 九 






集全巧析分神精ドイロソ 


n 常生活の精神分析 

も少し後期の少兒年代からの今一つの實例を擧げておく。その戀愛生活を痛ましくも妨けられた、 
今では四十歲以上になつてゐる男があつて、彼は九人の子^の最年長である。末の妹が生れた時、彼 
ょ 十五 歲であつた。然るに彼ば自分の母親が身重になつてゐるのを嘗て見たことがないと頑張るので 
あろ。そんな箸はないと私が•追及したので、彼は嘗て十ーニ歲の頃に母親が鏡の前で急いて着物を弛 
めた ( ldeu ) ことを思ひ出した。すると今度は別に追及もしないのに、彼は母親が街から歸つて來 
て、思ひがけない痛みに襲はれたことがあると云ひ添へた。ところが、着物を弛める(艮 C - P - P - S ) 事は 
分挽す6 ( Eleu ) ことの隱蔽記憶である。そのやうな『言葉の懸橋』の fflo られてゐる場合はま 
た他のところで出會すであらう。. 

分析して見るまでは何の意味も含んでゐさうになかつた少兒期記憶が分析的 tL 上げに依つてどの 
やうな意味を獲得するものであるかと云ふこと を、 私はなほも一つの實例に就いて示しておきたいと 
思ふ。私が四十三歲の時*自分の子供時代から殘つてゐる記憶に興味を向け始めるや、一つの雲が 
思ひ#んだ。その場景は長い前から—— Iy すつと以前からと私は考へたのだが 時々意識に現れ來り 
さうしてそれは(これは相當信ずべき特徴に依つて云ふの^が)滿三歲にならない前のことで あつた。 
私は駄々を揑ね泣叫びながら大きな箱の前に立つてゐるところである。その箱の蓋を私ょり二'^たけ 
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年長の異母兄が開けて抑へてゐる。そ S 忽ち•美しいほつそりとした私の母が、丁度街から歸つ 
て來—./威にそ S 室の中に賛つ52。これ等 e 慕で S # が i 的 ssf 表 
したので？か、その他にはこの S に就い5に何も手がか'かなかつた。私 sf の—— 
その雲を始め S ひ表はし1は 「0 r な？ゐた——けょ！したのか閉めょぅ 
としたの力何故私がそ s 時泣いたのか、そこへ母親が來たことがそれと何の關 係が あつたの か、總 
てそれ等のことは私に判然しないのである。 f し S それは兄が私を挪揄し母がそれを抑止したの 
たと解釋したい氣がした G である。記憶中に保存されて t 少兒時代の雲のその T な誤解は稀で 
はない◦我々は或る.場景を思ひ出すが、併しそれには中心がないのである。その場景の何れの要素に 
精神的疆—くべ—々は知らないのである。骨—?分析し S 果、私|く思ひもかけ 
ない解釋をこ S 考 k い H 下す？になつた？ある。私は i を失ひ • i が この 戶棚 5大箱 
〇中に閉込められ Ht のでないか i ひ、兄にそれを開けて くれと 1 したので—。兄が 私の 云 
ふ、、3^」して吳れ p 母親が状箱の中に居ない ことを 確めると-私は泣き始めたのである。この瞬間 
が確乎 4 S 渥中に保存—¥|?あつて、それ—ぐ續い5親が出 T 來 て、 それで私の 
心配や戀しさはなだめられた のである 0 
第四窣幼時記憶と隱蔽記慠 








日常生活の赖神分析 

〜一 f 供が居なくなつ S 親—箱の中に搜すといふ考へは、どうして持つやうになつたか。 
同じ 時分に見た夢には5 に S 乳母 S が出て f 。 彼女に就いてはまた別の囘想 S つてゐるの 
である。例へば、彼女は私£小使ひとして til ふ度にそれを彼女に S し—いと尤 t 
く 私の良心を强いたも？—。この事は後々の事の疆 i としての價値を1し得％一 小部分で 
ある。そこで私は今度は鼻の註釋の勞を輕減しょうと思ひ、今は年寄つてゐる母にこの乳母のこと 
を尋ねることにし SS る。それで何もかも分つちか • S この驾な、併し不正 S 女は私の母 
の壽に1、盛んに家內 II し£、兄の吿 S 依つ sf れることになつた。この話を 
聞いて私は恰も is 靈感に打たれたかのやうに、例の少兒期場景が1たのである。乳母 S 
に居なくな2こと S いては § i 心でゐられなか？。で、私1 S いては兄が一役を 
演じて— こ急氣付い SS で、私—女が何處へ行つたかと2質問を兄に向けた。すると兄 
は例に依つて墓くはぐらかし、言葉 S 落で以て 『( ffijpm け』ちやつたと答へた。私はその答 
へを子供らしく解釋したが•併しもうその他に經驗することもなかつたので、それ以上訊くこともし 
なか？。そ8、 S 1 I し S いて出掛けて行つ g で、意—の兄—8に母 
をも片 t ナたものと思つ T 、 その5&备けて吳れ i ? s 攻め立5のであつた。ところ 
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で私はまた •その視覺的の少兒場景の云 ひ 表は しに於いて、何故に母の すらりとしてゐ る ことが 强調 
されてゐるのか V 分つた。 彼女の產後の やつれが私の眼をひい•たに相違ない。 その 時生れた 妹より 私 
は二歲半 ff け年長である。さうして三歲になつた時、異母兄とは別居する ことにな つた C {こ 

【2 SJ ( C このやうな少兒年代の精神生活に興味を持つてゐる人々は誰でも、兄に寄せられた要求懇願には もつ 
と深い條件のあることを{谷易に知るであらう。三歲未滿の子供にして、求の弟妹は母の肉11内に生育 
するもので—ことを了解したのである。併しこの生育と云ふこと气母の身體がまだく別の子供 
を坐むことが出來ると云ふこと、は一致はしなくて、不 a の内にその事を案じてゐるのである〇戶豳 
だの大筘だのは彼には母の身體の象徵で—。そこでこの®を姐いて見たい と 云ふ氣になり、 そん こ 
就いて兄をあてにするやうになる。ところがこの兄は、他の材料に依つて知れたところに依る と、 父 
の位置に對する子供等の_零あるのだ。この兄が鼻の居なくなつた乳母を『片付け』てし まつ 
たのだと g 根柢ある疑ひが兄に懸るのみならず、また彼は S 近に生れた赤ん坊を母の身 fi 内に 抑込ん 
でしまつたのだとの何等® ig のない疑ひをも懸けるのである。箱が空になつてゐるのを覽した時の 
やうな失望の感が、今や子供らしい■の表 g 的動機から出て來る〇より深い努力の ためには、この 
失 S ! の證惡い位置に立つてゐ る。 これに反し、來た母親のすら〇としてゐることに就いての 
高い滿足は、このより深い層からして始めて完全に理解する ことが 出來る。 

第四筚幼時記憶と11蔽記憶 \一.一 
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H 常生活の精神分析 

第五章 
云ひ損ひ 

我々が母國語で話す時 S 普通の材料は容易に忘却せぬやぅに思へる けれども、 この材料 S 使とて 
もまた或る他 S 攪亂！ i 一 15 せられて I 。それが誰しも 知つ て— 『云ひ損ひ』で S 。 慕 
の人間に於い Ht れ—ひ E ひは 、 SSS 下に現れる— 『_ i 』 S ? 4ふ印象を 
與へる。 

私はこ、で例外的に、拙著 i にこ s 問題を 取扱？ t 書に 1 することが出 f 二八 九五年 
にメリ ンガ 1 Merlr とマィャ— C . Meyer とは『云ひ掼ひと讀み損ひ』とに關する研究を公表し 
てゐ るが、 S 見 2 S 4 遙か—つて t ? s 。 彼等著 S 内一人は本文®1?ぁつ 
て、 彼 響 雲 f して一 S 學上 s 興味から—ぐ S ひ損ひの間に？る法則 S ベるやぅにな 

つたので t 。 彼？ fes 則から して 、 i 备葉 8— る—8 や、类重ぐ—葉が 

相互の間に於いて全く獨特の遺方で聯想され結合せられるところの』「或る一定の精神上の機©』力存 
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在す 6 ことを 結論し よぅと 思つたのであろ。(第十頁) 

彼等は自分等で蒐集した『云ひ損ひ』の實例を先づ、純粹に記述的な見地に從つて類別した〇卽ち 
前後轉潖(例へば"ミロの呼ナスと云ふべきところをギナスのミロと云ふが如き)、音の前響 vorklgge 

又は取越 Autizipatiouen ( 例へば 、 es ws mir auf del* Brsli so schwer と云ふべきところを .auf 

dcr Schwest と云ふが如き ) 、音 a > 後響 Naclrklg : ga 後置 P 鼠 positioueu ( 例へば，， 1 chforderesie'auf, 
das Wohl ires Chefs auzustoas ^ (貴君は我々の親分のために視盃を擧げてくれるものと私は思つ 
てゐる。 ) と云ふべきところを auzustcsscn の代りに aufzustoasen と云つたりする。 ) 汚染 Kontami 一】〒 
tiolls (，，Er 惹 tzrsicll et'iell Kopf aul 及ぴ， ， E 1 * 8talt sich auf die 

反抗する〕から 2 Er setzt sich auf den Hiuterkopf 。 が生じ來るが如き。)代償(例へば、，， 1 ch gebe 
die pr« ; arate hi den Brutkastens と云ふべきところを Briefkasten と云ふ如き。 ) などであつて•これ 
等の主要範馨の外になほ多少のより少く重要なる(我々の目的のためには、より少く有意味なる)範 
_が附加せられてゐ6。こ.の分類に於いては、轉置や歪みや混淆などが語や綴音の單一の音に關係す 
るのか、或は當該文章の全體の言葉に關係するのか、そこの區別が與へられてゐない。 

一 K ひ損ひのさまぐな種類を說明するために、メリンガ—は發音の種々なる心理的價値を假定して 
第芄筚云ひ損ひ 八五 
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R 常生活の精神分析 . ノブ 

或最初 S 賃は或る文章 s 最初 S が我々 s 神經組織に影響塞へるべ刺戟の證 
が直ちに次なる音及び次なる語に打向ひ、さうしてこれ等の神經作用が相互に同時的である場合には 
それ等は互に影響を與へ合ひ變化させ合ふ事•かあるのである。心理的に一層激しい音の刺戟は前響し 
又は後響する•またかうしてあまり重要でない神經過程を攪亂するのである。それ故に、何れが或ろ 
語の最も重要なる音であるかを決定することが必要である。メリンガーは云ふ、『或る語の何れの音が 
最高の强度を有すろかを知らうと思ふならば*或る忘れた語、例へば名前を想起しつ X 觀察して見る 
のである。 まづ 意識に戾り來る音が、忘却前に最大の强度を持つてゐたのである。(一六〇頁)かく T 
最も重要なる音は語根綴音の最初の W と語自3の最初の音とであり、また强音ある何れかの母音であ 
る。』(一六二頁) 

こ i に至つて、私は抗議を申出でざるを得ないものである。名前の最初の音がその語の最も重要な 
る要素に屬してゐようとゐまいと、その音が失語の場合に最初に再び意識に出で來ると云ふは正しく 
ない。右の法則は、それ故に何等の用をなさない。或る忘れられた名稱を探ねてゐ6間の我々自身を 
觀察して見ると、我々はその名稱が何等かの文字で始まつてゐるにきまつてゐるとの考へを比較的屢 
屢言表はさざるを得ないのである。ところがこの考へは、根據のあることもある.か•ないことも屢々 
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でぁる事が分る。實は私は、多くの場合に於いて我々が間違つた最初の語を蠢 するものであるとさ 
へ云ひたいのである。また、吾人の『シーーョレルリ』の實例に就いて 見ても、 代償 名稱に於いては最 
初の音が缺け•また主震音もなくなつてゐる。而も あまり 重要で ない 二 綴 音ユルリ®日が代償 名® 
ボサティチ丈ルリ Botticelli に於いて記憶中に蘇生つて〇る。 

代償名稱.か忘れられた名稱 Q 最初の音を如何に大して尊重せざるものであるかと云 ふことは、例へ. 

は次の場合に蔚いて知ることが出來ょぅ。-或る日、私はモンテ•ヵル d を惪とする彼の小國の 

V を思0出- T ' こ LJ が出來なかつた〇それの代償名稱は、ピ—モント PS *— 兵 ァルバニエン bcrEJ 
モンテ平テオ Montevideo, コリコ COIis などであつた〇ァルバニエンの代りに間もなく モンテネグロ 
Mollfegro と云ふのが現れて來た〇そこで私は^0&(モンと發音して)なる綴音は最後のを除いて， 
一切の代®名稱に現れてゐることに氣が付いた。で•私はァルバ— 卜 侯の 名から して* 今まで忘れて 
たモナ n MICO を容易に想起する ことが 出來た〇コリコは綴音の具合や #? t に於いて忘れられた令 
に酷似してゐる。 

名稱忘 ^! に於- > て指摘されたのに似たやぅな機制が云ひ損ひの現象に も 働く ものであるとの假定が 
許容せられ るなら ば•我々 S ひ損；^ の 場合に就いて一層確實な判 斷の_ に到達した ことになる。 
第五草云ひ损ひ 
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B 常生活の精神分析 八 A 
云ひ間違ひとして現れる言語の攪亂は、まづその同じ言語の他の構成分子の影響に依つて惹起される。 
つまり、前響又は後響に依つて、又はその文章或は前後の文章中に包ま6、(話者の云ひ表はさうと 
欲するものとは違つ た〕 他の意味に依つて、惹起され る。——前に メリ、 V ガ—と マィャ li から借り 

て擧げておいた、實例は總てこれに所屬する-。ところが第二に、携亂は シニョレルリの 場合の現象 

と類似して、その語、その文、又は前後の文章以外の影響に依つて、我々が云ひ表はさうと欲しなか 
つた要素から•攪亂に遭つて纔かにその力を意識するやうになつたさう云ふ要素からして、惹起され 
ることがあるのである。云ひ損ひのこれ等二種の起源にとつて•共通的なものは亢奮(刺戟)の ra 時性 
であり‘相反的なものは同一文章又は前後文章の內部又は外部の具合である。相反點は始めの程はそ 
れほど大であるとは思へないのであるが、云ひ損ひの症狀硏究から抽出された或る結論を考森するに 
及んで如何にその大であるかを知る.に 至る のである。併し、音や語を云ひ表はす上に相亙に影響を及 
ほし合ふやうに音や語を結び付けるその機制に關する結論を、 ( つまりあの言語學者が云ひ損ひの研究 
から獲ょうと望んだ結論を、)云ひ 損 ひの現象から抽出し来る見込みは•た >第一の場合にのみ存する 
ことは明かで ある。 同一文章又は前後文章以外の影響からして攪亂の起きた場合には•まづその攪亂 
的 要素を知悉す〇ことが先決問題であらう。次に問®とな6のは、この攪亂がまた言語構成の假定旳 
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法則を暗示するものではないかと云ふこ i である。 

メリ ンガ—やマィャ—が、言語は『錯雜 せる 心理的影響』に依つて、卽ち同一語、文など以外の要 
素に依つて•攪亂されることがあるものである事を看過してゐる とは、 何人も 主張し 得ない 〇實際- 
彼等も、音の心的不等價說は、嚴格に云へば•た>音の攪亂鼓びに前響後響の說明にのみ 適用せられ 
得ることを氣付いてゐたに相違ない。語の攪亂が音の攪亂に 還元され 得ない場合には、例へ ば 語の 代 
償、又は 2 ef には•彼等なく、 sssig 後文5外に求め•這般 
の事情を證明するに適切なろ實例を以てしてゐるのであ60例へば-次のやぅな例が擧げてある.0 
(六二頁)『ルー ( K 10君は內心では「膝のやぅなこと」02§-名611161昏11*と考へてゐる或る出來事を- 
話してゐる〇併し彼は何とか和やかな形式もがな と 思つて-かぅ切り出した。「その 時、 併し•事實 ょ 
vichweiu へと到達した 0 」 と。そこに居合せた マィャーと私と に、 ルー 君は自分では- QQ 。 デ <き§ォ >? 
と考.へてゐたのたと白狀した。この考へられてゐた言葉が < y 03 cheil ' の代りになつて出て來たと云 
ふことは、これ等の二語が非常に似てゐるからと云ふだけで十分に說明が .つくと 思ふ〇』 

(七十三頁)『汚染の場合のやぅに、代償の場合に於いてもまた、而も一見非常にょり ffi い程度に於 
いてパ浮遊する」又は「漂浪：」 rE が大 S 役割を56。それ等の雲は意識 SS 下にある 

第五窣云ひ禎ひ 
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H 常生活の鞘神分析 火〇 
にしても、而もなほ效果を及ほす tf けの近くにあるので、相似のために容易に錯綜に導かれ得るので 
ある。さうして、かくて語列を交錯せしめる。「浮遊する」又は「漂浪する」語象は、人々 の云 ふやう 
に、ほんの只今口外せられた言語過程の落伍者(後響)であることが屢々である。』 S 

【 S 3】 ( 一) なほ同書九十七頁參照 。 

意識の閾域下にあつて口外せらる、に到らなかつた『漂浪する』語象に對する顧慮と、話者が總て 
考へてゐるところを話してしまひたいとの要求とが、我々の『分析』時の事情に依つて、如何に 近く 
出て來るものであるかと云ふことは誤解すべくもあらぬことである。また我々は無意識の材料を求む 
るものであつて、さうして尤より同一道程に依つ T >はあるが、た7吾人は被分析者の思ひ起しから 
擾亂的要素の發見に至るまで、錯綜せる聯想群を通じて 一 M * 長い道程を M り戾らねはならないのであ 
る0 

私はそれから* メリ .V ガ 1S 實例が 證據 とな 6 ところの"或ろ他の興味ある行爲を論じておかう。 
著者自身の洞觀するところに依ると、云はうとする文章中にある或る言葉と他の云はうとしない言葉 
との間に何等かの 類似が あるために、その云はうと思はない言葉が歪み、混合、妥協形成 (1) な t ' 
を惹起す ことに依つて 意識 中に割込んで來るのであろ。列へば 、I 
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一 ng 311 こ一 aucilt, vorBcbweiJr 
jags,traurig, …： schweiF 

と云ふ風である。 

さて、私は『夢の註釋』に關する馨 s 中で，夢の潜在思想から所謂夢の顯在 内容が生じ來 るに際 
して凝縮の仕事が如何なる役割を演じるかを示しておいた。事物に せょ W 語 表象に せょ、 無意識材 
料の二要霞に何等か G 類似 Q 存する時は、それが原因4つ p 璧の雲が生する、 それが混合表 
象 又は妥協議である。 この 第三要素は夢の內容に於いては兩方の構成分子を 代表し •また その 起源 
から考へて見ても多くの矛盾した個々の決定要素を包藏 してゐることが屢 々である 。それ 故、 云ひ a 
ひに於い TS や汚染が出來 るのは •夢 S 構成に於い S も靈な働 f する 事を我々の知つ てゐる 
かの凝縮の始まりである。 

一般讀者向きの或る小論文0,1 Sri Freie pries 紙、一九〇〇年八; j 二 •卜 三日 號所載、『如？【し 
て人々は云ひ損ひを する やぅになるか。』) Q 中で' メリ ンガ— は語の交換せられ る或る 場合 •つまり 
或る語が他の意味反對の語に依つ て 震 へられる 場合の特別な實踐的の 謹を高唱してゐ6。彼は日 
ふ、 『吾人はさき頃才—スタリ—衆_院長が開會を宣したその宣し振りを想起す 〇ことが 出來る〇院長 
第五窣云ひ扱ひ 
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日常生活の^神分析 九二 
は云つた、「議員諸君！私はこくにかく多數議員諸君の出席を吿げ、併せて議會の閉會を宣します u ° 
と。議場が哄笑したので議長は始めて氣付いて失言を訂正した。この場合に於いて、議長はどうせ香 
ばしいこともなさ、うなこの議會を只今旣に閉會する位置にありたいと思つてゐた、そこで——これ 
は屢々起ることだが——その考へは少くとも部分的に這入り込んで來て、その結果「開會」の代りに 
「閉會」となつたのである* つまり 云は うと 思ふところとは反對の宣言となつたのだと說明するのが 
多分當 つて 〇るであらう〇併し、種々な觀察を重ねた結果私は吾人が相反の言葉を甚だ 屢 々置換へる 
もので あ 6ことを知つたのである。それ等の言葉は旣に我々の言語意識に於いて聯想せられてをり、 
從て間違つて喚起せられ易いのである。』 

i ころが、この議長の實例に於いては云ひ損ひが單に話者®云ふ言葉に反對して内的思想中に起つ 
た 矛盾で あると するのが本當らしく思へるが、相反代償のあらゆる場合がみなさう單純ではないので 
ある。 吾人は aliqlls * の例の分折に於いて類似の機制を見出したのであつた。そこに於いては內的矛 
盾はその反對語に依つて代償せしめる代りに或る語を忘却す ると 云ふ形で現れて來てゐ る。 併しその 
差異を 差 引す るた めに，吾人はかう 云 ふことも出来よう•その己方 CS - てふ小語は『閉 會』 と『開# 』 
に似たやうな相反語を持ち得ないし、表た『開# 』 なる語は話の慣用の成分であるがために忘れよう 
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とて 忘れられないの f : と。 

メリンガ ー、マィャー等の最後の實例は吾人に、言語攪亂が前 響、 後響の影響、 竝びに 語られるこ 
とになつて ゐた同文 中の 語の 影響に 依つ て惹起されると共に*また云はんとす 6 文章外の語の 效果 
(こんな 場合で なければそれの 刺戟は 思ひもよらないこと h *> o > か いい)に依つても惹起される もの 
だとのことを 示した とすれば，吾人は次に、それ等云ひ損ひの二種を 果して 確定的に分離する ことが 

出來るか•また如何にして一方の皆•例を他種の場合と區別する ことが 出来ろかを發見したく思ふで あ 
らぅ0 

併し論述のこの段階に於いて、吾人はまたヴント Wuudt の說を考へて見なければならない。彼は 言 
語の發達法則に關する廣 E なる著書(『民族心理學 J vaikerpsychologie , 一. Baud , 一. Tell , S . 371 U . ff ,. 
190 0) 中に於いて、また云ひ損ひの現象をも取扱つてゐる。 これ 等の現象、竝び にこれ 等に關係ある 
他の現象に於いて必ず隨伴するものは、ヴントに依れば、何等かの心的影響である。『そこにはまづ積 
極的な條件として、發言せられた音のために刺戟せられた音聯想と語聯想との流れが屬してゐる。そ 
の流れのある上に、これを遮げる意志の效果の弛緩、竝びにこ X にまた意志の機能として働く注意力 
の消滅が、消極的契機として生じて來る。聯想のかの働きが*來るべき音の豫想され、先行音の再現 
第五萆云ひ m ひ 九三 
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H 常生活の精神分析 九四 
されるてふ事實となつて現れるか否か、或は憤習的に用ゐられてゐる音が他の音の問に割込んで來る 
のか否か、或はまたそのやうな音は全然別々の音が、語られた音と聯想的に關係してこれ等の上に働 
きかけるのであるか、——總てこれ等の問題はた >單に起りつ、あ6聯想の方向の差違を、またせい 
ぜいその聯想の働きの差違を•示すに過ぎなくて、その聯想の一般性を示すものではないのである。 
或る場合に於いてはまた、何う云ふ形の時に一定の攪亂が生じるか、または原因錯綜の原理に應じ 
て< 一)、そのやうな携亂を多數動機の混合に歸した方が lM -正しくはなからうかと云ふことは疑問にな 
る。』(三八〇丄二八一頁) 

【註】(一)圈點は著者の附加するところ。 

私はヴントのこれ等の說を甚.た正しいと思ふばかりでなく、また敎へらる i ところも大である。多 
分我々はヴントより以上の大きな確信を以てかう强調することが出來ると思ふ、卽ち云ひ損ひを惹起 
させる積極的契機(つまり禁止せられたる聯想の流れ、その消極的契機は禁止する注意の弛緩)は、 
大低の場合相互に效果を及ほすやうになる、そこで兩素因は同一現象の決定要素た〇に過ぎないので 
あると。この禁止する注意が弛緩すると共に、禁止せられざる聯想の流れが活動し始めるのである。 
弛緩すると共に、と云ふのが曖昧な云ひ方であるならば、弛緩するためにと云はう。 
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私の^集した云ひ損ひの實例に就いて云へば、ヴントの所謂『音の接觸效果』なるものにだけ言語 
提亂を歸せざるを得ないものは殆ど一つも見當らないのである。これもさることなが•り、殆ど必ず私 
は、云はうとする話以外の何物かの攪亂的影■を發見するのである。その攪亂する何物かは個々の無 
意識的思想(それが云ひ損ひに依つて表はれ•また屢々分析の洞察に依つて始めて意識面に引出され 
て來るのである)である場合もあるが、またそれはもつと一般的な精神的動機として全體の話に反對 
して向ふものである場合もある0 

(一) 林檎に嚙みつきながらいやな顏をす6私の娘を見て、私は聯句を口づさまうと思つた。 
r 猿は奇妙な顏をする 
殊に林檎を嚙るとき 。 j 
,, Dei * Affe gar possierlich ist , 

Zumal wemi er vom AI>fftl fri 3 Bt *5 

ところが、私は ！ >er Apfe ••…•と云ひ始めたのである。これは，， Aff ® 乂猿)と，， Apfes (林檎)と 
の汚染(妥協形成)であるらしい、それともまた旣に準備されてゐた，. Apfels の豫想とも考へられる。 
併し、實際の事情をもつと精しく云ふとかうであつた。私は旣に一度その暗誦をやつてをつたの ，：； ; o 
第五#云ひ祺ひ 九五 
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B 常生活の精神分析 九六 
さうして始めての時は別に云ひ損ひはしなかつたのだ。娘はその時他の方に氣をとられて私の云つた 
のを聽いてゐなかつたので、私は繰返すことが必要になつたのだが•その時に私は間違へた^けだ。 
これを繰返すことの上にこの言葉を早く云つてしまひたいとの焦慮も加はつて、それが私の云ひ損ひ 
の動機の一つになつてゐると私は考へざるを得ない。それでこの云ひ損ひは、凝縮の機能をとつてゐ 
る U 

(二) 私の娘は r シユレージンガ I 夫人に手紙を書きます- J ,, 1 ch fchrei r der Frau schreaillgers 

と云ふ。そのま i の名は實はシユレージンガ l ^ seaillger である。この云ひ損ひは發音を容易にしよ 
うとの傾向に職由するのであらう。何となれば r を三度も發音したあとで一を發音するのはやり難い 
からだ。併し私は*この間違ひが私の，， Apfes i 《との間違ひの數分後に起つたものであるこ 
とを云ひ添へておかねばならない。一體•云ひ損ひなるものは非常に傳染的で、その點名稱忘却と似 
t ゐる。名稱忘却が傳染的であろことはメリンガーとマィヤ ー とも氣をつけてゐる。この精神的傳染 
に就いては、私は何の理由も與へることが出來ない。 

(三) 『妾はタッセンメヴシャ lh=^s^t=iB lescher (ボケット •ナィフ)- いや タッシ JC ンメ”サ — Taacheu- 

me ser のやうにはまり込んでゐます』と或る婦人患#は分析取扱の始めに云つたが、 この やうに音が 
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入替りに1ふのは、これまた發音の困—に f なつ f 1出來ょう。1 
に注 f れて-彼女は f に答へた。『ぇ\だつて先生は今日 「 f に」——/仰31 e 
すもの。』實際私は彼女の分祈を始め—に『今日は一つ f にやりませう』と云つたのであつた〇 
(何となれば、言で分折も終ることにな つてゐたから一。) f して 『g め 劍に』を—を P 
に』— S — と冗擊分に云ひ換へたのであつた。診療の時間中、彼女は幾度でも云ひ損ひをしてゐ 
る。 で、 私も 到頭、 それは彼女が私の薇をしてゐるばかりでなく.何か無蠢中に誇 r 云4 
を名前としてこだはる特別の理由があるからだと云つた〇 (一) 

I S 彼女は妊娠や避妊—する無意識的—響を受けてゐたことが分つて來た。『ポヶットナィフの 
f には f 込んで t す』と— I 、贏的に接女は不平として云つ たので— が、 實 
翼に於け拿供の S を記述しょうとしたもので—。私の云つた『エルンスト』と—日—、 
彼女をしてギィンのヶルト f 街にある商事會社を想起せしめたので—。こ11の—を 
賣るために始終廣吿してゐるので有名である。 

(四) 『妾は 風邪をひい S まして-ぁなでひき？— が— いや、 齡で⑥が 出来ません』 
と同じ婦人患 g また別 gs つた事がある。彼女は どうして fs 云ひ損ひをしたか •直ぐに 
分つ た S は每 日てセンァゥ H s Hlnauile で電車に乘— すが、 今日 早く ® f 寺 i 
I 云 i 九七 
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3常生活の^神分 r 

る間に、かう云ふことを考へました。妾がフランス人であつたなら、妾はァ丨ゼンァゥエ’ i — 
4零るだらう、何故ならばフランス人は響に際して H を落してしまふからと。』彼女はやかて 
自分の知つて—若干のフランス人に就いての一聯の囘想を試み、遂にいろく霞した馨を經て 
かう云ふ記憶に到達した。それは彼女が十四歲の少女の時、“> 1 5日^^^£^1^^<1%の4曲に於いて 
ピヵ ルデを演じ、その時問違ひだらけの ドィッ語を 舌喋つ たことであつ た。 彼女の客館にパリからの 
客人が来たと5ことが、偶然に4憶群2體を喚—した。發音 S 間違ひはこのやうに、_思 
ひがけない關係にある無意識的思想に依つて證された結果である。 

(五)これとょく似 S は、或 SS 婦人患# i ひ損ひ S 制で彼女は永らく忘れて居た 
少時の記憶を蠢する最中に S 分の記憶力を失つてしまつた。いたづらな、みたらな或る人の手か彼 
女の肉體 S 何處の 部分备ん V かを、彼女の記憶が吿げて吳れないのである。その奮つ S ぐ後に 
彼女は或 is 友達を訪れたが、 S まく ii のことに及んで、彼女の小 S 何處に^かと 
訊かれた時、彼女は『山腹のな•たらかなところ』(^を f 4へる代りに、『山の s ( I 一—) 
と答へてしまつた。 

S ま S る別 S 人患者は、治療時間 S 濟ん S に、私 sf んはぎしれ—か ， C 
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訊いたに對し、『妾は存じません、妾は叔父には此頃ではたマぽ ^ agrallti (現場に於いて)會ふだけで 
す。』と答へた。その次の日、彼女はまづかう云ひ出した T 妾はほんとにきまりの惡い思ひを致しまし 
た、貴方にあんな馬鹿々々しい間違ひを申上げてしまひまして……貴方はさぞ妾が始終外國語を間違 
へてゐる無敎育な奴とお思ひなさつたで御座いませうね。妾は eu pp—t (序ながら)と云ふつもり 
だつたので御座いますょ。』その當座は我々は彼女が何處からこのやうな間違つて適用された外國語 
を採つて來たか分らなかつた。ところがその時、やがて彼女は前日の問題の續きとして一つの囘想を 
持出して來た。その囘想に於いては in nagrau.i (現場を)押へられる i 云ふことが主要な役割を演じ 
たのであつた。で、前日の云ひ損ひは、その當時まだ意識されなかつた記憶に先行したのであつた。 

(七)或る他の婦人患者に對 して、 私は分析の或る個所に於いて、我々が取扱を始めた當時に於い 
飞、彼女が自分の家族を恥ぢ•その父に對して我々にはまだ知られない批難をしたやうに思ふと云は 
ざるを得なかつた。彼女はそんな覺ぇはないが、まさかそんなことはありさうにないと云つた。併 
し彼女は自分の家族に就いて、氣をつけながら話しを進めた0 r 妾の家族にはなるほど一つだけ誰でも 

氣のつく點がありますょ。うちの人達はみんな貪慾 (Geiz) を-■いや精神 (Qei c を 持つてゐ ますと 

云ふつもりだつたのです〇』して見ればこれはやはり彼女が記憶から追出してしまつてゐた批難であ 
透 : iL 窣云ひ損ひ 九九 
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0 f 常生活の耥神分析 一〇〇 
つたのだ。人 nil が控へておかうと思ふ丁度その考へが、云ひ損ひになつて押出て來ると云ふことは屢 
屢起ることである。(メリンガーの報吿してゐる、 Vorschwein に到達したと云ふ場合とを比較せよ〇) 
た^違つてゐるのは、メリンガーの場合の人物は彼が意識してゐる何事かを抑制しようとするに對し- 
私の婦人患#は抑制せられてゐることを知つてゐないのである、或は彼女が何事かを抑制してゐるこ 
とを•また何を抑制してゐるかを知つてゐないのだと云ふことも出来よう。 

(八)次に擧げる云ひ損ひの實例もまた、故意的抑制にまで辿られねばならない。私はかつて白雲 
石の中で、旅行家の服裝をした二人の婦人に會つたことがある。私は暫く彼女等について步いたが、 
その時我々は旅行生活の樂しさ苦しさに就いて語り合つた。一人の方の婦人はかうして日を送ること 
はいろ^-苦しみのあるものだと云つた。彼女は日ふ、『本當に晝間陽の照る中を步き廻つて上衣も下 
衣も汗みどろにして了ふのは氣持のい X ものでは御座いませんよ。』こ X まで來て彼女は一寸云淀ん 
^か、更にそれに打勝つて言嚴を續けた0『併し亂化(«|)へ來て"着物を着換へることが出來る時 
には……』この云ひ損ひを說明するには、別に試驗をして見る必要はないと思ふ。この婦人は明かに、 
上衣•下衣、股引と全部數へ上げて云ひたいとの考へを持つてゐたの ft '。 第三の洗濯物を數卜上げる 
ことは*不作法であると云ふ理由で抑制したの.たが、併し次の•內容的には獨立して〇る文章に於い 





岸仝學析分神精ドイロフ 


て、その抑制せられた言葉は、『ぎゼへ 』 (nach Hal ) てふこれに似た言葉の出來 そこな ひとなつて职 
張り出て來たのである。 

(九)『貴方はもし敷物を買ひたいとお思 ひになる なら、マトイス ffil セのカウフマンの許へお出でな 
さいまし。あそこ4方に塞め—ると妾は信じてを—す。』 i る婦人 S つた。 で、 私は 繰 返 
した 。 r では、 あのマトイス s 許で：：：いや、カウフマンの許でと云ふつもりで ••••： 。』私が一つの名1 
を他の名前 S 出るベ f ころに出したと f 事は、 ft し H ゐた、めで ST に f る。婦人 
の話の SS 際私 S んや〇し5秀 S 5 何 4 S 、 1 s 靈—物ょ〇 ももつ と 重. 
要な、他のもの X 方にそらしてしまつたからで？、トイス街には•實はこの婦人が花嫁となつて 
行つた家が立？ —のである。その家の入口はまた別の街にあつた。ところが今やこの街の名を忘 
れてゐる？、まわ？どい道 f れ塞識しなければ f なくな？—こ—、自ら氣 f 
ので—。私が拘泥し Ht このマトイ Kf は、私が忘れ Ht 街 s 名の代償 名1だ。 
この名の方がカウフマンと云—はその代償名に適するのである。何となれば、マトイス i す 
人名であるが、カウフマンはさぅでない〇而も忘れたのはやはり ラー デ ツキ ー穿を£ 0.と云ふ人名か 
らつけられてゐた町名である。 

第五筚云ひ韻ひ 
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H 常生活の 精神分析 一. 〇二 
(十)次の實例は•も少し後に論ずべき『問違ひ』の中に人れてもよいのである•か、こ i に入れ〇 
ことにした。と云ふのは、言葉の代償作用が結果するやうになつたその根原たる音の關係が特に明白 
であるからであ6。某の婦人患莕が私に夢を語つた。 —— 或る子供が蛇に咬ませて自殺•しようと決心 
した。彼はその決心を遂行した。彼女は子供がその苦闘の內に婉いたり何かするところを眺めて〇た。 
今や彼女はこの夢に對する S 間の聯結を發見しようとする。彼女は直ちに想起した•昨夜彼女が蛇に 
咬まれた時の最初 S 手當に就いて通俗的な講演を聽いたことを。成人と子供とが同時に咬まれたなら 
ば、まづ：十供の怪我を世話せねばな G ぬ。彼女はまたその講演^か手當のために如何なる處方を與へ 
たかをも想ひ起した。 また その人がどう云ふ種類のに咬まれたかと云ふことも大いに問題になるとも 
講演者は云つた。こ i で私は口を柿んで彼女に訊いた。——ではその講演者はかう云はなかつたです 
か、我々の地方にはあまり有谣な種類の蛇は ゐな い、さうして どう 云ふのが恐るべき種類であるかと。 
『さう で御座います•講演*は« ;4 蛇 ( Kiappichlmge ) が 特に 恐ろしい と 申しました〇』私が 笑 出し 
たので、彼女は自分が何か間違つた事を云つたのだと氣がついた。彼女は併し今やその名を訂正せす 
して•自分の云つたことを撤 IB1 した0『 さう でした、いやその響尾蛇のことは話が出ませんでした。講 
演者は蝮 ( viper ) のこと を話さ n たのでした。併しどうして響; 4 蛇のことなど云ひ出したで御座いま 
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せうね。 J 私は彼女の夢の背後に隱れてゐる思想を參考にしてかう推察した。蛇に咬ませて自殺す5 
ことは美しきクレォパトラ ( A 700 pats ) への一つの暗示以外の何物でもない〇兩語の音の莜しい類似* 
K 1 … p … r など文字上の一致，語の同じ順序の|致* a に强音あることの一致などは見落すことは出来 
ない。響尾蛇とクレォパトラとの二つの名の間に立一派な關係があるために、彼女は判斷を瞬間的に制 
限せられたのだ。そこで彼女は、響 M 蛇に咬1れた時の取扱方に就いてその講演者が•ヰィンに於ける 
彼の聽衆を敎へたとの主張に於いて何のをかしさも感じなかつたのである。彼女は平常、この蛇が我 
我の鄕國にはゐない動物であることを•私と同樣ょく承知してゐるのである。吾人は彼女が響尾蛇を 
エヂブトの方へ持つて行つたことはあんまり考へがなさすぎると云つて資めやうとは 思はない。巧と 
なれば、 ？ V 々は一切の 非ョーロッバ的なものを、異鄕的なものをごつちやにする習惯 •か あるからであ 
る。現に私自身 も、 響尾蛇は 新世界にのみ 居る 動物 だと云ふ主張を樹てるまでには、一_間考へて見 
なければならなかつたほどである。 

なほ立入った事柄は分析を進めるに從つて段々分つて來た。夢の當人は咋夜始めて、自分の住居の 
近くに樹てられた ストラ—セルのァントニゥス 群を見たのであつた。で、 つまりこれが 夢の第二の動 
因であった。(第一は蛇に管れることに就いての講義である。)彼女は夢を見續けて行く內に•一人 

笫五寧云 ひ m ひ 一〇三 
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m 常生活の精神分析 一〇四 
の子供を腕に抱いてゐる。この場面は彼にグレ—チュンを思はせた。更に聯想を續けて行く內に、彼 
女は『アリアとメッサリナ』 SAn'ia und Messaliila^ を追想した。こんなに澤山、演剌中の名前が夢の 
思想の中に現れると云ふことは、夢の當人が若い時分に女優の職をひそかに志望してゐた事を旣に示 
してゐるのである。夢の初めに、『或る子供•か蛇に咬ませて自殺しようと決心した』とあるのは、彼女 
が子供の時分にいつかは有名な女優にならうと闫論んだことを意味するに外ならない。メッサリナの 
名からして遂にこの思想の道は分岐して、この夢の本質的な內容へと導いてゐる。最近の或る事件が 
彼女の心配の種になつてゐるのである。それは、彼女の唯一の弟が或る非アリアンの女 Arieria と身 
分の違ふ結婚を、木釣合の結婚 M^samauce をすることである。 

(十一)或る全然無難な、つまり我々にはその動機が闡明せられてゐない實例を、こ i に擧げてお 
かう。その實例に依つて我々は一つの明白な機制を知ることが出來るからである" 

ィタ リ—を 旅行中のードィ♦ツ人が、自分の損傷した トランクを 縛り直すために革紐を求めた。辭書 
をひいて見ると『革紐 Jwiemeu のィタリ ー 語は Coreggia となつてゐる。この語なら容易に覺えられ 
る、何しろ畫家のコレツギォ Correggio を考へればい i と彼は考へた。彼はやがて革紐店に行つて 
suna riberas と云つた。 






m 全學析分神精ドィ n フ 


彼の記憶中に存するドイッ語を イタ リ ー 語を以つて置換へることは彼には一見成功しなかつたやぅ 
であるが併し彼 S 骨折りは全的に不成功でもなかつたのである。彼は或る雲の名を覺ぇてゐなく 
てはならないことを知？ゐた。で、例のイタリ 1 語に類音の畫家名を想起せずに •ドイッ語のリ— 
メン ( nil ) に近似した他語を拾出した。私はこの實例をこ又で云ひ損ひの場合に 出してもょいが、 
また勿論、名稱忘却の場合に出してもょかつたのだ。 

私が本書 S 第一版2めに5損 S — ぐ— S し 5 S に、％つ I 鼻から範を 
示して、自分 G 觀察し得る一切 S 合を、そ S 內には—り印象に fQT な ef で、分析に附 
することにした S - I 。 そ S 來、他2く e 人 V か5損ひ畫集し分？？矣樂しい骨折 
りを試み 、 f してその多くの材料から選擇をすることを私に許したのである。 

(十二)或る若い男•かその妹に云つた。 U とは僕は今では全然絕交してゐるのだ。もぅ挨接も 
しない。妹は答へた。 I 一體血正 s Lrnt 卜は：••：も彼女は sffll フ a 卜 f 二氏族)と云ふつもり 
であつたのた。併し彼女は、この云ひ損ひの中に二重の意味を緊縮してゐるのであ今卽 ち、彼女の 
兄はかつてそ e 家族の娘—たこもか s 。 f 七こ SS 近 S —' 劍な許されざる情事 
Liebschaft に耽つたり云はれてゐる事と 0 

第五孝云ひ？？ひ. - 
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02常生活の糊神分析 一 C プ 
(十三)或ろ若い男が術上で或る婦人に次のやうな言葉で話しかけた。『何なら、お孃さん、お伴し 
て (b crQ lcirdiss ) もい、と思ひますが …… 0 』彼は 明らかに かう考へたのだ、彼は喜んで彼女と同伴し 
(b 3 gleiteu ) たかつたのだが、併しその中出が彼女を迷惑がらせ60 ^2.& seu ) ことを恐れたのだ。こ 
れ等二つの， f に矛盾する感情.•か一つの言葉—云ひ®ひにもせょ—となつて表れたところを見る 
と、この若者の本來の塞心は、何れにもせょ*非常に明白なものではなく*また彼のこの塞ぬはこの 
婦人に對して迷惑らしいものに見ぇたに相違ないこと.か分るのである。併し彼が恰もこれを彼女の前 
に廣さ|試み H — 間に、彼 S 謹はいちつらに As 本來8志を S り•かく一」彼は併し他 
方 こ、 その婦人から 『ぇ、、でも 妾など御同伴下さつてもどうなりませう、からかつて(ぎ^£:ぽ3) 
ゐら つしやるんでせう。』との云は 並の拶挨を先取したのであつた。(ナタト I •ラ y クの報 吿) 

ステー ケル \ v . ss - kcl は『ベルリ —斗 ル•ターゲブラット』紙の一九〇四年一月四日^に『無意 E ^ 
吿白』の題下に一論を揭げて?)るが、そこから若干の實例を取出すことが出來る j 

(十四)『次の K 例に依つて私の無意識的思想中に不愉快な一片のある事が明らかになつた。私は前 
以て斷つておくが、醫師としての私の本性中に於いて私はかつて自分の利得の事を考へす•常に串著 
のためを のみ曾において— ので ある。 實 f れは is である。私•は f 婦人患#の傍に行つ 
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た。この患#は非常に重病の後で恢復期に入つたので、私'か代診を助けて世話してゐたのだ。我々は 
日夜隨分苦しい H を兑た。私は彼女が快くなつたのを見て嬉しかつた 。で、ァブバ ジァ <1) に滞留して 
靜養することの樂しさを語り、 さう してその時•次のやうな言葉を用ゐた u 「 貴女が どうぞ-早くこの 
寢蕞から去られないやうになつたら——0 j 明かにこれが出て来た基はこの裕福な病人をも少し長く 
取扱つておきたい との 無意識の利己的動機にある。私の覺醍意識は全然 知らないと ころの、 さう して_ 
私は不快を以て拒否するであらう ところの 願望にある0』 

5】(一 ) Abbazia ，南米の靜養地。(記者) 

(十五)他の一例(ステーヶル)『私の家內が某フランス女を午後に來て子供の世話して吳れるやう 
に賴んだ。相亙に條件がきまつて後に、窭は契約書を置いて行つ TK ひたいと云つた。フランス女は 
それを持つて歸らして貰ひたいと賴んだが、その時彼女はかう云つた0「妾は午後の分を•いや、午前 
の分を搜してゐるのです0,-,,$0ぎ容110 2816づ0§ぎ9 ^ぎョ【& 1,づ)^011,づ0日*ぎ 
かに彼女は他の方面を物色してもつ とょい 條件の家を捜したいと考へてゐたのだ、さうしてそれを彼 
女は實行した。』 

(十六)(ステ—ヶル博士) r 私は或る婦人に話して聽かせ6事になつてゐた。抑々この事を依頼し 
第. ^ L ^ 云ひ損ひ 1〇七 
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P 常生活の精神分析 一〇：ハ 
て來た彼女の夫と云ふ人が、その時扉の外に立つて聞いてゐた J 云つて聞かせた ことは十分な印象を 
與へたことがありく と 見ぇたが、それが終つて後に私は云つた。「これで おしま ひに しておきま 
す。 XX 君」， Kf, die Hall.p-gg:diger Kerr!* と 云つ てし まつたので、分析の經驗 ある 人には、私の 1 n 
葉は扉の外の夫君に向けて彼のために云つ たものであることが 分つてしまつた。 

(十七)ステーヶル博士は，： HI 分自身に就いて かう 報吿 してゐ る。彼は トリィストから 來てゐ る二人 
の患#を取扱つてゐたが、その二人を始終取違へて挨拶してゐた。 ァスコ ー リ As — に對 しては『お 
早う* ぺローニ Peloui 君』と云 ひ-ベローニ に對しては『お早う、 ァスコ ー リ君 』と 云つ てゐた 〇始 
めの程は彼はこの間違ひに深い動機があるとは思はず，兩人の間に相似の點が多い からだと思つ てゐ 
た。併し彼はこれが一種の見得を張つ てゐることで あるのを容易に自認する ことが 出來た〇卽 ち、 彼 
は自分のィタ リ— 人の患#の何れもに對 し、，： 分の醫療を求めに來るィタリー人は必ずしも貴君一人 
に非ずと云ふことを知らせた分つたのだと云ふことを。 

(十八)ステーヶル博士鼻は或る置してゐる總會の席で云つた0 —— 我々は今や議事日程の第. 
四項に論爭 Streiteu (到達 flchreiteu) いたします。 

(十九)或る敎授が就職講演の際に云つた。 —— 『私は自分の非常に優秀な先行者たちの功結•を云 
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云する^が geueigt (器で geeiguet ) ありません。 J 

(二十〕ステー ヶル博士が バゼドゥ 病患 者と睨んだ或る婦人に云つた。 I 『貴女はお妹さんより 
は甲狀腺種 kropf (首 kopf ) だけ大きい OJ 

(二十一)ステーヶル博士報吿〇 - 或〇人が二人の友人の關係を說明しようと思つた。その内の 

一人は ユダャ人である事を明かにしておかなければならなかつた。彼は云つた、二人は宛 もヵストー 
ル K ^ tor とポラーク1>011,$とのやうに生活したと 〇これは 決して洒落ではなかつたのだ。話した當 
人は自分でもその間違ひに氣付かず、私に注意されて始めて知つたのであ60 

(二十二)時として云ひ損ひは一つのくた f しい 說明の代りとなる。自家の家政を執つ てゐろ或 
る若い婦人が、§矣の事を私に語つた。夫は翁によか〇うか. j ： 雲しようか4師绿ねに行 
つたが、併し醫師はそれには及ばぬと云つた。『宅は何でも妾の(欽み喰ひしたい と) ■思ふ ものを 飲み 
喰してよいので御座います〇』 

ラィク Theodor Keik の次の二つの實例(『國際精神分析學雜誌』三號 、一九一五年) は、 云ひ表は 
し得るよりも抑制し なければならない 方が 多いために特に 云ひ損 ひの 起り易いやうな立場から 生じた 
ものである。 

笫五窣 一 K ひ損ひ 




B 常生活の耥一:分析 一一〇 
(二十三)最近に夫を喪ふた或る若い婦人に或る若い紳士が弔みを述べ、さうして更に云ひ添へ 

た。 - 『何しろお子供衆にすつかりかまめ (\vidi,—widmeu 「身を棒げ る」 「かまけ る」 の誤り) 

なされば、それが慰めになりますょ。』と。 こ X に抑壓せられてゐる思想は、別種の慰めの ことを 暗示 
してゐるのである。つまり、苦い綺麗なやもめ0二 two ) は間もなく新しい性的喜びを味ふやうになる 
であらうと。 

(二十四)同じ紳士が同じ未亡人と或る夜會に於いて、復活祭に際してベルリンに催さる、大演藝 
會に就いて話し合つてゐた時に訊いた。 —— 『今日ヴュルトハィムでの窓飾り Auelgo を御覽になりま 
したか。すつかり拔衣紋 < iekolorc : 一になつてゐます。』彼は美しい婦人の拔衣紋に就いての，：：：分の 
驚嘆を露骨に云ひ表は すことは 出來ないので、今や彼は品物の店飾りのデコラチヨン Dccoratig を拔 
衣紋のテコ レタ —ゲ Dekolletage と 置換へ、 それと 共にまた店飾り Auslage と 云ふ言葉に無意識的に 
二重の意味を含ませる事に依〇-て*その禁ぜられた思想を表白してしまつたのである" 

かう云ふ條件はまた或る種の觀察 にも宛てはまる。 それに 就いてはハンス•ザックス 博士が次の如き 
詳細な調査を與へょうと試みてゐる。 —— 

(二十五) r 某婦人が私に或る共通の知人の事を語つた。彼は彼女がこの前會つた時には、例に依つ 
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て優雅な屢 tH ゐ s か、とりわけ非常に見事■の半靴を穿いてゐた f で t 。 一體何 處で會 
,? たのかと 訊いた に對 し、 彼女は云つた。「含人 SSSS 鳴らされました？、私は引下され 
た卷日防け G 間か為いて見たのです。併し妾篇を開けもしなかつたし•美人の 氣配も 見せませ 
んでした。何故ならば、妾は鼻がもうこの町に t ことをあの方に知られたくなかつたからです。」 
私は聽いてゐて一人で考へた、彼女は今私に何かを匿したな、どう t 彼女は一人でな く、また訪問 
を受ける、へく化粧室に入つてゐなかつたか赢を開けなかつたのではないかと疑つ た。で、 私は や、 
意地惡く訊いた。「では、貴女はその閉まつた-浴けの間から彼の ^ Ifti を 一 彼31 fllti を眺め V 
感心するこ各出來たのですね。」彼女の繫爾 —e 色)に就いての廳を震|¥ゐる墨 
が、 「家 靴」 ( H — he ) に於いて 表面へ 出て来たのである。 「芳 ( 藍 0 ) と云ふ語はそれのみなら 
すまた正にこの語に於いて r 貴女は半分しか本當のことを言はない、 さう して^>かしか着物を着て 
ゐなかつたこ忘祕してゐろのです」 i 云ふ禁止せられ馨への中核が存するからし T 避けょ うとせ 
られたものである。またこ S 間違ひは • f 前に件の紳士の結婚 i に就いて、 彼の「震の幸福」 
，一一—1 S に就いて、我々が語り合つた事のためにも必要になつたのである〇この事は多分 彼 

の人物への轉位を決定す るに與つ たもので あらう。最後に私は、多分私の嫉妬がこの優雅な紳士に家 
第五窣云ひ損ひ 
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日常生活の 精神分析 一一二 
靴を穿かせて街頭に立たしめたのであることを吿白しなければならない。實は私自身も極最近に赤の 
半靴を買つたのであるが、それは決して「非常に見事な」ものではなかつたのである 。 J 

現在のやうな戰爭時代には幾つかの云ひ損ひが生する。それを理解す〇ことは大して困難ではない。 
(二十六)『貴女の御子息はどの武器についてゐられますか』と或ろ婦人は尋ねられて、彼女は答へ 
た、『第四十二殺人^^§1(臼砲1\161802)に居ます〇』と。 

(二十七)ヘンリック•ハィマン中尉は戰場からかう書き送つた or 私は少しの間、靈電信手を代表 
するために、或る面白くてたまらぬ書物を讀むことから引離される事になつた。それの反應は火砲屯 
所の電導試驗にかう表れて来た。——管理正確、休め 9 uhe )。. 正しくは、管理正確、終り ( SI 6 
とすべきであつたのだ。折角讀みかけてゐるところを妨げられた i めの腹立たしさから、私の間違ひ 
は說明することが出来る M (『國際精神分析學雜誌』四號、一九ニハ—一七年) 

(二十八)或る曹長が部下の下士たちに、自分等の宛名を詳しく家の方へ知らせておくょう、死物 
( G ^ speckstiicke , 荷物 Geucksscke の誤りか)が失くなつては困るからと云ひ渡した。 

(二十九)次に擧げた、非常に美事な、さうしてその深い悲哀の背景に依つて意味深長な實例は、 
ツユーセル cigr 博士の報吿に負ふものである。薄土は戰時に於いて中立のスヰッツルに滯在して 
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ゐた間にこ G 蠢を得、 f し H これを震的に分析したもので私は彼の報吿に多 S 省將を 
施して玆に再錄しておく。 

『唐突ながら私はこさ、〇市に於ける S 敎授殿 f — の夏期學期中に述べられた感情心哩こ 
關する講演中に陷られた「云 ひ 損ひ」の一つ—合を御報吿— う 羞 ひます。併し豫 め—り 
しておかねばならない I 、この大 S 講堂に於けるこ31•どフン S 靈 el — 望の下 
に、また聯合國 として 味方の感を持つ フランス側スヰッ ツ ル 人から殆ど成立つ てゐ ろと ころの學酱 
の非常な靈 e 下に、 f れたと云ふこ冬 f ます。 c 市に於いては、 フランス本國に於け ると同 
樣 boche と 云ふ語が今や一般的となり 專らドイツ人を 形容するた めに 用 ひられました。併し公の 報 
吿、講演、その他それに類した場合には-高級の官吏*敎授、その他 責任 ぁる地位の人々は、 中立 的 
の立場から して その やうな 不吉な語を 避けようと 努めました。 

N 敎授は今や正に、情の實際的塵を論ぜむ とし、 それ 自身と し p は興味なき筋肉勞働に篇を 
與へ、かくてそれを一蔷烈なもの i する ように或る感情を意識的に f 出して 来ることの一實例を 
引用し ようと 目論んでゐ ました〇そこで 敎授は、勿論 フランス語で-當時この 地の 諸 新聞が、全部 ド 
イツ語の紙®に於いては揭載することを避けてゐた ところの或るドイツの學校長の話を物•含つたので 
第五草云 6/ g ひ 
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B 常虫活の耥 神分析 一一四 
す。その學校長は學生に校庭で仕事をさせる時•强盛に勞働させるために、彼等に土くれをフランス 
人の頭蓋#だと思つて打込めと敎へたので した。 講義の際、この話をするに當つて、 N 敎授は ドィッ 
人の15の出る度に、全く正しく^^ g ^ p - と云つてぎとは云は なかつ た。併し この話のと ころへ 
來ると、彼は學校長の言葉を次のやうに云つたのです。- 111 vagiuez Vos , qu* eu chaque 11110 V05 

モット モツシユ 

a\crdsoz 一〇 crsfi>ue dflu Francais . つまり motte の 代りに moclie と 云つたのです。 

この正確な學者がこの話の始めから平素の口癖を出さぬやう*またそれを試みたりしないやう、聯 
合國側の布吿に依つて文^ S 形で禁止されてゐる言葉を、大學講觉の壇上から口外するやうなことが 
あつてはならぬと如何に向分を誡めてゐたかは*我々には明かに見ぇるでないでせうか。さうして彼 
が幸にして最後の場合を正確に' , M.gtititeux auelldv と云 0 終つて心中でほつとしていざ ra はれぬ終 
々へと急いだ丁度その! Isriil に、骨折つて抑へてゐた單語が 3 S - S - と云ふ語と類音なるためにそれに固 
蒞して出て来て、，甚だ困つたことになつたのです。政治的無策に陷つてはならぬとの恐れ や、 この云 
〇憤はした、且つ人々の期待してゐる言葉を使ふことの喜びを抑壓されてゐることや、更にまた生れ 
つき共和的に民主的に出来てゐる者が自 FI.1 なる意思表示に於け 6 あらゆる强迫に對する 不紐 2 などが、 
この實例を正確に傳へたいとの主要意圖と撞•着したのであります。その撞着的傾向は話者にも分つて 



集全學析分神精ドイロフ 


ゐたのです。で、 彼は云ひ 損ひの直前にその傾向の ことを 考へたのだ* と假定せざるを得ないの であ 
ります0 

]s 敎授は， 1-1 分の云ひ ® ひを氣付かなかつた。 少く とも云ひ ill さぅ とはし なかつ た 〇大抵の 場合、 入 
は f 云 ふ風に一人でにす る ものであるが—〇ところがこの 誤りは多くのフランスの聽衆に依つて 
眞 S 減足を以 T 受人れ られ 、宛然一の故意的な語呂のやぅな效果を 及ほしたのでした〇併し私はこの 
一羅難な出來奪純正に内的 S-! 几奪以つたのです。 何と なれば、 精神分析法から云つて晋 
いこの麗鑫授に向つ H_ するこ 4、私が— ぐ 1前の理由から謹へ ねば ならなかつた 
としても、併し こ S8 ひは、誤,何に依つ51 れる かに 就い 5、 ま S ひ SA 智洒 
落との出 S 類似及び關係に就いての貴殿の說の正しい ことを 立派に證明 するものだと私に 思 はれた か 
らであります 0 』 

(三十)戰時 S 雪印象 s 下にあつ H 、 次 GTS ひ損ひが起 2。こ S 霞した才—スタ 
リー の 一士官が報吿 したものである。 

『私がィタリ1の戰時捕虜となつてゐた幾月かの間、我々二百人の士官 どもは 或 I い山 S に置か 
れてゐた。その時に我々の仲間の一人が流行性感 H のために死んだ。 この 出來事の ために 與 へられヒ 
笫五窣云ひ損ひ 
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m 常生活の精神分析 一ーナ 
印象は•當然甚だ深刻なものであつた。何となれば•當時の我々の境遇から云 つても、醫界のゐない 
點 から 云つても •別に何 S 施す術のない點から云つ H も*惡疫 s _ は火— り も明かであつた 

から 30 - K 々は死*を窖に橫たへておいたのだ。夕方になつて、私は一友と共に家の周りを巡囘 

する 時に、我々兩人は屍骸を見ょうぢやないかと云つた。私が先づその窖に這入つて行つて見る と、 
そこの 光景は私を非常に M かせた。？なれば、私 sf ん芝人口&く f 5るとは思はな 
かつたし、また ゆらめく 蠟燭の光に依つて氣味惡くなつてゐろ顏をそんなに近く見ょうとは稗期しな 
かつたからで 併しそ S 忘れ難い S を心に擔ひつ、 も 我々はそ S 時巡囘を續けたのであつた。 
滿月の光り( 7 )中にゆらぐ 遊園や、明かに照らし出された牧場や、彼方に輕やかに垂れてゐる夜霧など 
の 眺められる： f 點 まで 來 た 時、私はそれ等と聯結して t 想像に_を與へ H 、 似合 S 松の木の並ん 
でゐる下あたりで 妖精の輪舞七て ゐるところを 見たのである。 

翌日の午後、我々は死んだ友を埋葬したのである。我々の牢獄から近所の小さな場所の墓地までの 
道は、我々にとつては一樣に痛ましく屈辱的であつた Q 何となれば•生意氣な騷々しい靑ニオや、侮 
蔑的な冷嘲的な衆愚 や •粗野な喧噪# どもが、この 時•たとばかりに、彼等の好奇心と憎惡 A の混じた 
感 f を表現したからである。このやうな武裝解除の狀態に於いてさへも 不快に ならざる を 得ない この 
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感覺このやうな非禮暴慢に對 する 嫌惡•それ等は 夕方まで 私の氣分を苦々 しく支配してゐた 。前日 
と同じ時刻に同じ友に伴 はれて、 我5美今度は家の周〇の砂利道—いて行つた。 f して屍骸 
がその背後に橫たへてぁつたところ S の格子戶の前を過ぎょ i して、私は屍骸を見た時の印象を 
想ひ出した。昨日同樣滿月の光りに照らし出された遊園の 見えるところまで來ると*私は立停つて 友 

に云つた。「一つ墓 ( Grab ) -グ歡ス(0屋)に座つて夜曲を_(|2)でもょからうね。」二 

番目の云ひ損ひをして私は始め T 氣がついた。最初の方は私も M し pt が、 勿論間違 ひの」意味は 
意螯しなかつた。今や私は熟考してかう並べて見た。『墓の中に .：：• 沈む J 言I。——1—忽 
ち次のやう富まぐI像が浮んで來5月光中に露し S する is。S 納まつた 友、 そ 
の印象の埋葬の個々8面。嫌惡の感と悲 S 感。突發した疫病に關する？ S 話の記憶、 
大抵の士官が 1Q 表情—。後になつ TS こ Sas 分 S 父 S 命 H に當つて f こ—想 ひ出し 
た。この事は平素甚た日付の覺えの惡い 自分と しては珍らしい ことで ぁつた。 

その後なほ熟考し S てかう云ふこと S かになつた。兩夜 i に外的條件に於いて 一致してゐる 
こと、ほ>同時刻*月明、同一場所、鼓びに同 j 同伴者，私は：惡疫の謹の 恐れに就いて 論じてゐ 
た時に感じた不快を思ひ出した。併しまた同時に、私が恐怖に襲はれないやうに內的に靈したこと 
第五窣云ひ損ひ 
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3常生活の精神分析 一一八 
も想ひ起す。また「我々は墓の中に沈んでもょからうね)」^ S ゴ^^〗 gQgc ' g -^ g * と云ふ文は、 
たぐ最初に，「|ュ(草)を〇|*(墓)と誤つたのは明0ならずして起つたのだが、それがまた¥〇?— 
(歌ふ)を ¥rp (沈む)に間違へたと云ふ第二の誤りに依つて引續かれ、かくて抑壓されたコムブレ 
ックスに適當な效果を保障したのだと云ふことが分つた時に•その意味が意識されたのである。 

更に私は云ひ添へておくが、私は當時甚 ti 氣になる夢の事で心配してゐたの^。その夢の中で私は 
自分に茜#近い繫累の一人が繰返し<病氣に罹り、一度の如きは死んでしまつたところを見たので 
あつた。私は自分が捕虜になる極少し前に、この惡疫•か丁度この繫累者のゐる故鄕に於いて特別な激 
しさを以て猖獗して〇るとの報吿に接し、その繫累莕に私の痛切な危懼を表白して遣つた。二三ヶ月 
經つて、丁度只今述べて来た出來事のあつた！：週間前に、その繫累者が傳染病の犠牲となつたとの報 
道を受取つたのであつた。』 

(三十一〕次に揭げた云ひ損ひの實例は、醫師の運命たる苦しい葛藤の一つを電光の如く照らし出 
す。どう見ても助かりさうもないが、併し診斷がまた確定しない或る男が結節の解除を期待してギィ 
ンへと遣つて來た。さうして有名な醫者になつ てゐ る舊友に取扱を依囑したが、その舊友は一應斷つ 
たが遂に引受けることになつた。 病人は或〇約院 に 人る箬になつてを り、 件の 醫師は r ヘラ j = 
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療養院を薦めた U あれは併し或る一定の目的のための病院(產 S 、たらうと病人は議を申立。こ3 
いやく/露はムキになつて云つた、『へラ』に於いてはあらゅる病人を||ブ4ブ|る|) I 
t や收容する fulf) ことが出来ると云ふのだよ〇彼はやがて彼自身の云ひ損 ひの 解 釋に對 
して激しく抗宰した。『まさか僕が君に對して敵意を抱いてゐるとも君は信ずまいね。』十五分の後こ* 
彼は科分に跟いて出て來た病人付添 S 婦人に向？5た。 S に—うも分—せん、また何か施す 
ベ—か t 念信じ4ん。併し已むを得ない時，」は變のモ1服4るこ i よろしか 
ら1§ます。 f すれば樂になり—よ。』彼の友は彼がもうこれ以上施すベ—がなくなった 
ときまつた時に_品を以て良忍墓裏くすることの條件を彼に許してゐたのだ。で、その^^師 
は&際>^^分の友を殺すことの役目を引受けたことになつてゐたのだ0 

QT 二)こ乂に一つ誠に敎へられるところ多き云ひ損ひの實例がある〇これは 私に報吿 してく A 
た人の云 f ころに f と二十年ばかりも ： gs 5 AV S これを靈するに鐘びないので 
ある。或る婦人—霧舉 E た。慕そのものが— sffs — な感情 S 1 S 下に出 

て來るのであつた"「さうですわ•女は男の氣に人るためには突しくなければなりません。男は その 點 
すつと V ですわね。男■本の眞直な手脚があれば•それだけでよいのですから I 」この實例は(1> 

第五窣一•ムひ损ひ 
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日常生活の精神分析 一二〇 
縮とか染とに由る云ひ損ひ(八五頁參照)の內奥の機制を誠にょく呈露すろものである。こ ゞ には二‘ 

つの同じやうな云ひ表はし方の混融があることは明かである。 

男は四本の眞直な手脚がありさへすれば • 

男は五つの感官が揃つてさへをれば、 

或は*併し、1 BI & (眞直な•正しい)と云ふのが二つの云ひ表はし方の共通要素であるかも知れ 
ない。 もしさうならばかうなる。 

男は手脚が眞直でありさへすれば" 

五つが揃つて正しくありさへすれば、 

これ等二つの云ひ表し方——卽ち五つの感官との云ひ表し方と眞直な五本との云ひ表し方と——が 
相働き合つてこの眞直な手脚に就いての文章中に於いて、先〇1つの數字を擧げ次いで意味深長な五 
が當然な四の代りに出て.來た0>だと云ふことは確かのやうである。併しか i る混融は、もしこの誤り 
から結果した形に於いて面白い意味を表はさなかつたら•もしそれが婦人として露骨には云ひ表し難 
いやうな皮肉な眞理を表現しなかつたならば、かく美事に出て来なかつたに相違ない。 I 最後に、 
注意を促しておかざるを得ないことは、この婦人の云つた事はその言葉の意義内容から見て•愉快な. 
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云ひ損ひ矣樣、立派な機智 ( i ) になつ sfs こ各。それはたぐ彼女がそれ 等の言葉を意 
識的に企 IK つた か、 或は無意識的 SIK ? か矣ふ 事に依存し H — の だ。 我々の場合に 
於ぃては 、； g した婦人 e 態度から 云 f 麗贏 的に辛た云 ひ損ひと M へなぃ。だから機智(、西 
落)であることにはならない〇』 

云ひ損ひが機智に近似することの甚しさはォット！ランク o . wsk に依つて報吿せられてゐる場 

合を見れば分今その場合に於ぃ is つた本人鐘に馨の如くそれで—出してしまつた ので 
ある a 

(三十三)『或る若ぃ結婚したばかりの男がぁつて、彼の新妻は少女らしぃ外貌の失 はれることを恐 
れてあまりに f 性交するこ忘不承不承に許した。その新郎が•後には彼に - U 2」 も彼 S 妻に名 

て-^甚た愉快となつた} g を私に語り聞かせた。 - 彼が妻 S 節制提案を又もや破却した一夜の後、彼は 

朝になつて彼等の共通の蠢に於ぃて顏を剃り、その時まだやすんで ゐた妻の 白粉刷毛 (pf —5 
力夜の W 箱の上に載つてゐるのを、ぃつもの通り便宜上、利用す ろことにした。農の色 光澤を 極端 
に氣に■はこれを旣に幾度となく斷つたのでぁつた。で、彼女は そのために翌つて皮 こ 云つ 
た。 r また貴方は貴方の刷毛で妾に粉をふりかける の！ j 
第五章云ひ損ひ 
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P 常生活の 精神分析 11二一 
彼女は『貴方はまた 妾. S 刷毛で粉をふりかけるの！ J と云ふつもりであつたのだが、男が笑ひ 5 T し 
たので、彼女は初めて自分の云ひ損ひに氣がつき、自分でも可笑しくなつて吹き出して しまつた0 
(1>5102*「粉をふ0かけ6」はギィンの人々には性交の意として通じてゐる0さうして刷毛は性器の 
象徴で あることは 殆ど 疑 ふ餘地がない。)』(國際精神分析學雜誌、一九一三年、 一卷) 

(三十四)次の如き場合に於いては機智(洒落)に意圖 あろことが 考 へられょう o ( ストル ファ li > J . 
Storfer , 報吿 Q ) 

どうやら精神的な起源のものらし.い疾患に 悩んでゐた . B 夫人が、 精神分析者の X に相談して見ては 
どうかと幾度も注意を受けてゐた。彼女は それを いつも* さう 云 ふ 治療は j 止しい ものでは ない、 可で 
も性的な方面に持つて行くからと云つて斷つてゐた。遂に•彼女はその注意に從ふ氣になつて-尋ね 

た。 -『ぢや ア •その X 先生は何時平凡? e & tx 治 i 歡 ordiidort の云ひ誤り) なさるの？ J 

機智 (洒落)と云ひ損ひとの. M に關係あることは"云ひ損ひが®:々云ひ縮めに外ならぬ事に依つて證 
明がつく。 —— 

(三十五)或る 若い 娘が學校を廢 めて 後、時世の潮流を斟酌して醫學の 研究に記名した。一學期經 
つや 經たすの後に、彼女は醫學を化學と取換へた。 この や、 フに 始終 變 つて 06 ことに 就いて、 彼女は 






集全學析分神輪ドイロフ 


一年ほど經つて後に、かう云ふ風に語つた】 - 3?は槪して解剖の時は矿,くはないのですが、併し 

かつて屍體の指から釘を拔かねばならなかつた時に、すつかり—化 if への興味を失つてしまつたの 

です。 

(三十六) こ i にも 一つ云 ひ 損 ひの 場合を 並べておくが、それの 解釋は 大して 技術を 必要としない。 
r 敎授は解剖に於い T 內臟學上 一®に 非常に難 かしい 部—れて f 蠢の霸 のために苦心してゐ 
た。 自分の說明がょく呑込めた かと 彼が S た 時•聽者たちは大抵揃つて 「分りました」 と 答へた。 

それに對し H 、 £判の自己謹の强い敎授はかう云つた。 - どうだかね：たつて A 蔭©事の分るの 

は廣いギィンにも一指を以て、いや失禮-十指を以て數 へるほどし かないと云ふつ もり だつたのだ 0 』 
C 三十七)同じ解剖學者はまた別の時にかう云つた。 I 『女性器に對しては•我々はいく ズッ 
惑 (vor.i ? vlgou ) して li ても*いや失禮•試^- < i § pr * 0 ) して見ても …：!1 

(三十 八) ^ ィンのロビツェック 博士 Dr . Alf . IMJifk は、或る古代フランス學者の觀察した云ひ損 
ひの二つの場合を私に知らせてくれた。それ等を私は原文の ま i にこ、 に揭げ るであらう 〇 g,ssmo 

(rto 7— GtosGW s u .oos.^ POPSO& 

第五草云ひ损ひ 
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日常生活の精神分析 一一一 g 

^1 ar ^ &r.- 0^^* t ^ ^ 50 ^s i ^ 0:•… de 8 pays F 
ppd 8S^®^* s-pw,^- 0^ ^ Mop §J.^^« 

ar ¢1- 8 B0 ^ ^ laFOI® ^ B13 ^os 8 

mot/* 

is &I 1 3^-5— sf f 5S pc^s OF ^ 
1®^0 ^.os- 0p&f- s ^s V ^05 o^ ^.. ^os <os 
^ < o £ fc ^^ &0 Q^^rs 8 W §® £0 r 

『又私(ブラントーム)は內亂當時戰時朝廷の非常に美しい社交的の官女を知つてゐた〇其の女は 
或る一人の男にかう話した0「國王はその國の c (C II 多分 CGCU 卽ち姦婦の 夫と公ふ 意味なら むと 或 〇 フラ 
y ス人の說)を殺(破壤)させた と 云ふ噂を聞いてゐます」 io 彼女は橋(の破壤) と 云は うとして ゐたの 
である。思ふに自分の夫と同衾して來たばかりか*それとも自分の愛人の事を#へてゐたのでこの名 
詞 ( COCU ) がまだ生々しく彼女の口先に殘つてゐたのである〇そ して 紳士はこの言葉で彼女を愛する 
(姦婦の夫を殺すと云ふので間男たるこの紳士は 喜ぶ 筈)やうになつた0』 

『私の知つてゐるも一人の婦人は自分ょり身分の高い婦人と話を して ゐたが 、その 婦人の 美を 識美 
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して彼女にかぅ云つた。 丨 「いぇ、妾が貴女に申上げた ことは 貴女—造 (If 〕するためでは 
ありません」 と。！ で彼女 S ひ直した T に彼女は「貴女— ふ ( pf ) ためではあ—せん」 
と 云は1して ゐ たので ある。 恐らく この 際彼女 — s If ) の事— へて ゐ たのであらぅ2 
(以上意譯) 

(三十九)云ひ損ひに依つて性的の二義を示すことに就いては勿論 またもつと近代の 實例がある0 
I 人は或る屢疆の最初の時間に就いて物語つ た。—『全く 面白い ことに、—、若 

プい it 同人でした。 先生は丁度最初の 時間に、 妾に寧ろ個人教授を■したい赢ふ事を悟4るために 
寬衣 (BII を、いやブ花 >( BI 謹) を妾に吳れ ました0』 ( ストルファ ー 報吿 0) 

私は_襲の消散及び除去 S ために精 1 S ? 續惠し J る内に•患者の偶然的發言や思 
付きからし5 S 想内 { If 置—ことに f ので USS 想內 S 如何に f 

ぅとしても？文、な形一」思はす馬脚を露はすものである。かく 5ひ損ひは®々最も價値のある 
務めを S すものであつ H それは私が何人も これを 見ては納得せ ざるを 得ない 程な、而も 他方に 最も 
特殊な實例に就いて醫することが出 f 羞ふ。例へ11 S 母— S しつ、、 後に そ 

の誤りを氣付かずして彼女の事を r 私の母』 と 呼ぶ。或は •夫の事を『兄さん j と 呼ぶ。 かくの 如く 
第五草.云ひ犋ひ 
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日常生活 S 精神分析 一二六 
にして私は、彼等がそれ等の人物を母や兄と『冏一化』してゐる事に氣がつくのである"彼等がそれ 
等の人物を彼等の感情生活に對しては同じ型の繰返しを意味するところの同じ範疇內に { S いてゐる事 
を知るのである。ま； T 二十歲の或る若い男が私の診療時間に私の前に現れて次のやうに云つたこと 

がある。-『私は先生に御治療願ひました NN の父で御座います-いや、弟で御座いますと中す 

つもりでした。實際、彼は私ょりは四つも年上で御座います OJ と。この云ひ損ひに依つて彼が、兄同 
樣自分も父の缺點のために病氣になつたのだとのことを云ひ表はしたかつたのだと云ふことが私には 
分る。兄同樣 S 分も治療を要するが、併し分祈治療を最も必要とするものは父であると云ひたかつた 
の、た。また他の場合には、異常な n 葉の配列.か、强ひて表はした云ひ方がなされた。それ導に於いて 
は抑壓された思想が患者の他の動機の話に關與してゐろことが明かに分るのであろ。 

以上のやうな微妙な話し違ひとても、もつと單純なのと M 樣•云ひ損ひの内に包含せしめることが 
出來るが•それ等の何れに於いても私は、その云ひ損ひの起源を決定するものは語音の接觸效果では 
なくて、云はうとす る 話以外の思想で ある 事を知るので ある。 語音が相互に影1:し合つて變化を生ず 
る ことに 就いての法則を私は疑は うとは 思はない。併した VT それのみのた めに 話しの正しい運びが亂 
されるのだとは私には考へられない。私が細かく硏究し洞察した實例に於いては•それ等はた>豫め 
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形成せられた機制を表はすのみであつて、それが一つの 一®遙かな 心理的 廛に依つ て靈的に利用 
せられて IG で I 。併しながら、こ s 一 1かな 心理的 震はこれ 等馨關 係の 勢力分野には交 

存しないので f 。 こ S @ に於いては私は全然ヴントに一致す f ? f 。 ヴント もまた私と 同じ 
く、 云ひ損ひ sf 條件 8 雜 であつ H 、 響 s 接觸效果 ょ04 か S に出づ—論じてゐる。 

ヴントの所謂『一勝遙かなる心理的勢力』を確實なものと認めるにしても、 他方に、話しを急いで 
ゐて然も注意が多少他にそれてゐる場合には•云ひ損ひの條件は メリ ンガ I •マィャー方 則 だけで十 
分であるこ忘 S 承知して I 。併し馨兩家に依？豪せられた材料の內 sfG に於いて 
はもつと複雜した解決を下す方が 一®眞實であるものが ある。 私は前にも擧げた場合を 玆に持 出し 
て見る。(八五頁參照) 

ws war mir nuf dor schvlt . 

Brust; so SCIIWer. 

この場合、價値の對等な wru が Schwe を前昔と して 前へ押出したの^ と 云 ふやうな 簡軍な ことで 
ょいであらうか 。 salwe なる 音は殊に或る一つの特別な關係に依つ てこのやうに前方へ押出されるや 
第五窣云ひ掼ひ 
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B 常生活の精神分析 一二八 
うになつたのだと云ふことは、殆ど否むべくもない。して見れば、これは Schwester (姉妹)—— Bruder 
(兄弟)、叉は Bit der Scliwester (姉妹の乳房)等の聯想に相違なく •それがために別の思想圈內に 
® いて行かれたのである。この背景となつてゐる見ぇざる力が當然ならば格別の事もない Schwe に 
援助を與へて、このやうな云ひ損ひ i なつて表はれて來たのだ。 

他の云ひ損ひに對しては、みだらな言葉や意味に觸れることが本來の原因であると云ふこ LJ が出來 
る。單語や成句をわざと變へたり歪めたりすることは卑俗な人々の M 々好んで行ふところであるが， 
その目的たるや何でもなさ、うな言葉を用ひてみだらなことを思ひ出させるにあるのだ。で•このや 
、フな惡戲はあまり度々あることで"もしわざとらしくなく*またその意なくして出た場合には別に驚 
きもしないほ t' である。 EL ち hes-weibcheu が Eiweialheibchell (蛋白小圆板)の代りに出、 Apoii IMtz 
が Apropos の代りに出、 Lokuskapital が Lckulkapis; 一の代〇に出るなどの諸例は、更にまた聖マグタ 
レナの ALab liss-rbacllso ( Alabastdrbiiclise 石膏箱)の如きも多分、恐らくこの範«に M するのである 0 3 

- ,,Ich fordere Sie auf, auf das Wohl §器 33 Chefs aufzu&3sen r (『我等の上様の幸福を H 飛し 

てくれるやうにたのむ。』)とは•意圖的戲翻詩文の後響としての非意阓的の戲翻詩文以外の^でも 
あり得ない。儀式の時にこの演說者がこのやうな云ひ損ひを捧げたその上樣で私があつたならば、® 





集全蔡析分神精ドイロフ 


誇つてゐる皇帝の兵士等に皇帝への內的反抗を嘲笑の歌で大聲に表白させたとは何とロー マ人 等は 叫 
口な者どもだら1私は弯へたでも あらう。 — メリン f は自分 S のこ とを かう 語つ て ゐる〇 彼 
はかつて或る集會の最年長#に對して隔意なき尊敬として^ gexls 又は，， al.f segils i 云ら？のと 
ころを、，， Pro 35 , 80 §パも|と云つてしまつた 0 彼は自らこの云ひ損ひのことを語つてゐる，(五 
〇 頁)。 我々としては-これは，， A 1 S -: 卞が ，，alter E 3' 31。(老驢馬、老_者)と云ふ 嘲罵の言に 似てゐ 
る ものだかも多分かうした云ひ損ひをしたもの だと 解釋する ことが出 來る〇老人に對 する 畏敬の 念 
(卽ち幼時への退行だ、父に對する感情•た) を 傷けたので、大きな內的需 が 加へられたのだ。 

P 二一〕私の扱つてゐる婦人患者の內の一人は症|しての云ひ損ひが非常に永く續ぃて、§.: ^^(小侦 
する)を rulniesn (廢娀する)で^^するやうな子供の戲談にまで退?- f してゐるのであつた。__ 
一ームひのに依つて非禮な裏や許されざる言葉を自由に用ゐょうとの 試みは、『過度 補償 的 
傾 M のある』不全行爲に關するアブラハムの觀察の內にもある。(國際精神分析學雑誌 八卷、一九二 
一一年。〕個有名詞 S 初 S 音—音のために繰返す傾向をいさぶ有する或る婦人患者は、プゐむジ 
SS を pgtragoras と變へた〇その少し前に彼女は > r ポジがス⑺の代りに — r れぐパれ 

と云つたのであつた。彼女は子供の時分に a や P 0 の如き始まりの_を_ すと 云ふ惡戲を 好んで 
やつてゐナことが段々に分つて來た。かう云ふ惡戲をしてゐると、子供は段々と吃音者に なつて ff く 
第五窣云ひ損ひ 
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日常生活の精神分析 一三〇 

ことが稀ではない。ブロタゴラスの名前に就い e は、彼女は最初の鏡 SH 中の r を逸して po—PGta- 
goras と云ふ危險のあることを今や感付いたのである。ところが、それに對する防御 T して彼女はこ 
の r を痙_的に摑へておき、更に餘分のみを第二綴贺に狎込んだのである。同じやうな風に、彼女は 
また他の場合に、 Parterre, (庭園) Kodnolenz (哀悼〕の二語を、 Partrerre, Kodolenz と歪め 
てしまつた。それは彼女の e 想中に近く相隣接してゐるところの Pater (父〕と Kondom を廻避す 
るためである。またアブラハムの他の患者は、ド11仏11ぉの代0にいつも>1^§印と云ふ傾向を示し 
た。それはどうやらンーー^-目を云ひ損つて^印^-一一印ハ磨一と間違へることを處れてゐるためである 
らしい。このやうに、これ等の云ひ損ひは歪めの傾向の代りに防ぎの傾向が上位を占めてゐるために 
生ずるものであつて、アブラハムはこれ等の現象が强迫祌經症に於ける症•狀構成と甚だ類似してゐる 
と云つてゐる が、 それは 至當 のこと、 思 はれる。 

願はくは讀者諸氏は•それだけでは何とも證明の仕樣のないこれ等の解釋と、私が自分で寬集し自 
分で分析證明した實例との間の價値の區別を忘れないで頂きたい。併し、一見單純な云ひ損ひの場合 
も、 有意的關係以外に、抑壓されて ゐる觀 念に依る攪亂のために も 半ばは生ずるのだとの考へをなほ 
も私が心中潜かに棄てな いとするならば* さう云ふ考への方に私を誘ふものはメリンガ ー の甚だ尊敬 
に價する言葉で ある。メリ ンガーの Q く、 何人も 自分で云 ひ 損ひをしようと思ふものはない ことは 注 
意すべき であると。 君は 云 ひ 損 ひを したと他人から 云はれて侮辱を 感す る甚だ謙讓にして正直な 人々 
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が ゐる〇 私は この 蟹が-メリ ンガ i 所謂 rsr ……ない』？で云 はれるほど、それほど一般 

的なもので t とは：^じてゐない。併し云ひ損ひの證明には つ f の、 f してまた羞恥の 性質を 

帶びた、感情の痕跡が そこにあるのは 重要の ことである。かくの如き痕跡は、 f が忘れた名前を 想 

起祟ない時 G 憤り や、 一見つ f ない記憶がこびりつい Ji に就いての驚屋の もの 

であつ て、 これに依つて見 —5 損 ひには何時でも f 一つ S 機の ¥ることが判知出来るので 
ある。 

名前が多少でも違？1ふことは、それが故意的の場合には侮 f なるが.—それが非意 
圖的の 云ひ損ひ盖 ぇる如何なる f にも同じ意味を持ち？？ある，マイャ 18 吿屮 にあ t 
だか 嘗て 或る人 か フロイド3鼠の代りに『フロイダ1』 spiders と云つた〇それは丁度その 
前に『ブロイ1 tiK ふ名を口にした からで ある〇 ( 三八頁)その人がまた 他の時に、 フ 
ロイ了 •ブロイド 法 Freuer BrllmMlode に就いて云々した時(二八 S には*多分同— 
であつた Gf 、 こ e 方法に就い5別に8ではな かつた のだ。また名前が妙 SS へられる場 
合があ.つて •これは以忐やぅにしか何 t 霞の—がないが、 これ—，— ひ—? 
に報吿しよぅと田5ふ。二> 

第五莩云ひ損ひ 
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日常生活の精神分析 一三二 
【•註】 ( 一)贵族と云ふものは自分の掛つて〇る醫者の名前をよく云ひ違へるものであると云ふことが出來よう。 

で、彼等は醫者を丁寧には取扱ひつけてはゐるが、內心ではあまり重んじてゐないのだと結論しても 
よからう。——當時トロントにゐたジョーンズ博士が本書 </ J 英文譯述3 ( アメリヵ精神分析雜誌所載 
本書譯述書。一九年 r 月號)中に於いて名稱忘却に就いての二三の見事な觀察を下してゐるが、私は 
それを茲に引用する。 

『誰しも - E 分の名前が忘れられてゐる事を知つた時にはいやな氣のするものである。殊にその相手 
が自分の名を覺えてゐてくれ\はよいと願ひ或は期待してゐるやうな場合には猶更である。彼等はも 
し自分が相手の心にもつと大きな印象を與へてゐたならば、相手は自分を赀えてゐたであらうに(何 
となれば、名前は人格の必然的な一部分だから)と本能的に悟るのである。同樣に、大低の人間にと 
つては、憚大な人物から思ひ掛けなく名さしで呼びかけられると云ふ事は、何よりも^しいことであ 
る。ナボレオンは人の上に立つ人々の常として、この術を十分に心得てゐた。•一八•一四年にフランス 
の慘膽たる敗戰の時に、彼はこの方面に於ける彼の記憶の驚くべき證據を示したのである〇グラオン 
ヌ <33§3附近.0或る町に彼が居た時、彼はこの町の長なるド？ビュッシィ06161:1337に約二十 
年前、或る聯隊で會つた事を思ひ起した。その結果、感激したドゥ•ビュッシィは限りなき關依を以て彼 
に窣仕すると申出た。それと同じわけで、相手の名前を忘れたやうな顏をするほど相手の感情を害ふ 
に確かな方法はない。これはつまり相手がその名を記憶するの煩をとるに足らぬ人間であるとの意を 
示すものである。この H 夫は M 々文學の中に表れてゐる。現にッルゲーーヱフの§の中に次のやう 
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な一節がある。-『「貴君はやつ ばり バ ー デンが 面白う御座いますか。え X と—— リト 4- ノフさん〇」 

ラトミロ 7はいつで t トブ7の^:前を考へく云ふのであつた。いつでもそれを忘れてゐて容易 
に想起出來ないかのやうに。このやうにして、また彼に挨拨するとき高慢な樣子で 帽子を 上げたりし 
て、彼はリト并ノフの誇りを傷けょうと思つた0』同じ著者はまたその『父と子』の中でかう書いてゐ 
る。 I 『長官はキルヒノフとバザロフとを自分の舞踏#に招待した。さうして數分の後に また この 
招待を反覆し、その時長官は二人を兄弟と思つたらしくキサロフと呼びかけた〇』こ\に於いて尤、彼 
ガーー人に話したことのあるのを忘れたこと、名前の問違つてゐること J 一人の若者を區別し^ないこ 
となどが、云ひ損ひ S 機を造 i げてゐるのだ。名前を i へて云ふと云ふことは、それを忘れる 
のと意味に於いて同じである。間違ひは忘却への第一步である0』 

これ等の場合に於いては、擾亂の契機として批判と云 ふこと が 這入り込んで ゐ るが、 これは取除か 
ねばならぬ、何とな れば、批判はその K 時に於いて話# の 意圖に應 じない からで ある。 

その反對に代償名稱を出すこと、全然見知らぬ名稱を知つてゐるやうに 思ふこと、名前を云 ひ損 
ふこと に依つて同一化する ことな どは、何等かの理由でその g 間背後に匿れ てはゐるが、これを認知 
してゐる i 同じである。フ h レンチ S . Ferenczi が學生時代にかうした體驗を有つ たと 云つ て報吿して 
ゐ る 0 - 

第五寧云ひ M ひ 
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日常生活の^神分析 一三四 
『私が大學の一年級の時に私は(生れて始めて)公衆の前で(つまり全級の前で)或る詩を暗 sfs し 
なければならなかつた。私は十分に準備をしておいたのだが、暗誦を始めるや否や皆がドット笑ひ出 
したので面喰つてしまつた。やがて先生は一同が意外に も 笑ひ出した ことに 就いて私に說明した。私 
はまづ詩の表題を『遙かなる彼方ょり J と讀み上げた。それはょかつたの、たが、作者の性名を II む段 
になつて、その詩人の姓名を讀まずに自分の姓名を讀んでしまつた。詩人の姓名はァレクザンダ•ぺ 
ト ーフィ Alexander (sr dor) Petdfi である。名の方が 私のと 同じで あると ころからついこんな混同を 
してしまつたのである。併し本當の原因は K は私がその時•有名なるこの大詩人と自分を：一：一化して 
ゐた事に存するのであろ。意識的にもまた、私はこの詩人に對して崇拜に近い愛着と尊敬とを抱いて 
ゐたのだ。で、勿論全部の野心コムブレックスがこのやり損ひの背後にひそんでゐるのだ。』 

似たやうな、名前を取換へ6事に依つての同一化の話が報吿せられてゐる。それは若い醫者で、彼 
は有名なギルヒヨウ Virchow ‘の前に出ておづくと敬虔な態度でかう云つた。『私はギルヒヨウ博士 
で御座います。 J 敎授は驚いて振向き、そして尋ねた。『おやく、君も4ルヒヨウと云ひますか ？ J 
と。私は野心あるこの若者がその云ひ損ひを何と辯解したかは知らない。またこの偉大な姓名の前に 
来て自分の姓名のあまりに小さく、遂に消失してしまつたのだと云つてうまく一:<ひ拔けたかどうか、 
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或は また 彼が、何時かは自分 もまた 斗 ルヒョゥの やうな偉人になる であらうから*先生もどうぞあま 
りに眼中に置かないやうな取扱ひはしないで戴きたいと思つたのだと吿白するだけの勇氣があつたか 
どうか、私は知らない。これ等二つの思想の一つが——それとも、多分二つともが——この若者の表 
象中に働いて彼をして云ひ損ひをなさしめたのかも知れないのである。 

次に擧げる場合に對してもまた同様な解釋が下され得るかどうかは、非常に個人的な動機から私は 
これを懸案にしておかなければならない。一九〇七年ァムステルダムに國際總會の催された時に、私 
の主張するヒステリーの學說が非常に活潑な論議の對象となつた。最も激しく私の說に反對した一人 
が、喋舌る時に頻りに間違ひをする。つまり私の位置に自分を®き、私の名に於いて話しをすると云 
ふわけである。例へば*彼はかう云つた0——『ブロィャーと私とは*誰も知つてゐる通りに、…… 
を證明したのであります〇』と。ところが、彼としては f ブロィャーとフロィドとは J と云つたつ もり 
なのである。而も話者の名前と私の名前とは音が似ても似つかぬものなのである。この？¥例からして 
また名前を取換へることの去ひ損ひの他の諸例からしてもまた*我々は一つの事實を想起する。その 
事實は、云ひ損ひなるものが類音を俟つて始めて存在するのではなく、また隱れた關係に依つて內容 
上から支持されてゐたならば、その目的を達し得るものだとの事である。 

第五窣云ひ m ひ - 
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n 常^活の粘神分析 一三六 

その他なほ一»重要な場合は0己批評である。自分の云はうとする事に對する內的矛盾である〇そ 
の矛盾に依つて云ひ損ひが起り-また云は 5 LJ 欲した事とは正反對のことが出て來るのである。それ 
から我々は、如何に或る斷定を與へてゐるその言葉がその言葉の意圖を裏切り、また云ひ損ひが內面 
の不正直を暴露するかと云ふことを知つて驚くのである 0(1) 云ひ損ひは茲に於いては一つの物眞似的 
表現手段となるのである。さうして勿論 ffi 々、人の云はざら t ; と欲するものを表 a してしまひ、 遂に 
自己裏切の手段となるのであ6。 

C 註】 (一〕 例へはアンッ OC ングルーバー Anzengruber はその『良心の蟲』 の 中で欺 ii 的橫領者に そのやうな 云 
ひ損ひをさせて、彼が®^者な6 ことの 洛印を刻して ゐる。 

さう云ふ次第であるから•例へば婦人に對する關係に於いて所謂常態の交りを好まない或6男が、 
コケットだ LJ 云はれてゐる或る娘の話をする時に かう 切り出した0 I 『私との交際に於いては彼女 
は旣に n エティーレン ( Ks : ttii ) の習«をやめてゐた。 J と。これは勿論 . koitif :一 ( 性交する)と：•み 
ふ別の語である事は疑ふまでもな.い。これが 、 kokottiereu (媚び; S ) と云は うとして ゐた上に影#し 
て 上のやうな云ひ損ひとなつたのである。また次のやうな場合もある。『我々には一人の叔父がある 
が、 彼は我々が一向訪問しないものであるから、この數月來非常に氣を惡くしてゐる。新しい家に 51 
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越したのを機#に、我々は久しぶりで一度彼の許に赴いたので ある 〇彼は 如何にも我々を歡待してゐ 

る風であつたが、別れに際して非常に感慨深げにかう云つた0 -「これからは今までょりは•もつと 

たまに#ひたいものだな ァ 0」 と。』 

」1口語の材料の或る偶然的な都合で•暴露 Q 甚だしい效果や非常に面.2い洒落の結果と なるやうな云 
ひ損ひの W 例が生み出されることが屢々ある0 

例へば •ラィトラー 博士 Dr . weser が觀察し報吿した次の如き場合がそれで ある。—— 

P この新しい見事な帽子を、貴女はまァ御自分でお被りに ( gfgegs - t ) なつたのですか0 」と或る婦 

人か驚いた調子で他の婦人に云つた。-故意的に K 讃することは’今はもうやめにしなけなら 

なくなつた。何となれば、こんな^^帽子を被ること ( Hutaufputz ) は無細工なもの (patz erei ) であ 
らうとの心中ひそかに抱いてゐた批評が困つた云ひ損ひとなつて あまりに 明白に出て來て しまつて 何 
i か月並の賞め言葉が出6べき替の LJ ころが出な くな つてしまつたからで ある o = 

次の實例に於ける批評はも少しお手柔かだが、併しまた判然した ものである 0 I 

^ 争 

r 或6婦人が一知人の許を訪れた.か、話がくどくて言葉數が多く T どうにも我®が出來なくなつて 
來た。遂に•やつとの ことで 腰を上げ別れを吿げることが出來たが、さて相手の婦人は玄關 まで見送 
氣五举一 K ひ损ひ 一三七 
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R 常生活の!1#神分析 一三八 
| つて來てなほもお喋舌りを續けてゐる。で•もう出て行かうとして扉の前に立つてゐて、またも新機 
に拜聽してゐなければならなかつた。最後に、彼女は相手の話に割入つて尋ねた。 —— 「貴女は玄關 
には ts *- ブ vorzhnmer ) 家に居^つしやいますか。」相手が面喰つたやうな風なので彼女は初めて自分の 
云 a 損ひに氣がついた。彼女は玄關にいつまでも立つてゐなければならないのに閉口して「貴女は午 
前中には ( vomlittag ) 家に居らつしやいますか」との質問を以てこの會話を打切らうと思つたのだ。 
ところがこの通り、またも新たに突立たせられてゐることに就いての焦立たしさを洩してしまつたの 
であつた。』 

マクス•グラ ー フ博士 Max Graf が自ら體驗した次の如き實例は-自己を愼むことへの®めとなる。 

『雜誌業莕協會「コンコーデ"ァ」の總會に於いて、或る若い、いつも金を欲しがつてゐる一會貝が 

激しく反對を唱へ、さうして; L 奮のあまりにかう云つた。- ，Die Herreu vor ; ichu . Bmitgued % (理別 

(前金〕會 S 諸氏)と。これは >yolu &-oder Asxhimitglieder 《(理事又は特別#員諸氏)と云ふと 
ころであつたのだ。彼等會最諸氏は借金を承認する權限を有し•さうしてまたこの若き話莕は借金の 
願書を提出してゐたのである。』 

, < oscll\veill= の實例に於いて、人々が罵 t の言を抑壓しょうとして努めてゐる時には容易に云ひ a 
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ひをするものであるこ i を、我々は見たのであつた〇人々は丁度この方面で氣を拔 くのである“ 

次に擧げた實例は云ひ損ひに依る i 裏切の一つの重要な場合を示してゐる。二三の副的壽のた 
めにフリル博士か最初に『精神分祈學中央雜誌』第二年猇に於いて報吿したものをそのま k に轉載 
することが出來るやうになつた0 

『一夕、フリンク博士と私とは散步 をしつとーゥ•ョ 1 ク 精神分析學協會 の二三の出来事を話し合 
つてゐた。？は同僚 s 一人—士に會2が • K 君には S 久しく會2こ V か？、その個人生 

活に&いては私は何事も知らなかつた。 - 我々は久しぶりの會合を非常に喜び、私の發議で或る力 

フェに這入り-そこで二時間ばかり愉快に話し込んでゐた。結婚して ゐる のかとの私の質問に對 して 
彼は結婚してゐないと 答へた。 さうして「どうして僕みたいな人間が結婚など出來るものか。」 と 云つ 
た〇』 

『ヵフェを出る時に-彼は突然私の方に向つて云つた。「かう云ふ場合に君が立つたとするとどうす 
るかね、 K かしてくれたま/。僕14護婦を知？ —のだが、彼女は或る離婚事件に共同塞 
者とし S 係し H ゐ S だ。離婚事件 SS 方は夫に賴んで離別を求め•そ SS 婦を共 S 任# 
と指名した。 f して彼は離婚する ことが 出來たのだがね。」私は彼の話を遮つて、「か * >は離婚する事 
第五草云ひ拽ひ I 
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B 常生活の賴神分析 一 MO 
が出來たのだらう？」 と 云つた。彼は直ちに&分の誤りを正して、さうだ-彼女は離婚す る ことが出 
來たのた」赢つた。 f し 3 S を續 け、 そ8議が SSSIi 非常に S しそのため 
に祌經質になり酒を飲むやデになつたと云つた。かう云ふわけなんだが、その看議はどう取扱つ た 
らょいものか敎へてくれと云つた。 

『私は彼の誤りを正すや否や、彼にその誤りの說明を求めたが、大抵の人が云ふ T に彼も呆れた 
やうな顏をしてかう云つた。誰だつて云ひ損 ひくら ゐはする だらうぢ やない か、 それは ほんの 禺然の 
事で、その背後に別に理山な どは ない、云々と。私はそれに反對して-一切の云ひ損 ひには 原因の あ 
る ものであり、 もし 私が彼からその結婚してをらぬと云 ふ 事を聞いてゐなかつたならば、問題の離婚 
の主人公は彼であり、その云 ひ 損ひは妻君でなく彼の方が離婚したがつた(さうな れば 彼は手切金を 
出す必要がなく、且つ-ーゥ•ョ—ク州に於いて再婚する ことが 出來 るから だ)事を示す ものであると 云 
ひたいと ころ だと話した。 

『彼は斷然私の解釋を否認したが、非常に感情を〗几ぶらせてゐたし*それに故意らしく大©に笑つ 
たりしたので、私は愈々疑 ひを 强め たばかりで あつた。 「舉問のために」 眞實を 語れと私が 求めた に對 
し、彼は云つた、「君が僕に®をつかせょうと望まないならば、君は僕がまだ結婚した ことは 4'-: く-定 
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つて君の精神分析的解釋 ssf — じなければならない。」併しなが. b 、 彼はこんなつ 
まらない事に氣を配つて倉人 g と一緖に ts 危 St 」 云ひ添へた。や？、 f 別，」 SS 待 
つてゐ6事を突然思ひ起して•辭去した0 

r フリンク博士は二|人とも彼の云ひ®ひに關す1 S 釋が正しいことを信じてゐた。で 
私は更に探字星め p それの證變は反證を擧げょぅと決心した。そ g 音に私は士の隣人こし 
て養なる人に S たが•その人は私 S 續をぁら©る點」於いて富した。離婚は,^博士夫人に對 
して與へられ • f して一霊婦がその共同責任 f して指名せられて ta 數籠の 後に、私は R 
博士に會つたが、その時彼はフロィド說の正しいことを衾確信す f 云つてゐ i 

自疆切(語るに落ちる〕はォット！ランクに依つて報吿せられた次の 場合に於いて、® に 疑 ふべく 
もない0 

r 或る父がぁつて、彼は全然爵的感情を持合せない人で*—の息子たちもまたこの T な、 彼 
にと？—用のもの I はれる感證囚はれないやぅに敎育したい i ? ゐ たので、 彼の息子た 
ちが或—義的1動に—したこ忘難じ： 55— 会？—し S で li の 
息子たちの1に對して、かぅ答へた。 I 「何も S たちは叔父 iGS をしなければならぬこ 
第五窣云ひ損ひ I 
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日常生活の粘神分析 |四一一 
とはあるまい。叔父さんは成程、痴呆#(： dioi .) だがね。」平素さう云ふ物の云ひ方をしない父が今日に 
限つてどうしたことか iM いて ゐる 息子たちの顏付を見で、父は始めて自分の云 ひ 損 ひに 氣が 付き、 
辯解す るやうな 風に かう 云つた。——「わしは勿論、歡剛 #?( patl . iot ) と 云ふつもり•たつたのだが な 0 」』 
會話の相手の婦人が或る云ひ損ひを崖裏切(語るに落ちる) だと 解釋したと ステルヶ J. 固— 
(一, C ,) が報吿してゐる。 さう してこれに對して素晴らしい、然しながら解釋の任務以上に出で る やう 
な 言葉を附加へてゐる。 

『或る女齒醫者がその妹に約束した0もし妹がーーつの臼齒の間に歡處卜(内|り5:)を持つてゐるなら 
ば(つまり、臼齒がその側面に於いて相互に相密接し、喰物の餘りがその間に殘留し 得ない やうなら 
ば)、もう一度だけ後で見てあげょうと〇そこで妹はそんな ことを されて は遲 くな つて仕方がない と不 
平を唱へ、さうして戯談にかう云つた。——「今は彼女は多分一人の同業者を取扱つてゐるが•併し 
彼女の妹はまだく待つて〇なければならない0」と。——女爾醫者は今やその妹を誇察した。ところが 

實際、臼齒の一つに小さな穴があいてゐた。で、彼女は云つた。-「こんなに惡いとは思はなかつ 

た。私はあんたには現金 ( Kontaut ) がなからう i 思つた f けであつたのに、……いや"®>夕膨がなか 
らうと思つた>けであつたのに0し I 「それ御覽なさいょ*お姉さんごと妹は笑ひながら云つた。「お 
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姉さんが私を侗時までも待たせておいて金を拂ふ患者さんばかり診ておあげな さるのは、 慾の ためな 
んですょ ！ L - 

(勿論、私は私自身の思ひ付きを彼女の解釋の上に附加へ、または彼女の解釋から 何等かの結論を 
引出すことは許されない。併し-この云 ひ 損 ひの 話を聞いた時には、 私の 思想の 流れは 直ちにかう云 
ふ方に走つた。卽ち、これ等二人 S 愛すべき、活々とした若い娘たちはま£婿して tK f し 
てまた若い男たち とも あまり交際してをらぬので ある。 で•私は自問自答して 見た •彼女 離が もしも 
つと澤山に現金を持つてゐたならば、若い男たち ともつと y 持つたで あらうと 0) 

次の云ひ損ひはラィク TF Reik の報吿であるが •これ また自己裏切(語る に落ちる) i しての 價 
値を持つてゐる。—— 

r 或る若、 > 娘が 、あ t 好きになれない若い 男と 婚約をしなければ ならな かつた。若い 二人を 互ひ 
に近付けるにめに、彼等の兩親は一つの會合を約束した 〇そ の#合には 花嫁と花婿とは 出席した ので 
ある。彼女 g 求婚者？ は 非常にやさしく露？ ゐ S 、 若い娘 e 方は n 分の氣 g ない事を相手に 
悟らせないだけ SS 制を十分に持？ ゐ た。併し•彼女 S 親が娘に、あの若い 男はどうかね と 
尋ねた時に、娘は丁寧に答へた。「結構で御座いませう、あの方は非常に-^:^ィ：^.|答£ 
.第五寧云ひ损ひ 一^ Er : 
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H 常生活の精神分析 一四四 
| 方です ね一」 J 

DSJ (一) ii 者日、これは愛に價 T ' る(一 iebsswardig) の云ひ損ひならむ 0 

ォサトー•ランクが r 機智ある云ひ損ひ j i 云つてゐる別の實例もまた、右に劣らず語るに落ちるの 
價値を具へてゐる。 

『いろんなお話しを聞くことの好きな或る旣婚婦人があつた。彼女はまた私通的交渉に對しても、 
もし相當の贈物をしてか i るなら ば、 必すしも冷淡な方ではないとの噂があつた。彼女の好意を求め 
てゐ6或る若い男が、何かの下心あつて、次のやうな、昔から知られてゐる話を彼女に 語り 聞かせた0 
二人の同業者があつて、その内の一は他方の男のいさ、かッンとした妻君を物にしょうと思つて骨を 
折つてゐるが、遂に妻君は一千グルデンの贈物をするなら望みを叶へてやらうと云ふことになる。或 
る日、彼女の夫が旅行に出る時に"彼の友は一千グル.デンの金を彼に借り、その金を翌日は妻君に返 
しておくと云ふ約束をした。勿論*彼はやがてその金を妻君に間男代であるやうに見せかけて手渡し 
た。 夫が 歸 つて 來て その 一千 グルデンの金を妻君に出せと云ひ•おまけに云はれるまで出さなかつた 
のを罵つたので妻君はさては曝れたかと M つた。——若い男がこの話をすろ內に、その狡猾な男が「僕 
はその金を明日君の奥 5 んにお返し V て (zuriickgebeu) おく」 i 云ふところに來た寺二、話を圯いて 




フ i 


1 


ナや—件—な—いてもょい 4 窘直接的に云ひ表—に、こ 
日 K に11ど出來なかつ たので あらぅ。』(國際精神分祈學雜誌 • 一 卷、一九一叫年) 

そのや -zsf に落ちる』の好適例で結果の蠢な場合を一つ タゥスク31 てか報吿 
る。題は r 父親——ある。 risi— 零—』 i 君は 話した。 f して 

h タヤIに—ら1はしなかつたので、—するためには僕の方からユダヤ敎から牛リスト敎へと 
1なけ£ならなかつた。 1S や—しをしたが、心の內にはい？かの反抗があつた。并 

し U の具は私には樣 2— しを—に ITS へた。言し JS に外面的にユ q 
Is して—こと、何等——?土そん f のは SI ゐなかつたから)— 
定し含 S ! なかつ g には、 ffs 氣がし g である。，てれにも拘4、私は後に？ 
て常にユタヤ敎に親し—持ち • f し T 私の攀11?—知人1た。この 
結婚に依つて私は二人の息子—げたが、彼等はキリスト敎の洗禮を受けた。子供等はキリスト敎徒 
t く生長し2る內に、自分等がユダヤ敎の出身者であるこ—知 f なつた。併し_はき 

第五竹十云ひ a ひ 
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P 常生活の精神分析 一四六 
校の反セミチック的感化に依つて、このやうな餘計な理由からして、父親に叛くやうなことはなかつ 
た。 —— 二三年前、私は子供たちと一緒に暮してゐた。その時彼等は或る敎師の家族の許に D にある 
避暑地の民衆學校を訪れた。或ろ日*我々がこれまたやはり懇意にして06家主のヤゥゼンの許に坐 
り込んでゐた時、その家の主婦はその時の夏の來客がユダヤの傳統を持つ人々であらうとは思ひもょ 
らないものであるから、ユダヤ人に對する非常に銳い誹謗の言を二三口にした。私は「信念の勇氣」 
の實例を息子たちに示すためには自分たちがユダヤ敎の家のものであることを今や敢然と宣言すべき 
であつたの ff が•併しかうした知合の間でかう云ふ事を云ひ出すのは座が白けて勝ちであることを私 
は虞れたのであろ。その他私は、もし我々の宿主•か我々をユタヤ人なるが故に取扱の態度を冷やかに 
變へられたりしたならば*折角見付けたょい泊り場を出て行かなければならないし、またそれでなく 
とも短く切りつめた休養の期間をなほこの上切りつめねばならないやうになつては困ると云ふ氣もあ 
つた。とは云へ•私はもしこのま i 會話を續けてゐたなら自分の息子たちが呑氣に•何の囚はれると 
ころもなく、奉ずるに難い眞理を洩すであらうと期待せざるを得なかつたからして、私は彼等をこの 
席から遠ざけ やうと 思ひ、庭の方へ送り出してしまつた。「庭へ出なさい、ユダヤ人 ( Jup - ell ) 一 と云 
つて、私は直ぐに訂正した。，若いもの等は」 ( Jslgea ) と。このやうに、私はこの云ひ損ひに侬つて私 
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の「信念の勇氣 J を表現せ しめたのである。他の人達はこの云ひ 損 ひに別に 何の意味も附しなかつた 
から そこから 何の結果をも 引出しはしなかつた が、 併し 私は一つの說を 引出？— 得なかつた。卽 
ち、「父の信念」 4 S 人が息子で t ま S 子を持つ以上は、つらいながらも押 f ねばならないも 
のであると。』(國際精神分析學雜誌。一九一六年•四卷) 

次の やうな 云ひ損ひの場合は、その及 ほす i ころが 全く 無難で ある〇併しこの實例は、もし 裁判官 
力訊問の 間に、この 蒐集の ために 自分で書留め ておいて くれな かつたならば-私は 報吿を 受けなかつ 
たこと であらう。 

雙の罪 f 或る蠢産つた。-『私はそ S 時以来、こ s 聾 GSTI !^®: yDI — を今な 

ほ去つてをりませんし、また現在もなほ民衆庇護隊に屬 してを ります〇』 

云ひ損ひ v 本人 e 謹し Tt 間に確證の 15— れる f ば、甚 stl を擧げ 
ることになる。 その やうな 云ひ損ひは精神分析の仕事をして— 醫#には 甚だ歡迎 されることであら 
う。私は嘗て患者の一人に就いて-夢の解釋をしてゐた〇その時、夢の中に ャゥナ— JP 雲と 云ふ 
名前が出 H 來た。夢の本人はャ 15 名前の人間を一人知？ t が*何故に この 人が 夢の中 
に出て來た©か<言ない。そこで私は、それはその名がたマ野 § 二詐欺 g ) 矣ふ響の 言葉と音 

第五窣云ひ損ひ し 
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H 常生活の 精神分析 一四八 
が似て ゐるから 出て來たのではないかと云ふ推量を敢へて下して見た。患者は大急ぎで I 生懸命にそ 
れに反對をしたが、併しその時云ひ損ひをして私の推 S を確證した、彼は二度目にその代©名を用ゐ 

たのであるから。彼の答へはかうであつた。-『併しそれは あんまり jewiigt (譯禮 B 、 Gewagt 「大 

膽、/'ちつけ」の云ひ祺ひか〕であるやうに私には思はれます』と。私が彼にその云ひ損ひである事を注 
意す ると、 彼は私の解釋を容認した。 

眞劍な討論に於いて、話さうと思 ふこと i は反對の事を示すやうな云ひ損ひが討論者の一方に起き 
ると、 その人は直ちに相手に對して不利な位置に立つやうになるが、相手はそれを利用して優勢に立 
つやうな ことを 滅多にしないものである。 

それと共に*人間は云ひ損ひに對しては勿論、他のやり損ひに對しても、私が本書に於いて示して 
ゐろやうな解釋を極めて普通じ下してゐる事が明かになつて來るので ある。 ょしんば•彼等は理論に 
於いてはこれ等の見方を採らないにしても•またそれ等のやり損ひを突込んで分析せずに、そのま V 
看過する事の都合のょさを放棄しないにしても……。そのやうな云ひ損ひのあつた場合に、必ず人が 
笑つたり冷評したりするところを見ても、云ひ損ひが單に言葉の誤りであつて心理的には何等意味の 
ないことであるとの表面上一般的に通用してゐる月並の考へ方が、如何に矛盾したものであるか>分 
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るので？。その尤なる ものは、 ドィッ— f ゥ ロ—公で あ？ •彼は一九〇七年に彼 S 帝のため 

に鐘しょ1し5ひ s ひ t £めに却つ SS 簧に陷2が、 S ? の 
反駁を試みて自分の立場を救はぅとしたのであつた0 

r さて、現在に關しては>ルヘルムニ f I しい時代に關しては.私はた I 年前に申し 
ました s.f か—るば？で御座います。卽ち、？の暴の S に 1 55似 

る r!flr で 
ィ朿なる——— f てた J ) .：：• 1、不束なる輔弼の臣 
の 一群に就いて > あります〇云ひ損 ひでした。失禮 しました 0』 ( 彌次 0) 

併し、ビゥロ———は r 不束』だの r 不正 J だの『不當』だのと添』の憂した、 めに、 多 

パノは不明に+含5笔對する湯へその ssf 二の云ひ f ふ 
ナ ft > ら i ことになつた。一年の後に、同じ場所に於いて、一貧、合の惡い云ひ損ひをした人が 
ある。その人 If 對し SSI — 中古5しい4はぅ色 T 、 いや1 S ひをした 
爲めに、彼の忠義なる胸の中に他の篇が宿つ てゐる i はれたのである。 

『ラット ：( ドィッ國民黨) I 吾々は肇 I の根據の上から上馨の問題に1いたし—。 
銶丑窣云ひ根ひ 

一四九 
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Hllfi 生活の精神分析 _3 ]c 
從つて議會はそのやうな上奏書を皇帝に提出するの權限を有するものであります。ドィッ國民は考へ 
を一つにしてこの機#に於いて全會一致の上奏書を提出するやうにならうと信すろのであります。そ 
うしてもし 吾々がそれを、至上の御滿足の行くやうな形式！ i 於いて爲し得るならば•吾々はまたそれ 
を^1ッかグ^111(|^|108:}致さねばなりません。(笑聲騷然、暫時やまず)。議0諸士ょ"間違ひまし 
た。骨ぬきではありません、 K 1 私 4'^ く cs : csKiltlo'o でありました。ハ笑聲〇}さうして國民がそのやうに 
腹藏なく上奏いたすならば、我々の皇帝もまたこのやうな國家多難の際に當つてこれを嘉納せられる 
であらうと 吾々は思ふのであります0』 

一九〇八年十一月十二日の『フォルヴュルッ』紙はこの云ひ損ひの心理的意義を指摘す〇ことを怠ら 
なかつた。 i 『恐らく未だ曾て議會に於いて議員が思はす本音を吐いて自分及び議奥多數者の對 
皇帝の態度をこれほど美事に•ユダャ排斥莕のラットマンほど美事に、呈示したことはあるまい。質 
問の 第二 日に 於いて 彼及び彼の味方は、 自分 等の意蓉『骨ぬき』にして皇帝に云は うと 欲するもの 
であろとの吿白を、 S 感動に滿ちた調子で洩らしたのであつた」 i 暴風の如き喝釆は四方に起り 
ために 失言した演說者 0) 後の言葉が聞こぇなくなつてしまつた。彼は自分が本来は『腹藏な K 』 と 云 
ふつもりで あつたの だと 云ふ苹を辯明しておく必要があると信じては 5 たのだか - 〕 
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私はなほも一つ實例を附加しておくが*この實例に於いては云ひ損ひは丁度豫言の.やうな氣味惡る 
さを具へてゐるのである。1一九二三年の一、二月頃に國際財産に人々をして瞠目せしめるやうな 
事件が起つた。卽ち、 W 市に於ける『成金』の內、恐らく最も新しい成金が•とにかく一番の大金持 
で而も一番年少の X と云ふ若い銀行家が、……銀行の株券の大多數を短時の競爭の後に手に入れ、そ 
の結果、重要な總會に於いて、舊い型の財政人たるこの銀行の老支配人たちは再選擧せられず、若い 
X がこの銀行の頭取となつたのである。再選擧せられなかつた老重役たちのためにと立つた Y 博士は 
送別の演說に於いて、屢々痛ましい云ひ損ひを口にした。彼は引退せらる、 (ag 一 cgideud ) 重役の代 
りに死に行かれる (&S 志 ehoud) 重役と、連りに云つたのである。——それかあらぬか•この總會の 
二三日の後に、再選せられなかつた老頭取は死んだのである。併しその人はもう年齢八十の上を超し 
てゐたのである。(ストルファー報吿 )0 

ヮレンシュタィン(ピコロミニ、 第一慕、第五場)に誠に美事な云ひ損ひがあ〇が、これは話#の自 
己裏切りと云ふょりは、場景外に立つてゐる聽者に悟らせ6ためである。で、詩人はこのところでこ 
のやうな方法を用ゐてゐるところを見ると•云ひ損ひの機制と意義とをょく心得てゐたことが我々に 
は 分る。マ クス •ピ.コロ ミニ Max Pic 810 miui はこれまでの場面に於いては侯爵側に非常に熱烈に左 
第五窣云ひ損 ひ 1.. E 一 
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B 常生活の精神分析 一 五二 
祖してゐた。さうしてまた平和の，® L 1 福に就いても熱心であつた。この平和の K 福は、彼.か ヮレン シュタ 
ィンの娘に從つて陣營に行つた時に知つたのである。彼は自分の父と宮庭の使10ク H ステムベルクと 
をあとにして去るので、彼等は非常に恐慌を來すのであつた。そこで^五驃： HI はかう始まる0 1 

ク H ステムべルク 

困つたことになつたものだ！本當かね？そんな馬鹿々々しい考へを以て行かせてしまつてょ 
いものかね、君。直ぐに喚戾して服を開けてやらうではないか。 

オクタ丼才 (深吾沈思 i リ我 II 返ヘリて〕 

LJ ころがあちらの方でこちらの眼をあけてくれた〇お蔭で有難くないことまでが見ぇて來た3 

ク H ステムべ儿ク 

何だって、君？ 

オクタ丼才 

この旅もいやになつた！ 

クエステムべルク 

何故か。どうしたと云ふの、た？ 
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オクタ并才 

もパでな nil 。 私は直ぐに g はぃ足跡を g ? 行かねばならなぃ。 S 分の眼で見® けなければ 
ならない。-おいでなさい0 C 彼か引立て、行かうとする〇〕 

ク HX テムべルク 

さうしてどうするのだ？何處へ 行く の だ？ 

オクタ # 才 (ぜ吾立て V) 

彼女のと ころへ！ 

ク HX テムべルク 

誰へ - -? 

オクタ # 才 (云ひ直して) 

侯爵のところへ 一さァ行かう。云々。 

il 彼のところへ』の代りに『彼女のところへ』と云つた一寸した云ひ損ひだが、我々はこれ に依フ 
て•この父親が息子の變節の眞の動機の奈 f 存するかを知つてゐたこと(然るに、置は11 
く謎のやうなことを一人言してゐる j などと云つてゐる)を悟るのである。 

第—云ひ損 6 
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R 常生活の精神分析 一五四 
詩人が云ひ損ひを利用してゐる又別の實例がシュークスピァにあることをォット！ランクが發見し 
てゐる。『中央精神分析雜誌』一、三、に揭載されてゐるランクの報吿を玆に引用する。 

詩として非常に微妙な動機から出で、技巧上素晴らしく利 ffi されてゐる云ひ損ひは、例へばフロィ 
ドが『ヮレンシュタィン』の中に指摘してゐるもの V 如きは、詩人がこれ等の云ひ損ひの機制と; ( a 味と 
をよく心得てをり、さうして聽呑の方にはそれがよく通じることを豫想してゐることを示してゐる。 
そのやうな云ひ損ひはシュークスビァの『ヴ * ニスの商人』(第三幕、第二場)の中にある。父君の嚴命 
とあつて*籤に依つてその夫を選ばなければならなかつたポーシャ姬は*これまでは氣に入らない求 
婿者を運よく週れて來たが-遂にボツサニォと云ふ氣に入つた求婚者が現れたが，彼もまた籤を引損 
ふのではなからうかとの心配が姬に起つた。もし籤を貴方が引そこなつても、私の愛に變りはないと 
彼女は心をこめて 云 ひたいと思つたが、 併し 彼女は自分の誓ひに依つてそれを遮げられ た。 この やう 
な心中の葛藤の內に彼女をしてこれ等の言葉を愛する求婚者に、詩人は云はしめてゐる。— 

『戀の何のといふ意は微塵も御座いませんが、 貴方 樣とこのま、離れ^"になつてしまふやうな氣 
はハたしませぬ。曾いと思へばこんなことを申上げる普が御座いません。それはよくお分めの事と存 
じます。併しこれだけではまだ貴方樣の腑に落ちぬかも知れませぬ故——とは云ふもの i 娘心の、思 
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ひはあれど口には出です ねぇ"バ1サニォ樣、ならうことならもうーニケ月こ、に御滯在になつ 
てその後に#抽籤なされては如何か^ J 存じます〇籤を正しく抽き當てるやうお敎へ中上げたいは山 
山4がらそれては私の誓ひが立たぬわけ、そんなことは出來ませぬ。またそれでは貴方樣も私をお 
失ひな塞わけ。併しもし貴方 f がそれをな意 t ば、私に誓つた罪を犯せと仰言 せらる X こと 
になります。ほんに憎いは貴方樣2眼で御座います。そ2眼に魅せられたばかりに、私 s 身は二 
っ に斷れ 、半分は $::方樣のものとなり、他の4- ^|:|: い.い &> い.1_1 |: 、1緊かいかむ 
りと申すところで御座いましたのに•：•：。尤も、私のものは貴方樣？の、所■みな貴方様のもの 
で御座います0』 

『ボーシャ姬がバッサニォに一 K つてしまつてはならないが•仄かににほはせて おかうと 思つ た丁度 
その事が、つまり籤を抽くまでもなく彼女は彼のもので f 、 彼を愛して t と 云ふ.® を、 詩人は そ 
の銳い心理的感覺を以て、云ひ損ひとして彼女に n 外せしめてゐるのである。この細い藝に衣つ て、 

詩人は愛人 S 坡へ 難い 不 f 慰め卷•また is 繁に關し H 3 SS な屢龜 t せて ゐ 

るのである〇』 

このやうに、多くの大詩人たちが、云ひ損ひに關する我々の考へを裏書きして くれろ 面 Q さに調子 
笛五草云ひ？ In ひ 
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日常生活の精神分析 一五六 
に乘つて、も一つ第三の實例を W 用してもよからうとふ。これはァーネスト•ジョーンズの報吿寸 
るところである。(中央精神分析學雜誌、一、一〇) 

『ォットー •ランクは最近發表せられた或る論文の中で，シ f クス ピァがその曲中の人物ポーシャ 
に云ひ損ひをさせ*それに依つて彼女が心中の思ひを聽者に悟らせるやうにしてゐるとの一實例を指 
摘してゐるが、私もまた英國の大小 說家ヂォ•デ•メレディス p M ミ良【• ?の傑作『主我の 人』 の中に 
も同樣な實例のあることを指示したい.と思ふ。この小說の大體の筋はかうである。 - ^ ゥィラビ •パ タ 
1 ン卿 Sir wmouglo-y P;itteme は周圍のものから非常に評判のよい 中； 只族であつたが、コンスタンチ 
ァ•ダラム constautLaDurl— 續 と 云ふ 人と 婚約した。彼は巧みに tu; 間から祕してはゐるが、®は非 
常に主我の人であることを彼女は知つた。 さう してこの結婚を遁れるために、彼女はォクスフォード 
Oxford と 云ふ 船長と 驅 落ちした。 二 三年の後に彼は クレァ ラ•ミッドルトン 孃 Miss KlaraMiddleton 
と云ふ人と婚約した。さうし - T この書の大部分は•彼女がまたバターンに於いて主我的なところを發 
見して心に起る葛藤の細微な描寫で埋められてゐる"外的な事情や名譽心からして彼女は自分の約束 
を守つてはゐたが、許約の男は彼女の B # には愈々厭はしいものに思はれて來た。彼の從兄弟にして祕 
書なろヴァーノン•ホヰットフ ォ ード vorilon Whitford (この男と 彼女は最後には結婚す るの だが)と、 
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彼女は 一方 親密にしてゐた。併しバターンに對する忠實のため-その他或る混合した動 ti からして* 
彼は 三巴になることを避けてゐた〇 

クレァラは自分の悔みに就いての獨白に於いてかう云つてゐる。—「誰か身分のある紳士が妾を 
ありのま X に理解し；しくれて-妾に力を貸してくれないものかしら。あ X 、 この荊棘の獄舍から里れ 
出してくれないかしら。妾は自分では拔け出すことが出來ないのだ〇妾は臆病者だ 〇指一本で 招かれ 
ても妾はふらくとしてしまふわ、屹度。妾も血を流したり泣いたり喚いたりしてもい X から誰か友 
達のところへ行けるやうだつたら‘…：〇コンスタチァナは軍人さんを見付けたのだが*多分あの人は 
お祈りをして、その祈りが聽屈けられたのだらう。あの人のした事は正しくはない。併し、 あ、、 妾 
は何とそのためにあの人をなつかしく思つてゐることであらう。相手の男の名は ハリ] ォクス フォー 
ドと云つたつけ。……あの人はぐ づ< してはゐなかつたのだ。鎖の環を斷ちきつたのだ。大つぴら 
に抜け出したのだ。あ、、勇敢な娘だ。あんたなどからは妾は 何と見ぇます？ だつて妾には ハリー • 
ホヰッ トフ ォードが な いんです もの〇 妾は一人ほつ ちですもの ：…0』ハ リー •ォクス フォードと 云ふべき 
箸のところをハ リ！ ホ牛ッ トフ ォ—ドと云つたことに突然氣がついて、彼女は どやし つけられた やう 
な氣がして、 眞赤 になつてしまつた。 

第五事云ひ m ひ 
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P 常生活の精神分析 _ 3.ノ 
男の名が兩方 とも『フ ォー ド』で 終つてゐる ことは、 明かに兩# を 混同せ しめることを 一層容易に 
した。さうしてまた 多くの人は これ. たけでその原因としては十分で あると 考へるで あらうが、 併しそ 
れの本當の、根柢的の動機は作#に依つて明かに提示されてゐる。別の個所に於いて同じ云ひ損ひが 
起つてゐるが、さう すると 直ぐ躊躇して話題を變へてゐる。これは精神分析に於いては、半意識 的な 
コム ブレックスに 觸れた場合にのみ ある ことで、精神分析法及びユングの著書に依つて明かに分つて 
ゐ60パターンは庇護す るやうな 調子で 氺ヰッ トフ f ドの ことを 云 ふ"「とんでもない 心配だ！善良 
な ヴァ ー ノンは 普通と 變つた事を しような どとは考へな いよ。」クレァ ラは答へ た、 「たつてもしォクス 
フォ ー ドさんが I ホ牛 ットフ* 1 ドさんが ……おや 貴方の白鳥が湖水を渡つて來ま すよ。怒つ てゐ6 
時は何と立派なん でせうね。 何を貴方. に 訊かう と 思つてゐたんでしたつけ。誰か他の人間に對して明 
かに好意を持ち出した 男と 云ふものは元氣のなくなるものではないですか。」ゥィラビ卿は忽ちハッと 
悟るとこ5•かあつて、身を剛張らせた。" 

また別の侗所に於いて•クレァラは更に他の云ひ損ひに依つてヴァーノン•ホ牛ットフ*1ドともつ 
と親密な關係に立ちたいとの祕かなる願望を思はず浅してゐる。知合ひの少年に對つて彼女 U 云； 
『ヴァー ノンさんにさう 云つて頂戴。——ホ ヰッ トフ*1 ドさんに 云つて頂戴 0 J 2) 
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〔钱】 ( 一)詩人が有意的として、而も多くは肖己.：装切(語るに落る)として描いたと考へざるを得ないやうな云 
ひ損ひの實例はなほ他にもある。例へば、シ H 1 クスピアの『リチヤ ー ドニ世』ハ第二幕、第二場) 〇シ 
ルレルの『ドン•カルロス』(第二幕、第八場、エボリの云ひ損ひ。)かうして®げて行くならば、まだ 
まだ隨分あることであらう。 

こ i に示したやうな•云ひ損ひに關する考へ方は、非常に微細なところまで證明することが出來60 
云ひ M ひの最も重耍ならざる、最も自然な場合と雖も•十分な意味があり、且つ一層著しい實例と同 
樣の解釋を受くべきものであることを、私は繰返し證明する ことが 出來た。私の意志に叛いて、自分 
の頑固な考へからブダペストへ一寸旅行して來ると云ふ一婦人 m 者は、僅か三日だけ行つて來るのだ 
と 辯解しようとして云ひ損ひ、三週間行つて來6の だと 云つてしまつた。彼女は私の云ふことを聽か 
ないで、私が彼女のためにはよくないと云ふ仲間へ三日[1]]よりは三週間行つてゐたい意志を祕かに抱 
いてゐたことを暴露したのである。 

或る晚、私は自分の妻を劇場に迎へに行つたが、連れ戾ることの出來なかつたのを辯解しなければ 
ならなくて、私はかう云つた。 —— 『僕は十時十分過ぎに劇場に行つてゐたんだがね。』『貴方は十時前 
i 云ふつもりなんでせう OJ 勿論、私は十時前と云ふつもりであつたのだ。十時過ぎでは、®に辯解 
第五 3 r *- 云ひ损ひ 】五九 
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R 常生活の 精神分析 一六0 
にはならない。劇場のブログラムに『十時 g 閉場』と書いてありますからと云ふことは聞いてゐたの 
た。私が馨へ范ぃた時には、劇場の玄關は眞暗で、內側は人の氣もなかつた。確に芝居はとつくに 
終りにな？.妻は私 S ? は—かつたのだ。私5計を見 S には、十時にな，〇にはまだ五分 
を要した？あつた。私は家へ歸つて自分の方に郡合のょい T に少し大_に云？ Ti 決心 
してゐた。十時に十分筚あつたと云つてやらぅ虛つてゐた。ところが_ながら、云ひ損ひのた 
めにすつかり . H 分 S 心組みが晉になつて、募の不正直が S されてしまつた。 f して R 分の吿 
白すべき以上の事を吿白する事になつてしまつた0 
そこでこれから S ひ損ひでなく話し損ひ S になつて來る Q である。それ S ひ損ひ ST に單 
語を®すのではなく全體の話の律動や出具合を亂すものだからである。例へ ば、 面喻つた時の迄り 
や云ひ f ISS である。併し s し 2 S 合でも3損ひ sf でも、 f をし T — つきに 
依つて話を奮らせるものは内的の葛藤である。私 i ?' S を含む 聽衆を 前にした時や•眞劍 
に戀の口說をする場合や、陪審官の前に皇の名 f 名聲とを庇護す4合や •一言に し1へ丈、 
(ぃみじくも世の人の云ふ如く)私ぶ象い場合には、我々は云ひ損ひをするものでは 
ない と。 或る 作家の作風——合にさへ も、 fs ひ SS 明に缺くベからざる說明 i 
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理を持出し I い G だし、—持ち出して—のだ。明瞭，」して111方がして2 
ば、その作家はょく# A 和して t の？ f こ i — るし、美いみじくも3れてゐるやぅ 
に、一つ以上の目標を—して—な、ごたくした f 表はし方がしてあると、我々はかくて、完 

成11藤した最 G 介在して愈こ忘發見するのである。また我々はそれに依？作者の 
自己批評の剛ばつた聲を聞くことが出来るのである。… 

【 !£ 】 ( 一 ) Ce QU》 。！1 conpoit bien 

S * annonce clairement 
Ee - t-les mots pour le dire 

Arrlvst acment.IBGilsu, Art pcsque. 

始めて本—買壽 — si に損ひ 1 

を向け孕 i ?。 霉は果然、や—ひ gi 暴の材料から翌したものでないこと— 
見した。 f してこ，にドィツ語を話す人々に就いて間明し f 间じ解 S 容認したのである。その 
報«は&山にあるが、代表的に一つだけこ X に揭げておく。_ 

t -' !ダ. r 一. WL 1 (ニゥ.ョ—ク〕は自分に就いて報吿して H く0『友人某或る神經症患有の 

六一 
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日常生活の 精神分析 一六一一 
事を私に細く詰して聞かせ•何とか出來ないだらうか云つてくれとの事であつた。私は答へた、何れ 
精神分析に依つてそれ等の症狀の一切は取除くこ LJ が出來ると信じてゐる、*何故ならば、それは^ S ば 
どる ( durable ) 患#だからと。自分としてはなほせる (curable) 患者だからと云ふつもりであつたの 
だが0』 

最後に私は•多少の努力を吝まないところの、さうして精神分析に相當通曉してゐるところの讀荞 
諸氏のために，一つの實例を附加しでおかう。これに依つて見ても、云ひ損ひなるものが精神の如何 
に深い i ころから出て來るものであるか i 云ふことが分るのである。 

ィューヶルス博士1>卜ぞが613報吿。——『十二月十一日に私は或る懇意にして ゐる 婦人から、 ポ— 
ランド語でいさ、か挑戰的に、傲慢に話しかけられた。——「どうして妾は今日、指が十二本あるな 
どと 云つたのかしら？」 一 ：ど う云ふ場合にそれを云つたのか、その場景を話して くれと 私が要求し 
たに對して、彼女はそれを語つた 。或ると ころを訪問するために一緖に出掛けょうと、彼女は 娘のと 
ころへ出かけて行つて さう 云つた。娘は今は大分癒つてゐる早發性痴呆症であるが、母に さう 云 はれ 
て隣室で着物を着替へる。娘が再び歸つて来た時、母親はまだ爪磨きをやつてゐた。そこで次のやう 
な#話となつた。- 
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娘「それ御覽なさい。 妾はもう用意が出來たのに* お母さんはまだでせう尸 
母「だつてあんたは着物一枚だけれど、妾は 爪が 十二でせ〜」 

娘「何ですつて？」 

母(焦々して)「あのね、妾には指が十二本•たからつて云ふこ—。」 

そこに f 一同僚が、どうしてそ1ふ數が出て來た のかと 聞いたに對し、 

にもたしからしく S 早く返 f した。—「十二4ふ g ? とつては別に SI ) 日付で 
はありません〇, 

^就いては彼女は多少 W 露 S 後*—や——つた。—「妾の夫2族には足に六本 
の指(•ホ1フンド語では趾 S ふ本来の語がない ) 8が 出ました。謹の 子供が 生れた時、旨 
が六本でない—ぐに調べ S ました。」外的の原因からしてこの晚は分析 t こまでに しておいた。 

次の®十二月土一日に、紀人は私を訪れて見るからに尤奮しつ X 次の T に話した。_「考へ 

ても 見て下,^、 f したことが、 二$來 ■夫 iTf したのに， 
f して それが丁筆 日に—ますので、いつも十一日には 手紙 t とにして來たのですのに、 
今度はそれ衾れ P しまひまして ね、 それで只今霜を打つて來 ましたのですょ。」 

雲 1 i 
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日常生活の精唧戈析 、 一六 g 

さう云へば、婦人は昨晩私の同僚が十二と云 ふ數に 就いて訊いた時に •如何にも健から しくその 數 
字、(本來叔父さんの誕生日を想起させる®の)は何等意味の ある 日付ではない と 云つ ては ね 付けてし 
まつた。 

漸く彼女は白狀した。彼女の夫の この叔父さんと云 ふのは •その遺產を、殊に彼女の 今日の 逼迫し 
た財政狀態に於いては、彼女がァテにしてゐる人なのである。 

このやうに して彼の事が、それにつれて また 彼の死の ことが、 思ひ浮ぶや否や、二三 H 前に或る 知 
合の女が骨牌に依つて豫言 して •彼女が大金持になる であらうと 云つ たこと が考へ出 された 。すると 
また、その叔父こそは彼女が，從つ てまた 彼女の子供等が、金を受取 6ことの出 來る唯一の 人間であ 
る ことがチラと 彼女の頭をかすめた 〇さうしてその 場景に連れて 一1® 間* この 叔父の配偶者が話の本 
人の子供等に 遺 產の渡る や *5に遺言に認めて おくと 約束した ことが 想 出された。ところが 只今ではそ 
の 叔母は遺言も書かずに死んでしまつてゐる。多分その叔母は自分の夫に(話の 本人の 叔父に) 何か 
の 委托を遺してゐることで あらう。 

彼女に豫言して聞かせた婦人が、「貴女は人々を^て、他人を殺させます」と云つた 時には、 叔父の 
死を望 t ; 心が非常に强く擡頭した に 違 ひない 0 
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この豫言の*つた日と叔父の 誕生日と0間に介在す る 四 f の問に、彼女—に、叔父の居住する 
處から出 Ht 新聞 IP 、 そこに叔父の死の事が出 S はしない か A してゐた〇 

この T に、叔父 S 死をそ S — く麗し J — るから、最近に5ベ—父 if の 
事實と日付と S 常に强く抑—れ、永年續け T 來た事柄—れ I なつたばか？なく 、I 
の質問运つ H もそれに上？來なかつた程であつたのは、敢へて不思議ではない。 

「十二本 G 指」と 云 ふ 云 ひ損ひに於いて、今やこの抑？られた主鏡れて來、 f して この や 
り損ひを決定する一因となつたのである。 

私は一因 i なつたと云つたが、何となれば、「指」に就いて浮んで來た聯想は我々 をして 更に 一層立 
入つた雲を謙せざ—得ざら しめる 3この聯想に就いて見 f 、 十二の事が 何故に 十本の 指— 
メ 無難な話を提亂したかと^ふ事が分るのである0 

田心ひ出したところにかぅ ある。1 1妾の夫の家族に足に六本の 指を持つた者があ.る。」 と 0 

バオ G 趾は gg に一つの不具(霞) 3雲である。で•六本の指はーハ C 7)> 不具兒であり、十二本の指 
は二人の不具兒 S である。 

さぅして事實上"この事が只今の場合に 現れて來たのだ 0 

第五草云ひ根ひ L 
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H 常也活の精神分析 一六六 
この婦人は非常に若くて結婚したが、夫はいつも偏畸で變態的な人問であつて、結婚 生活は永くな 
くてやがて死んでしまつた。夫の死後-唯一の遺產として殘されたものは二人の子供で あつたが-そ 
の子供等はまたもや醫 M 達に依つて父系の遺侮を多く受け、變態であると折紙をつけられた0 
長女は ヵタトニー の重病に襲はれて最近家へ歸つて來たが、直ぐその後に、丁度年頃に なつたばか 
りの次女の 方 も重い神經症に罹つた。 

子供等 S 變態 であると 云 ふ事と叔父の死に對する願望とが こ X で一つになつて、 さぅして强く抑壓 
されてゐる精神的！^素と結合してゐる事を見ると、我々は變態的な子俗等 . もまたこ § 
ひ損ひの第二の決定素因となつてゐる事を假定せざるを得ない。 

併し十二と云ふ數字が出た ことが 叔父の死への願望を主として意味す るものであると云ふことは、 
15の本人の觀念に於いて叔父の愛日が死と云ふ考へと非常に奥深い ところで聯想されてゐる事から 
旣に明かになつて ゐ るのである。 何とな れば、彼女の夫は十三 日に息を引取り、丁度この叔父の誕生 
n の翌日である。その時、叔父の配偶者は若い寡婦に對つて かぅ 云つた0 I 「昨 口はこの A はまだ 

あんなに心から親しくお慶びを述べてゐたのに、今日は早-0」と。 

それのみならず，私はなほ附加へておきたい士思ふのは、この婦人が子供等の死んで臾れることを 
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願望してゐた實際上の根據が十分にあつたと云ふこ V た。婦人は二人の子供に就いて何等の歡びを經 
驗せず、寧ろた iz 惱みと身の不^:由とを嘗めるばかりであつた、 さう して彼等のために あらゆる 戀の 
歡喜を放棻せねばならなかつた。 

またこの時に彼女は、訪問のために一緖に出掛けろ娘の機嫌を何とかして拟じないやうに非常な骨 
折りをした s である。で、早發性痴呆症の娘に對して母親が如何に多くの忍耐と我慢とを拂つたか、 
またその時如何に强くむか^-する心持を抑へ付けたかと云ふことは想像す6に難くない0 

そこで、この云損ひの意義は次の如くなるであらう0 I 

叔父は死んだ方がょい、これ等の變態の子供等も(云は f この變態家族の總てのものが)死んだ方 
がょい。さうして妾が彼等からその金を受取るべきだ。 

この云ひ損ひは、.私の見解に依ると、異常な構成の特徵を多く具へてゐる。で 、I 

(ィ)二つの決定要素が一つの要素に凝縮せられて豫め存在してをり、 

(口)二つの決定要素が豫め存在して二 ia の云ひ損ひ(十二の爪、十二本の指)となつたのではあ 
るが • 

(ハ)十二と一 K ふ語の片方の意義•卽ち子供等の變態を表はす十二本の指が間接の表現を示し-精 
烙五窣云ひ犋ひ1:ハ七 



集全擧析分神精ドイロフ 


R 常生活の精神分析 一六' 

神的の變態が肉體的變態に依って、最も上層的なものが最も下®的なものに 依って、 こ、 では表現せ 
られてゐると云 ふことは 黯嘆す べきことである0 
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第六章 

譲み損ひと書き損ひ 

讀み損ひと書き損ひとに對しても、云ひ損ひに對 すると 同じ見地と觀察とが妥當する LJ いふことは、 
これ等の機能 G 內的關係を想へ ば、 敢へて M くに 足ら QS である。私は玆には二！二 G * 讓深く分.斤 
した 實 例を報 # するに止め •この 現象の全般を 包括す る事は 試みないでおく0 

( A ) 讀み損 a 

(一)私はカフ*1で、『ラィブチッヒ繪入新0』の或る號を斜に手にしつ1目を通してゐたが、そ 
の時その頁に出てゐる畫の說明書きとして*『ォデ^'シーに於け〇婚禮』とあるので私ょ乞驚した〇こ 
ネはをかし-^と 思つ てその r 聞を取り ®: して讀んで見ると、 . F . しくは『ォストゼ^__に於ける婚禮』 
とあつた。どうしてこのやうな馬鹿げた讀み違ひをしたものであらうか。私の考へは直ちに 『 W 樂的 
幻影に關すろ實驗的硏究』 ，， Experinlt •一一 § terihuugo:l {ilsr Mu 昏 p ぎ^ 

势六^■み搵ひと窖 4 V 4 ひ 一六九 
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日常生活の精神分析 * 一 bo 
K— の一書(一) .SI—, 1009S, bei H. L. SCMapp) に飛んだ。これは私が最近に關心してゐた書物で 
あろ。何となれば、こ8は私興味 sf 心理上 G 諸湿に緊密に觸れてゐたからである。著者は 
汇き將朱に於レて『麥の^象の分祈及び原則』ごヒ ^$ § AQ づ § cg - ga § c - 自 rH 口 §^ i :§ 日®と 
題する一書を公刊するであらうと約束してゐる。丁度『夢の註釋 j を公刊したばかりの私とし5、 
非常な緊張を以て问書を待望したこ4敢へ H 不墨ではない。音樂的幻影，」關する T 卜の窜に 
於いて、目次の始めのあたりに、ギリシァの神話 S 說は g りと霊的幻想から•夢の現象と妄想と 
から發現するものだとの細い©納的證明•かあると云ふ說明書きを私は發見したのである〇私は m ちに 
本文を引繰返して"著^は果してオデ^'セウス‘ ody ;— •一がナウジカァ Nausikaa の前に現れる場面 
が普通0)裸體の夢に基いてゐる事を知つてゐるかどうかを見ようとした。或る人が私にケルレル P 
K & or の『綠色のハィンリウヒ』の中の美しい倜所を見よ と 注意して吳れた〇そこではオディ ッセー 
のこの揷話は、遠く鄕里を離れてさ迷ふてゐる舟人の夢の客觀化として說明せられてゐる。私は；史に 
それは裸體の露出症の夢に關係のあることを附加へておいた。 (7. Aup S . 170) ルートの¢2にはさう 
云ふことは見出せなかつた。この場合の私には明かに優先的の考へが働いてゐたのである。 

(二〕 どうした わけ だか、 私は或る日新聞を見てゐ TT ョ— ロ ツバ中を©の中で J ,jm Fas durch 




WUTCP , 一と & んたがそれは|ョーロッパ中^徒步で』-^0^5一&^^自3^^の間違ひであつた〇 
これを 解決す るに 私は隨分 永い間か X つて 骨を 折つ た。最初に思ひ當つたことはとにかくかう云ふ風 
な解釋であつた。—樽と云ふのはデイォゲネスの？なければならぬ。 f して私は參頃、或る 
美術史を繙电アレクサンダ—時 S 藝術の事を讀んだ。 それに 連れて アレク t ダ le 言 ¥して 
名高い r 我 もしアレクサンダ—たらずんば•デイォゲネスたらむ』と云ふのが考へられた〇また自分 
を霞 一 めにして旅に出たヘルマン•ツァイツ、 V ダと云ふ人のことも頭に浮んだ。さうして それ 以上は這 
般 s 消息は 明かに？ なか s 。 f し S の 言葉が 私ついた美術史中 2 S を再び開 t 
てろ聲が私にはなか/、出來なかつた。薇くーヶ月の後になつて*放挪してあつたこの謎が急に また 
私に思ひ出さ公。そし T 今度？ S 決も S につい S である。？ isf 、 萬國博覽會 
のためパリーへ來るのに何と奇拔な運輸の方法を人々は今や擇んだことであらうとの言葉のあつたの 
を私は思ひ出した。—ところに、或る紳士が®の中に這人—れを人に轉 f せてパリ1へ來 
る心¥あ f 云ふことが冗談らしく書いてあつた4は信じてゐる。勿論これ等の人々には何等他 
に動機があるのではない。なそ S やうな馬鹿げたこ急して人々の耳1牽くだけのことなんであ 

る。ヘルマン•ツァイツング とは 實 はこの 人間の名前で あつて、彼はそのやうな變つた is の先鞭 
第六律 if. み損ひと喪吾？§ひ 
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0常生活の精神分析 一七 二 
をつけたものである。 それから 私は、 向 分が嘗て取扱つた患#のこと を想起した〇 その 患者は新聞を 
病的に恐れる S であるが、 それは 自分が有名な人と してそこに 名 s 出る のを見たいと 云ふ病的な名譽 
r o'JX 重で あることが 分つた。 マケドニアの アレク サンダ— は © に、嘗て生存した人間の 內最 も名眷 
、屯の 强い一人であつたに違ひない。彼は實に*自分の行動を詠んで吳れるやうな tT 墨見し得 
ないことを ^ いた。併し どうして 私は-また別の アレク サンダ—が 自分の近くに立つ てゐる 事を、 つ 
まり私の弟の名かアレクサンダ 1 である 事を考へずに居られよう a すると 私は 直ぐに、 このアレクサ 
ンターに ^してい やなそれを押除けて別のものをその代りに 置く ことを® する やうな 思想と、 さう 

してそのや、ふ蠢蠢起す羅 e 匿忘見出した S で t。 私 Q 弟は擎鬆 (Tllle) の事 

には非常に精しくて、或る高等商業學校で敎 S とつて愈ために 何時かは 敎授の靈を獲4 にな 
つてゐた。同じやうな Bef 6 aergg (昇進•運搬)を私は大學に於いて希望して ゐたのであるが、私 
はなか-^得られなかつた。我々の母親は當時、自分の上の息子よりも下の息子の方が 先に 敎授 にな 
るのは妙だと云つた事があつた。あの讀み損ひに對すろ解決のつかなかつたのは、その常時であつた 0 
やかて私の弟の方もむ〇かしくなつた。敎授になると云ふ彼の機#よりもなほ以下になつた。併し 
その時.忽ちあの云ひ損ひ S 味が、私には分つた。それは弟0機會の少くなつた事が_を取除いて 
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そのために分つたやうであつた。私は弟の名を新聞で讀んだかのやうに思ひ、その時私は自分でかう 
云つた。弟が職業としてやつてゐる t っなあんな鹿々々しい事で新聞に出る (つまり、 敎受と 
呼ばれる)なんてをかしな事? C と。アレクサンダ—時代のギリシア藝術に關する個所は、その後私ょ 
何の苦もなく搜しあてることが出來た。さうして前に捜した時も何度も同じ頁を讀んでをりながら宛 
も否定的な錯覺に支■配されたかのやうに目指す文章を看過してゐた事を知つて呆れたのである〇その 
文章を見付けはしたが、それに依つて自分は別に何も悟るところはなく、忘却しなければならないや 
うなことはなかつた O i 云ふのは、その書物の中に見付けることが出来なかつた事のためにた マ 私は 
間違 ひに導かれるやうになつたとの意である。私は思想聯結の續今，を、®分が後に 調べて見た時に障 
碍の橫たはつてゐたその個所に、從づてマケドニアのアレクサンダー に關する 何等かの 觀念 中に、求 
むべきであつたのだ。 f して同名の弟 8 に就いてもつ 4 實 sf れるべきであつたのだ。こ 
の事も申分なく出來たのだ。私は一切の自分の骨折りを擧げて.あの美術史中の 見付からなくな つた 
個所を再び搜すことに盡したのであつた0 

^Bei OCJ rderuug 公の二重の意義(昇進、運搬)は•この場合に於いては、二つの コムブレ”クスの聯想 
G 掛橋 となつてゐ 6 。 卽ち、新聞記事に依つて惹起された、あまり重要ならぬ コムブレックスと、自分 
第六窣證み損ひと.？¥损ひ 一七三 
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日常生活の 精神分析 一七四 
をして讀違ひさせたところの 興味は あるが不快なる コム ブレックス との 二つである。この實例に 依つ 
て見ると、この讀み損ひのやぅな現象を！！明す る ことは常にな かく 容易でない ことが 分る のである0 
時としては、我々 は •謎の解決を都合のょい時期まで延 しくおく 必要の ある こと もある。 併し 解決の 
仕事が愈々困難であれば あろ ほど•さて遂に發見された(讀み損ひの原因たる)思想は*我々の意^ 
的思考に依つては、そぐはない、正反對な ものと して判斷せられる であらぅことは、 益々確かに期待 
せられるのである。 

(三)私は或る日、丰ィンの近くから一本の手紙を受取つたが*それには一つの驚くべき報導が記 
されてあつた。私は直ちに自分の妻を呼び•この事を知らせたのである〇氣の毒なギルヘルム . M 夫 
人は重病に罹り、醫者にも見離されたと云ふのである。私の同情を表はした言葉にをかしな節があつ 
たと見ぇて、妻は變だと云ひ出し、手紙を見せて御覽なさいと云つた。讀んで見たが、私が云つたや 
5なことは書いてない、何となれば誰だつて妻君の名を夫の名で呼ぶものはないからだと云つた。そ 
れのみならず、その手紙の筆者は問題の夫人の聖名をょく知つてゐるのである。何も夫の名を代用す 
るには當らないのである。私は飽迄も剛情を張り普通に名刺には婦人が自分の夫. 0') 聖名を以て自分自 
身を呼ぶことがあるものだと云ふ事を盾にとつた〇遂に、私はも一度手紙を M み直して見ることにな 




集杳學析分神辂ドイロフ 


つたが、 そこには 『氣の毒な•ヰ ルへ ルム • M 君は』，， der an Wilhelm MS とあつた ^〇 そればかりで 
なく T 氣の毒なギルへルム博士は』^ er arrne Dr. Wilhelm Ms と あるのを見落してゐた。私の見 
損ひは、して見ると、この悲報を夫の方から妻君の方へと轉向しょうとする•云は r 1つの痙攀的の 
試みであることを意味してゐる 。冠詞と 形容詞と名前との問にある學位稱號は•この悲報が妻君の事 
であるとするには都合の惡いものである。それ故に、この稱だけは、讀むときにぬかしてしまつたの 
である。併し この やうな間違ひをした動機は、私がこの妻君に對して、夫君に對する程同情がないか 
らと云ふわけでばなく、 この 氣の毒な夫君の運命は私に近しい或6他の一人物に對する心配を惹起し 
たからである。その人物はこの夫君と同病であることを私は知つてゐたのである。 

(四) 私は休暇中に他所の市中の街を散歩してゐて始終或る讀み損ひをやるが、これは焦立たしい 
ものであると共に•また可笑しいものである。その時私はあらゆる店の看板に、まるで似ても似つか 
ぬ『骨董品』 Autiqugteu なる文字を讀むのである。こ、に蒐巣家の好奇癖が出るのである。 

(五) ブロィラ— Bleaer は彼の®要の書なる『感動'暗示"妄想症 J ,vffektivit ^ : suggentivilitat, 
pioias (一90 6) の二一一頁に於いてかう云つてゐる。 I 『私はかつて書物を讀んでゐて二行先の 
ところに自分の名前が出てゐるやうな知的の感じを持つたことがある。ところが、 SS いたことには、 

笫六窣讀. t 拽ひと 書き 棂ひ ーセ五 
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B 常生活の精神分析 

そこには， Blak 6 rperchcu* (血球)と云ふ語があつたマけである。外邊的及び中心的 視野の讀 A ® ひに 
して私の分 f S 千還合 GS:、 こ S 讀み損ひ SS は f _な場合である。IIの名前か 
出て— i じた時は•そ e 原因たる語は大低の場合に、私の名 S 中の大部分の泰を 近接して 具 
へて〇て、そのためにさう云ふ間違ひが起きるのである。併しながら，その場合には關 係の狂 ひや幻 
覺を私—ち—?とが祟た。—が讀んでゐたのは、學術書に於け—い書喜の 一つの 
形式に殿して述、へた終りのところであつた。さうしてさう云ふ缺點は私にも全然なくはないものであ 
つたのだ。 j 

V六)ハンス•サブクス lug Sachs の報吿。—— r 世の人々に强く印象を與へるものを、彼はその 
5情さ (stoiflciguheit) に於いて看過した OJ 併しこの言葉は私にをかしいと思はれた。 で、 もつとょ 
く見直すとそれは文體の.精緻墨 sflleit) であつた。この文章は私の尊敬して t 或る著作家•か 
私があまり同情を持たない或る歷史家に就いて過襄の言を弄してゐる ところにあるので ある。』 

(七)リヒテンべルグの『機智的及び諷刺的の思ひ付き』の中には、恐らく一つの 1®^ から出發し 
且つ讀み損ひの殆|理論を W 明するところの一つの言葉がある0 —彼は常に，， alredet の 
代りに，， An と讀んだ、それ程彼はホ— V — を讀んだので ある、 士。 
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大低の場合に於いて、本文を改變 し-また 沒頭し關心するものを本文 中に 讀み 込むのは、つまり讀 
者の心の中に旣に用意されてあるものである。本文の文字の形態が何等かの點で似てゐる ためにの み 
本文は讀み損ひ S 契機となるのであつて*そ s 似てゐるところを讀荐は. nil 分の意味に於いて變更する 
のである。ざつ A たり 、 S 不 S な眼 S た—.そ？ぅな幻覺が容 S 生 f るものであ 
る事は疑ひがない。が、併しそれが fs.ss 必然的 S 件ではないの.た。 

(八)戰時に於いては、我々は或る固執的な、持續的な先入觀念を抱くものであるが、殊に 讀み損 
ひと5こと S 種の t 損ひょり以上に起 i いも s であろ。私はそのやぅな觀察を隨分澤山に獲 
てあつたのだが、遺憾ながら私はその内のた>少し i か保存してない。或ろ日私は夕刊の一枚を手に 
してそこに大字で『ゲルツの平和』- berFriedovsGdrz ^ と刷り出してあるのを見た。ところが 
それはさ5でなく、『ゲルッ方面の敵』，010!^11€10\^0&2^であつたのだ0誰でもこの方面の戰 
場に二人 S 息：戰士として出征せしめ pt 者ならば、さぅ云ふ風に讀み損ひ易いかも知れないの 
である。また別の人は或る侗所に古い食パ >> か— — te の事が記されて ゐ るのを見た が、 注意 
して見 ta すと、それは*} gl 錦襴 nltoErokite であつた。更に云ひ添へておかねばならないことは、皮 
には始終 n 含つけ G 家があつ H 、 そこの主 gii 食パン券を讓 c 渡し p やる ことに 依つ p ぉ氣に入る習 
第六牮讀み損ひと書吾損ひ ヒ 
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ぽ巧 生活の精神分析 Tjrl 
はしに なつてゐたので ある。 

讀む人 s_f 雪 多、 ま f s 人 S み §G やり方 美 定す f G である。或ろ 
言屢者 fsss 立派 S 文 SS に嬰 S . S 4 爭し SS 、 その 人は B i-ipgie 
(將棋戰法 ) を Sprachstrategie (言語戰 法) と讀んだ。 他所の 町を散步してゐた或る人が、 治療の ため 
に— つ 5 S ? る時間に なつた 時に、 f 高い5店 s 一階のところに揭げ pt 大—看狡 
に，， Klolk — ス便所) と書いてあるのを 見た 〇一方それでやれ^^とは 思つ たもの X •也 y またこ 
の莊® な 建物の 中に異常に多勢の人が這 入つ て行くのがをかしい とも 思つ てゐた。次の 洚 lii ] には その 
やれく i ふ S は消、令し まつた。 何 4 S，Is い Hf S ょくく 見 f ,,k §: lft ‘ 
llams (コルセット店)であつたからだ。 

(九)第二群の諸實例に於いては-本文が讀み損ひ 中に 這入り込んで ゐる 處が遙 かに大きいので あ 
る。そこに鐘む 人が 防禦 S ために蓮した—、彼には I な報吿又は强 W か現れて—。で、 そ 
れ故に彼？ ST 裏み損ひ？ る こと S つて、拒雯 S 望 1 の 意味に於け土つの是正を 
經驗するのである。そこで、彼が このやぅな 是：止を經驗 する 前に、 その 本文がまづ正 當に受 人れられ 
牟斷せら H てゐると云ふことは、勿論否むべくもない0承認せざるを得ないのであ”0。ょし1ズ£識 
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はこの最初の正讀に就いては何事をも經驗しては ゐな いにもせょ . 。さきに報吿しておいた第三0 

實例は實にこの種のものである。もつと實際的な例としてはァイティンゴン博士 tjr . M . Eitingou が 
『阈際精神分析學雜誌』第二卷(一九一五年)に報吿してゐるものがあるから、それを玆に轉錄 して 
おかぅ。 

『戰外傷神經症のために我々 S 病院に這入つてゐた H 少尉は或る日.旣に夙く戰死した詩人ヴル 
夕！ハイマン wlr HC 1 U 一一の『戰爭の詩と雪の手紙』— eldi — g ミ^^^^ 

或る作の最後の節の結句を私に誦して聞かせた。1 

&0P 

: Tch ubrig bleibeu soil,ciu sdrer farla.ch fallen ? 

Wer immer vou eucli fso: 11 1, der atirbt gewiss fiir micir 
Uud icli §u iibri 内 bleibou? w a r u m d e u u u i c h t f 

(意譯) 

第六莩證み損ひと書き損ひ j 七 t 
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3常生活の精神分析 一八〇 
併し俺は自問す5、捣ての人々の内 v 
俺が1人生殘つて他の人が俺の代りに 
死ぬベ吾だと何處I:嘗いてあるか。. 

君等の內凡そ死んだもの!X 
饶に俺のた^に死ん v くれ r: のだ。 

さうして俺一人が生殘ろべ吾なのか。 

V は、どうして生.：殘つてはいけないのか0 

私がをかしいと 云つたので*彼は；^ かついて•いさ i かきまり惡げに讀み直した 0 

Uud icp J rbu iibrig bleifu? wamm denu ich? 

さうして俺一人が生残るベ吾なのか。 

VIX 、 どうして俺が&殘るべ吾な o ' か。 

この 5 S を S した—で、 S この 『 si 爭—症』 S 神的材 S 多少 S 分祈的洞察 
を 持つ ことが 出來 た。 さう してこの場合に就いて 私は、何しろ我々のやうな治療の II ;方にとつて次基 



令學析分神精ドイロフ 


I 合の惡い事にはノ1しく—は——院の狀態に於いて、「—1し一」|に聾 
すへき椅^:爆裂に關して多少洞觀することが出來たのでぁつた。 

(十)戰時の讀み損ひに就いては、またハンス•ヂックス博士が二三の實 例— 吿してゐる 。I 

is 或—しい知人が雲 is し5か？。浮# S 馨が—ば、—に依つて 
8 •¥?1 專門8——、それに依つ 5— 仕 f Is でや？急 S 放棄し 
K 前霧に出 TM く t 期日 f し前に、彼—■極聾に“に I 明しないで 
か4つた。彼は自分の露馨を當局に差出しておいたから•近い內に薦的な仕事に就くやぅに 
なるだらぅと。その翌日、我々は或る役所で出會つた。私は机の丁度前に立つて字—いてゐた。皮 

は私の力へ近寄つて來て、■しに暫く私の方を見てゐたが、 やがて 云つ た。 _ 何 V 、その上の方 

の字は ， DIOI (印刷全紙)£0僕は eII_f (卑— .仕事— げ #) 臺令^ 
つたょ。 j ( r 國際精神分析學雜誌.』四卷，一九一六 __ーヒ P ) 

(卜一) 1 S 中に膊掛けて、私はこんなことを努へてゐた。私の靑年時吹の友の 多くはいつも懦 
弱でぁ言いはれ H ゐ^ p に* I — Af もない TS 常にひどい響に今で— 

へることが f る。丁—ふ面白くないこ急考へ T ゐた最中に、1 む f に活動の 
第六筚證み槙ひと書き撗ひ 
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B 常生活の耥神分析 一八二 
看板の黑い大きな文字が、注意してゐるともゐないともない自分の眼に映じた。それは Eisenkogititu- 
tig 二鐵の如き體質)とあつた。一瞬の後にこのや、つな語は看板の文字としては適當しないことを老 
へついた。ふり返つても一度よく見直すと*實は， Eboukostrulctiol ^ (鐵の家)であつた。』 

(十二)夕刊を見ると、この際 le しくないと認められてゐるル I 夕 —電報'か出て〇ろ。 P く、ヒゥ 
ズは合衆國の大統領に任ぜられたと。それに就いて、新聞任命の新大統領の略歷が添へてあろ。それ 
を見ると•ヒゥズはドィッのボン Bouu に於いて大學課程を終へたものである。併し私の不思議に思 
つたのは•選擧の口に先立つて一週間も續いて起つた新聞の論說に於いて這般の事情に關して少しも 
觸れてないことであつた。も一度よく調べて見ると、た>ァメリヵのブラゥン Brown 大學の事だけ 
しか出てゐなかつた C このやぅな馬鹿々々しい讀み違ひをするのは餘程大きな强制力が必要であつた 
わけがが、それは一部分は新聞を大ざつぱに走り讀みした V めでもあろが，その他では特にこの新大 
統領が將來の事情をよくする根據として中流勢力に對して同情があると云ふことが•政治上のみなら 
ず、更らにまた個人的理由からして好ましいと思つた、めでもある〇』 

( B ) 書き損 a ’- 
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c 一〕 主として職業 上の 日々の心覺ぇが手短かに書いてある或る紙の 上に、 九月の 正しい 日付の下 
に 括弧して r 十月二十日、木曜日』と間違つた日付が書いてある. a ) を發見して私は驚いた， この 期待 
を一つの願望の表現として說明することは困難ではなかつた。數日前に私は S 分の休暇から新たに歸 
つて來て、職業上の仕®にいくらでも就き得るだけの11]意はあつたが*併し患者はあまりなかつた。 
私が着くと直ぐ、私は或る患者から手紙を受取つた。それには彼は十月の二十日に到着すろとあつた。 
私が九月中にその口を®き込んた時に私は ft かにかう思つたに違ひない。——『 X 君は直•ぐに來れば 
ょいのに•此のーヶ月を如何にすべきだ。 J と。かう云ふ考へから、私はその日付をーヶ月夙く書き込 
んでしまつたのだ。この場合には、1日き損ひをさせた原因の思想は不快であるとは云はれない。それ 
故に、この書き損ひに氣がつくと、直ぐに解決がついた。その翌年の秋に私は全然類似した、さうし 
て同樣な動機から發 した 書き損ひを演じた。ァー ネスト •ジ •"丨 ンズは同じやうな場合の硏究を試み 
て、日付の書き損ひには大低動機の あろ ことを發見して ゐる。 

(二)『神經症學及び精神病學年報』への私の寄稿の校正刷を受取つて、私は勿論非常な注意を以て 
執筆諸家の名前を校正しなければならなかつた。それ等の諸家はそれぐに別 G 國民を代表してゐる 
ので、植字エにはいつも非常に厄介なものであつたのだ。實際に於いて、私は聞きつけない荇の名前 
第六.孝讚み損ひとへ¥遺ひ 一八：.. 
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B 常生活の精神分析 一八四 
をま tf 少し 訂：止しなければならない ことを 知つてゐた〇 と ころがを かしな ことに* 植字エは私の 原稿 
中の 或る 一つの名前を JE .,' してゐるが、それには非常に尤な理 FI 1 があるので ある。 私は b プージ以 iefd と書 
いてゐたが、それを植字 H は Burckhard の事 だと 判定したのである。私は この 產科醫の 『出 產が少兒 
麻痺の起源に及ほす影響』と題す る 論文を立派な功績と して 賞めたのであつた。さう してこの 著# に 
對して も 何も敵意を抱く ことは なかつた。併し 彼と 同名の 人にギィ ンの或る文學者が あつて •彼は 私 
の r 夢の註釋』に對して ffi だ馬鹿げた批評を下したので私は非常に不快に思つてゐたので ある。で- 
私は產科醫のつもりで ブルクハルトと 云ふ名を書いてゐな.から、今一人の ブルクハルトに關す るい や 
な考へがそこにのさばり 出て 來たのであつた。 さきに 云ひ損ひの i ころでも旣に 述べたやうに、名前 
を變へると云ふ事は輕視を書(昧してゐる 。 S 

【11】 (1) シエ ー クスビアの『ジュリアス •シー ザー』の第三幕第三 場は同じやうなところがある。 

『シンナー S に私の名はシンナで御座います。 

『パーガ-この男を寸颜してしまへ。此奴は裏切者だ！ 

『シンナー^私は詩人のシンナで御座います。製切者のシンナでは御 M いません。 

『バーガ-どちらでもい、。名 Bli のシンナに變りはない。その名をこやつの頭から消えさせてか 

ら放免してやれ 0 』 
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C 二) このやうな主張は シユトルファ ー A. J, —rfor の或る自己觀察に依つて確證 されてゐ 5 0 そ 
の自己 觀 察に於いて シユ トル ファ ーは、自分が 競 爭莕と思ひ違つた人の名前を思 ひ出し 損 ひ、 且つ違へ 

て書いたその動機の何たるかを、誠に感心す る 程の卒直さを以て間明して ゐるのである。- 

『一九一〇年の十二月，私はチウリッヒの或る#店の飾窓に於いて•ヒッチユマン博士 Dr . Eduau.d 
Hitschmaim がフロイド風の神經症論に■して物した當時の新刊書を瞥見した〇私は丁度その時分、 フ 
ロイド派 2_ s 原理に就い S 大學で S る S 或る講演の草案 i いて含。當時旣に脫稿し 
てしまつてゐた(その雲の)序說に於いて、フ P イド派 Q 心證が齋畜 Q 變から雷的に麗 
したことを、從つてその原理を統一的に表現することに或る si の困難ある ことを •さう してまた未だ 
何等一般的に書いたもの i ないことを論及しておいたのであつた〇私がこの(今まで名前を知らなか 
つたこの著者の〕書物を飾り窓の中に見た時に、始めにはそれを買はうとは思はなかつた。二三日經 
つてから私はそれを買ふことに決心した。その書物は旣に飾窓にはなかつた。先日までそこに出てゐ 
た ff 料の事を私は店の者に云つたか•著#の名を「エドゥアルド•ハルトマン博士」 Dr . Edsrd ItirT - 
in と云つた。本屋さんは私の言を正し r ヒッチマンの事で御座いませう」と云つて、その本を私の 
ところへ 持つて來た〇 

第六窣讚み撗ひと替吾损ひ 一八 S 
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日常生活の精神分析 一八>, 

やり損ひ G 無意識的動機は sli あつた。私—神分餐說 sf f 上げた SS に0分の功 
績であると考へてゐたから-ヒ，チ I の書は自分の功績 I 減す f ので ある 乞て嫉妬と 焦 f 
を以て眺めてゐたことは明かである。名前の變改は無意識敵愾の行動であると •私は 『日常生活の 精 
神病理』に從つて腸した。この說明で當時私は 自ら 蹵 してゐた。 

二三週間經つて私はこのやり損ひを書き記して居た。その機#に私は S 分が 何故 ヱ ドゥ ァルト•ヒゥ 
チマンをエドゥァルト•ハルトマンに變へたかと云ふ疑問をも出して見た。 たぐ 名前が似てゐるために 
この有名な哲學者 G 方に曳き寄せられ5つたのであらうか。私 f づ思ひ立つたことは、ショ'ウぺ 
ンハウ H ルの熱心な崇拜者なるフーゴ！フォン•メルッル敎授 P 3 f . Hugo V. M — から聽ぃた言葉 
であつた。その言葉は大體かうであつた0 — ^「エドゥァルト•ハルトマンは破壤されたる、その左側 
を®されたるショウベ、ズウエルである」と。如何なる感情の傾向に依つて•忘却せられた名前のこ 

のやうな代償が決定せられたかと云ふに、それはかうである0-「なァに、このヒ”チマン^ J 彼の考 

へ方とは大したことはあるまい。ショウペンハウェルに對するハルトマンのやうな ことを フロィドに 
對してやつたのだらう。」と。 

このやうに私は決定せられてゐる忘却に代償的思ひ付きの伴ふてゐるこの場合を、# きつけて ち、 
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た。 

半年經つてこれを書きつけておいたその紙片が出て來たのを見ると、私はヒッチマン Hitschmag の 
代りにヒンチマン 11 rilchin と書いてゐるのであつた 0J (國際精神分析學雜 誌、 二卷二 九一四 年。) 

(四)一見これよりはもつふ眞劍な書き損ひの場合がも一つこ、にあるが、それは『|了り H ひ』0 
中に人れても多分同樣に正しいと私は考へてゐる〇 I 私は郵便貯金から三〇〇クローネの金を引出 
して、それを治療のために今は不在の或る親戚の者に送つてやるつもりであろ。その時私は自分の穿 
金が四、三八〇クロ—ネになつてゐることを知つたので、丁度四、〇〇〇クローネにしてあとは當分手 
をつけないでおくことに決心した。小切手を振出し S 然氣がつい I 、私篇めのつもりのや 
ぅに三八〇クローネとは書かないで、四三八クローネと書いてゐ6のであつた。私は自分ながら自分 
の行動の信用祟ないことに驚いたのである。直ぐに私は自分の心配が根柢のないことを 知つた D 私 
は以前よりは貧乏になつてをらぬからである。併し私の最初の心づもりを控亂 して而も 自分をして 意 
識せしめなかつたものは何であつたかに就いて、 暫く 考へて見なければ ならなかつた。 

私は 始めには麗つた 道を進んだ。 三 八〇と四一二八と云ふ二つの數字 を翌 lit ; 引いて見たが、併 
しその _に 依つ T 2 始め H よ ve 客—かつた。 遂に、突然或壽へが浮んで本當の事情が 

第 六 華 證み根ひと書告损ひ 一八七 
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H 常生活の 精神分析 一八八 
判つた。！：三八と云ふのは全額四三八〇クロ—ネの丁度一割で ある 〇併 し、 書店 もまた 一割の値 引を 
して寄越す。 すると 私は 數日 前に、私には旣に興味のなくなつた醫書數册を擇り出して本屋に三〇〇 
クロ— ネで拂はうとしたことを想起した 〇 本屋はそれでは* まり 高過ぎると思ふが、併し 數日 中に ど 
ちらと もき めて返答をすると云つた。 もし 本屋が私の始めの要求を受容れるなら ば、 私が病人の ため 
に費はうと思つてゐた丁度全額を出してくれることになる。私がこの出^をつまらないと思つてゐた 
ことは糙であ6。私の間違ひを知つた時の感情は、そのやうな出费に依つて貧乏になることの恐れと 
して考へて見て一層ょく理解出來るので ある。 併しこのやうな出費を遺憾とする心 持と、 それと結 付 
いて ゐろ貧乏の恐怖との二つは、共に 全く 私の意識にまで知られなかつた。私がその全額を約束した 
時には、この出費を遺憾と も思はなかつ た。で、さうした 動機が 下に潜んでゐるかも知れぬと云つた 
やうな考へ方は一笑に 附 したであらう。もし私が精神 分 祈法に依つてそのやうな被抑 K 的要素が精神 
生活中にあることを知悉して ゐな かつたな. h ば、さうしてまたもし自分が數日前に同じ解決を！！すや 
うな夢を見て ゐな かつたならば、まさかさう云ふ感情が c : 分に存してゐることを承認しなかつたであ 
らラ〇 ( 一) 

【錢】 (一〕本金集第一卷3 - の註釋』 ( 大槻憲二譯〕の中にこの夢の事が出てゐる。(同镨五七 K 參照 J 
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(五)ステーヶル W.Steke 一の報吿に從つて私は次の一つの場合を擧げておくが•その正確なこと 
に就いても同時に私は保證することが出来る。 —— 『殆ど信ぜられない程な書き損ひと讀み損ひとの 
!實例 が、 或る流布してゐる週間新聞の編輯の內に起つた。この週間新聞は「買ふだけのことある」 
のを公然標榜してゐる。で、自己擁護と辯明とを書いておく必要があつた。そこでその辯明は非常な 
る熱心と非常なる感激とを以てなされた。同新聞の主筆はこの論說を讀んだ。筆#自身が一再ならす 
原稿でも校正でも眼を通したのだが……。皆のものがこれでょからうと云ふ事になつたのに•突然印 
刷 所の校正者から、皆さんの見落してゐる明白な間違ひがあると云つて注意して來た。成程そこには 
かうあつた。 ，—— 「讀#諸賢は吾人が常に最も利己的に、一般のためを思つて務めてゐることを御認 
め下さ〇でありませう〇」勿論これは最も非利己的にでなければならぬ。併し•感激的な口吻のため 
に佯らざる考へが本来の力で出て來たのである。』 

(六〕窭君と喧嘩別れのやうにしてョーロ•ッパへ來て滯在してゐる或るァメリヵ人が*今では妻君 
とも仲直りが出來ると信じて、或ろ時期に大西洋を渡つて自分の方へ来6やうに云つてやつた。で、 

彼はかう書いた。-『お前も僕のやうに「マゥレターーァ j M , 1 tauia 號に乘つて來られるやう、たつた 

らい i がね。』と。併しこの文章の書いてある紙片を彼はその時封人して出してやる自信がなかつた。 

第六窣讀み m ひと锊吾損ひ 一八九 
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H 常生活の精神分析 一九 〇 
その紙片を別に書き改める方がょいと思つた。何となれば、彼は船の名前を 書き改める必要に 迫られ 
て正したのを妻君に氣付かれたくなかつたからだ。彼はつまり•始めには「ルシタニア」 Lgitauia 
i 書いたのであつた。 

この書き損ひは別に說明を要しない。 それは 直ちに判る。併し椿事の好都合で あることに就いては 
なほ二三付加へておく ことがある 。彼の妻君は戰爭前に始めて ョ ー ロて ハへ來たので あるが、それは 妻 
君の唯一の姉妹の死んだ後であつた。私の記憶に間違ひがなければ、「マゥレタニア」號は戰爭中に沈 
沒した「ルシタニア」號の生殘つてゐる姉妹船であつた。 

(七) 或る醫師が一人の子供を診察してその子供のための處方笺を書いてゐたが 、そこに アル コ ー 
ル Alcohol を書き込む ことにな つた。彼が處方養を書いて ゐる 間に、母親は 愚に もつ かぬ 餘 計な質問 
をするので彼は大變うるさい i 思つ てゐ たが、心の中ではそんな ことに 腹を立て X はならぬ と考 へて 
とにかくその考へをやり通した。併しさう云ふ考へのあつた i めについ書き損ひを した〇アルコ—ル 
i 書くべき ところにアコ I ル ACK01 (怒るな〕 と 書いてあつた。 

(八) 衬料上の關係があるから、私はこ X にジョーンズがブリルに報吿した一つの場合を附加へて 
おかう。ブリルは平素は酒を钦まないのだが•友達に薦められてした、か嗜んだ。翌朝、激しい頭痛 
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がした ので、 友達の 云 ふま X になつ たこと を 後悔した。彼はヱセルと Ethel と呼ぶ或る婦人患者の 5 
前を書く替になつ てゐ たが•それを ヱチル Ethyl (ヱチルァルコール〕と書いてしまつた 。その婦、 
患者と云ふのがいつ も 酒を飮み過ごす習慣の あろ 娘で あることも、ブリルのその時の氣分に i つてょ 
嫌な事と考へられた0 

醫 S 3 が處方笺を書損 ふことは 他の やり 損 ひよりもその 意義重大で あるからして、私はこの 機 會に於 

いて、そのやうな醫師の書損ひに就いて今まで公にせられた唯一の分析を精しく報吿 して おく ことに 
しよう0 

(九)ヒサチマン博士 Dr . EpHitcli 雲 一一の報吿(處方聾に於いて幾度も繰返して書損つた場合 0 ) 

-『或る同僚•か私にかう話した。永年の問に、彼は年寄りの婦人患者のために一定の藥劑を處 方す 

る場合に書き誤つたことは一再で ない。二度目に彼は 誤つ て十倍の 服 置を 書き込み、後に なつて突然 
氣がついて、患者を殺しは しな かつたかと非常に心配に なり、 自分で も 大變氣持が 惡くな つて大急ぎ 
でその處方箋を取返さうと努めた。この特殊な微候 C 症狀)行爲は、個々の場含を細かく述べ•分祈 
に依つて間明するだけのことはあらう。 

第一の場合。-老齡の域に入らうとする或る貧しい婦人の便祕に對して、醫師は處方鏡を認めよ 

第六草讚み损ひと書 4 m ひ 一 i 




集金學析分神精ドイロフ 


日常生活の 精神分析 一九二 
うとして十倍も强いべラドンナ•ッ h ブシ * ン Bcllidoima zapfchg を書込んだ。彼は外來患者治療所 
を辭し、約一時間の後に、家に歸つてから、新聞を讀み朝食をした X めてゐる間に、突然自分の誤り 
を氣付いた。彼は心配になつて來たので、直ちに外來患者治療所に引返し•件の婦人患者の住所を尋 
ね•やがてそこから非常に隔たつてゐる彼女の住居へと赴いた。行つて昆ると老婆はまだその處方箋 
に依つて調劑させずにゐた。それで彼は非常に喜び安心して家へ歸つて來た。彼は CI 分が處方*を書 
いてゐる內に、移動病院のょく喋舌る院長が！5越しに眺め、さうして彼の心を亂してしまつたことを 
以て辯解の辭としたが•全然不當であるとは云はれ 4' い。 

第二の場合 —— 件の醫師は或るコヶ，卜な、色香美しき婦人患#の處方をすませて、或る老嬢の許 
に往診しなければならなかつた。この往診のためにあまり時間の餘裕がなかつたので•彼は自動車を 
利用した。何となれば、彼はきまつた時刻に、その往診先の近處に、愛すろ若い娘の家を訪れなけ n 
ばならなかつたからである。この時もまた第一の場合と Ini じやうに、似たやうな苦痛を訴へられた i 
めに ベラ ドンナを指定しておいた〕とこ〇がまたもやその藥劑を十倍も强く處方するやうな失敗を演 
じた。患者は用件には關係のないことを：曲， H さうに話し出した。醫 g は言葉では抑へてゐたが我慢が 
出来なくなり患者を後にして媾曳にと出掛けて行つた。約十二時間經ち、朝の七時頃になつて醫師は 
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眼を覺ました。彼の書き損ひの追想と心配とは殆ど同時に被の意識中に這入つ て 來た〇 そこで彼は* 
その藥がまだ藥局から屆いてゐないだらうと云ふことを一縷の望みとして患泝 のと ころへ大急ぎで使 
を遣つた。 さう してその處方笺をも一度調べて見たいから返して くれと 賴んだ。併し彼は旣に調劑の 
濟ん だ處方蒙受取つたが、ストァ的の諭めと•鬵の雲を か T > にしてゐたが、藥局の主任は勿論 
の事だから(とは云つたが或は多分讀み損ひか)藥量を少くしておいた と 云つたので彼は安心した。 

第三の場合-醫師は自分の母の姉妹•卽ち老いたる伯母に對して•ティンクトゥラ•ベラドンナ 

Tiuctura belUdonnae と ティンクトゥラ•ォビ イ Tinctura opii との 混合を服置は無難であつたが# き損 
つた。處方築は直ちに女中が藥局へ持つて行つた。と、やがて間もなく-醫師はティンク トゥラの代り 
に「エクストラクトゥム 」 elctum と 書いた ことを 想 ひ出し- 卽刻藥局へ電話して この間 違 ひの事を 
尋ねて見た。醫師 はま だ處方笺 を 完成し ないのに知らない內に机の上から 持つて行かれて しまつたの 
だと云つて辯解した。 

書き損ひのこれ等三つの場合に驚く ほど 共通する點は、この醫師が常に同一の藥劑に就いてのみ誤 
つたこと、老齡の婦人患者に對してなしたこと、さうして服 量を いつも强くし過ぎた ことなどである。 
少しばかり分析して見たところでこの醫師の母親に對 する 關係が決定的な意義を有するに相違ないこ 
第六準護み撗ひ と書告 撗ひ 一九三 
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H 常生活の精神分析 一九四 
i が明かになつた。つまり、彼がかつて I 而も以上の症狀行爲の直ぐ前であるらしい I これ また 
同樣な老齡に入つた母親に對して同じ處方笺の書き損ひをした ことが 想ひ出された。而も服量を普通 
のやうに〇•〇二にする方が彼には考へ付き易い答^のに、〇•〇三にして母を根本的に快くしょうと 
自分では考へたことが分つて來た。が弱い母親はこの藥劑の反應として腦充血と口腔乾燥とを直ちに 
示した。母親は戲談半分に、お前のやうな處方の書き方をされては危くて仕樣がないねと云つた。そ 
れに醫肴の娘であるその母親の方でもまた、醫者である息子から時々貰ふ藥劑に對して、今度のやう 
に拒否するやうな•半ば戲談のやうな抗議を持出し、また康になりはせぬかなどと云ふのであつた0 
報吿者ヒッチマン博士がこれ等母子の關係を洞觀した限りに於いては、息子は本能的に愛のある子 
であるが、併し母親を精神的 *(': 尊重する點に於いて•また侗人的尊敬に於いて、必ずしも過ぎてゐる 
と云ふ程ではない。自分ょり一歳'たけ年下の弟と母親と北ハ通の家に生活し T ゐるので、このやうな共 
同生活を自分の色情生活のために邪魔であると思ふこと旣に年久しい。さう云ふ場合に於いては、我 
我は精神分析の經驗からして次のやうなことを知るのである。卽ちそのやうな失敗行爲の原因はもつ 
i 内面的な原因の假托として誤用され易いものであると云ふことを。醫.帥は可成り滿足してこの報吿 
の分析を受容れた。さうして笑ひながらかう云ふ意見を述べた。卽ち、ベラトンナ Be 〗 rdo:ma 美 
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女)と云ふ言葉はまた一つの色情的な關係を意味するかも知れないと。彼はこの藥劑を前から自分で 
も時々用ゐてゐた。』(國際精神分析學雜誌、一卷、一九一三年。) 

そこで 私はかう云ふ結論を下しておきたいと思ふ。卽ちそのやうな眞劍なやり損ひは無難な方法で 
なければ現れるものではない、何となればもしさうでなかつたならば、我々はそれ等を取調べ6であ 
らうから だ。 

(十〕 次に擧げた、 フ H レンチ 博士報吿に懸る寄き損ひの實例は、人或は甚だ無難な ものと 思ふで 
あらう。我慢が出來なくなつたための凝縮行爲(九五頁所揭•猿の云ひ損ひ參照)と解釋し、さう 
してこの 出来事に對 して 如何樣にか一層立人つた分析を施し、 そこに 一層力强い攪亂的要素の存する 
ことを 證明して見せるまでは、自分の解釋を株守するであらう。 

『ァネクトー デ ( Auektodo ) はこのやうな風であつた〇』—— と 私は嘗て自分の手帳に書いた。 勿論 
私は ァネクドーテ >§1〇10^物語)と書いたつもりであつた。而も、死^0ぞ)刑の宣吿を受けて 
自ら己れの磔刑となるべき木を擇ばせて貰ふことのなさけを乞ふた漂浪荐の物語であつたのだ。(彼は 
一生懸命に搜したが適當な木を發見することが出来なかつた。) 

(十一)今一つ別の場合は、これに反して、本當とも思へないやうな書き損ひが、急所に觸れた、 
笫六筚 it み損ひと書吾- m ひ 一カデ 
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B 焭生活の耩神 分析 一九六 
祕密の意味を表現せしめたのである。或る匿名の人が報吿して日く。—— 

『私は或る手紙をかう云ふ文句で撊筆した。「貴君の奥樣鼓びに彼女の御子息に吳々もょろしく御傳 
言下 さい。」， Herzlich 8 te Gri : s© ausre Fmu Gemahliuuud ihren Solm/ その手紙を封筒に收めや うと 
して危く私は自分の間違ひに氣付き * prs (彼女の)を： Ihereu (貴君の、貴君等の)と改めた。この 
夫婦をこの前に訪問して家へ歸る時、私と一緖に行つた妻は、そこの息子がその家の親友の某に酷似 
してゐるのを觀て取り•屹度その男の子供に相違ないと云つた 。 J 
(十二)或る婦人、その妹が廣やかな新居に移つたのを慶んでやる手紙を書いてゐた。その時そこ 
に居合せた一友、婦人がその手紙の受信人の住所を書誤つた事を氣付いた。そればかりでなく •驚い 
た事には、その住所が先方の今までゐたところではなく、ずつと以前にゐた所で、而も妹が始めて結 
婿した時にゐた家に宛てたのであつた。友達に注意を受けて婦人は云つた。 r 仰言る通りです。併し一 
體何が私をさうさせたのでせうか OJ これに對して友は答へた。 r 多分妹さんが引越したその立派な大 
きな家が面 ft くないんでせう。でも、貴女は自分が肩身が狭いやうに感じるのでせうから U そのため 
に妹さんを最初の家に引戾したわけなんでせう、最初の家なら別に貴女のお宅ょりは立派と云ふわけ 
ではありませんから—— 『糙 に、 妾は妹の新居を面白くな く 思つてゐます 。 j i 婦人は JE 直に白狀 
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した。やがて彼女は附加へて云つた。 『こんなことにかうまで卑しい心持になるとは、可. UJ 淺間しいこ 
とでせうね。』と。 

.(十三)ァ—ネス•ジョ丨ンズはブリル博士から聞いたと云つて*次のやうな實例を報吿してゐる。 
ブリル博士に宛て i 或る患者が手紙を寄越し、その内で自分の神經症の原因は木綿の危機に際して商 
賣上あんまり心配したり亢奮したりしたためであ6と云つて來た。彼は續けてかう云ふ。——『私の 
病は總てあの呪はれた冷酷な波亂に因るのです。新しい穀物を得べきための種子は全然御座いませ 
ん。』と。彼は冷酷な波が種子をさらつたと云はうして、『&:ブ』 ( wave ) の代りに 『«? p ( wife ) と#いてし 
まつた。彼の心の奧底では妻君が冷感で子供のないことを非難する氣持があつたのである。で-彼は 
已むなく節慾して〇ることが自分の病氣の小さからぬ原因をなしてゐることを認めたも同然となつた 
のである。 

(十四)ヮーダネル博士 Dr. K. \vler は『中央精神分析學雜誌』(一卷、三號)の中で- 0 分自 
身に就いてかう報吿してゐる。 

『十口い同人雜誌を讀んでゐた時に、私は一緖に書いてゐて非常に急いだために*一寸した書き®ひ 
をしてゐたことを發見した0 , Euthep と書くべき普のところを， E ^ flrJ # いてゐるのである。第 
第六窣 m み損ひと書さ损ひ 一力七 
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B 常生活の精神分析 一九八 
一綴音にァクセントを付ければ•それは或る少女の名の愛稱になるのであつた。反省して分析して見 
ると•それは極めて簡單である。この書き損ひをした當時に、私とこの名の持主なる少女との問柄は 
た>全く表面的なものであつた。さうしてすつと後になつて彼女との間が親密になつて行つた G であ 
つた。で、この書き損ひは、0分ではそも<まだその事を思ひも寄らなかつた時分に於いて、無意 
識的には旣に多少の傾向を持つてゐたことが暴露せられたもので*殊にこの愛稱の形でその名が出て 
來たことは、同時にそれに伴うてゐた©分の感情を明かに示すものである。』 

(十五)世間にょく知られてゐる惡い洒落を以てそれ自身を匿しては居〇が、この場合糙に洒落の 
意一一は認められないところの一つの書き損ひの實例がこ、にある。これは JG 氏の報吿に負ふもので 
あつて、同氏の他の寄書は旣に揭げておいた。 

『或る肺病療養所の患著となつてゐる時、私は遺憾ながら、自分の近親の莕が同じ病に罹つた事を 
聞いて*何とか療養所を搜してやらねばならなくなつた。私は早速その近親の者に手紙を書き•或る 
專•門家に*自分自身がその治療を受けてゐる有名な先生に•か、るやうに勸めてやつた。その先生の 
醫療上の權威ある事は自分は十分に信じてゐるが、他方にその先生は不親切である事を難ずベぎ理由 
が十分にあつたのである。何となれば、その先生は極最近に、自分には非常に重要であるところの病. 
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氣證明書を出してくれる事を拒んだからであ6。私の手紙に對して近親の莕から返事が來たが，その 
中で私の手紙に書損ひのあつたことを指摘して來た。私はそれを見て、直ちにその原因が分つたので 
非常に可笑しくなつた。私の手紙の中にかぅあつたのである。「……それから私はまた君に、何等の猶 
豫なく、 X 先生を侮辱する ( iusultierell ) ことをお勸めする」と。勿論、私は相談する (koll s & ieron 〕 
と«?くつもりであつたのだ0これは私にフランス語やラテン語の知識が乏しいためであらぅと思はれ 
ろかも知れないが"そんなことはないことを特に斷つておく。』 

(十六 y 書き落しも•勿論、書き損ひと同じに說明することが出來る。『中央精神分析學雜誌 j 一卷. 
十二號にダットナー博士！ js . B . D&uer は『歷史中の書き落し』の著しい實例を報吿してゐる。 
一八六七年中にォースタリー •ハンガリー兩國間の調停中に締結せられた財政上の義務を扱つた法律 
條項の一つに、ハンガリーの譯文中には『效力あり』， effesi 气なる一語が脫漏してゐ6。ハンガリー 
の法制家たちがォースタリ—の利益を出来6だけ少くしたいと無意識的に願望したことが、この脫落 
の一因をなすもので あろとダットナーは 論じてゐる。 

吾人はまた、書きものや寫しもの、場合に同じ言葉を屢々繰返すと云ふこと—卽ち、固 m - 
—— と云ふことは、矢張り意味のないことではないと假定すべき理由が十分にある。書いてゐる人が 
縝六寧讀み損 ひと 書告撗 ひ 一力 九 
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H 常生活の精神分析 二〇〇 
旣に書いてしまつた語をまた繰返して書くと云ふことは、彼がこの語から容易に離れられないことを 
彼がそれに似たことをもつと云ひ表はしたいと云ふことを、示してゐるのであろ。寫しもの X 時こ el 
執の現象のあるのは、「俺もだ俺もだ」と云ふ語の代りであるやうに思へる。私は長い法廷醫師の判決 
を所持してゐるが、そこには#寫#の側に於いて、或6特に著しい侗所に於いて固執が現れてゐる。 
それはその書寫莕の沒個人的な立場に慊焉たるものあるかの如く*まるで俺の場合と同じだ、少くと 
もょく似てゐるとの解決を下してゐるのだと私は解釋してもょから うと 思ふのである3 
(十七)更にまた、誤植を植字 H の『書き損ひ』 i して取扱ひ、大部分はそこに動機のあるものと 
見做すことも叢障へはない。そのやうなやり損ひを組織的に JK 集することは興味もあり*得る ところ 
甚•た多い結果とならうと思はれるが•自分はま•た手を着けてゐない〇ジョーンズは本書中で屢々言及 
しておいた彼の著書中に於いて、『儀植』のために特に一節を割愛してゐる〇また電文を打ち間違へ 
ることも電信取扱#の書き損ひとして解すべき場合が時々ある。夏期學校に於いて、私は出|[£#肆か 

ら電報を受取つたが、その電文が私にはとんと分らない。電文にはかうある。- 

,,V 03 s.e erhalt 0 pEinza も slg X:. dringends 『チヨキンウケトツタ X ノシ ヨウ タィィソグ。』 こ a ), 
の解決はこの電文中にある X と云ふ名前から手がついた。 X とはと にかく、私がその著®に序文を# 
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いてやる替になつてゐろ或る著者である。 この 序文 (Eilitullg) からして招待 (Elc> rt lu^5 が 出て來 
たの.た0それから併し私は、二三日前に同じ書肆から出てゐる或る他の書物への緖言<,^^)を送 
つたことを思ひ出すことが出來た。それの受取がかうして電報で來たのである。で•正しい電文は多 
分かうであらうと思つた。- 

,,Vorrede erhaltcn, Eiuleituug X. diingends 『チヨ ゲン ゥケトツタ X ノジヨブ ン ィソグ 』 我々 の K 定 
にして誤りがないとすれば、この®文は電信技手の食慾 n ムブレックスのために改作の犧牲となり、 
その際而もこの文-軍の兩半が、放信者自身の意_したょりはもつ i 深いと ころに 於いて關係づけられ 

たのである。その上これは、多くの夢に就いて指摘され得る『第二次仕上げ』の現象の好適例で あ 
る0こ) 

【11】 (一) 『夢の註釋』參照。 

ジルべラーー- L Silberer は『國際精神分析®雜誌』第八卷、(一九二一一年)に於いて『傾向的誤植』 
と云ふことが有り得ると論じ T ゐる。 

そこに一つの傾向の存することを容易に抗爭し得ないやうな誤植が他の人々に依つて時々指摘され 
る。例へばストルファーの『中央精神分析學雜誌』第二卷(•一九一四年)に寄せた『政治的誤植鬼』の 

第六草讀み損ひと魯吾损ひ 二〇一 
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m 常生活の精神分析 二〇二 
如き、また M 誌第三卷2九一五年)の小論の如き —— 。これを私はこ、に轉載しておく。 

(十八)『一つの政治的誤植が四月二十 JL 日の「三月」の號に出て ゐる 。アルギロカストロン(一)から 
の手紙の中に ツ气グ ラ フォス、 卽ちアルバニアに於ける暴動的ヱピロス人の指導莕(或は、ヱピロス§ 
の獨立統治の大統領と云つた方がよければそれでもよい)から聲明が出た。その內にかぅ云ふ文句が 
あつた。——「自主的な ろ ヱ ピロス 人は*ヰイド侯の最も基本的なる利益の內に跼蹐すろものである事 
を W じて 下さい 〇エピロス 人の上に侯は失脚して ( stiirzeu 〕 よいのです。：： 」エピロス 人たちが 侯に 
提供す る 支持 (stgz 3 ) を受容す ることが 侯の失脚と なるであらぅことは、この 致命的な誤植は なくと 
も•アルバニア 侯は 恐らくよ く承知してゐたので ある。』 

【SD (一〕(二〕トルコの地名。(譯诸〕 

(十九)私は近頃自分で*^インの 或る 日刊新聞紙上に、 『ルウマニア 治下なるブコ4*イナ』 との 記 
事を讀んだのである。これの見出しを人々は少くとも尙早であると考へて當然であつた。何となれば 
當時に於いては、ルウマニア人は自分等の敵意をま•た認めては〇なかつたからである。內容から見6 
と、疑ひもな くこの ルウ マニアと 云ふは ロシアで なければならないのである。併し檢閱# も t れを見 
落したところを 見る と、 彼に とつてもこの a 出しは をかしくなかつたものと見える 0 
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テッシュン Tescheu に於ける有名なる出版書肆カール•ブロカースカの印刷した囘狀の中に、次のや 
うな： JK 字法的の書き損ひを見 6 ならば•それは一つの r 政治的』誤植でないと考へることが困難であ 
る0—— 

『協商國側の裁斷に依つて、ォルザフ河を境界として•シュレージュンのみならず、テッシ I ンをも一 f 
分し、その一はポーランドに、 他は チェコ•スロヮキァに 過多 ( zuviel ) である〇 』 S 

【註】(一) Nusel (歸した)の誤植ならむ。 i 省) 

フォン タ ーネ Tr Foutaue はかつて あまりにも 意味深長な誤植に對 して •抗議を 申込まざるを得 
なかつたが、その申込み方が非常に而白かつた。一八六〇年三月二十九日付で、彼は出版者ユリゥス • 

シュブリンガーに對してかう書いた。- 

拜啓 

自分の小さな願ひが實現されて行くのを眺めてゐるのは私の運命でないやうに思はれます。こ、に 
同封した校正刷を一覽下さつたら私の云はうと欲する ところの 何であるか>お分りになりませう。 ま 
た私は前に云つたやうな理由からして校：止刷を二牧人要なのですのに、一枚しか送つて下さらなかつ 
たですね。また初校に も 一 度目を通す——つまり英語と英文とのために I ことを取 計つ て 貰へなか 
第六草讚み损ひと書->投ひ 二〇 5 H 
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H 常生活の精神分析 二〇四 
つたですね。これは私には重大なことなんです。例へば今：：：の校正の二十七頁の、ジョン •ノ，クスと 
女王との問の一場面に 2 worauf、Maria aasrielf その後で、 マリァは 土左衞門 と 叫ぶ』 とあります。 
こんな有樣でもそちらでは誤植は實際なくなつてゐると安心して〇るのです。不幸に して，， 磬=(土左 
衞門)であつ て，， 1"(出す H 叫び放つ)でないから愈々困るのです。だつて彼女(女王)は彼の事を 
實際心の中では土左衛門と呼んでゐるだらうからです。匆々。 

フォンタ1ネ拜 

我々か云ひ tH ひょりは *き 損ひを やり ^いもので あると 云ふことは容 ii に分るが、ヴント Wuudt 
はこれに對して注意すべき證明を與へてゐ今 ( 三七 pq 頁)『正常の會話の間に於いては意志の禁壓機 
能は觀念の道程と發語運動とを 3 L に調和させるやうに*いつもさし向けられてゐる。ところ•か書く場 
合のやうに、觀念に隨從する發語運動が機制的原因のために阻まれると•その結果そのやうな期待が 
特に容易に現れるのである 。 j . 

r 讀み損ひの起り易い條件を觀察して見ると一つの疑問が起つて來る。その疑問を私は不問に附して 
おきたくないのである。何故ならば•その やうな疑問は* 私の考へ ると ころでは、一つの得るところ 
多き探究の出發點 となり 得 6 か である。 聲を出 して 讀ん でゐ ると* K 者の注意は本文から遊離して 
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讀者 S 身の思想の方に屢々向つて行くものである事は誰しも知つてゐる通りである。この やうに 注意 
が遊離する結果、もし途中で遮られた〇尋ねられたりしても何を自分が讀んでゐたか云へないことが 
屢々ある。換言すれば•彼はよしんば文字だけは殆どいつも正しくは讀んでゐるにしても、實は自律 
的に讀んで〇るのである。私はそのやうな條件のために讀み誤りが氣が付くほど殖ぇるとは信じな 
い。總ての機能はそれが何等の意識的注意を伴はず、自主的になされた場合にはノ最も正確に活動す 
るものであることを我々は常々認めてゐる。從つて、云ひ損ひ*書き損ひ、讀み損ひに於いて如何な 
る條件が注意を支配してゐるかと云ふことは-ヴンドの假定(注意の離脫、又は減退)とは 別の假定 
を下さなければならないやうに思はれる。我々が分析に附して来た多くの ff 例に就いて見ても，注意 
の量的減退がその原因であ〇と見倣す權利は我々に與へられてをらぬのである。我々はそれとは 恐ら 
く全然同一でないもの、注意を攪亂す見知らぬ思想の如きものを發見したのである。 

X 

r 書き損ひ』 と r 忘却』との間に、誰か>署名をするのを忘れたやうな場合をさし加へる ことが出 
來よう。若名のない小挈は忘れられた小挈に過ぎない。そ QT な忘却の震し p は、或る 

小說の一節を引證しよう。これはハンス•ヂ，クス博士が氣付いたものである0- 

第六寧 it み损ひと書♦根ひ 二〇ぼ 
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H 常生活の精神分析 二〇六 
『精神分析的の意味に於けろやり損ひ、及び症狀行爲の機制の利用法を、詩人が如何に確實に知 
悉してゐるかの非常に有益な透徹した實例は•ジョン•ガルスゥ*—ジ Joha Galsworthy の小說 ， The 
If id Fhaxii :、 中に發見せられる。富有な中流階級に屬する一靑年が、深い社會的同感と自分の階 
級の因襲との間に立つて逡巡するのがこの作の中心點となつてゐ6。第二十六章に於いては、彼がそ 
の獨創的な人生觀に牽付けられて二三度恩惠を施したことのある或る若い漂浪者の手紙に依つて彼が 
動かされるところが描いてある。その手紙には金を吳れと云ふやうなことは直接的には書いてはな 
い。併し甚だしい貧困の狀態を細々と書かれてはその意味に解するより外はなかつた。手紙を受取つ 
た彼はまづ、いくら遣つても決してよくなりはしない者に金を與へやうとの考へを拒み、その代り慈 
善事業を支持した方がよいと思ふ。同類の一人に救ひの手を、自ら進んで大金を、友達のやうな挨拶 
を與へると云ふことは、而も先方が困つてゐると云ふ ff けの理由で何等利害を顧 rs せずして與へると 
は、何たるセンチメンタルな馬鹿げた話だ！い、加減なところで手を切らなくちや駄0’た！」併し 
彼がこのやうな決心を口ずさんでゐる間に、恰も彼の JH 義感が「嘘をつけ！お前は金が惜しいのだ 
よ*それだけの事さ！」と抗議を申込むかのやうに感ずるのであつた。 

そこで彼女は友情に滿ちた手紙を書く。その手紙は「私はこ\に小切手を同封しておきます。さよ 
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なら。リ チャー ド•シェルトンより」との 文句で 擱筆されてゐた0 

「彼が小切手を書く前に•蠟燭の周りを飛び廻つてゐた蛾が彼の注意を そらしてしまつた。そこで 
彼はそれを捉へて戶外に放り出し H しまつた。併しそ G 間に、彼は小切手が手紙の 中に 入れて ないこ 
とを忘れてしよつた0」手紙は實際その ま ゞ 出してし ま はれたのである0 
併し忘却は•出し惜みをする利己的傾向の 一見 征服されたものが擄頭して 來る ためと 云 ふよりは • 
もつ と 微妙な動機に 因る ものである。 

シ1ルトンは將來自分の舅姑と なる 人の田舍の家で•許嫁、象族、客人等の 間で淋しい やぅな 感じ 
がしてゐた。彼のやり®ひに依つて見ると-彼は自分の周圍の同じ因襲に依つて同じ やぅな 珍 こは め 
こまれたやうな無難な人々と完全に對駿 する やうな過去と人生觀とを有すろ味方を 自分の ために 欲し 
がつてゐたのである。ところが二三日經つて實際やつて來たのは•支へてゐて やらなければ B 分の位 
置に立つこ—へ出來ない T な例の M で、彼篇つて吳れた4ホ挈が封入して ないの 
はどう云ふわけかとその說明を求めに來たのであつた oj 


第六舉讀み损ひと猶>損ひ lloL 
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n 常生活の精神分析 二〇八 

第七章 

印象及び意圖の忘却 

精神生活に對する我々の現在の知識狀態を過大に評價する傾きのある人に對しては、須らく記憶機 
能の如何なるものであるかを惟ぅて卿等の態度を謙讓にせよと吾人は云つてやる必要がある。如何な 
る心理學說も記憶及び忘却の基本的現象を相關聯させて閬明し得たものはない。左樣•吾人が實際に 
觀察し得るところのものを完全に分解することは、未だ殆ど着手されてゐない。今 rn に於いては、忘 
却と云ふことは記憶と云ふことよりも 一®わけの分らぬものとなつて来た。殊に夢や病的狀態の研究 
からして、我々が永い問忘れて.ゐたと信じてゐたことでも忽ち意識へと返り來ることが明かとなつた 
ために、なほさらさぅである。 

實は吾人には多少の見地があるのだが、それが一般の承認を得ることを吾人は期待してゐる。吾人 
は、忘却が一つの自發的現象であつて、それが或る時に發出し来るものである事を假定するのである。 
忘却に於いても、與へられたる諸々の印象の，間に或る選擇がなされるが、それと同じに、その各々の 
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印象や思考の單位の間でも選擇がなされる i 云ふ事を菩人は强調する。あたり まへ ならば忘れられて 
しまふものが1中にこびりついて f •また記憶中に眼覺め來るには相當の條件があるが、その条 
件の二三を； prl 人は知つてゐる。併し： n 常生活の無數の場合に就いて見ると、吾々の認識が如何に不十 
5なものであり不谅足なものであるかと云ふ事が分るのである。例へばこ X に一緖に旅をして共通勺 
な外的印象を受けた二人があるとして、 W く經つてからその二人が商分等の印象を語り合つて〇 るの 
を聽いてゐて御覽 f い。一方の人 G 記憶にしかと殘つてゐる事を•他の方の人は宛もそれが起らな 
力つたかのやうに忘れてゐることが屢々である。ょしんばその印象が一方の 人に 對しては他方の 人に 
塾してょりも、精神的に IIW であつ たとは 云へないやうな場合に於いてもである。如何なる*機が sa 
憶の選擇力を決定するか、その多くは我々にはまだ明かに知られてはゐないのである。 

何か忘却の條件であるか、それを知ることに多少の貢獻をなしたいと思つて私は、自分自身の忘却 
の個人的の場合を精神分析に附する慣はしにして来た。槪して、私は自分にその忘却がを かしい、 こ 
れは覺ぇて ゐさうな ものだのに忘れるのはを かしいと 思はれる やうな 一團の場合 だけを 取上げて來 
た。更に私はこれだけは斷？ f たく思ふ、それは私が物事(自分の學ん慕は ともかく、 自分の 
經驗した物事)をあ t 忘れない方であ f 云ふ事だ。また私は若い頃 S 一時には記憶 S 非常な離れ 
第七窣印象及び意11の忘却 -5^ 
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日常生活の 精神分析 二 一〇 
業を演じて見せる事が出來たと云ふことだ。私の學童時代には自分の讀んだ本のその頁を空で云ふ位 
の事は何でもないことであつた。また大學に這入る前には科學的內容の通俗講演ならそれを M いた直 
後には殆ど言葉までそのま、で文章に書き下すことが出來た程であつた。最終の醫學上の試驗のため 
に緊張した時にも、私はこの能力の餘りを用ゐたものと見ぇて、或る問題に於いて私は自分の思ふや 
うな答案を試驗官に提出したのであるが、それが教科書とそつくりそのま X であつたのである。而も 
私は敎科書をたつた一度き〇、非常に急いで眼を通した ゞ けであつたのだ。 

自分の記憶の繰縱力はその時分以来•たん < と衰へて行つたが、併し最近に於いては、自分は或る 
技巧を用ふると普通では思ひ出せないことまで思ひ出すことの出来るものであることを確信するやう 
になつた。例へば、或る患者が診療時間中に來て、私が以前に彼に會つた事があると云ふが、その事 
實も時日も自分に想ひ出せないとすると、私は&分で探つて見るのである。つまり、私は現在から逆 
登つて幾年かを念いで心の中に思ひ出すのである"何かの記錄や確證が患#の方から出て私の想起力 
、を助けて吳れると•十年以上の場合でも半年以上も間違ふことは殆どない o ( 一)一寸とした，54：ひの者 
に會つて、禮儀としてその小さい子供の事を尋ねるやうな時も同じである。相手が子供の生長に就い 
て話すならば、その子供は今幾つ位になつてゐるか>思ひ出せる。父親の語るところに依つて見 當を 
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つけて大低はーヶ月か、大きな子供にしても 三 ヶ月位し か 間違はない。そのくせ•何に 依つてこの 見 
當をつけるかは1ながら分らないのである，近頃で—は非常に大膽 li な？ • I の方から 0發 
的に餐をつ けV 云 ひ 出すが、而も挈？供に就いて何も知らない事を 暴露して父親の氣を惡くす 
るやうなことは 滅多にない。 この T に SIS — 墨を•それょり4 S かに SS なる 無 
意識的記憶を誘發 することに 依つて眼覺 めしめるのである0 

【 S 3】 ( 一)普通には話を して ゐる間に、最初の麗當^の事が意識に 上つて來る ものである。 

そこで 私は、多くは自分自身が觀察 したところの-忘却の,へ實例二三を報吿する であらう。 
® は印象及び蠢〔の忘却 (つまり 知識の忘却) と 、 m 養意圖) •卽ち爲ないでおいた事の忘却とを區別 
する。多くの觀察の結果は I つた f とつた 〇 これを 定理の 形にすると かう である 。— St 
1-口に於ぃて' 忘♦乾 s :'®' sf : ンな?:い。 

( A ) 印象及び知識の忘却 

(一 ) 或る年の贫、私はそれ S 何でもない事のために妻に對して非常に 怒つた。 我々 は 共同 食 奉 
に、•井ィンから來てゐる或る紳士と向ひ合つて座つてゐた。その紳士を私は知つてゐたし、先方でも 
第七草印狻及び意鬪の忘却 =一 
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B 常生活の 耥神分析 二 r 一 
私を多分想起してゐる事は分つてゐた。併し、私にはこの舊知を復活させないやうにとの班由があつ 
た 。私の妻は，： e 分の前に座つてゐる男の虛名だけを聞いてゐるものであるが、その與が P 人と語り合 
つてゐる事に聽入つてゐる樣子を露はに示したものである。何故ならば、彼女は時々私の方に向いて 
彼等の話に糸口をとつた事を私に尋ねると云ふ有様であつたからだ"私は我慢出來なくなつて遂に怒 
つてしまつた。數週間の後に、或ろ親戚の苕に向つて襄のかうした態度に就いて不平を鳴らしてゐた。 
併し私はその紳士の#話の一語をだに想起することは出來なかつた。私は平素はどつちかと云ふと執 
念深い方で、腹の立つた點など細かいことまでなか<忘れられない方であるが、この場合に限つて 
忘れた と云ふのは 恐らく 妻の事に氣を とられて ゐた、めであらう。最近にもまた同じやうな經驗を し 
た。ほんの二三時間前に妻が云つた事を話して或る親友と笑ひ合はうと思つたの^か*どうしたわけ 
だか、その妻の云つた言葉が. どうしても 思ひ出せないために その 計畫は駄吕になつてしまつた Q 私は 
まづ妻に向つて，彼女が何と云つたのだつたつけねと訊かなければならなかつた。この場合に於ける 
.私の忘却は、我々に最も近しい繫累に關す〇判斷の攪亂のために我々が動かされる、そのやうな攪亂 
の典^的なものに似てゐることは容易に分るのである。 

(二)，井 ィンには 始めて來た或る©人のために、彼女の書類や金員を 人れておく小さな 鐵製の手提 
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金庫を心 SS してやることを私は引受けた。私がそれを引受けた時には、その やうな 器具の竝ん でゐる 
ところを見た建物が市内の目貫の所に立つてゐる影像があり<と眼前に彷彿したのであつた。私は 
その街の名を想起すことは出來なかつたが*併し市中を散歩してゐ る內！ J は ft にその店の前に出るに 
違ひないと感じて〇た。何となれば， S 分の記憶ではその店の前を何度となく往来した ことがあ つた 
からである。ところが、私は 市中の 目 貫の所を縱撗に步いて見たが、金庫店の ある 建物を發見す るこ 
i が出來ないで、焦々して來た。そこで私は營業案內で搜す ょり 外に途はな いとき め、もしそれでも 
搜出す ことが 出來なければ、市中の第二圈に行つて搜して見ょうときめた。 併し•そんなに 骨を 折る 
にも 及ばなかつた〕案內記の住所錄中に、私は0分の忘れてゐた家が直ぐに發見出來た 。私が その飾 
窓の前を幾度となく通過ぎ たことは 事實 であつ た。併しそれはこの同じ建物の中に隨分幾年もの間住 
んでゐ た M 家族を訪れる度&に通り過ぎたのであつた"これほどの親交も全然疎遠になつてしまつた 
後には1 私は その家竝びにその近所を出來るだけ避けるやうに氣をつけてゐ た。と 云つて、別に 自分 
の行動の理由を考 へ T V はなかつたのである。飾窓に金庫を尋ねて市中を歩き廻る時、 私は その近所 
の何れの街をも步いたのであるが、 併し 肝心の街は宛もそれが禁斷の地ででもあるかのやうに避けて 
ゐ たのである J 

笫七筚印象及び意園の忘却 一一一三 
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B 常生活の精神分析 一二四 
この%合に於いて、私をして搜し得ざらしめた不快の動機なるものは首肯出来る。併し忘却の機制 
は上述の實例に於ける T に、それほ S 純ではない e である。私の墨は勿論金庫の製造人に關し 
てゐるのではなく H 、 私がその人に就いて何事言知—欲しない彼に關 してゐ るので あ？、 後には 
私の反撥は後者から こ s 事件に移つ T 來、さうし H こ0 忘却となつたのである。同様に、 さきに述べ 
たブルクハルト Burckha a の場合に於いても、一方に對する不快が他方の名前を 書き誤らせた ので あ 
る。この場合では名前が同じであるために，^異つた墨の流に聯結をつけたのであるが、簾の場 
合に於いては場所が近接し連續して ゐる ために兩者が結ばれたので ある。 それの みならず、 後者の場 
八"に於いては兩者は 一®密接に結びついて ts だ。何となれば•こ s 家に住んで t 家族との棘隔 
には金が大きな役割を果すものだからで ある。 

(三) BR 社から その 社員の一人を來診して くれとの 依賴が私に あつた。 この 社のある 建物へ行く 
^^1- て私はその家へ旣に幾度も出向いたことのあるやうな氣が 頻りにして 來た 。私ょ 下の 方の 皆 こ 
この社の?？板を常々見たやうに思ふのであるが、而も自分は上の方の階に向つ て 往診に赴きつ、 ある。 
併しながら•自分はど s 家がそれであるか*また何時私がそこを訪れたか•想ひ出す ことは 出來 なか 
つた。抑々こんな ことは どちらで もい、 事で あり、また 何等重要 ^ことでもないのに、而も仏 次 それ 
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を問題に し、 S 例に依つ Hf くどい 道 f ? り、 これに—し S の蓮す—まぐな思想 
I 集めて、 B — のあるょり一つ上の 階には、鼻—々 来診したことのあるフ4シャ1館 f ぎ 
Fir の あるこ i 私は 知つた。今や私は 社と 館と を 包含す る 家を も知つ た。 

併しながら•如何なる動機がこのやうな忘却を—しめたのであるか、なほ私には見當がつかなか 
つた。この會社墨に關しても、フィッシャ—館に關しても•そこにゐる患者に關 しても、 私には？ 
不快な記 I なかつた。その震忘？ —ものが非常に苦痛 f のに關して ゐな いこと i 
には謹された。 f でなければ、先の實例の場合のやうに 外的 f の▲けを借りる ことなしに、 
忘れたものを迁路を迎つて摑む事は出來なかつたわけである"最後に思ひ當つたことは•新 a 者往診 
のために出掛ける丁—に、或—に5で挨 f 兗が、その人の何者であるか i 出すのに隨 
分—折つたこ冬あつた。 f 月前に私はこの人を相當の重態に於い 55うし5 行 的の麻薄 
との診斷を下した？あつたが•併し後になつ T 彼の全快した こ 忘、つ fl 診で あつたこ 
I 知つた。麻 S 痴 sfe いて i 通場 f れる病勢輕減 i を、？がこの 患者に就いて見 
たと S こ得ることでなかつたか 。 f II らば•私の—4正しかつた の 
である。こ s 謹—響が働いて • SS 社の近隣の館を忘れ—うにな2ので S 。— して， 
第七寧印象及び意岡の忘却 




集全學析分神精ドイロフ 


日常生活の精神分析 一二六 
忘れた事を發見しょうとの私の興味は、問題の診斷のこの場合から移されてゐたのだ。併しこ3密接 
ならぬ關係が内的聯想に依つて結ばれる事になつたのは、名前が同じであるためである。期待に反し 
て全快した人はやはり、私にいつも患者を推薦してくれる或る會社の社員である。さうして私と一緖 
に•その問題の麻痺性患者を診察した醫者はやはり•その同じ建物にあつて私の忘れた館と同じく 
フィッ シャ li 云ふ名であつた。 

(四)物を骰違へると云ふことは物を®忘れると云ふこと X 同じ意義のあることである。蛮最や本 
を扱ひつけてゐる大低の人々と同じやうに、私もまた机のまわりをょく見當がついてゐて自分の入要 
なものは一氣に捜し出せ6やうにしてある。他人には亂雜に見ぇても，自分にはチヤンと秩序が立つ 
てゐるの’た。では*何故に私は‘さき頃自分に送られたばかりの或るカタログを置違へてどうしても見 
付け出すことが出來なくなつたのか。そればかりでなく、そのカタログの中にある『言語に就いて』 

, d : berdiespraclles と云ふ書物は*その文體が生々として私は好きであり、またその心理洞察力と文 
化上の知識とを私が鑑賞したいと思つてゐる或る著述家の作であるから、自分が注文したいと思つて 
ゐたのではないか。ところがそれこそは私がそのカタログを置忘れた理由に外ならぬと私は思ふので 
ある。私はこの著者の書を啓發のために友人たちに貸してやるのが習はしになつてゐた。ところが數 
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日前に•域る人が自分にその著#の書物の一册を返しに來て云つたことがあつた。—— r この著#の 
文體はそつくり貴方の文體ですね。それに物の考へ方も全く同じですょ。』と。その人はさう云ふこと 
に依つて如何なる事に觸れつ、あるかと云ふことは知らなかつた。幾年も前に-私がまだ若くて人を 
あてにするやうな氣持の强かつた頃に、或る年長の同業#が今のと同じことを私に云つた〇その同業 
者に對して私は或る知名の醫學者の文章を推薦したのであつた。『文體と考へ方も貴君にそつくりだ』 
と彼は云つた。非常に感化を受けて私はこの著者に手紙を出し親交を求めたが、併しその返事は甚だ 
冷やかなもので*私は自分の殼の中に引込んでしまつた。多分現在のこの經驗の背後に•もつと以前 
の、おや^^と思ふやうな經驗が匿れてゐるものであらう。私は®忘れたヵタログを見付け出すこと 
は出來なかつたから’： U 。 で、私はこの事實のために問題の#物を註文することを實際上差控へること 
になつたのである。而も、私はその書物の名と著者の名とを記憶してゐたのであろから、ヵタログが 
なくなつた位では書物註文の眞の障碍にはならなかつたのではあるが I 〇 

【註】 (！) フィッシャ I Th . Vischer 以来、偶然は對象の悪意 U 歸ぜられてゐるが、さう云ふ風なさま t な偶 
然 U 對して II 私は同_な說明か下したいと思つて， Q る。 

(五)こ、にまた 一度 {1 忘れられて、後に再び見出されたその見出された 方が 面 ft いので注意に價 
第七章印象及び意阔の忘却 二一七 
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日常生活の精神分析 ニー八 
すべき置忘れの一實例がある。或る若い男が私にかう Is した。 —— 『數年前に私達夫婦の間に或る誤 
解がありました。妻はあまりに冷淡であると私は思ひました。さうして私は彼女のょい性質を十分に 
認めてゐたのに拘らず、吾々は互ひに優しみのない態度をとり合つてゐました。或る日、彼女は散歩 
に出て、私の興味を牽く書物を買つて持つて歸りました。私はこのやうな「配慮」のしるしに對して 
感謝し、何れ讀むからと云つて片付けたのですが、それがどうしても見付からないのです。幾月は過 
ぎたが*その問私は時々その失はれた書物を思ひ出し•いろ <搜して見たが駄目でした。約半年の 
後に、我々とは別居してゐ〇私の實母が病氣になりました。私の妻は我が家を離れて、自分の姑を介 
抱するために•出掛けました。病氣は重態となり、それが彼女としてはその最も善い一面を發輝する機 
會となりました。ある晩、私は妻の行爲に感激し感謝しつ、我が家へ歸つて來ました。私は自分の机 
に寄り添ひこれと云ふ定まつた目的もなく、併し夢遊病者の確實さを以てその机の或る抽斗を開けま 
した。ところがその中の一番上のところに、置き忘れて永い間搜してゐた例の書物がありました。 

置忘れの動機が分つた時に再發見がわけなく出来た點に於いて右の實例と一致する置忘れの一つの 
場合を、シュテルヶ J . ssr : rcke が述べてゐる。 

(六)『或る若い娘が布片で襟を推ぇ やうと 思つて、つい切損つてしまつた。 それで隣り の女に來て 
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それを直心て貰ふことになつた。隣りの女が來て、娘がその切損つた襟を糙に入れたと信じた抽斗か 
らそれを出して見せょうとした時に*それがどうしても見付からなかつた。娘は一番下のを上にひつ 
くり返して見たが出て來なかつた。彼女は いら <してど うして 布は急に見ぇなくなつたのだらう、 
妾は多分搜し出したくないのかしらと自問した時に*彼女は襟のやうな簡單なものを仕損つたことを 
隣りの女の前に恥ぢてゐるの、たと云ふことが分つた。さう考へると彼女は別の簞荀の前へ行き、今度 
は少しもまごつかすにその切損つた襟を取出して持つて來たのであつた。 

(七)次に揭げる置忘れの實例は，精神分析者ならば誰しも知つてゐる一つの型にあてはまるもの 
である。而もこの置忘れをやつた患者自身がその解決の途を自分で發見したのだと云ふ事を•私は云 
ひ添へておきたい。 

『精神分析治療を受けてゐた或る患者-丁度夏休みで治療が中絕してゐたのが抵抗と不健康の狀態 
にあつた時期に當つて〇たが、その當時或ろ晚に彼は着物を脫ぐ折に、鍵束をいつものところに置いた 
つもりであつた。やがて彼はその翌日(治療の最後の日)には旅行に出なければならないことを想起 
した。治療の最終日と云ふので•謝金を拂はなければならないことも思ひ出した。それで彼は、金も 
しまつて ある 抽斗の中からなほ二三の物を取出したいと思つた。ところが肝心の鍵が！見ぇない？ 
第七寧印象及び意圖の忘却 二一九 







集全學析分神精ドイロフ 


日常生活の精神分析 二11〇 
彼は自分の大きくもない住居所を組織的し*併し段々亢奮しつ、搜した。 —— どうしてもない。その 
時•彼は鍵の「置損ひ」が微候行爲である事•か、從つてまた故意的のものである事が分つたので、召使を 
起し「囚はれざる者」の助けを借りて搜索を續けることにした。一時間の後に•彼は搜索を打切り、 
鍵を失くしてしまつたのでないかと思つた。翌朝になつて彼は家具商に命じ、急いで合鍵を持ぇさせ 
た。家の方へ同車して來た二人の知人は、彼が車から降りた時-何か地上にガチリと音して落ちたの 
を思ひ出すと云つた。で、彼は鍵が•ホケットから滑り落ちたのだと思ひ込むやうになつた。夕方にな 
つて召使は意氣揚々として鍵を彼にさし出した。鍵束は大部の書物と薄い小册子(私の一門弟の著作) 
との間に挟まつてゐた。彼はこの小冊子を夏休み中の讀みものにしたいと思つてゐた。鍵束はまさか 
そこにあるとは何人も考へないやうな巧みさでそこに置かれてあつた。彼自身でもそれを元通り見ぇ 
ないやうに置くことは出来なかつた。祕められた、然し强烈な動機のために、或る品物を置損ふ無意 
識的の巧妙さは、人をして「夢遊病#の確實さ」を思はせる。その動機と云ふのは、勿論•治療の中 
絕したことを面21 く思はなかつたのと、ま•た病氣がょくもなつてゐないのにこんなに高額の料金を拂 
はなければならない事を私かに憤慨してゐたこと ゞ である0』 - 

(八)六リルは報吿して日く、或る男があつて"彼は自分 S 興味のない或る社交的#合に參加する 
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やうに妻君に强いられた。妻君の懇願默し難くて、トランクから衣服を取出さうとして、急に髯の剃 
つてないことを思ひ出した。さて髯をそつて歸つて見ると，トランクには錠が下してあつた。ところ 
が、いくら熱心に搜して見ても•それの鍵が見付からない。錠前屋も日曜日の晚だからゐない。で、 
二人は會には遺憾ながら出席出來ない33を報$1してやらなければならなかつた。次の朝トランクを開 
けて見ると、失くなつた鍵はその中に人つて〇た。亭主は放心狀態で鍵をトランクの中に入れたま、 
で錠前を下してしまつたのだ。彼はこの事が全然意_的でなく無意識的であつたことを保證してゐる 
が、併し我々は彼がこの社交的會合に出たくなく思つてゐたことを知つてゐる。鍵の®損ひは、それ 
故に、全然動機がなかつたのではない。 

ァー ネスト•ジョ ー ンズは煙草を喫ひ過ぎて健康を害した場合には•何時でもパィブを置違へろ習慣 
のあることを自分で氣がついたと云つてゐる。さう云ふ場合には，パィブはまさかと思ふやうな、ま 
た通常 M きつけないところに置いてあるのであつ.た。 

(九)或る無難な場合で、その動機を本人の承認してゐる實例をドーラ.ミュラ—0_3目气か報 
吿してゐる。- 

エルナ孃がクリスマスの二日前にかうた。——『まァ考へても下さい、妾は昨晩，妾の胡椒菓 
第七草印象及び意岡の忘却 ニニ】 
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B 常生活の精神分分 ニニニ 
子の包みから取出して喰べて〇たのですが、その時 S 嬢(彼女の母親の社中の女)がお休みなさいを 
云ひに來たら、その菓子を少し分けてやらなければならぬと考へてゐました。本當は與りたくはなか 
つたのですが、併しそれでも是非さうしようと思つてゐたのです6程へて S さんが見ぇたので•妾は 
机の方に手をやつて包みを取らうと思つたのですが、そこにないのです。で、搜して見たら、妾の戶 
棚の中にしまつてありましたの。だつて•妾は自分で知らないで、その包みを片付けてしまつてゐた 
のですもの。』分析の必要はなかつた。本人は自分で這般の事情をよく承知してゐたから。お菓子を 
自分だけで持つてゐたいと云ふ感情は抑壓されてゐたのだが•それでもなほそれ自身の行爲となつて 
表れ出たのである。が•勿論この場合に於いては*綾いて起つた意識的な行動に依つてその感情は戾 
されることになつたのである。(國際精神分析學雜誌、三卷、一九•一五年) 

(十)ハンス•ザックスはそのやうな fa 忘れのために営て仕事の責務から免れたことのある話をして 
ゐる。 —— 『過ぎた日曜日の午後、私は仕事をしたものか、それとも散步に出てそれからその足で友 
達を訪れ〇ことにしたものか、どうしようかと暫く迷つてゐた。ところがその思惑の後に、私は仕事 
をすることに決心した。約 一 時間の後に、私は0分の用紙の蓄へが盡きてゐるのに氣がついた。併し 
私は何處か抽斗の中に旣に數年來、一束の紙を保存しておいた事を知つてゐた。ところが、その紙を 
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探ねて私は S 分の机の中やそれのありさうに思へるところをあちこちと搜し•これと思ふような古い 
本や小册子や手紙類などを引繰返して見たの’たが*どうしてもない。そこで私は自分の仕事を中止し 
て出掛けざるを得ないこと i なつた。夕方になつて家に歸り、ソーファに腰を下して•眞前に立つてゐ 
る書棚をほんやりと考へながら眺めてゐた。その時、一つの抽斗が私の眼についた。さうして私はそ 
の柚斗の內容を隨分久しく調べて見なかつたことに氣がついた。そこで私は書棚に近寄つて、その抽 
斗をぬいて見た。一番上には革製手鲍があつて、その中に白紙が這入つてゐた。併し、私はその紙を 
取出して机の抽斗にしまつておかうと思つた時に、始めてこれこそ私が午後に搜しあぐんだその紙で 
あつた事を想出したのであつた。なほ私は、他の事にはあまり仕末がよい方ではないが•紙の事とな 
ると非常によく氣をつけて扱ひ、まだ使へさうなのは僅かの殘りでもちやんととつておく方だと云ふ 
ことも云ひ添へておかねばならぬ。この時の忘却の本當の動機が失くなつた今、この忘却を直ちに是 
正してその在りかを吿げたものは、本能的に培はれてゐるこの習®であつたことは明かだ〇』 

S き忘れのいろ <な場合を通覺すると •© き忘れなるものが常に一つの無意識的意圖の結果に外 
ならぬことを認めざるを得なくなるのである。 

(十1 ) 一九〇一年の夏、或る時、私は學問上の問題に關して當時盛んな思想的交換をしてゐた一 
第七草印象及び意國の忘却 ニニ三 
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R 常生活の精神分析 一二一四 
友に對してかう云つて遣つた。 —— この神經症上の問題は、一個人が本來兩性的なものであるとの假 
定の基礎に完全に我々が立脚する場合にのみ、解決することが出來るの.たと。それに對して私はかう 

云ふ返事を受取つた。-『それは僕が旣に二年半前に、我々があの夕方の散歩をブル……でした時 

に 君に云つたところだ。當時君はそれを聞かうとはしなかつた OJ 實際この やうに自分の獨創を放棄 
せょと出られることは苦痛である〇私はそのやうな會話も•私の友がそんな說を吐いた ことも 思 ひ出 
せなかつた。我々の內何れか一方が己を欺いてゐるのだ〇ところが航がに郤合がょいかの原时に從へ 
ば、欺いてゐるのは私でなければならぬ。實際、その次の週の間に、私は友の云つた通り I 切を思ひ 
出した。私自身その當時に、『私はそれほどには考へない、そのことは論議す ろ氣持 もない』 と答へ た 
ことを想ひ起した。併し、この事あつて以來•私は當然自分の功績であるところの思想に關する醫學 
上の論文に自分の名の出てゐないことを見ても*寬恕することが 一»出來 るょうになつた。 

妻君への批難 —— 離れ^-になつた友情 —— 醫者の處方箋の間違ひ —— 同業の故の排擠 —— 他人の 
思想の刹竊など—これ等の苦痛な題目に觸れないと*手當り次第に擇んだ忘却の數々の實例の解決 
がつかないと云ふことは偶然ではない。誰でも自分の忘却の下に橫はる 動機を調べて引出さうとする 
ものは、 これと 等似た不快の見本 力— ドをなほ差加へ て行くことが 出来る であらう i - 私は S ふので 
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ある。面白からぬことは忘れょうとする傾向は誰しも膂く持つところであると考へられる〇 それをど 
の位にうまく忘れるかと云ふことは、勿論人にょつてまちく.であ6。我々は醫師としての仕事をし 
てゐる內に f 忘却を通り越して否定に疆するが、それは SL に歸することが出來ょうと思 
ふ。二)こ？うな忘却に對しては、我々の考へ方では、否¥忘却との區別を純然たる心理的關係に 
限定する？ある 。 f し H これ等二つ S 應作用を同一動機の表？麄すことが？れるのであ 
る。不快な獲を患者 s 近親 e 者が雲する實例を私は f 觀察し來つたが、その内 g に變つた實例 
として私の記憶に殘つてゐるものがある。 

【隸】(一〕我々が或る人に、君は十年 か 十五年前に黴毒性の^^に罹つ たこと が あるかと 訊いた とする〇その 時 
相手が この 病氣を、例へば激しいリゥ マチスのやうな 霞と心理的には全然別な態度で扱つたと 云 ふ 
ことを、我々は甚だ忘，^いもので ある。 —— /# 經症の娘の事に就いて その 兩親が忘却してゐ たこと 
を想ひ出すのは、何處までが忘れてゐ たこと で何處までが匿されてゐた ことか、その 間の區別を 正確 
に見るのは殆ど不可能で I 。何となれば、娘の將來の講 QM になる やうなことは 匿に依つ て 
紐織的に取除けられてゐ るから だ、 つまり 抑 ^されてゐる からだ。 I 最近に肺病で その 愛妻を央つ 
た或る夫が、醫者の質問に間違へ て 答へた場合を次のやうに私に報吿して ゐる。これなどは 以上 述べ 
た忘却の理論に依つてのみ說明することが出來る 0 『私の妻の胸膜炎が幾週經 つても去らないので 、 P 
第七窣印象及び意 lil の 忘却 一一て E 
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日常生活の精神分析 ニニ六 

博士に來診を乞うた。病氣の一:過を尋ねる內に、例に依つて、私の妻の家族中に何か肺の證に罹つ 
たものはないかと云ふ問ひがあつた。私の妻はないと云つたが、私自身4思ひ出さなかつた〇 P 博士 

が辭去しょうとする際に、談はたまく保養旅行の事に及んだが、その時妻はかう云つた、- X .、 

それにランゲルスドルフには私の兄の墓があるんで御座いますけれど、あそこまで行くのもなか^^ 
大變な旅行で御座いますからと。この兄と云ふのは永年の結核をわづらつた後に、十五年ばかり前に 
死んだのであつた。私の妻はその兄を非常に好いてゐて、.^にも B 々その兄の事を話して聞かせた。 
さう云へば、彼女の病 M が胸膜炎たと診 lir された時、彼女は非常に心配して悲しげにかう云つ たこと 
を私は思ひ出した。私の兄さんもやつ狀り肺の_で死んだのだと。併しその記憶は非常に强く抑 M 
されてゐて、 gii に述べた會話でランゲルスドルフへの旅行の話が出た後でさへも、彼女は家族に この 
§の者のあつたこと云はうとはしなかつたほどである。私自身は、*がランゲルスドルフの話を始 
めたその瞬間に、この忘却の事がチラと頭をかすめた〇』—これと金く似たやうな It 驗を、ァーネス 
卜•ジョーンズは^: me 中に旣に引用した彼の著述中で述べてゐる〇或る醫者の#君が診 M 上不明な威 
る腹部の® M に罹つた時、その醫者は慰めるやうにその蒌に云つた 0 『でも、お 111] の家族には結核の病 
人は出てゐないんだから、まァい、やね。』それを聞いて_君は非常に驚いて云つた。『ぢや ァ 、あん 
たは忘れたのですか、妾のお母さんは結核で死んだし、私の姉.も結核で醫者か ら見放され 一：^ らやつ 
と洽つたのですのに……？』 

今では思春期にあろ息子の少年時代のを私に話して、或る母親が云つた。その^^子は彼の兄弟姉 
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妹たちと同じやうに少年時代中夜尿の癖があつた。この夜尿なるものは神經症患者の經過 中に於いて 

? 或る意味 s ? se である。二屋 I 、彼女が 8 S 合は如何—かと 555 に、 

私はこの青年に鐘質上病的 G 素質 S 候 sf ことに 就いて彼女 s 議—してゐちか、その時 私 
は一時忘却されてゐて想ひ出した例の夜尿の話を持出した 。すると 驚いた ことには、彼女は 息子に ょ 
そ A な こ i はなか•つたと云ふので ある 〇他の子供たち にも そんな ことは なかつたと云ふので ある。さ 
うして遂には、どうしてそんな事を云ひ出すのかと 私に 反問す るのである〇已 むな く 私は、彼女が只 
今は この 通り忘れ Ht が、 そ©少し前に彼女鼻がそれを 私に 話したのだ t 」 云？聞かせた〇 (〇 

〔!£】(一) 私がこれ等の諸頁を書き下してゐた間に、次の やうな、 殆ど信じ難い忘却の實例か私に起つたのであ 
る。一月一日に私は励料の請求を出さうと思つて自分の診察■調べてゐ ると、 六月一日の條 下に 
M—I と 15名前が—。これは誰の事だか、私には とんと 思 ひ 出せない。 S 讎迄に 震げて 
I 私はその患者を療養所に於いて取扱ひ、而も幾週もの間毎—の患者の許に 通つてゐると云 
ふの たから、 愈々以 SQ 驚き §し た。そ QT な條件の下に扱つ鱼者を、雲たる者が六ヶ月 
繂つや經たぬに忘れるものでは ない。 それは男であつたかな、 麻 塊症患者で あつたかな、それとも利 
益の ない 患者であつたかな•私は自問して見た。遂に、 謝金 ■の L ' yL ' がつ けて あるのを見て、 一 
切の 事が記憶に 蘇生つて 來た。 M—I は 十四歲になる少女で、私の後年の E も重要な 硏究對 象で あつ 
第七窣印象及び意圖の忘却 二二し 
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日常生活の精神分析 ニニ八 

て、私が到底忘れられない與商をした實例であり、またその成行が私には數々の苦痛の種となつた場 
合であつた。この少女はまがう方なきヒステリーに罹つてゐたが、私の世話で直ぐに、さうして完全 
に癒つたのであつた。このやうに全快してから、この少女は兩親に依つて私の許から引联られたので 
あつた。ところが彼女はなほも腹部の苦痛を訴へた。この腹部の痛みと云ふのは彼女のヒスナリー症 
狀に於いて主な特色となつてゐた。ニケ月の後に、彼女は腹部の腺の肉腫のために死んでしまつた。 
殆ど先天的にヒステリーであつたこの少女は腫物を發病の源動力として採つたのであつた。さうして 
私は騷がしいが併し無難なヒステリーの顯現に惑はされて、醫谐の眼を眩ます不治の病の最初の徴象 
を多分見落したのであつた。 

我々はまた健全な-神經症ならぬ人間に於いても、苦痛な印象の想起や苦痛な思想の追憶は抵抗を 
受けるものである ことの 證據を■富に發見するのである。(こ 

【钱】(一)ビッ.ク >• Pick は近頃『精神病及び；1.綷症に於ける忘却の心理に就いて』の中で、記憶に對する感 
_要素の影響を認め、また苦痛に對する防禦的努力が忘却に導くものである事を知悉してゐる學者 
たちの名を集めてゐる。併しこの現象とその心理的決定とを申分なく且つ有效に知つてゐたのは-ーィ 
チヱに勝るものはない。彼はその箴言集の一つなる『善惡の彼岸』の中でかう云つてゐる。それを 
爲せり」とわが記憶は云ふ。「余はそれを13し、答なし」とわが誇りは云ひて一步も退かず。遂に I 
、記憶屈從す。』 
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併しこの事實の十分な意義は、我々が神經症的人物の心理に潜入した時にのみ評 量し 得るのである 0 
苦痛なる感 f 慕め4盒想に對し H 、 我々はこ？うな44ぎ■戴かを S ざるを得な 
いのである。この努力は苦痛な6刺戟に於けろ逃避反應とのみ伍し^べきものであつて*やがてヒス 
テリー症狀を示す機制の大黑柱の一つとなるのである。併し我々は苦痛な記憶に纏はられてそれから 
S れ6ことが出来ないとか、或は悔恨及び良心の苛責としてのそのやうな苦痛な情緖を退けることが 
出來ないと云ふやうな根據からして、か i る防禦的傾向の受容を拒むには及ばないのである。この防 
禦的傾向が常に優位を占め、また心理的諸勢力の莴藤に於いて、他の H 的のために反對の感情を搔き 
立てる諸要素をこの傾向が追出して斷然我意を押通すのだとは、誰も主張してゐないのである〇か M > 
的機構(裝置)の建築的原理として、我々は或 レ ffl > h i£> s> 心 1:1: 抓^ > s> IIJ> )w i:f:I' 心 
することが出來ょう。さうしてこの防禦的努力は一つの下胺なる心理的 M 劃に 所屬 して，上層の區劃 
からは禁壓せられてゐると云ふ氣がするのである。何れにもせょ•右に述べて來たやうな忘却の諸實 
例に就いて見られるやうな現象にまで M つて行つて見ると-このやうな防禦的傾向の存在と勢力とは 
明かで倉。我5多く S 事柄がそれ身に忘れられる事を知つ. U 。 併しそれが可能でない場 
:合には、防禦的傾向はその目標を轉じ、少くとも他の何等かの、それ程重要ならざるものを、卽ち本 
第 七筚印象 及び 意 關の忘却 一三九 
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H 常生活の精神分析 二三〇 
來の不快なものと 聯想 的に結合されてゐるものを、忘却する。 

玆に述べ來つた見方、卽ち苦痛なる記憶は動機のある忘却に、特に容易に陷6ものだとの見解は" 
もつといろくな方而に關係せしめて然るべきだのに、今日ではまだ何等とは云はないまでも、ほん 
の僅かの注意しか索いてはゐない。で、私は法廷に於ける證言の評®に於いて如何に銳くこれを强調 
してもなほ足りないと思つてゐる。(一)法廷の證言に於いては人々は證人の宣誓に彼の精神的諸勢力を 
純化する感化力をあまりに多く容認し過ぎてゐる事は明かだ。民族の傳統や傳說の發生に際し、國民 
感情に苦痛なる動機は記憶から取除かねばならないと云ふことは一般に認められてゐる。なほ E 細に 
調べて見ると、國民傳統の發展樣式と個人の嬰兒時代の追憶との間にも、多分全く類似の事が成立ち 
得るであらう。偉大なるダー斗ンはこのやうな忘却の動機としての苦痛を觀破して、學者のため『黄 
金法』を規定してゐる：§ 

【諡】 ( 1 ) ハンス•グロース Hans Grass 『犯罪心理學』(一八九八年〕 

(二〕ァーネスト•ジョーンズはダー井ンの自傳の中に次のやうな一節を指摘してゐる。これを見&とダー 

井ンと云ふ人は如何に學間に忠實でありまた心理的に銳い人であつたかと云ふことが分る。- 

『私は永年の間、黄金法と云ふのに從つて来た。と云ふのは、何時でも公表せられた S *、 新しい觀 
察なり思想が私の眼につき、それが私の IK の結論と反對してゐる場合には、 te 度直ぐにそれを®^ 
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きにしておくことなのだ。何故ならば、そのやぅな萬實や思想は、 c 分に都合のい、集寶や思想より 
は記憶から一層逸し具いものであることを、經驗に依つて私は知つたからである^ 

名稱の忘却の場合と殆ど M じに•印象忘却の場合に於いてもまた思ひ出し損ひと云ふ事が生ずる。 
その場合もし钉分に問違ひはないとの信念.かあ〇 i 、 それは記憶 3 間違ひと云ふことにな 6 のである。 
精神«患#の記憶の間違ひ I 妄想症に於いては、これが發狂の構成の契機としての役割を果すのだ 

-に就いては莫大な文獻が生れたが"それ等の文獻には間違ひの動機の何たるかに就いては全然見 

$!1らない。この題目はまた神經症心理學に®するからして•只今我々の取扱ふ限りでない。その代り 
に私は私 S 身の經驗からして記憶の間違ひの特殊な實例を擧げておかぅ。こ G 實例は無意識的な-抑 
壓された材料に依つて動機づけ b れてゐ〇ことを、またこの材料と動機との結付き方を-十分明かに 
示すものである。 

夢の註釋に關する拙著の後半の諸窣を書いてゐる間、私はたま <避暑地に〇て！|.臀館や參考餐を 
覘く事がなかつた。それで私は原稿の中へあらゆる種類の參考書や引用文を記憶をたよりに書込むよ 
り外はなかつた。併し勿論それ等をあとになつて直す心算ではゐたのである。 r - I 日夢に關する章を書 
く時、私はァルフォンス•ドーデ— Alplloi Daudot の『ナバブ』 N—0 の中の憐れな簿記係の著し 
第七筚印象及び窓圃の忘却 二三一 
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H 常虫活の耥神分析 二三二 、 

い姿が思ひ出された。この簿記係は作者が恐らく自分自身の白日夢を寓して描いたものであらう。私 
はこの男——その人を私はジョスラン Jocelyn 君と呼んだ^^がパリの街をふらつきながら抱いてゐ 
た一つの空想を判然と記憶してゐると想像した。さうして私は記憶に依つてそれを再現し始めた。こ 
の空想と云ふのは、如何にジョスラン君が奔馬の前に身を挺してこれを停止せしめたか、如何に馬車 
の扉が開いて或る偉大な人物が車室中から出て来*ジ"スラン君の手を取つて、『貴君は私の救助者で 
す。お蔭で命を拾ひました。何なりとお•望みを協へて差上げたいと思ひます〇』と云つたか、などと云 
ふのであつた。 

この空想の再現に於いて多少不正確な點もあらうが、家へ歸つて書物を手にすれば容易に直すこと 
が出來るの.たからと思つて自ら慰めてゐた。ところがさて私の原稿の個所と比較 1 T るためにその『ナ 
バブ』を繰展げて見ると、ジ3スラン君のそのやうな夢を暗示するやうな何物もないのに私は大いに 
恥ぢ、且つ®れた。實は、その憐れな鎵記係はジ"スランなどと云ふ名ですらなく、ジョァイゥ—ス 
Joyouse 君であつた。 

この第二の誤りはやがて第一の誤りであるとこ〇の記憶し損ひへの鍵を供した。ジ"ァイゥ—スは 
女の名でそれの男名た-〇ジ 3 ァイヨー Jcyeux は、私の名フロイド Freud の可能なろ怫譯語であつ 
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た。 そこからして-それ故に私はこの やうな 間違つた記憶の空想を惹起し-それを ドー デ ー に歸 した 
ので あつたら うか。 それは私自身の 所產に 過ぎなかつた の だ。私が 自分で築き上げた白日夢に過ぎな 
かつた の •た。 さう してそれは意識的とならず、或は一度は意識的となつた にしても、また その後 絕對 
に忘れられてしまつたのであつた。多分私は自分でそれを パリ 市中で發明したのだ 〇 パリでは 私太 隨 
分屢々一人で、誰か救助者はないか庇護#はないか i 思ひつ V 市中を歩いてゐた。さうして遂にシャ 
ル コ丨— COt の仲間に入れて K つた。私は シャル コーの 家で 『ナバブ』 の作者に ffi 々會 つた 〇二) 

【!£】(一)さき 頃 私のところへ讀者の内からホフマン FV . Hoffmann の 少年 文糜の一册 を遂られた〇その中て 
私がパリで空想したやうな救助の場面の話が出てゐる。必ずしも普通の云ひ表はし 方でもないのに細 
かいところまで一致してゐて、それが兩方に出てゐる。私がまだ極小さい頃、 it 際に この 少年 文學を 
讚んだことがあ.るのだらうとの想像は全然拒否出來ない。我々のギムナ ジゥム (中學校)の學生岡書 
室にはホフマン全集が具付けてあつて、それを あらゆる 他の精神的營養の代りに生徒たち にいつでも 
提供してあつた。四十三歲の私が他の 人の 作を想 ひ 出した のだと ^ じたところの、 さうしてやがてそ 
れが三十九® e 時の自分 ，： m 身の 所業である ことを 認めざるを得なかつた ところの察 想は、して見 iL 文 
明かに、私が十 S から 十三歲の間に受けた印象の忠过なる再寫であつたかも知れぬので ある 〇私が 
f ナパブ』の中の失^^記係の事だとした救助の空想は、實はた^ H 分目身の空想の道程に過ぎないこ 
と、 なり、また恩惠者や支持渚への待 £i を 自尊心に抵觸しないやうにしたものであるのだ〇で、私が 
麫七窣印象及び意關の忘却 二三三 
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H 常生活の精神分析 二三四 

或る擁護者の恩惠に la つてゐるとの思ひに對し、意識生活に於いて最大の防禦的努力を拂ひ、また似， 
たやうな事の起きた二三の場合を拙く置％&へたのだと云つても、人間の心理をよく知つた人は別に 
をかしくは思はないであらう。このやうな內容を持つた空想のより深い意味と、それ等の空想の殆ど 
到れり盡せりの說明とは、ァーブラハムがその論文『1¢經症の空想影像に於ける父の救ひと父殺し。』 
(一九ニニ年、國際精神分析學雜誌、八卷〕に見えてゐる。 

記憶の問違ひのまた別の®例で、滿足の行くやうに說明され得るものがあるが、それは後に論及す 
べき faus;e r ^ ilaissmc 3 ( 誤てる再認識)に似てゐる。私は患者の一人で非常に名譽心の强い且 
つ實 力のある人に、或る若い學生が近頃『藝術家論、性心理學試論』，， Dor Kf tier , VI eiuer 
sexualpsychologies と題する興味ある論文を物する事に依つて私の門下に這入つて來たと- i ; ふ話をし 
た〇一 年と三ケ月の後に、この齊が印刷になつて出たときに•私の患者は私の始めて報吿したよりも 
前に(ーヶ月前か•或は半年前に)旣にこの書の出版吿示を何處かで、多分書肆の廣吿で、見たことを 
糙に思ひ m すことが出來ると主張するのであつた。その廣吿を見て彼は直ちに思ひ出したと云ふのだ 
が•それの みなら t 彼は 著者が* 名を變へ、 『性心理 學 試論 J シぎ|: •…でなく『餘論』，7 AI * 
……となつてゐたと確言した。併し、なほ細かく著者. 0) 事を尋ねたり* 總ての時 口に 就いて調べたり 
して锐ると、私の患者は何か不可能なことを思ひ出さう i してゐるのだと 云ふ事が分つた。その#物 
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に就いてはそれの印刷前に何處にも廣吿などは出なかつた。少くともそれの出版前の一年と三ヶ月中- 
には出なかつた。私はこの記憶の問違ひを註釋しないで放つておいたが、その内に本人がこの間違ひ 
の•これまた價値あ6改修を行つた。彼は近頃•或る書店の飾り窓に『臨場恐怖症』に關する 一 書を 
見たと思つた。さうしてその#物を調べられ6限りの#店の目錄で搜したのだが見付からない。で、 
私は彼の努力が何故に效果がないかを彼に說明してやることが出来た。臨場恐怖症に關する著書はた. 
、た彼の空想中に、そのやうな書物を自分自身でも書かうとの無意識的決心としてのみ存在してゐろの 
だ。あの若#に負けないやうにやらう•俺もさう云ふ學術書を著して門下に入らうとの彼の野心は、 
あの:：度の記憶の間違ひを生ぜしめたのである。彼はまた後になつて•彼の記憶の間違ひの契機とな 

つた書肆の廣吿には、『创生-發生の法則』，， f—Is 一〕 asQltz del. zeuglm a \ と云ふ書物の事が 115 

てゐたことを思ひ出した。併し彼の云ふ書名が變つてゐるのは、實は、私のせいなのだ。何となれば 
私はその書名を擧げる時に r 試論』の代りに r 餘論』と云ふやうな不正確なことを敢へてした事を想. 
出したからである。 

(B) 意圖の忘却 

第七窣印象.及び意圖の忘却 二三五 
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n 常/ h 活の赖神分析 一三六 
注意の缺乏と云ふこと ff けではやり損ひの說明には不十分であるとの命題を證明す〇には"意 til f の 
忘却に勝る現象はない。意 B は行動への刺戟であつて•旣に栽可を經てはゐるが、併しその實行は適 
當な時期まで延しておかれてゐるものである。さて"このやうにして中間の時期が生じて見ると、そ 
の間に動機に十分の變化が起きて意圖の實驗を妨げることがあらう。併しながら、意圖は忘れられて 
ゐるのではなく、是正せられ止揚せられてゐるだけである。 

何 かすろ; ffij _で〇て忘れると云ふことは* 日々 あらゆる立場に於いて我々に起きることであるが、 
我々は平素それを動機の按排が變つて來 r : からと云ふ風には說明しないで、大抵は說明などしないで 
放つておく。それとも-心理的說明を試み〇とすれば、實行の段取となつて行動のために必要な6注 
意(その意圖の生ずるためには缺くべからざる條件であ〇またその^時に it いては^該行動の自 
になつたところの注意)が、も n 十なくなつてゐるの、たとの假定を下すのである。意圖に對する我々の 
正常の態度を觀察して見ると、このやうな說明の試みは出鱈 a であるとして拒けざるを得ないのであ 
る。私が朝の中に一つの意圖を抱いて*晚にそれを實現しょうとしたとすれば、私は畫間の^ i 二三 
度はそれを思ひ出すであらうが、併し迸間の中終始それを意識してゐなければならぬと云ふ必要はな 
い。それの實現の時間が近付くと共に、突然それが私に思ひ出されて、その意 W せられた〇行 S ! I のた 
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めに必要なる準備に取掛らしめることになる。もし私が散歩に行く時•投函しょうと思ふ手紙を持つ 
て出たとすると、私が常態の人間で神經症患者でないならば•必すしもその手紙を手に持つて入れる 
ベ含郵便箱を搜し廻るには及ばないのである。私は大抵その手紙をポケットに入れて道を歩き、私の 
思想も勝手に移るま、に移らせ、而も私は最寄の郵便箱を見れば自分の注意は動き、1ポケットに手を 
入れて手紙を取出すやうになることを確信してゐるのである。健康者が自分の抱く意圖に對すろ態度 
は、丁度あの『催眠術後の暗示 J と； K つて•醒めて幾時かの後に被術中に受けた暗示の行動を爲すと 
云ふのと全然一致してゐる o ( 一)我々はか乂る現象を次のやうに說明するのが^通である。—暗示せ 
られたる意圖はその實行の時が近付くまで當人に於いて眠つてゐるが、その時が來ればそれは眼®め 
て行動へと當人を驅るの’たと。 

DS 】 (一)ベルンハィム Bernheim 著『催眠術、暗示、竝びに精神療法の新硏究』(一八九二年)參照。 

人生の二種の立場に於いて、心理學莕に非ざる人でさへも、意圖せられたる目的に關しての忘却は 
これ以上還元すべからざる元素的現象として見做さるべきものではなく、畢竞するに許されざ〇動機 
に基くものであることをょく承知してゐるのである。二種の立場と云ふのは、情事と兵役とを云ふの 
である。情人との媾曳に遲れた男は、すつかり忘れてゐたものだからと云つたとて、女の方は承知す 
第七窣印象及び:1:_の忘却 二三七 
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H 常生活の精神分析 二三八 
るわけはない。 K ぐにかシやられるにきまつてゐる。——『一年前には忘れやしなかつたぢやないの？ 
もう妾のことなんかどうでもい i んでせう？ J と。そこでその男は、右に述べたやうな心理的說明を 
以て應へ、用事が重つてゐたものだからと云つて遊れょうとしても、女の方からは I まるで精神分 

析醫のやうに銳く-かう切込んで來られるにきまつのゐる。-『おや^^*一年前にはちつとも 

用事は重ならなかつたと見ぇるのね0』勿論•女の方 とても 忘れる事のあるものだと云ふことは否定 
しょうとは思はないのだ。併し彼女は意識的逃避からと同じやうに-意圖せざる忘却からもまた、氣 
がないと云ふ推論が引出せると信じてゐるのであつて、これは滿更理由のないことではない。 

同様に、兵役に於いても忘却から来た怠慢と意識的無視の結果の怠慢との間の區別を認めない。こ 
れは當然である。軍務の命ずるところは、兵士たるものは何事をも忘却す〇ことが許されない。にも 
拘らす、彼がその命令を承知してをりつ、忘れたとすれば、それは軍隊の命令を果さうと促す動機が、 
それとは反對の動機のために妨げられた、めである。で、點檢の時にボタンの磨いてないのは忘れた 
ためで あると 辯解する一年志願兵などは罰を受けるにきまつて ゐる 。併し この 罰は、彼が もし 『こん 
な慘めな下賤な仕事は私には全然いやです』からと上官に云つた時に受ける！ g に比べれば小さいもの 
である。 このやうに •云は < (苦痛を避けろ)經濟的の理由から、 ffj を輕減 する ために、彼は忘却を 
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tl 實として用ふるか•或は妥協としてそれが出て來るのである。 

軍隊の奉公と同じやうに女中の奉公に於いても、總て奉公に關したことは忘れた、めと云ふことに 
しておく必要がある。そこで忘却は重要ならざる事柄には許されるが、重要なる事を忘却すると云ふ 
のは本人が重要なることを重要ならざること\して取扱はうとするものであるとの事を示す。つまり 
それ等の事柄の重要 さを 認めない.こと、なる。 (3 心理的價値評價の見地をこ\に拒まうとするので 
は•實際に於いて、ないのだ。何人でも自分に重要であると思はれる行動は•心の働きがどうかして 
はゐないかと人から思はれないやうな風に、遂行する事を忘れはしない。それ故に、我々の硏究は多 
少とも第二義的の意_に對してのみ向けられるのである。何となれば、如何なる意 PJ も我々にとつて 
絕對的に無關心なものではないからである。もし無關心であるならば•我々は抑々それを抱くことを 
しなかつたであらう。 

【11】(一) バー ナード •ショウ Bernard Shaw は『シー ザー とクレオパトラ』 に於いて、 シー ザ ー が エヂ ブト 
を去るに當 つて 何事か爲忘れた事を不快に 思つ てゐることに依つて、 シ ー ザーのクレオパトラに對す 
る無關心を描いてゐる。彼はその忘れた事を思ひ出した。それは クレオパトラに 別れを吿げることで 
あつた。これは確かに史實と全然一致する。！シーザーは如何にエヂブトの一小女王を無視してゐ 
たことか。 c ショ ー ンズ前揭害、五〇頁參 照 0 〕 

第七草印象及び意圖の忘却 二三九， 
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日常生活の精神分析 二四〇 
さきに述べて來た機能上のやり損ひの場 ft と同じやうに、今や忘却に依る放任(爲すべぎことをし 
ないでおく事)のいろ^-な場合を自分で觀察したのを1:集して、それを說明しようと試みたが、，そ 
の間に私は、それ等が必ず何等かの不明なる、許されざる動機の干渉に基くものであることを發見し 
た。換言すれば、一つの逆意志とも云ふべきものに歸することが出來るのを知つた。これ等の場合の 
多くに於いて•私は自分を奉公のやうな立場に、强制の下に於いて見出したのである。それに對して 
私は反抗することを全然識めてはゐないものであるから、忘却に依つて示威運動をするのである。例 
へば誕生日、記念日、結婚、昇級などに對してお慶びの挨拨をするのを特に容易に忘れると云ふの•か 
それである。私は絕ぇず決心を爲直すのである。而も愈々以て忘れさうな氣がするのである。私は 
もう一切さう云ふことは廢して、さうして反抗する動機を意識的に容認しようと思つてゐる。その過 
渡の時期に於いて、私は自分の方へも喜びの電報を一定の時期に吳れろと賴んだ一友に對して、私は 
兩方とも忘れるかも知れないと豫め斷つておいたことがある。ところが、その豫曾の的中したことは 
敢へて驚くことでもない。元來かう云ふ場合の悲«の同情の表現はどうしても誇張されなければなら 
ないものであるが、それが私に出来ないのは•自分が人生で苦しい經驗を嘗めてゐるためである。何 
となれば•私の悲喜の同情が僅かしかないのに、それに相當の表現をなすこと•か許されないからであ 
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る。私は M 々他人の僞りの同情を本當/:と思ひ違へてゐた事を知つ てから、 同情を 表現する M 襲に叉 
逆すろのてあろ。.か、勿論•それが社交上必要で ある 事は私 も 認めて ゐる〇 死の 場合に哀悼を 示すこ 
とはこの二重の分裂した取扱からは例外で ある。 お悔みの決心を したならば、 私は それを怠つ たこと 
はない。私の感情の働きかけが何等社交的任務と關係ない場合には-私は 忘却に依つてそれを禁斷せ 
られることは ない。 

これ も そのやうな忘却の一つで あるが、 『逆憲 j として始めに 禁壓 された 意 g が顏を出して、 その 

結果誠に it ハ合の*惡い立場になつた ® 例を、戰時の捕證活の 中から T 中尉が報吿してゐる。- 

虜將校 S 或る宿翕_參#が彼 S 仲間 S 1人に靠 n - れた。彼導ひ S ® 大を避けるために、皮の 
B 由に用ひ得る唯一の勢力機關を利用して相手を遠ざけ、他0 宿舍に移してしまつた。 始めには彼の 
友人の多くの薦めるやうに、 fs 事は しないで•平然として 大人の道を 進 f 矣心して ゐ た。 
i は云ふもの X 、さう する ことは結局多くの不快を伴ふこと であるから、 この決心は彼の 私かなる 願 
望には反するも？あつた。 — そ G 日？前中•この震—督機關 i 圖の下に、士官の名— 
讀上けねば ならな かつた。彼はその同宿の士官たちを旣に長 い 間知つ てゐたので、これまで W て間違 
つたことはなかつ S だ。今日は彼はその靡 S 名？ S 落し P しまつた。で、相手は仲間の者 
第七窣印象及ぴ意鼦の忘却 て41 



H 常生活の精神分析 re _ 
i . 等が旣に出て行つてしまつたのに一人その場所に殘つてゐなければならなかつた。遂にそれが間違ひ 
である事が明かになつ H 彼も出て行つた。その讀み.落された名前は或る頁の眞中どころに判然と載つ 

てゐるのである。-この出來事は"一方からは故意の間違ひであると解せ b れ、他方からは K 違 

ひの如何なるものであるかを知るには誠に適當した苦しい偶然であると解せられた。併し後にフロィ 
ドの「精神病理學」を知るようになつて、本人もこの出來事に正しい判斷を下すことが出來るように 
なつた。』 

他人に對する好意として爲てやらうと約束した事を爲忘れる場合は、同樣に因襲的任務に對する敵 
對と、內的に價値を認めてゐないこと、に依つて說明される。この場合にやがて必ず起ることは釘 
意を與へ务存が_で議にな f 信じてゐるに對し'好意を乞ふ方は簾正しい返答を、『彼に 
は氣がないのだよ。でなければ S はしないのだ』との返答を與へると云ふことだ。世の中には忘れ 
つほであると云ふので、そのために、例へば近視眼考が街頭で挨拶をしなくても大目に見ておくやう 
こ、こ)大目に見ておかれる人があるものだ。—云文間は自分のした小—約束を總1れてしま 
ふ。自分の受けた命令を總 si いで放つて t 。 小1ことにはァテにならない人問であるこみ 
を示す。—して 我々にこれ等の小さな缺點を惡くとらないでくれと云ふ。つまり、これを彼等のん 
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格のせいにしないで、頭のせいにしておいて くれと 云 ふ §一>私は自分では かう 云 ふ 人物に ぶつかつ た 
ことはないし、また さう 云ふ人物の行動を分析し-忘却を選び出して その 動機を發見 するやうな 機會 
も持たなかつた。併し、私は類推に依つてかく斷ぜざるを得ない。この場合は、自分では容認してゐ 
ないのだが他人に對する輕視が普通 以上に 大きいと云 ふのがその 動機で あつて、 それが彼の 本來の目 
的に對する契機を蠶食してし まふのだと。 S 

【!£〕(一)婦人は 無意識心理 過程に就いて 一層 微妙な理解力を持つてゐるので、我々が彼女等を街上で見それ、 
從つて挨拶をしなかつた場合には、その間拔な男は近眼であるからとか、何か考へ事を してゐて自分 
等が分らなかつたのだと云つたやうな、最も明白な說明を容認するょりは、槪 して 機嫌を 損じてしま 
ふ方である a 彼女たちは、我々がも少し彼女等の事を何とか考ベてゐたら、氣がついた害.たとの結論 
を下すのである。 

(三)フェレンチ S. Flczi は、自分の事をかう云つてゐる。彼は平生ょ く 『紙が』 して ゐる方で、彼 
の知人も彼の失敗のあま〇匯々であり、あまりに變つてゐるので呆れるほどである。ところが、彼が 
精神分析で患者を取扱ひ始めてから、この『放心』の徵象が全然^^してしまつた。で、彼は自分の 
自我の分析に注意を向けざるを得なくなつた。人間は商分の寶任を多くの者に擴充するやうになれば 
やり損ひはなくなるものであると信じたのである。そこで彼は^^? は 無意識の コムブレック スに依憑 
する狀態であり、從つて®^分析に依つ て 治癒す ることの 出来る狀態で あると 考へたのであるが、 こ 
第七窣印象及び意圖の忘却 一一四三 
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H 常生活の精神分析 二四四 

れは尤である。ところが或る日、彼は或る患者の精神分析に當つて技術上の間^ひをしたことに就い 
て自分を責めてゐた。するとその日には、以上の放心がすつかり再發してしまつた。彼は街路を步い 
てゐてつまづいた"(治療上のつまづきの表象である。)手帳を家に忘れて衆た。電車に乘らうと思ふ 
と一錢だけ足りない。服のボタンが正しく掛つてゐない。等々。 

(三)ジョーンズはこれに就いてかう云つてゐる。——靈々抵抗がそこに働くのである。だから忙しい人は 
妻から托せられた——その時いさ X か不快だつた1手紙を入れ忘れる。丁度、彼が妻に賴まれた貢 
物を果すのを「忘れ」やすいやうに-。』 

他の多くの場合に於いては、忘却の動機はこれほど容易に發兑出来ない。さうして發見して見ると 
一層驚くのである。さう云ふわけで•私は大分以前に、澤山の往診患者がある場合には、無料患#叉 
は仲間の患#の許へ行くのは^一れても有料患者の許へ行くのは忘れないと云ふことに氣がついた，で 
ある。この事を恥ぢて、私はその日の往診先を朝の內に豫め書きつけてぉく習慣をつけたのであ6。 
他の醫師たちも同じ方法でかうした事をやつてゐるかどうか私は知らない。併しこれで分つたことは 
何故所謂神經症患者たちが醫者に報吿したいと思ふことを手帳に書きつけて來るのかと云ふこと^。 
彼等は自分の記憶の再現力に信賴が出來ないのだ。それは®に正しいのだが、場面は大抵かうして先 
に行つてしまふのであ6。——患者は色々な惱みや相談を非常に長々と繰展べる。それが濟んだあと 
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で®く休んでゐて*さて手帳を取出し、辯解かましく云ふのである。-私は少し書付けて來ました。 

でないと何も覺ぇてをりませんので……0大抵は手帳を見ても、別に變つたことは書いてない。彼は 
總ての項を繰返し、 さう して自分で自分に答へるので ある。—— さうだ、 この 事は もう 尋ねた。彼は 
手帳に依つて恐らくた>彼の神經症狀の一つを、彼が如何に屢々仄暗き動機に依つて自分の意圖を妨 
げられるかと 云 ふこと を、證明 する に過ぎないので ある。 

私は更らに、私の大部分の知人の健康者の持つてゐる痛手に觸れることになるが、私は特に以前に. 
於いては*借りた本を返すのを、得てして、また長い間、忘れたものだし、また支拂ふべきものを忘 
れてゐて延してゐたものだと云ふことを白狀しょう。ついさき頃の或る朝、私は每 n 煙草を買ひつけ 
てゐる煙草店から金を拂はずに出て来た。これなどは忘れたと沄つてもまづ無難な方だ。何故ならば 
私を先方で知つてゐるのだから、翌日催促してくれることを期待出來たからであろ。併しこの此一：細な 
忘却、借りておかうとの試みも、私が前日中に考へあぐんでゐた遣繰算段と關係がなくはないのであ 
る。金錢や所有の問題となると*所謂品性の高い人々と雖も分裂的態度の跡を示すものである。何で 
もかんでも摑んで口の中へ押込まうとした哺乳動物の原始的貪慾は、文明と敎育とを以てしてもなほ 
槪して不完全にしか征服されてはをらぬのであ6。(こ 

第七草印象 及び意！！の忘却 二四五 
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日常生活の精神分析 二四六 
【钱】(一〕主題の統一を期するために、姑く章節の區分を無視して、右に述べ來つたことに就いてなほ、人間の 
記憶は金錢問題に關しては特に一遍頗な態度を示すものであると云ふことを附言しておきたい。何物か 
を旣に支拂つたとの記憶の間違ひは、私が自分自身に就いて知るが如くんば、甚だ頑强なものである d 
利得を漁る意圖が人生の大きな興味から離れて、從つて本来遊戯として自由に赴く所に赴かしめられ 
てゐる場合、例へばトランプの遊びの如き場合には、最も正直な人でも間違ひ、記憶し損ひ、勘定し 
損ひの傾向を示すもので、またどうしてだか分らない乍ら、小さな詐欺を働くものである。そのやう 
な 自由 さがあればこそ、遊戯には或る部分精神を爽かにする特質があるのである。我々は遊戯に際し 
て人の性格を知ると云ふ格言は、それが顯存•的の性格であると思ひさへしないならば、正しい。— 
もし勘定係が同じやうな間違ひをしたとすれば、それは明かに同じ機制に因るのである。1商人の 
間には、さうしたから とて 自分等に何の利益もないのに、た i :' 金の全額支拂や、請求書の支拂や、そ 
の他を延 して おくものがある。これは心理學的に、金の支狒ひに對する逆意志の表現として解するこ 
とが 出來る。ブリルは這般のを箴言的の銳さを以てかう云つてゐる。—『我々は小切手入の手紙 
ょりも請求©入の，手紙を S 忘れ易いものだ』と。(ブリル著『精紳分析、その理論と實踐的適用』一九 
七頁參照) 

私は今まで與へて來た實例に就いては、甚だ平凡であつたやうな氣がする。併し、私は何人でも知 
つてをり、且つ何人もが私と同じに理解して〇る事柄を扱ひ得れば滿足するものである。何となれば 
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私の目的は日常的のものを集めてそれを科學的に利用する ff けの事，たからである。•一般の人生的體驗 
の沈澱物たる叡智が何故に科學の成立に採用せられてならないのか、私には分らないのである。對象 
の雜多なることで.はなく-證明法の確實精嚴であり、出来るだけ廣汎に妥當するものを求めてやまぬ 
ところに學的勞作の本質的特徴は存するのである。 

多少の重要さを具へた意圖と雖も、それと撞着する仄暗き動機が擡頭するや否や、忽ち忘れられて 
しまふことは、我々の一般に知つてゐる所である。これほど m 要ならざる意圖に於いては、我々は忘 
却の第二の機制を認める。卽ち、他の事柄と意圖の內容との問に外的な聯想が出来上つて、そのため 
に逆意圖が他の所から意圖の方へ移されるのである' 次の實例の如きはこれに屬する。——私は美 
しい吸取紙を珍重する方であるが、今日午後市中へ出掛け6時には新しいのを買込んで來ょぅと思つ 
てゐる。ところが四日間と•云ふも0、續けざまに私はそれを忘れてしまつた。遂に私は自問したの 
である。この忘却は何の根據に基くのかと。それは私が ', Ldxhpapiors (吸取紙)と書きはするが、 
,,F 一 ie : 1 papiers と云つてゐるのを氣付いだので直ぐ分つた。『フリィス』 i はべルリンにゐる私の1 
友であるが、丁度その日に私に或る厄介な、心配な思ひの種を與へたのであつた。この思ひを私は振 
棄てることは出来ないが、併し防禦的傾向(本書、ニニ九頁參照)は言葉の相似をょすがとして關係. 

珩七窣印象及び意画の忘刼 二四 七 




集全擧析分神精ドイロフ 


Ha 生活の_神分析 二四八 
のない、從つて抵抗の少い意圖の方へ移6ことに依つて現れて出たのだ。 

直接的の逆意思と 一®遙かな動機とが、次の遲延の實例に於いては、一つになつてゐるのが見られ 
' —— r 神經生活及び精神生活の限界問題』叢書のために、私は夢に關する短い一論を草した。こ 
の論に於いて私は自著『夢の註釋』の撮要を試みた。，井ィスバァデンの出版者べルクマンは私に校正 
刷を送り、クリスマス迄に出版したいから大急ぎでそれを返送してくれと賴んで來た。當夜、私はそ 
れを校正した。さうして翌朝それを郵便 M へ持つて行くやうに机の上に置いた。朝になつて私は總て 
それ等の事を忘れてゐた。さうして午後になつて私の机の上に帶封があるので、始めて思ひ出した。 
ところが、午後になつても、晚になつても•その翌日の朝になつても•やつぱり私はその校正の事を 
忘れてゐる。漸く二日目の午後になつて私は遽て i その校正を郵便箱へ持つて行つたが、さてこのや 
うに遲れてしまつたのは何のためであらうか、それが不思議であつた。勿論•私がそれを送りたくな 
かつた、めであることは明かだが、何のために送りたくなかつたか ゞ 分らない。この散歩の序に私は 
私の例の夢の本を出してゐる笄ィンの出版書肆へ立寄つて見た。一通り註文を終つた 後、 やがて私は 
突然 思 ひついたかのやうに云つた。^ T 僕はまた「夢」の本を書いたんだ けれど、 知つてゐるかね ？ J 
—— r おや-^、それは是非お願ひしたいですね〇』——『なに、大した事はないんだょ。これははん 
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の短いものでね V レーヴェン フュルト •クーレル ラ 叢書1: 賴 まれたものだから…… 〇』 併し 書肆の方では 
それでは納まらなかつた。自分の方の書物の賣行に關することを心配してゐた。私はそんな ことは な 

いからと云つて、最後に尋ねた。-『もしもつと早くその事を君の方に知らしてゐたら、君はそれ 

の 出版に反對したかね？ J と。 1 『い V ぇ、そんな事は決してありません 0 J 
私は自分では總て正當に振舞ひ，別に一般的には何も惡いことはしなかつたと信じてゐる。併し# 
肆の方で云つたのと丁度同じやうな考へが•私をして校正を送るのを遲延させた動機であつたと云ふ 
ことは、どうも確かなやうに私に思へる。これにつれて思ひ出すのは以前の機#である。その時、私 
は 大腦少兒麻痒症に關して以前に出した書物中の數頁をそのま、拔き出して > ノートナ I ゲルの 小 本 
中の同じ 題目の書中に收めなければならないやうになつたので、先のとは別の#肆から苦情を持込ま 
れた。併しその場合の批難もやはり何等問題にならなかつた。その時も同樣に•私は最初の出版莕 
(『夢の註釋』のと同じ出版#) に 忠實に私の意圖を通じておいた Q 
併し もし この やうに して 追憶の連りを迎つて行くならば-私には更にそれ等ょりも 以前の 機會が思 
ひ起される。それは フランス語からの 飜譯で、その 時に私は 實際 上、出版に於いて 考へらるべき版權 
を倭害した のである。 私は原著者の 許しを 受けずに、本文に 註解を 附したので ある。ところが數年經 
第七草印象及び意 p の忘却 二 四九 
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tn 常生活の精神分析 二五〇 
つて •原著者は このやうな 勝手な眞似 をされ ては困ると考へてゐるらしい事を知つた。 

一般の人々の知慧を示した諺で、意圖の忘却は偶然なものではない とい ふ意味のがある"『一度仕 
忘れた ことは、 幾度で も 忘れる もの だ』 と。 

實際、我々が忘却や行り©ひに關して抑々如何なる事を云ひ得たにもせょ、それ等はみな人々には • 
云はすと知れた自明の事として分つてゐるのだと云ふ氣がしてならない。而もそのやうな分りきつた 
事を意識の前に押戾さねばならないと云ふは不思議な事でないか！私は人々がこんなことを云つて 
ゐ 〇のを屢々聞く。—— 『どうも 忘れさう^から、どうぞそれは私に賴まないで下さい』と。後にな 
つてこの豫言の的中す ると 云ふのは、®にそれ自身何等不思議なことではない。かう云ふ本人が、こ 
の依賴を果すまいと云ふ意圖を抱いてゐるのだ。さうしてた f その意圖を自分で認めることを拒んで 
ゐる ，たけのこ i である。 

意圖の忘却を更に明かにしたのは T 僞りの意圖を抱く』と人々の云ふところの事で1*る。私は 
かつて或る若い學者の 小 著の批評を書いてやらうと約柬 した ことがあつた。ところが心の內の 、私に 
は知られてゐない抵抗のためにぐづノ\してゐる內 に、 彼の催促に會つて、では今晚書いてあげょう 
i 云ふ約束を しなければならないやうになつて しまつた。私はやはりそれを 書か、 っと云ふ考へは眞•面 
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目に持つてゐたのだが、その晚是非 i も延せない證言の起草をしなければならなかつたのを忘れて..ゐ 
た。 かう して私は自分の意圖が僞りである ことが 分つたので、私の抵抗に對 する 爭ひを思ひ切つて， 
その若い著者には斷つてしまつた。 


第七窣印象及び意 ■の 忘却 二玉 j 
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H 常生活の耥神分析 二五一一 

第八章 

行り 損ひ 

さきに擧けたメリンガ I 、マィャー 共著の書から*私はなほ次の一節を引用する0( 九十八頁)- 

『云ひ掼ひはた V それだけ他と無關係に存在するものではない。云ひ損ひは•人間の他の活動に於 
いて屢々起り•且つ愚かにも r 忘却」と名付けられてゐる ところの 行り損 ひと 似たものである0』 
これで見ると、健康者の日常生活の一寸した機能障碍の背後に意味と意_ とを 察知したのは、決し 
て私が最初ではないのだ。 S * 

【锭】 ( 一)メリンガーの第二番の出版書を後になつて見て、私は自分がこの人にこれほどの阴智があ，ると思つた 
のはこの著者に對しては不當であつたことを知つた。 

明かに言動機能であるところの言語に於けるやり損ひに就いてそのやぅな見方が許されるならば* 
我々の他の言動的機能の失敗に對しても同樣の見方が適 m せられなければならぬ。私はこ i に、さま 
ざまな場合の間 i :' 二群の別を立てる。間違つた結果が寧ろ本質的のもの i 見ぇる場合、つ io 意 ii 
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から 逸脫 した ものは 總てこれを『行り 損 ひ J(vergreif01o と稱 する。行動全體が 目的に 合は ないやう 
な場合は『症狀行爲又は偶然行爲 J と名付ける。併し この 區別は あまり 截然とすべきものではない。 
實は吾人も、 この 論に於いて用ゐられたる一切の區分は たぐ 記述上の意義あ〇のみであつて、 この 現 
象の分野の內的統一には撞着するものである ことを 認めざる を 得ないのである。 

『行り損ひ』を心理的に理解するために•これを『機能不整』，， Af 〖％に、殊に『皮質的機能不整』 
,,kortikale Ataxf に換言することは、何等我々の知識を進める所以でない。吾人は寧ろ個々の實例 
をそれ/ V * の基く條件にまで跡付けよう。私はまたもや自己觀察を以てこれに進むであらう。併しそ 
の機會は私に於いては特に屢々だと云ふわけではない。 

( a 〕 私は以前には この頃より ももつ と 往診に M 々出掛けたが、その時分に私は他所の家の扉の前 
に立つてこれをノックするかべルを鳴らすかすべきところを*ポケットから自分の家の鍵を引張り出 
し、大いに面喰つてそれを引込めると云ふやうなことがよくあつた。如何なる患者の家でこの事が起 

つたかを私の調べた時•私はこの行り損ひ-ベルを鳴らす代，りに鍵を出す-が•この行り損ひを 

やつた家に對する敬意を意味することを認めざるを得なかつた。この行り損ひは『こ i へ來れば俺は 
自家へ來たやうなものだ J との考へに等しいのであつた。何となれば、さう云ふ行〇損ひは、 n 分.か 
第八窣 fr り裉ひ 二五三 
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B 常生活の精神分析 二五四 
好意を持つてゐる患者の家に於いてのみ起つたからである。(自宅の扉の前では、私は勿論べルなど鳴 
らしたことはない〇〕 

行り損ひは、それ故に、意識的に、眞劍に容認される事になつて〇ない思想の象微的表現であ A ‘。 
何となれば•實際に於いて、神經醫は•患者が自分のためになつてくれろ限りに於いて醫者を期待す 
るものであることを•また彼の患者に對する度を趙えて熱心な興味も、心理的治療の目的のために過 
ぎぬことを、よく承知してゐるからである。 

鍵を以てまごついた意味深き失敗は決して私と云ふ人間に特殊なのではないと云ふことは、他の人 
人の幾多の自己觀察に依つて明かである。 

私の經驗と殆ど同一の繰返しをメーダート ^ ”10(1氏が書いてゐる。 0011£1>.口 ^ ^ づ1101&11010 〇 3. 6 

(一 ela vio quotkKiie , Arcrde psycllo rv 】， 1906〕-誰に でもよ くある事^か、特別に親しい友人 

の門口へ來ると*自分の鍵の束を取出して丁度自宅へ來たと同じやうに自分の鍵で開けようとして謂 
は'ひつくりするものである。何はともあれ、ベルを鳴らすべきであるから、これは一つの^?であ 
る。併しこれは人がかうした友人の近くでは_宅にあると同じやうな氣になる——或はなりたいと思 
つた^—證據である。 
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ァ—ネスト •ジ "1 ンズ(前揭書，五〇九頁いの報吿〇 i 鍵を用ふると云ふことは、かう云ふ a 來事 
の®々根原となるが•こ、にはその 實 例を二つ^け與へて おかう。 もし私か自家に あつて 何か 仕事に 
專心してゐる敁中に、何か手續上の仕事を搌すために病院に行かなければならなくなつたとすると、 
私は柄院に於け6自分の實驗室の扉を開かうとするに自家の机の鍵を以てしようとすとがよくあ 
る。而も兩方の鍵は相互に全く同じでないのであ0。この誤りは、その隨間に私が寧ろ何處に在りた 
いかを無意識的に示すものである。 

數年 前に sf 霞で驚的な地位で仕事 ts た。それ SISS 遠 S つ5たから、 
這入るにはべルを鳴らさなければならなかつた。私は自家の鍵でその扉を開けようと一生懸命に試み 
てゐる自分を再三發見した。通つて来る幹部の者等はみな鍵を持つてゐて扉の前に待つの勞を避ける 
ことが 出來た〇私 も その幹部の一員になりたくてたまらなかつたの^。私の間違ひは、だから、彼等 
と同じ位置に立つて、さうしてそこで『自家にゐる』やうな 氣 持で納まりたいとの私の願望を表現し 
てゐ6のだ。 

ハンス.：サックス も同様な報吿をしてゐる。——私はいつも鍵を二つ持步いてゐ6。その一つは役所 
の扉を開くものであり、他のは自家のを開くものである。二つはまぎれ易いやうなことは斷じてなレ 
第八窣行リ损ひ 二 五五 
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常生活の精神分析 二五六 
の^。何となれば、役所の鍵は家の 鍵ょりも 少くとも三倍がけの大きさが あるから だ。それの みなら 
ず、私は前者をズボンのポケットに入れ、後者をチョッキのポケットに入れてゐるのだ。それにも拘 
らず私は階段を昇りながら間違つた鍵を取出してゐる事を扉の前に達した時に氣の付いたことが一再 
でない。私は統計をとつて見ょうと決心した。實は私は兩方の扉の前に立つた時、毎日殆ど同じやう 
な感情の狀態になるからして*兩方の鍵を取換へることもまた、(もしそれ等が心理上別の決定を被る 
べき筈となつてゐたとすれば)規則的の傾向を示さなければならなかつたのだ。その後の樣子を觀察 
してゐると、私は規則的に役所の扉の前で自家の鍵を取出すのであつた。た> 一度た け それが反對に 
なつた。その時私は疲れて家に歸つて来たが、家には客が一人來て私を待つてゐる事を私は知つてゐ 
た。扉の前で•私は勿論遙か！4大きい役所の鍵でそれを開かうとして試みてゐた。 

( b ) 私は六年 この方 •每日二度一定の時刻に、或る一定の家の二階の或る扉の前に、それを開い 
て貰ふのを待つてゐた。その長い時期の間に私は一階高く昇り過ぎてゐた事が二度 (而もその 問隔は 
短く)もあつた。つまり、私は『昇り違へ』 ( v — igeu ) たのであつた。その一度は、私は自分が『愈 
愈高く#り行く』名#慾の白日夢を見てゐたのであつた。私はその時三階2!への梯子段の第一の階段 
に 足を 載せた時、問題の扉が開かれた ので あつたが、 それを 聞拽 した。二度目0) 時も、私は更に「物 
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思ひに沈み』過ぎてゐたのだ。私がそれと氣付き•引返し、私を支配した空想を捉へようと試みた時. 
私は自分の書いたものに對する(空想裡の)批難に就いて焦々してゐる S 分を知つた。その批難は、私 
があまりに『行き過ぎ』てゐると一 K ふのである。で、私は今その『行き過ぎ』の中に、それよりもも 
つと尊敬办缺け T ゐる『昇り違へ』を入れてしまつたのである。 

( C ) 私の机の上に幾年も前から、反射槌と音叉とが竝ベておいてある。或る時•私は診察時間の 
切上を^いでゐた。何となれば、一定の列車に乘りたい i 思つてゐたからである。私は、眞晝間であ 
るのに反射槌と音叉とを取違へて上衣のポヶットに入れたが、ボヶ ブトの 重みに自分の間違へ 
たことを氣付いた。そのやうな小さい出来事を考へて見ようとしない習®の人は勿論、この行り損ひ 
を急いだためと解釋してそれで安心してゐるであらう。併しながら、私は自分が抑々何故に槌の代り 
に音叉を取つたかと云ふ事を問題にして見たのである。戾つて來て槌を持つて行くのは時間の空費 tf 
から、急ぐと云ふことはこの行動を正しく果す動機の一つにも同様になり得るわけだと思ふ。 

『誰が最後にその音叉を摑んだか』と云ふのが、忽ち私の頭に閃いた疑問であつた。その僅か數日 
前に私は或る低腦兒の感覺的印象に對する試驗を行つてゐたが•その兒がその音叉に非常に興味を持 
つて、それを子供から取上げるのに私は可成りの骨を折つたと云ふ事が偶々あつた。そこでその事は 
第八窣行り損ひ 一 5七 
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B 常生活の精神分析 -* 一 五八 
私が低腦であつ たと 云ふ事を意味するのであるか。 It にさう らしい、何となれば * 槌に就いて私が 
次に聯想したことは ，， chamd (へブラィ 語で「驢馬」「馬鹿」の意)であつたからた。 

併しこの批難語の意味は何であつたか。吾人はこ i で、その時の立場を硏究して見なければならぬ。 
私は 西部鐵道 S 或る 所へ往診に急いで出©けた？あつた。その時 S 霞、 彼が忘れてゐて思 ひ 出 
した事を後から手紙で報吿して來た ところに 依ると、數ヶ月前にバルコニーから落ちて、それ以來步 
くことが出來な いと 云ふことであつた。私を招いた醫#は、この患者が脊髓傷害であるか、或は外傷 

神經症- ヒス テリ- であるか分らない と 書いて來た。その點を私は決定しなければならないの 

だ〇 であるから、この 微妙な 差別 診斷に 於いて-殊に用心深くある やうにとの警戒が起つ たこと であ 
らう。さらでだに 同業者等は、 人々がヒステリ ー ょりも もつと重症を取扱つ てをりながら 輕卒にヒス 
テリ— と診斷 してし まふと考へて ゐる 。併し この 批難は まだ 證摅が十分に擧つて ゐると 云ふわけでは 
ない0さうだ、？^6次に思ひ當つたことは、同じ場所のその小驛は私が幾年前に或る若い人に會つた 
場所で ある。 彼は 或る 感情の a 搽を經驗 して 以來、步 くこと が出來な くな つて 〇 た。私は當時毛れを 
ヒス テリーと診斷し•後にその心理的 療法を 引受けた。ところがやがて、私は 勿論不當な診斷を 下し 
次しないが、さりとて正しい診斷でもなかつたことが明かになつて 來 た。その患 # の幾多の 症狀 はヒ 
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ス テリ ー 的であつた。さう してそれ 等の症狀は治療の間に忽ち消散してしまつた。併し その 症狀の背 
後に、この療法では手に負へない•さうしてた>多發性硬化症にのみ歸せられ得べき殘物が見ぇたの 
である。患者を私より後に診た者は肉體上の影響を認めることが容易であつた。私はかうより外に扱 
ひやうはなかつたし、診斷の仕樣もなかつた。併し重大な誤診をしたやうな印象を與へた。私が彼に 
與へたところの全治の約束は、勿論果すことは出來なかつた。槌の代りに音叉を間違つて取つたこと 
は、言葉に譯して見るとかうである0——低腦で騮馬の iD 前よ。今度はしつかりしろよ Q さうしてお 
前が數年前に同じ場所で、あの憐れな男の場合にしたやうに、不治の病のあるヒステリ—の場合を再 
び診斷しないやうに氣をつけるがよい！と。さうしてこの一小分析のためには幸にも、よしんば私 
の氣持にとつては不幸であつたにもせよ•この同じ人が重い痙攣的の足どりで、數日前に、例の低腦 
兒を診た翌日に、私の診察を受けに來たのである。 

道具を間違つて持つて行つた事に依つて現れた今度の事は自己批評の聲であることを、吾人は氣付 
くのである。行り損ひと云ふものは、特に自己批難に適當してゐる。今度の間違ひは、他の所で犯し 
た 間違ひを表はさうとするものである。 

(d ) 行り損 ひはまた他の多くの仄暗き(無意識的の)意11の役に立ち 得ると云ふ 事は自明である。 

第八窣行り損ひ 二 3 L 九 
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H 常生活の精神分析 ごブ C 
こ、に第一の實例がある。——私は何かを壤すことは滅多にない。私は特別に器 W な方ではないが. 
併し私の神經筋肉組織が解剖的に保全されてゐるため、好ましからぬ結果を招くやうな不器用な動作 
をするわけは明かにない S である。さう云ふわけで私の家には揃ひのもので壤れたやうな品物は何一 
つあるとは思はない。私は硏究室は狭い上にそこには古代の土器や石器を多少笼集してあつて、それ 
が處狹く置いてあるので•甚だ窮屈な位置で仕事をしなければならない事が屢々であつた。それで" 
見てゐる人は私が何かを突倒して壤しはせぬかとの心配を洩したほどであつた。ところがさう云ふこ 
とはかつてなかつた ofi のに私は嘗て自分の單純なインキ壺の大理石の蒸を床に落して壞したのは何 
故であらうか。 

私のインキ壺臺は平たい大理石片で出來てゐて、そこに穴がくり拔いてあつてインキ壺が納まるや 
うになつてゐる。インキ壺には大理石の藎が付き、その盔にもやはり大理石の取手が付いてゐる。こ 
のインキ壺臺の背後には、靑銅の鑄像や必@などが一團になつて置いてある。私は机に向つて書き 
ものをして*ゐたが、ペンを持つ手を妙に無ざまな風に外側へ動かし、旣に机の上に置いてあつたイン 
キ壺の藎を床の上に落してしまつた。 

その說明を見出すことは困難でない。数時間前に•私の姉妹が私の室へ來て、近頃手に入れたもの 
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を見て行つた。その時彼女はそれ等の品を大層実しいと譽め、さうして云つた。-『これで貴方の 

机も大層立派になつたが、た ゞ インキ 壺がこれぢや釣合はないわね。もつとい X のを買はなくちや。』 
私は 姉妹に跟いて 室を 出で•數時間の後に歸つて来た。ところがその時に私は•云は V 宣吿を下され 
た インキ 壺に對して處刑を施したのである。私は姉妹の言葉からして、彼女がこの次のお祝事の節に 
もつ と 立派なインキ壺を贈る心算でゐるものと きめ込み、 さうしてこの立派ならぬ"古いのを壤すこ 
とに衣り、 彼女の口にした意 圖を實 現せし めようと したもので あらう か。もし さう だとす ると 私の 
妙な手の振り動かし方は、たぐ外見上無細工であつただけで、實際に於いてはそれは非常に器用であ 
り、 目的意識的であり、その近くにあつた一切の高價なものをいとほしむ如く囘避することを承知し 
てゐたのである。 

我々 はこの一見偶然的な、無細工な手の運動の全體に對 する この說明を受容れねばならない ことを、 
私は實際上信じてゐ6。成程、そこには外見上、痙_的機能不規則のやうな强制と粗暴さとを具へて 
は ゐる が、而もそこには一つの意圖が働いてゐる事は明かであつて、意識的故意的の運動」は槪して 
指示す 6ことの出來ないやうな適確さを以てその目的を果してゐるのであ6。これ等二つの特質たる 
强 制と適確とを具へてゐる點に於いては、この專實はまたヒステリー的神經症の言動的表現と共通し" 

第八窣行り損ひ 二六一 
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B 常生活の精神分析 二六二 • 

また部分的には夢遊病の言語動作と共通してゐ6。この言語 ® J 作は夢想病に於いてもヒステリー的神 
經症に於いても、同樣に異常な神經現象の變化を示すものである。 

私がそのやぅな觀察を蒐集し始めて以來最後の數年に、多少の價«ある品物を壊したやぅなことが 
なほ二三度起つた。併しそれ等の場合を調べて見て、未だ曾てそれが偶然や故意なき無器用やの結果 
であつたためしはなかつたと云ふ事を確信した。現に•私は或る朝、浴場着と藁のスリッパとを身に 
つけて一室を步いてゐた時、私は或る突然の衝動に驅られて片方のスリッパを足から脫いで壁に蹴り 
つけた。そのためにヴィナスの美しい小さい大理石像は腕木の上から顚落した。それが落ちて小片に 
碎けてゐる時に、私は全く冷然としてブ，シユ Blh の次の句を口づさんでゐた〇—— 

Acli 一 dioVGUUS£*e+-perdii^ - 

sickeradonw! - vou Modici! , 

あ、クリッカラドームのヴィ ナスは死せ り， 

メディチ家のヴィナスは死せり0 
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この氣狂染みた所業と損傷に對する私の落着拂つた態度とはその當時の事情に依つて說明がつく。 
私の家族に K 病人があつて、私はそれの恢復には祕かに絕望してゐた。その朝、その病人が非常に快 
くなつたと云ふ報吿に接した。ではあれもやつぱり命をとり留めたかな、と私は一人言を云つたのを 
知つてゐる。破壤的狂暴の發作は，それ故に、運命に對すろ感謝的感情の表現として役立ち•また洽 
も私が『もし彼女が快くなりましたらこれかあれか/>犠牲として獻上いたします J と誓つたかのやぅ 
に、『犧牲の行動 J を果す機#を私に提供したのである。私がこの犧牲のためにメディチのヴィナスを 
選ん?5と云ふことは、糙に、全快しつ、あるものに對する婦人崇拜莕的の敬意に外ならなかつたのだ。 
併しこの時もまた、私があれほど速く決心し、あれほど巧みに目標を定め、あれほど®くにあつたさ 
まぐな品物の間に特にそれを目指したと云ふその事が私には分らないのである。 

今一つは、私が、自分の手から落ちるペン軸を利用しての破壤であつたが，これまた一つの银牲を 
意味したのであつた。併し、今度のは防禦のための祈願の犠牲であつた。私はかつて、或る信實のあ 
る、役に立つ友を非難するやぅな羽目になつた。その非難とは、彼が無意識的にした或る事柄に解釋 
を下したと云ふだけの事であつたのだ。彼はそれを惡くとつて、私に手紙を寄越し•その中で私に、 
自分の友人を精神分析で取扱ふことは廢してくれと云つて來た。私は彼の云ふことが尤であると云つ 
铬八筚行り棂ひ 二六三 
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1生活の精神分析 二六四 
て、返事を遣つて彼をなだめた。この手紙を®いてゐた時、私は自分が最近手に入れたものを I 小 
さな、美しい、釉藥を掛けたエヂブトの人形を前に据ぇてゐた。私はそれを先に書いたやうな風に壤 
し、 さうしてやがて、私が より 大きなものを避けるためにこのやうな失敗を演じたことを直ぐに知つ 
た。幸にして友情も人形も、ついだ所が見ぇない程に接合することが出來た。 

第三の破壤の實例はそれほど重要な關係のものでない。それは私の趣味に旣に適さなくなつた或る 

品物の-■フィッシャー Trvig- — の ov ucll eiuer o 中の用語を用ふれば-假面を被れる『處刑』に 

過ぎなかつたのだ。暫くの間、私は銀の把手のついたステッキを突いてゐた。自分の失敗のせいと云 
ふわけではないが、薄い銀板は嘗て傷んで、甚だ拙い修繕が施された。ステッキが歸つて來た直ぐ後 
に、私は冗談に•自分の子供等の一人の脚をその把手で引掛けた。そのために把手はこわれて、私は 
勿論それを手離してしまつた。 

我々が總てこれ等の場合に於いて結果した損害を、もし無關心に受容れたとすれば、それは糙に3 
うなるやうにとの 無意識的願望が存在してゐ夂證據と解する ことが 出来る。 

?〕品物を落したり、ひつく り 返したり*それを 壤 したりすることは、 無意識的思想の流れの表 
現の た •めに利用せられる ことが 甚だ屢々であることは、時々の 分 折に 依つて證明 せらる V 如くで ある 
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が、併し更に•屢々俚諺に於いて迷信的に、又は戲れに、それ等の行り損ひと結びつけられてゐる解 
釋を表はすに役立つものである。鹽をこほしたり、酒のグラスをひつくり返したり、床の上に ナィフ 
を落してそれ*か突立つたりすることが如何なる解釋を下されてゐるかは、旣に人々のょ く 知る ところ 
である。私は後にそのやうな迷信的解釋に注意を拂ふことの如何に正しいかを論じるであらう。が、 
只今は、私はたで個々の無細 H な行爲が決していつも同じ意味を持つものではなく、事情に依つてあ 
れこれと別の意味を表はすに役立つものであることを論するに留めておかう。 

近頃、私の家では無暗にグラスや潮戶物の皿を壤す時期を經過した。私自身また大いにこの損害に 
は 與つて責任があるのだ。併しこの小さな精神的風土病は容易に說明 する ことが出來た。 それは 私の 
長女の結婚前の幾日かの間のことであつた。そのやうな儀式の際には皿を割つて、同時に慶びを祈願 
する何等かの言葉を 口にする のが習 K になつてゐる。この習慣は一つの犧牲/>意味するか。或は他の 
何等かの象徵的意義を表はすものであらう。 

召使の者がこわれ易いものを落して駄目にしてしまつた時には、我々は It にまづそれの心理的動機 
を考へはしない。而も*何等かの明&な らざる 動機がこの場合に於いてす らも、 なささうには思へな 
‘い。敎養のないものにとつて、藝術竝びに藝術作品の評價ぐらゐ遙かなことはないのだ。これ等の制 
第八寧行り根ひ 二六五 
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日常生活の精神分析 二六六 
作品に對して我々の傭人は一つの愚かしい敵意を抱かざるを得ないのである。殊に、彼等がその價値 
を洞觀し得ざる品物が一»彼等の勞働の種となる場合には然うであ6。ところがまた、^#と同じ敎 
養程度と傳統とを有する人物にして學問的組織內に f » はれてゐる者等は•彼等が己れをその主人と同 
一化し•その組織體の本質的部分であると考へるやうになるや否や、微妙な事物の取扱ひに非常な巧 
妙と適確さとを示すやうになるものである。 

私はこ、に或る若い技師の報吿を揷し加へておかう。これは物を壤すことの機制の何たるかを知る 
に多少の役に立つであらう。 

『さき頃*私は多數の同僚と共に萵等學校の實驗室に於いて、彈力質の問題に就いて込入つた幾つ 
かの實驗をする仕事に從つてゐた。その仕事は我々が自分から志願してか i つた事ではあつたが"さ 
てやつて見る と 思つたょりも時間が掛つた。或る日* F 君と一緖に實驗室へ行く途屮で、 F 君はこん 
なに暇をとられてはやり切れない、殊に今日は家でいろ^-しなければならない仕事が澤山あるのに 
と云つて不平を嘟した。私も彼にすつかり同意することが出來た。さうして前週に起つた或る出來事 
に言及しつ V 冗談半分にかう云つた。 —— 「機械がまた云ふことを聽かなくなつてくれ\ば、我々は 
仕事を廢めて歸れるのだがなァ0」と。——仕事の割當としては* F 君は K 迫辨の調節に任じ T ゐた。 
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つまり、辨を注意して開くことに依つ TS 迫下の液體を水力溜めから水®の M 管へと導入せしめる； 
とであつた。實驗の指揮者は壓力計の前に立つてゐて壓力が最大限に達した時に『止め！』と大聲に 
叫んだ。この指揮に應じて F は辨を摑み全力を込めて左に廻した0(一切の辨は例外なく總て右の方へ 
閉まつてしまつた〇}このために水力溜めに忽ち全壓力が起つて而もその排口がなかつたので、聯結管 
は破裂した。この事は器械にとつてはほんの一寸した事故に過ぎなかつたが、併し我々をしてその日 
の仕事を中止させ、家に歸らせるには十分であつた。 —— それのみならず、暫く經つてからこの出來 
事を話し合つた時に、友の F は私が云つた言葉を、私は覺ぇてゐたが、彼は全然忘れて〇た。これま 
た著しい特徵である0』 

同樣に、轉倒したり、失脚したり、滑つたりすることも、必 f しもいつも言動行爲の偶然的失策と 
解するには及ばない。これ等の言葉には言語上二軍：の意義があつて樣々な隱れた空想を示してゐる。 
それ等の空想は肉體の平行を失ふことに依つて現れ出て來ることが出來るのである"私は•女や娘が 
怪我もな く 落ちて後に輕微な神經の苦惱を示 しそれ 等は落ちて吃胬したための外傷的ヒステリ ー とし 
て考へた場合を澤山に想起する。その當時に於いても私は段々、これ等の條件が普通とは違つた閼係 
を 有し、 墜落は旣に神經症の準備で あり •この症狀の；^に動く力と考へらるべき性的內容の同じ無 

第八窣行リ祺ひ 一一た七 
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日常生活の精神分析 二六八 
意識的空想の表現であるらしい感じがしてゐた。この事は『娘落ちる時は背で落ちる J と云ふ俚諺に 
その意味が表れてゐるではないか。 

乞食に銅貨や小さな銀貨を與る代りに金貨を與つたりすることも*やはり行り損ひの一種であると 
云ふことが出来る。かう云ふ與り損ひの解決は甚だ簡單である。それは必ず運を開かうとか*厄を拂 
はうとか、云ふやうな犧牲的行爲である。優しい母や叔母が、子供の散歩に出る前に平常に似合はず 
非常に子供の健康を心配したり する のを聽くならば、 この 一見望ましからぬ事故の意味はも早疑ふこ 
とが出來ない"このやうにして、我々は失敗に依つて總てかの敬虔にして迷信的な習俗を實行す6事 
が出來るのである。それ等'0)迷信は我々の不信なる理性の反對を受けるので、それに抗爭する必要か 
ら、意識の光りを避けなけれ铽ならないのである。 

?) 偶然的行動も實は意圖的なものであることは、しれを性的活動の分野に就いてその實證を得 
るにしくはない。この分野に於いては偶然と意圖との間の境界が殆ど判然しない。一見無器用な運動 
も性的目的のためには非常に微妙な方法で利用し得るものであることは、私自身の經驗した好個の實 
例に依つて證明することが出來る。或る友人の家で私は一人の若い娘の来訪者と出會したが、彼女は 
私が旣にさう云ふ感情は自分に於いて消失してしまつてゐると久しく信じてゐた好いたらしいとの 感 



集全舉析分神精ドイロフ 


情を喚覺 ました。かくて 私は晴れやかな上機嫌な •テキパヰした 氣分になつた。その當時に私はどう 
してかう云ふ事になつたかを自省して見た。何となれば、私はこの同じ娘に一年前に會つたが，その 
時には私は別に何の印象も受けなかつたからである。さてこの娘の伯父に當る非常に年寄つた刹士ガ 
その室に這入つて來た時、我々兩人は立上つて室の隅にあつた一脚の椅子を老人のために取つて来よ 
うとした。彼女の方が私よりも敏捷で、且つ椅子の近くにゐたので、まづ椅子に手を掛けたのは彼女 
であつた。彼女は椅子の背を自分の方に寄せ、兩手を腰掛けの端に掛けて持つて來た。私は彼女より 
も後に椅子を摑んだが、なぼも椅子を持つて行かうとの氣勢を失はず、突然彼女の丁度背後に立つて 
兩腕を以て彼女を背後から抱へ、一瞬間私の手は彼女の膝のところに觸れた。私は勿論その事が起き 
た BI 間にやめてしまつた。また li しも、私がこの無細工な運動を如何に巧みに利用したかを感づいた 
ものはなかつたやうである。 

よく街頭で人と出#して一方が脚を出した同じ方へ他方も脚を出し、遂に兩方とも鉢合せをして『通 
せん棒』をす6と云ふ誠に不快な無樣な失敗を演ずることがあるが•それは以前の無作法な、挑發的 
な態度の繰返しであり、體裁の惡さの假面の下に性的意圖を果すものである事を容認せざるを得ない。 
私は神經症患者を精神分析したところに依つて、靑年や子供の無邪氣とされてゐるものは、彼等が存 

第八窣行り m ひ 二六力 
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日常生活の精神分析 二七〇 
分に野卑なことを云つたりしたりするための假面に過ぎない事を知つたのである。 

ステーケル w.stokcl は自分自身に就いての全然同樣な觀察を報告してゐる〇—— r 私は或る家に 
入つて、家の主婦に私の右手を差出した。その時•彼は非常に著しい行り方で、彼女の寬濶な朝衣を 
留めてある飾結びを解いてしまつた。私としては別に何等怪しからぬ考へなどは意識しなかつた。そ 
れにも拘らず私はこの無器用な運動を手品師の器用さを以て演じたのである。』 

私は旣に幾度も•詩人が行り損ひを有意味なもの、動機あるものとして認めること吾人と同樣であ 
ることを論證した。それ故に、如何に或6詩人がまた一つの無器用な運動を有意義なものとし、後の 
出来事の前徵となさしめたかの新しい一實例を見たからとて敢へて驚くに當らぬのである。 

テオドル•フォンターネの小說『袭淫の女』の中にかうある。-『 . さうしてメラニヱは跳上つ 

て0分の夫 ;:• 挨拶代りのやうに•大きな球の一つを投付けた。併し彼女の覘ひは外れて球はそれ、 
ルゥべ ー ンはそれを摑ん，た。』この一小揷話は或る遠足の間に起つたのだが、この遠足から家路に着 
いた時、メラーーエとルゥベ I ンとの間に一つの會話が交された。その會話にはやがて發芽し來る一つ 
の傾向の暗示があつた。この傾向はやがて情熱となり、メラニヱは遂にその夫を振捨て k 愛人に全然 
從 ふこと 、なつた。(ハンス•ザックスの報吿〇) 
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(ミ) 常態 者の行り損ひから生じ來る效果は、槪して非常に無難な性質のものである。怡もこの理 
由のために、眞劍な結果を伴ふやうな非常に重大な謹の行ゎ損ひ(例へば醫者 S 劑師の失策の如 
き)が我々 G 見方 G 範胃に人り來るかどうかを發學ることは特に興味の f ことであらう。 

私は醫者とし5指圖塞へるやうな立場には滅多に立つたことがないものだから、 S としての 
自分鼻の簾からは行り損ひの一つの實例に就いてしか報吿すろことが出来ない。私は非常に年取 
つた婦人を取扱ひ、彼女の許に數年の間每日二囘產つた。私®醫術的活動は二つの行動に限反せら 
れてゐ'て、それを私は朝の往診の時に行つた。——私は一二滴の眼藥を彼女の眼に注人し•さうして 
モルヒネの注射を行つた。私は錄日き t つて二本の e を用意して行つた。•一本は眼藥を人れ た靑い sii 
であり、他はモルヒネの溶解液を人れた白い®であつた。これ等二つの任務を果す間に、私の考へは 
何か 別の考へに支配せられてゐた。その別の考へは非常に屢々繰返して起るので、自ら注意が生じて 
來る程であつた。或る朝、私はこの機械人も仕事を間違へたことを氣付〗た。私は點眼水を靑疫」な 
く 0嶝に入れたのであつた。さうして眼の 中に眼藥 でなくモルヒネを注入してしまつた。私は非常に 
驚、たが、 併し やがて、ニブルッュントのモルヒネ溶解液の一二滴ぐらゐ では 結膜 ffi に何等の害を及 
ほす ことは ないと信じて 安心した。驚きの 原因は明かに 他の所に 在つた。 

第八草行り損ひ 一 T - 一 
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H 常生活の精神分析 二七二 
この一寸した行ゎ損ひを分析せんと試みるに當つて、私がまづ思ひ出したのは『婆さんを行り損ふ』 
と云ふ言葉であつた。これが解決の捷徑となつた。私はその前夜或る若者が私に話した夢に依つて印 
象を受けてゐた。その夢の内容は彼 Q 身の母との性交からしてのみ說明することが出來た。(一)ヱディ 
•ホス傳說が王妃ョヵステの年齢の事に就いて何も困つてゐるらしいところのないのは不思議であるが 
玆に生母を戀すると云ふは決して現在の姿を取扱つたものではなく •幼年時代から持越して来た若き 
母親の記憶の影像を取扱つたものであるとの我々の假定を以てすれば、この不思議は不思議でない。 
そのやうな不適合は、或る空想が二つの時期の間に流轉して、やがて一方の時期に結び付いた場合に 
は、何時でも現れるものである。さう云つた風の考へに沈んで、私は自分の九十歲以上の老婦人患者 
の事に及んで行つた。私は神托が宣下したところの關係の相亙性としてのヱディ•ホス物語の一般的な 
人間的特質を把握すべき途に多分出て來て居たに相違 -4' い。何となれば、私は『婆さんで、叉は婆さ 
んを ，行り 損ふ J たからである。併し、この行り損ひはやはり無難であつた。私は二つの可能なる失 
敗の內、卽ちモルヒネ溶液を眼にさし、點眼液を注射する二つの內で、難の遙かにょり少い手段を選 
.んでゐる。人間と云ふものは重大な惡結果になりさうな行り損ひに際して•こ i に論じた場合のやう 
に*無意識的意圖を假定することが出來るかどうかと云ふことは、なほ疑問として殘る。 
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【强】 ( P このやうな夢を私は常々ヱディ ボス 型の夢と呼び慣はしてゐる。何となれば、この夢はヱ ディ ボス 王 
物語の關係を闡明すべき鍵を含んでゐるからである"ソフ * クレ ー スの原文に於いては、 そのやうな 
夢の關係は王妃ョヵステをしてらしめてゐる。(『夢の註輝』衮照) 

村料はこ、のところで、大抵そんなことであらうと思つてゐた通り、私を見棄て X しまつてゐ6 0 
で、私は想像と結論とを指示されてゐるのみであろ。精神神經症の一層重態の患者に於いては、0 己 
傷害が時として病氣 S 症狀となつて現れ、また精神的苦闘の結果、彼等が自殺してしまふことも敢へ 
て珍らしくない。それ等は人のよく知るところである〇で、そのやうな患者が遭遇する多くの一見 _ 
然的と見えるところの災害は、實は自己傷害であることが分るのである。且つ、その事は實 M をよ く 
說明することに依つて證明することが出來るのである。何となれば、そこに不斷に虎視耽々たる自己 
懲罰の傾向があつて、それが平素は自己非難となつて現はれ、或は症狀形成に寄與してゐるが•或る 
偶然的な外的事情を巧妙に利用し、或はそれの望“んでゐる傷害的效果の方へと促進す る ものだからで 
ある。そのやうな 出來事は 大して困難でない場合に於いてすらも決して稀では ない〇さうして そこに 

無意識的意@の參與 してゐることは、多くの 特微に依つて-例へば、 その患者が事故に 際して 示す 

驚くべき沈着に依つ て I 漏れ出るので ある 〇 S 

第八窣行り a ひ 二七三 
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H 常生活の精神分析 二七四 
【註〕 ( 一)自己傷害は必ずしも全然の自己消滅を目ざすものではなく、我々の現在の文化狀態に於いては、偶然 
の背後に匿れ、何等かの自發的な病氣を模擬することに依つて發出するょり外には、何の擇ぶべき途 
もないのである。昔は自己傷害は悲嘆の記號となる慣はしがあつたが、また或る時代にはそれは敬虔 
. 及び現 lit 厭離の傾向となつて表はれた。 

私は醫者としての自分の經驗中から澤山の實例を擧げる代りに、，たマーつを細かく報吿したいと思 
ふ。——或る若い婦人が乘車の事故のために膝ょり下の脚部を怪我し、そのために幾週間を病褥中に 
就いてゐたが、この實例の著しい點は彼女が何等苦痛の表情を示さず、その不幸を忍ぶことの沈着さ 
であつた。この災害が契機となつて長い重い神經症が起つたが、この神經症は精神療法に依つて遂に 
全快した G で舍。取扱ひ SU 、 私は事故 S 前後 S 情、：それに先立つて彼女に起つたいろ 
いろな出来事を知ろことが出來た〇この若い婦人はその嫉妬深い夫と共に幾日かを、彼女の旣婚の姉 
の農園に於いて過ごした。その時、彼女の彼の兄弟姉妹もそれ^^の配偶者と共に大勢で宿つてゐた。 
或る晚、彼女はこの親しい仲間の前で彼女の才能の一つを示した。彼女はヵンヵンを見事に踊つて親 
戚の者等—常に喜ばせた が、 併し 彼女 e 夫は不機嫌で あつた。 彼は後になつて『美 S はあんな 
淫賣婦のやぅな眞似をする』と彼女に囁いた。その言葉が利いたのだ。それがた ゞ ダンスをやつた\ 
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めのみであるかどうかは、今は問題にすまい。その晚•彼女は眠つてもょく寢付かれなかつた。さう 
してその翌日の午後、馬車を驅つて出る決心をした。彼女は馬を自分で擇び、或る一對は拒んで他の 
方を採つた。彼女の一番下の妹は、彼女の乳呑兒も乳母を付けて連れて行かせょうとしたが、彼女は 
それを一生懸命に拒んだ。馬車の走る間、彼女は非常に神經的であつた。彼女は御者に馬がみな落着 
きがなくなつてゐると云ふことを警吿した。さうしてこの神經質な動物が實際に或る‘一瞬、危ない事 
をした時、彼女は驚いて車中から飛出して脚をくぢいた。而も車中に殘つてゐた者等は何の怪我もし 
なかつた。これ等の細かい事情の判明した後には•我々はこの事故が實は計畫せられたものであるこ 
とを疑ひ得ないが、併し事故をして罪に非常に適した罰を配せしめたその巧妙さには感心せざ〇を得 
ない。何故ならば今やヵンヵン踊りも彼女には永い間不可能となつたからである。 

自分の自己傷害に就いては、落着いて ゐる 時にはあまり報吿すべきことがないが、併し特別な條件 
の下に於いては私にもそれが出來る。私の家族の 一 員が舌を W んだとか、指を怪我したとか云つて訴 
へて來た場合には•期待して ゐる 同情を示す代りに、『どうしてそんな ことを したの^? J と云ふ質問 
を發 する 。併し、或る若い患者が治療の間に、私の長女と結婚する心算(無論私はそれを眞面目にと 
らな い)であると聞かされた後には、私は彼女が療養所にあつて生命が危篤であると云ふこ i を知つ 

第八窣行り m ひ 二七五 





集全學析分神耩ドイロプ 


H 常生活の精神分析 二七六 

てゐ るのに、自分の親指を痛くなるほど締めつける。 

私の男の兒の一人は非常に活潑な氣質で、病氣の介抱などする時にはいつも甚だ困らせられるので 
あるが、その兒が或る朝、午後まで寢て居ろと命ぜられたと云ふので急に怒り出し、 S 殺すると云つ 

て驚かした。-これは新聞から暗示を受けたことで ある Q 晚になつて彼は胸の脇に出來てゐろ腫れ 

たところを私に見せた。それは扉の把手に打付けて出來たものである。どうし T そんなことをしたの 
か、.何の心算でしたのかとの私の皮肉な質問に對して•十一歳になる少年は說明して日く、『今朝云つ 
た通り、僕は自殺しようと思つたんです0』と。併し自己傷寄に關する私の見解が當時の私の子供に受 
容れられたとば信じてゐない。 

半意圖的自己傷害-と云つたやうな無器用な言葉が許され6ならば-の出来事を信するものは 

誰しも*從つてまたそこには®識的意！一的自殺の外に半意圖的^^無意識意圖的-0己絕滅があつ 

て、 それは生命の脅威を巧みに利用し、それに偶然的不幸の假面を被らせ得るものであることを直ち 
に 容認するで あらう。 さう云ふ機制は決して珍ら しくは ない。何となれば*自己絕滅の傾向はそれを 
實現 する人々 よゎも遙かに多數の者等に於いて或る程度までは存在するものだからであろ。 R 己傷害 
よ漑して、この衝動とこれに 反對に 働くさま^ な 力 i の 間の®協で ある。さうして 實際に自殺 とな 
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つて來た場合に於いてさへも、その傾向は多少弱い力を以て、或は無意識的、抑 K 的の傾向として、 
永い問存在してゐたのである。 

意識的な自殺の意圖でさへも、その時、その方法、その機會を選ぶものである。況んや無意識的自 
殺の意圖が一つの動機を IM 因の一部を己れの內に採入れ、自殺者當人の防禦力を微發することに 
依つてそれの壓迫から自殺の意阏を解放する如き一つの動機を_つは、以上に照して全く當然の 
事である o ( 一)こ i に私の縷述することは無用なる談議ではない。私の知つてゐるだけでも、馬から落 
ちたとか、車から滑つたとか、一見偶然的の災難にして、そ&周園の事情から見て無意識的 にさし向 
けた自殺ではないかとの疑ひを是認する場合が一二に止まらぬ。現に、士官の競馬の時に或る士官が 
落馬して大怪我をし•そのため數日間病臥してゐなければならなかつた。彼の行動は、我に返つた後 
にも、 多くの點に於いてをかしかつた。特に著しいのは事前の彼の行動であつた。彼は生母の死に依 
つて 痛く沈んでゐた。彼の友達の集#で酒の痙孿に襲はれた。親友には世の中が嫌になつたと云つて 
ゐた 。役を棄て-^平素はあまり興味を持たな かつた ァフリヵの戰带に出征することにした。 g 以前 
には乗馬にかけては機敏であつたのに、 近頃では 出來るだけ乘馬を避けてゐた。それから、彼が是非 
とも 競馬に 出なければ ならないとなつ た時には、 その 前に 彼は或る悲しい豫感を洩した◦この豫感が 
第八窣行り m ひ 二七七 
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H 常生活の 精神分析 一 •-七 A 
的中した と 云ふことは、我々の考へ方からすれ•は*少しも驚くに當らぬことである。そのやうな神經 
の弛緩した狀態に於いては、健康時に於けるほど巧みに馬を御し得ないものであ6ことは實は容易に 
理解出來ると云へば、それには反對する向もあらう。私も全く同感であるが、たマ私はこのやうに神 
經の具合に依つて言動の禁壓される機制を•こ、に力說し來つた自己絶滅の意 N 中に求めんとするも 
のである。 

【 S 3】(一)して見れば結局これは婦人が滿更でない男から性的®!•を受けた場合と違はない。その場合の婦人に 
於いては男の襲撃は女の金符肉力を以てしては防ぐことは出来ない。何となれば、^8^せられた者の 
無意識的感情の一部分が直ちにそれに呼應するからである。そのやうな立場では女の力は麻痺すると 
はいみぢくも； K つたものである。我々はた !• そのやうな麻痺の理由を與へる必要がある。その限りに 
於いてサンチョ•パンッァが自分の島の太守として宣下した聰明な言葉は心理的に正しくない。(ドン 
キホ 1 ァ 、第二卷、第四十五章。 W 或る婦人は、自分の rl 操を暴力を以て層したとされてゐる或る男 
に、法官の前で摑みか ゞ つた。サンチョは被吿から取上げた重い財囊を女に與へてその損虔1の償ひと 
• した。併し女が立去つた後に、彼は被吿に彼女を追跡して財囊を奮ひ返して来てもょいと云つた。兩 
人は組打ちを して 歸つて来たが、惡漢は その 財囊を强奪することは出來なかつたと女は誇らかに語つ 
た。その時サンチョは云つた。1『お前が自分の良操を、 この 財_の半分も懸命に守るならば、男 
はそれをお前から奪ふことは出來なかつたであらう』と。 
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(二)職爭と云ふ立場は意識的自殺の意圖の要求に 1 T るが、而も直接の方法を避けるものであることは明 
かで ある。 『ワレンシュタィン』 の中で、 マクス•ビコロミニの 死に關して スエー デゾの大尉の云つた 
言葉1『彼は死にたがつてゐたと云ふことだ』——を參照せょ。 

ブダペストのフ * レンチは鐵砲で偶然怪我をしたらしく見ぇ6場合を分析して無意識的自殺の試み 

として說明し、その公表を私に委讓してゐる。私も彼の考へ方に全然一致するものである。- 

『二十二歲 になる大エョット •ァド J . All . な6もの、一九〇八年一月十八日私を訪問し來る。彼は 
一九〇七年三月二十口に彼の左の顳顬を射貫いた彈丸を手術に依つて取除く ことが 出來るか*また取 
除かねばいけないかを尋ねに來たのである。時々、あまり激しくない頭痛のする外は氣持は全く惡く 
ないと云ふので、それに客観的に調べて見たところでも、たぐ左の顳額に特色ある銃丸の创痕ある外 
は別に異狀がないので、私は手術するには及ぶまいと云つた。その場合の事情に就いて尋ねて居た時 
に•彼は偶然自分で怪我をしたのだと云つた。彼は兄のビストルを持遊んでゐたが 、彈 丸がこめてあ 
レ 左手を以てそ S 左 sf あ K かひ、 (彼は左利含で S い)、 f 引金に 掛け 
た、ところが彈丸は飛出したニハ寥£かい 一一一6か^'どぅしてそのピストルを持遊ぶ氣 
になつたのかと私は尋ねた。すると彼はかぅ答へた。それは彼の徵兵の時で•彼は戰爭が恐かつたか 
第八窣行り損ひ 二七力 
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n 常生活の精神分析 二八〇 
ら、前晚にそれを宿屋へ持つて行つた。軍隊の檢赉で彼は靜脈の異常擴張で兵役には不適當なものと 
認められた。 

その事を彼は非常に恥ぢてゐた。彼は家に歸つてビストルを弄してゐた。併しそれで自分を傷害し 
ょうなどとは考へなかつたの.たが偶然の事は突發した。なほも續けて、彼は平生自分の運命を滿足に 
思つてゐるかと尋ねると、彼は溜息を以て答へ•或ろ娘との戀物語を始めた。彼女の方でも彼を愛し 
てはゐたの’たが、それにも拘らす彼を振棄て\しまつた。彼女はたぐ慾のためにのみァメリヵへ出發 
してしまつた。彼は女を追はうかと思つたが、兩親に停められた。彼の情婦の出發が一九〇七年一月 
二十日で、つまり怪我のあつた丁度ニヶ月前である。 

『総てこれ等の疑はしい契機のあるに拘ら t 患#はその發射が一つの「偶然」であつたことを主 
張してゐる。併しながら•私は、そのビストルを持遊ぶ前にそこに彈丸がこめてあるかどうかを調べ 
なかつたことも、自己傷害も、總て心理的に決定せられてゐたことを確信するものである。彼は不幸 
なる戀愛事件のために落膽して•まだその印象の下にあつたので、軍隊に這入つて總てを「思れ」た 
いと考へてゐた事は明かだ。この望みもまた奪はれた以上は、彼は武器を弄することに——つまり自 
殺への無意識的試みに，向ふやうになつたのだ。彼がピストルを右手でなしに左手で取つたと云ふこ 
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とは、彼が實際にた>「持遊んだ」のであつて•つまり意識的には何等自殺を行ふ意志のなかつた事 
を明かに語つてゐる。』 

こ k に今一つの一見偶然的の自己傷害の分析を觀察#自身が私が委讓してくれたのがある。これは 
『人を呪は < 穴二つ J と云ふ俚諺を思ひ出させる。 

『 X 夫人は中流階級の良家の出で、結婚して三兒を擧げてゐる。彼女はいさ、か神經質ではあるが、 
生活に不適當と云ふほどではないから、無理に分析取扱ひを必要ともしない。或る日、彼女は自分の 
面貌の非常に驚くべき、併し一時的の怪我に就いて、次のやうに確認した。 —— 彼女は修理の濟んだ 
街で堆石の上に轉んで、自分の顏を家の壁に持つて行つて磨りつけた。顏面全體は磨り傷を受け、眼 
睃は靑腫れになつた。そこで彼女は眼が何とか成りはすまいかと心配になつたので、醫莕を呼びに遣 
つた。彼女はその點に就いて安心した時に、私は尋ねた。 —— 「併し、何だつて貴女は倒れたりなん 
かしたのです？•」彼女はかう答へた。彼女の夫は關節の病ひで幾月もの問惱んでゐたが、丁度この事 
故の ある 前に、彼女は夫に街上でょく注意するやうに翳吿を與へたのであつた。さうして彼女は他人 
に警吿した事が不思議に自分に起る經驗を屢々持つてゐると云ふのである。 

私は彼女の不幸を決定するものとしてこれだけでは滿足出來なかつたので、何かもつと話すべきこ 
第八^行リ损ひ 二八一 
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B 常生活の 精神分析 二八二 
とがあるだらうと思ふがどうかと訊ねた。左樣、丁度この事故の直前に、街の向ふ側の或る店に美しい 
繪のあるのを見付け、それを急に子供部屋の裝飾にしたくなり、直ぐにそれを買はうと思つた。そこ 
で•彼女は街上を見ずに店の方へ橫切つて行つて、堆石の上に躓き•壁に顏を磨りつけながら倒れた 
が、手で以て自分を守ろ努力は殆どしなかつた。繪を買はうとの考へは忽ち忘れてしまつて、彼女は 
急いで家へ歸つた。——「併し、何故もつとょく氣をつけなかつたのですか」と私は尋ねた。 —— 「左 
樣ですね」と彼女は答へた0「屹度、罰が中つたんでせう。貴方にはもう何もかもお話し、てあるやう 
なわけでね u ° 1「では•その話の事を貴女はまだそんなに氣に病んでゐるのですか L ° 1「ぇ-^ 
後には妾はそれを大»悔みました。妾は自分をいけない、罪の深い、不道德なものだと思ひましたが 
併しその時分には妾は神經質のあまり、まるで氣狂ひのやうでした0」 

彼女の云ふのは人 H 早產の事であつた。これは始めもぐり醫者が行つたのであるが、その仕上げを 
したのは或る婦人科醫であつた。この人 H 早產は夫の賛成を得て行つたのである。兩人の金錢上の事 
情からして、これ以上子供を惠まれることは御免を被りたいと思つたからである。 

「妾は屢々かう云ふ言葉で自分を責めました。——併しお前は子供を殺させたのだ•と。^うして 
そのやうな 罪は 罰を受けずに は 〇 ないと 云 ふこと を恐れました。只今、先生は妾の 眼に 大事はない i 
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仰言つ て下さいましたから-もう妾は十分 fij か s > いかのだと信じてをります。 

この不幸はこのやうに、一方自分の罪に對する懲罰であるが、他方幾月もの間その下ることを恐れ 
てゐた、どんなのだか分らないが、もつ矣——遁れるためで ta 彼女が f 5ために店の 
方へ進んで行つた K 間に、この話の全體の記憶は恐怖(彼女が夫に替吿した時分に 旣に彼女の無意識 
印に活動してゐたところ Q ) を伴？愈々勢を得‘うして多分かうした言葉でそれを 云 ひ 表はすこ 
i か出来た i ら if 。1併し、子供を殺す T なお前が、何故子供部屋に裝飾を欲しがるの 
か。お前は人殺しぢやないか。大 J 響は確かに今や 3 S 兔ろ！と。 

これ等の思想は意識的と S ならなかつた。併し彼女はこの、云は>心理的の雲に於ぃて、思想^ 
代りにそ間に於ける事情を利用し、蠢向含に見ぇた堆石に不墨に躓ぃて 患箭の資 とした 
のである。そのために彼女は倒れる時に手を碧 出さうともせず、また 非常に吃驚もしなかつたのだ。 
彼女の事故 SI 1 G 、 併し多分ょ〇微弱な決定者は、明かにこ？產事件の罪の I 者た—を 亡き 
ものにしたいとの彼女の無意識的願望に對する自己懲罰であつた。これは石が轉が つて〇るから 街 上 
では非常に氣をつ：！：：ょと餘計な警吿を與へたことに依つて露はれて ゐる。何となれば、彼女の夫は却 

が惡かつた S . だから、步く時は非常に氣をつけてゐたの、たから- 0 J <|> 

第八草行り損ひ 
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日常生活の 精神分析 二八四 
【晓】 (一 ) ファン•エムデン， vanramden , 『廢胎のための自己懲§』(『精神分析學中央雜誌',所載) 

この やうに自分自身の安全と自分自身の生命に對する憤りが、一見偶然的と見ゆる無器用 さと 言動 
上の不適當さとの背後に匿れてゐることがあるものとすれば*やがてその同じ考へ方を、他人の生命 
と健康とを危險に陷れるやうな失策に移し得ること令悟るためには•必ずしも大なる進步を閱するに 
及ばない。この考へ方の妥當を證明するものとして私の提示し得るものは、神經症患者に就いての私 
の實驗から得来つたのであつて、從つて只今の要求には十分に應はない。こ i に私は一つの場合を報 
吿するが、それに於ける行り損ひと云ふょりは寧ろ象徵行爲、又は偶然行爲と呼ぶべきものが、後に 
至つて患者の苦鬪を解決するの手掛りを私に與へたのである。 

私は嘗て或6非常に聰明な人の結婚關係を改善することを引受けたことがある。彼が自分を優しく 
愛してゐる若き妻と調和しない眞の原因は直ちに突止め今〕とが出來たが、併し彼の認めたやうに、 
それ等の原因ではその不調和を說明することは出來なかつた。彼は絕ぇず離緣の事を考へ續けてゐた 
が、併し小さな二人の子供の愛にひかされて、さう云ふ考へはいつも拒けてゐた。それにも拘らず、 
彼は常に離婚の決心に舞戾り、自分の境遇を堪へ得べきものとする何の方法をも講じなかづた。その 
やうに煩悶の落着してゐないことからして、私は、相尅する諸々な意識的動機を强める無意識的、被 
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抑壓的の動機が旣にそこに存すろことを私は知つたのである。さうしてそのやうな場合に於いては、 
私はいつもその煩悶を精神分析に依つて根絕せんと企てるのである。その夫は或る日、殊の外彼を驚 
かした一小事件を物語つた。彼は一曆可愛がつてゐろ長男の方の子をからかつてゐたが、子供を高く 
投り上げてゐる內に、最後に子供の頭が重々しく垂下してゐるガス燈に殆ど打當るほど高く投上げた。 
殆どであつて全然ではなく-も少しでと云つてもい X ところであつた。子供には異狀はなかつたが、 
た V 恐怖のために眩策がしただけであつた。父親は子供を腕に抱ぇて棒立になつてゐたが、母親はヒ 
ステリーの發作に襲はれた。この不注意な運動の特殊な器用さ、兩親に於ける反應 s 激しさなどから 
見ると、愛する子供の不幸を望む心持の表現としての象徵的行爲としてこ S 事件を見るべきものであ 
ることが私には感ぜられたのである。 

この父親が子供に對して實際は優しいと云ふ事は矛盾であるが、この父親が子供を害さ、フとしたの 
が、その子が唯一の子でありまたなほ小さくてそれに優しい興味を感ずる機會をま tf 持たなかつた時 
分であつたと云ふ事に依つてこの矛盾は取除かれると思ふ。そこで、この夫は當時その妻君に非常に 
不滿を持つてゐたので、 かう 考へてゐ たらう と云ふことは假定するに容易である。——俺が何の興味 
も 持たないこの小さな奴が死んでしまつたならば、俺は自由になつて家內と離緣することが出來るの 

第 八草.行り m ひ 二八五 
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H 常生活の 精神分析 二八六 
だのに*と。非常に可愛がつてゐたこの子供の死に對する願望は、 t : から無意識的に續いてゐたに相 
違ない。こ i からしてこの願望の無意識的定着への途は容易に發見出来た。そこには實は、この父親 
の子供時代の記憶中に力強い決定要素がぁつたのだ。それは彼の小さい弟が死んで、それを母親は父 
親の不行屆きの办 i にし、延いてはひどい爭ひとなり•別れ話まで持上つた程でぁつた。私の患者の 
結婚生活のその後の過程、竝びに治療上の成功は•私の分祈の正しかつた事を證明した。 
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第九章 

症狀行爲と偶然行爲 

# 

今まで述べて來た行動は、そこに無意識意圖の實現が認められるものであつて、それ等の行動は他 
の意阔的行動の携亂として現れ，また無器用の口實の下に匿れてゐる。さてこれから述べる偶然行爲 
なるものが行り損ひと違つてゐ6點と云ふは、それが意識的意圖の支持を拒け、また實際何等口實を 
必要とせぬにある。偶然行爲は獨立的に現れ、また人々はそこに目的意圖を想像しないが故に、これ 
を默認しておく。人々は偶然行爲を『仕ようとは思はないで』た> r 純粹に偶然的に』、 r 手が自然に 
動いて』行ふ。さうして右の やうな ことで偶然行爲の意義は盡されてゐると思つてゐる。このやうな例 
外的な立場を享受するために、偶然行爲は最早 k 器用を口實とする必要はないが、その代りに或る條 
件を叶へねばならぬ。卽ち、それ等の行爲は目立たぬものであり、效果も些少でなければならない。 

私は自分自身や他人に就いてそのやうな偶然行爲の多數の實例を蒐集したが、それ等個々を巨細に 
調べて見て『症狀(又は徵候)行爲 J ,,symptomhandlungs と云ふ名の方が 一 1- 適當してゐると信す 
第九聿症狀行爲と偶然行爲 二八七 
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日常生活の精神分析 二八八 
る。それ等の行爲は行爲者自身が思 ひも 寄らない或るものを、且つ行爲#が槪して他人に知らす こと 
の意圖はなく、寧ろ自分自身の內に祕しておかうと目ざしてゐる或るものを表現するのである。 

そのやうな偶然行爲又は症狀行爲が最も®富に見られるのは•とりわけ神經症患者を精神分析する 
場合である。私はかう云ふ性質を具へた二つの實例を示すことに依り、如何に遙かに如何に微妙に" 
これ等の平明なる出来事が、無意識的思想に依つて決定されてゐるかを示すことを禁じ得ないのであ 
る。症狀行爲と行り損ひとの限界はあまり截然たるものではなく、この實例の如きも前^に於いて論 
じて敢へ差支へはないものである。 

(一)或る若い夫人が分析取扱の間に思ひ出したと云つてかう云ふ話をした。彼女は昨日爪を切つ 
てゐる時に、『爪の脇の薄皮を取らうとしてせついてゐる內に、肉まで嘲.込んでしまひました』と。こ 
んなのは誠につまらぬ話で、•.何だつてそんな事を覺ぇてゐて、わざく持ち出したのかと我々は尋ね 
る程であるが、それ故に こそ これが症狀行爲と云ふ もの だとの結論を下すので ある。 この壁細な不器 
用から して傷つけたのは、實は結婚指輪をはめる指である。それのみならす、その事のあつたのは彼 
女の結婚當日であつたので、このかすかな皮膚の負傷も一つの全然決定せられた、その意味の容易に 
判定し得る事となるのである。彼女はまた同時に一つの夢を物語つたが、その夢には彼女の夫の巧妙 
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ならぬこと i 夫人としての彼女の不感症とが仄めかされてゐた。併し、普通に人々は右手の指に結婚 
指輪をはめるのに•どうして左手の，指輪指を彼女は傷けたのであらうか。それは彼女の夫が法律家 
,, DoktorderKe — 乂『右の學者 J 權利の學者』)であり、娘時代の意中の人は醫者 ，， Doktor der Lhlkes 
(たはむれて『左の學者 fe であつたからだ。左手への結婚と云ふことは•またそれの一定の意義を持 
つてゐ6。 

(二)或る未婚の若い女はかう話した。——『妾は昨日百グルデンの紙幣を二つに引割いて、片方 
を妾のところへ訪ねて来た女客に與へました。それもやはり症狀行爲で御座いませうか。』巨細に調 
ベて見たところ、次のやうなことが明かになつた。百グルデンの紙幣 —— 彼女は自分の時間と財産の 
一部分を慈善事業に捧げてゐる。或る他の婦人と共に彼女は孤兒の世話をしてゐる。百グルデンはそ 
の婦人から彼女への寄附であつた。彼女はそれを封筒に人れて、假りに机の上に載せておいた。 

来訪の女客は名流の婦人で•その人とも彼女はまた別の慈善事業を營んでゐた。この婦人は慈善の 
助けを求めることの出來るやうな人々の名前を書きつけておきたいと云つた。そこには紙片はなかつ 
た。で、.彼女は例の封筒を机から取上げて內容の事は考へもせすにそれを半分に引割き半分は名簿表 
の寫しをとるために自分の方に留めておき*他の方を来訪者に與へた0 

第九窣症狀行爲と偶然行爲 二八九 
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H 常生活.の精神分析. 二九0 
'この出來事は不適當ではあるが無難であることに注意せょ！百グルデンの紙幣は裂けても各片が 
チャンとしてをれば、價値に於いて何の損失もないことは分りきつてゐる。相手の婦人が紙片を投棄 
て V しまはないことは、その上に書きつけてある名前の大切なことに依つて保證されてゐる。またそ 
の人が價値のあろ內容を氣付くや否や返してくるであらうこと同樣疑ふまでもない。 

併し、忘れてゐたればこそ惹起さ U たこの偶然行爲は、如何なる無意識的思想に表現を與へたもの 
であらうか。この場合の來訪#は、私がこの患者を治療するに就いて非常に確定的な關係を持つてゐ 
たのである。病氣に惱んでゐたこの娘に醫師ならばフロィドがょからうと嘗て薦めたのはこの婦人で 
あつたのだ。で、もし私の考へ，か 18 攬つてゐないとすれば、私の患#はこの事に就いてこの婦人に感 
謝してゐたのだ。この半分に裂かれた：白グルデンの紙幣は、多分彼女の仲介に對する謝禮を意味した 
のであつたらうか。これはなほ■となつて殘つた。 

ところがまた別の材料がそこに加はつて來た。一日前に、全然別種の仲介者が彼女の親戚の莕に、 
お孃さんは或る紳士と御近付きになられる考へはないかと尋ねた。さうして翌日の朝になつて、丁度 
この婦人の来訪の一時間前に•求婚•者の求婚狀が舞込み、そのため大變上機嫌になつてゐた。で•來 
訪者がこの娘の御機嫌は如何ですと訊ねることに依つて會話を始めた時には、娘は多分かう考へてゐ 
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たに違ひない i 思はれる。——『貴女はい、铐者を御紹介下さいましたが•併しもし貴女が正當な夫 
を(やがてはまた•子供を)お世話下さるならば一層感謝するでせうに。』この抑壓せられた思想に 
於いては二人の仲介者は一人に混融せられ、彼女の空想に於いては他の方の仲介者に與ふべきものを、 
その時の來訪者の方に與へてしまつたのである。この解釋は•私がこの患者にその前夜偶然行爲义は 
症狀行爲に就いて話したのだと云ふことを思合せるならば、愈々以てこれを確信せざるを得なくなる。 
彼女はそこで•最近の機會を活用して•類似の行爲を行つたのである。 

これ等の無暗に屢々起ろ偶然行爲竝びに症狀行爲を、習慣的のもの、或る境遇の下に於いては規則 
的に起るもの、竝びに孤立的のものとに分類することが出來ょう。第一 類 (時計の鎖を まさぐ つたり、 
自分の髯を引張つたり、等々)のは殆ど本人の特質•と見なされ得るものであるが、多くの痙孿運動に 
關係がある。 さう して、®に後者と關係させて取扱ふに價するものである〇第二 類と しては、私は 自 
分の杖を玩弄すること、自分の鉛筆で落書をする こと、ポケットの 中で錢をヂャラ^-音させる こと、 
泥土やその他造形的の材料を捏ね廻すこと、自分の着物をいろ/、に ひねくり 廻すこと•その他 これ 
に類した他の多くの行爲を數へる。心理的取扱ひの間にこのやうな遊びを行つて〇ると*それは必ず 
他の表現の許されない意味がそこに匿れてゐ るの だ。大低は本人はそれに就いて何も知らない。彼は 
鹐九荜症狀行爲と偶然行.痛 二九一 
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H 常生活の精神分析 ーゴこ 
同じ事を行つ H ゐるかどぅか、或は鼻の平常の遊び方に於いて多少の變化を加へ T t かどぅかを 
知らないでゐる。さぅして彼はまた、これ等の行爲の效果を見落した S 落したりするものである。 
例へ丈•彼は錢のヂャラ^-鳴る音を聞けども聞いてゐない。で、もしそれに注意を向けられると、 

吃驚してそんな音 f 苫かしらと5顏をする。醫師にとつてこれ等と同 S 意義 t 、 疆の價 
値のある e は•患者が氣付か2自分の着物をいろくに—ぐる*その—ぐり方で S 。 服裝上 
普通とは 違つたあらゆる點•一切のだ t のない點•例へばボタンを掛け忘れてゐる事、露出のあら 
ゆる痕跡などは V 服裝者が接には云ふことを欲しない何物かを、普通には彼自身か全く無意識てゐ 
るところかを、蠢せん—?—。これ等 S 經な偶然行爲 e 註釋•拉びにその註釋 
の證明は、治療中攀から、話し合？ t 管から•注意が一見偶然® T に行はれてゐ 
る事に向けられた時窗に出て來る觀念からして、何時でも確實に與へることが出来る。 f 云ふ次 
第であるから，私はこの場合、實例の報吿拉びにその分析を以て自分の主張を支持することは控へて 
おく。が、併し、私がこの事を敢へて言及すると云ふのは、患者に於ける如く常態者に於いてもこの 
同じ意味が存することを確信するからである。 

が、 I は少くとも一例を擧げて•平常行はれる象徵的行爲が、常態人の最も內奧の*最も重要な生 
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活の部分 i " 如何に密接に關係さサ得べきものであるかを示すのを禁じ得ないのである。(一)—— . 

【眹】 (1) ジョーンズ『日常生活の象徵に就いて』(精神分析學中臾雜誌所載、一九一一年) 
r フロィド先生の敎へられたやうに•常態人の嬰兒生活に於ける象微は、初期の精神分析の經驗が 
敎へたょりは遙かに大きな役割を果してゐるのである〇この見地からして次の簡單なる分析は一般の 
興味を索くであらう、殊にそこに醫術上の前途の光明が認められるが故に……。 

或る醫•帥が轉宅して自分の家具を置き直してゐた時に、一本の木製の「單耳用」聽診器を見付けた。 
何處へ置いたものだらうかと暫く考へた後に、それを彼の机の上に•而も自分の椅子と患者がいつも 
坐る椅子との丁度眞中どころに來るやうな風に、橫たへて®かなければならないやうな感じがした。 
そのやうな行爲は二つの根據からしていさ X かをかしかつた。第一に、彼は聽診器をあまり屢々用ゐ 
ない。(彼は、つまり、神經醫であるさうして聽診器が必要な時には、兩方の耳にあてがへる二重の 
を用ふる。第二に、彼の醫療上の道具や機械は總ていつも抽斗の中に納めてあるのに、これだけが例 
外であつた。併し彼はこの事を別に問題にもしなかつたのだが、或る日未だ木製の聽診器を見たこと 
のない一患者が•それは何ですかと尋ねたので•自分でも考へて見るやうになつた。それは聽診器だ 
i 云はれて、患者は何だつてこんなところに置いてあるのですかと訊いた。別にそこに®かなければ 
第九窣 症狀行爲と偶然行爲 二九三 
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日常生活の精神分析 二九四 
ならない事はないが"たぐそこへ { g いたまでだとうまく答へた。併しこの事あつた、めに彼は考へる 
やうになり-この行爲の內に無意識的動機がある•たらうかと S 省し始めた。彼は精神分析法に興味を 
持つてゐたので•この事を調べて見てくれと私に依賴した。 

まづ最初に思ひ出した事は、彼が醫學生時代に、病院醫が診察室へ行くのにいつもその聽診器を手 
に持つて出掛けて行つた(そのくせ使ひもしないの ti が)のを見て印象を受けた事であつた。彼はこ 
の醫師を大いに尊敬し非常に傾倒してゐた。後に彼自ら病院醫となつた時には同じ習慣がついて、も 
し問違つて手ぶらで室を出ることがあると*非常に氣持が惡かつたものであつた。この習慣には別に 
目的のないことは、彼が平常用ふる唯一の聽診器は兩耳用の聽診器で•それを彼はポケットの中に旣 
に入れてゐるのだと云ふ事實に依つてのみならす、また彼が外科醫となつて少しも聽診器の必要のな 
くなつた時でも•なほこの f ? 惯が續いてゐたと云ふ事實に依つてもまた明かである" 

して見れば、問題の用具の觀念は何等かの方途に於いて"常態の場合に於けるょりはもつと大きな 
意義がそこに賦與せられてゐる——換言すれば、その物は本人にとつては他の人々にとつてょり以上 

のものである-事が分るのである。その觀念はそれが象微化する他の何等かの觀念•さうしてそこ 

ぃらして自らの 附加的意味を滿契し来るところの他の何等かの觀念と、無意識的に結合せられてゐな 
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ければならない。この第二次の觀念とは何であつたか。それを云つてしまへば殘りの分析も判つてし 
まふの. tf が —— つまりそれは性器的の II 念である。如何にしてこの不思議な聯想が成立したか.は直ち 
に述べるであらラ。聽診器を持つてゐなくて病院で不安であつたことや•またそれを前に置けば救は 
れたやうな、大船に乘つたやうな氣持になるのは、「去勢コムブレ”クス」と呼ばれてゐるも.のに關係 
がある。つまり、玩具が屢々取上げられるやうに•自分の身體の大事な部分が取上げられてしまひは 
せぬかとの嬰兒的不安が、形を變へて成人の生活中にも屢々績いて來てゐる•それを云ふのである。 
その恐怖と云ふのは、もし自分が、特に或る方面に於いてい i 子でないと•それを切取つてしまふぞ 
との父の威嚇に職由するのである。これは極めて普通のコムブレ、'クスであつて、後年に於ける大低 
の神經症と信念の缺乏とは多くはこ V から來るのである。 

そこでまた彼の家庭での醫者に關する•嬰兒時代の！ CS ぐな記憶が出て來た。彼は小兒時代にこ 
の醫者に非常になついてゐた。さうして分析してゐ6內に、彼の妹の誕生に關する彼の四歲時分の二 
重の空想に就いての、長い間埋もれてゐた記憶が掘り出された。つまり、妹は (1) 自分と母との問の 
子であり、父は與らぬと云ふ空想と、 (2) 自分と醫者との間の子であると云ふ空想とである。この空 
想に於いては、彼はつまり男の役目と女の役目とを果してゐるわけである。この出產と云ふ事件に依 
第九筚症狀行爲と偶然行^二九五 
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日常生活の耥神分析 二九六 
つて彼の好奇心が惹起された時分に於いては、醫者がその事件の間にシテの役を演じ、父親はヮキの 
役を演じてゐた事を氣付ずにはゐられなかつた。この事が彼の後年の生活に如何な6意義を有するか 
は、直ちに指摘せられるで あらう。 

聽診器の聯想は多くの關係から構成せられたものである。第一にこの道具の物質的外見、——眞直 
な、硬い、中空の圓筒で、その一端には小さい球形狀の頂が着き•他端は擴がつた基底となつてゐる 
—— またそれが醫術上の七つ道具の肝心なものであり、醫赉がその魔術的な面白い藝當を演する道具 
だと云ふ事實、これ等が彼の少年らしい注意を牽いた事柄であつたのだ”彼は六歲當時に、屢々この 
醫 elti に自分の胸を調べて貰つた。さうして醫師が頭を自分の方に近付け、聽診器を胸の方へ押入れ、 
ァチコチと呼吸のやうな律動的な運動を以てそれを動かした、その肉的の感覺を明白に想起したので 
あつた。彼は醫師がその聽診器を帽子の中に入れて歩く習慣にひかされたのである。醫者がその主要 
な道具を自分の身體の周りに匿して持つてをり、患者のところへ診に行つた時には何時でも手許にあ 
つて•た >帽子(つまり衣装の一部分)を脫いでそれを「抜き出す」のだと云ふ事は、彼には非常に 
面白い事に思へた。八歲の時には、彼は年長の少年から、醫者は婦人患者の寢床に這入る習慣のある 
ものであることを聞いて、强い感銘を受けた。健に、若くて美男であつたこの醫者は近所の婦人の間 
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には、その內には、當人の母親も含まれてゐた——非常に人氣があつた。醫者と「道具」 とは-それ 
故に、彼の少年時代を通じて大きな興味の對象であつた Q 
多くの他の場合に於てもさぅだが、掛りつけの醫者との無意識的同一化と云ふことが、當人の職業 
選擇の決定の主要なる動機であつた、それはこ V では二重に條件づけられてゐ 6 。 (1) 或る興味 ある 
機會に於いて醫者が、(當人の非常に嫉妬してゐた)父ょりも優位に立つてゐたこと、 C 2) 禁斷せられ 
た題目に就いて醫師は知識を持つてをり、且つ性的滿足の機會を持つてゐること——〇當人は婦人患 
者に對して屢々性的誘惑を經驗したことを容認してゐる。さぅして彼は二度戀愛に陷つたが、遂に一 
人と結婚した。 

次に思ひ出したのは或る夢の記憶であるが•それは明かに11:性愛的、齡獻齡邮性質の夢であつた。 
その夢の中に於いて、或る男(それは例の掛りつけの醫師の代償で あることが やがて分つたが)が「劍」 
を以て當人を襲ふて來た。劍の觀念は夢の中では屢々出て來るが•前に述べた木製聽診器に聯想せら 
れたのと同じ觀念を代表してゐるのである。劍に就いての思想は-當人をしてニィべルンゲン物語中 
の一節を想起させた。その一節に於いては、シガード王は拔身の劍 ( Gram ) を自分とブルンヒルダ姬 
との間に橫たへて眠るのである。この事は常々彼の想像を非常に衝くのであつた。 

第九草症狀行爲と偶然行爲 二九七 
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H 常生活の精神分析 二九 A 
症狀行爲の意味は今や遂に明となつた。當人は聽診器を自分と患*との間に橫たへたのは、今度シ 
ガード王が自分の劍(これまた同樣なる象微)を己れと己れの手を觸るべからざる姫との間に橫たへ 
たのと同じである。この行爲は妥協形成 (Kompromissbildung) である。これは彼の空想中に於いて. 
魅惑的な患者と近しい關係を結びたいとの抑壓せられたる願望(性器を中間におくこと)と•同時に 
この願望は現實とすべからざることを忘れないこと(劍を中間に置くこと)この兩者のために役立つ 
てゐ6。それは、云は' 誘惑に負けないやぅにとの禁厭である。 

なま 仏 ょ、 リヴトン卿の『リシ ユ リゥ』， 一 udlelicu ” 中の次の一節がこの少年に非常に印象を與へたこ 

とを云ひ添へておきたい。- 

,Baueatli the rule^meu entirely gr 2 1 
The pen i:Ja\iglltier than the sword* 

「完全に犬なる人の治下にては 
筆は劍ょり力あり0」(二 
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【 15 】(一)オ ー ルダム Oldham の： I wear my pen as otherwtio their sword : C 「他の人々 の 劍佩くごと 
我筆を佩く。」參照。 

また彼は盛んなる著述家となり、異常に大きな萬年筆を用ゐてゐることも云ひ添へておきたい。こ 
んな大きなペンを使つて何の必要があるのかと嘗て私の尋ねたに對し、彼は獨特の口吻で答へた。 —— 
「だつて隨分 書くことがある からね L _° と。 

この分析はまた我々をして、「無難」にして「無意味」なる行動が如何に深き洞察を精神生活中にな 
さしめ るか、また如何に人生の早期に象微化の傾向が發展 するものである かを、思は しめる のであ 

る0 』 と。 

私 もまた 自分の精神治療の經驗中から一つの實例を述べる ことが 出来る。 この 實例に於いては、パ 
ンの碎片をいぢくつてゐる手が明白に物を云つたので ある。 私の患者はまだ十三歳に達しない少年で 
あつたが、ニケ年間程非常なヒステリ—に惱んでゐた。私は、彼が性的の經驗を持つてゐるに相違な 
い、また年齡相應に性的の問題で惱んでゐ るに 相違ない と 睨んだのである。併し私は進んで自分の憶 
測を調べて見たいと思つてゐたから、彼にいろんな說明を與へて助けることは注意をしてゐた 。であ 
るから、私は彼の樣子に氣をつけて、そこに私の望んでゐるやぅな材料の現れるのを待つてゐた。 

第九窣症狀行爲と偶然行12 二 九九 
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H 常生活の精神分析 三〇〇 
或る日、彼は右手の指の間で何かを丸めてゐた。彼はそれをポヶサトの中に突込んで、そこでなほ 
もそれをいぢくつてゐたが、やがてまたそれを引出したり、そんな風なことをやつてゐた。私は彼が 
何を手に持つてゐるのか尋ねはしなかつた。併し彼は突然手を擴げてそれを私に見せた。それはパン 
屑をこねて丸めたものであつた。その次の診察の時も•彼は丸めたのを持つて来て、我々の對談して 
ゐる間中、彼の眼は閉されてゐたが、手では何か形を持えてゐた。その持え方が非常に迅いので、私 
は興味を索かれた。それは疑ひもなく人形であつて、丁度有史前の偶像のやぅな不恰好なものであつ 
たが、頭もあるし•手も二本あるし*脚も二本あるし*爾脚の間にはお添物まであつて、彼はそれの 
尖端を非常に長く延してゐる。この人形が出来上つたと思ふと•忽ち彼はまたこれを捏ねてしまつた0 
後には彼は人形をつぶさずにそのま i にしておいたが*併し前のと同じお添物を背の平たいところに 
或は他の部分に付けて、最初のもの i 意味を踏晦しょぅとするのであつた。私は彼を理解してゐろと 
云ふことを知らして遣りたかつたが•併し同時に、これ等の人形を能動的に作りつ X 何も考へてゐな 
かつた i は遁げさせまいと思つてゐた。この意向を以て私は急に彼に尋ねた、ローマの王樣がその息 
子の使者に庭園内で無言劇的の返答を與へた話を覺えてゐるかと。覺えないが•それは頭の禿げに返 
答を書かれた奴隸の話かと訊いたリで、私は彼に云つた、『いや、それはギリシァの物語だ J ? 
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うして次のやうな話を述べた0——タルク牛ニゥス•シゥペルブス王はその皇子ゼクストスを或るラテ 
ンの都市に忍び込ませた。皇子はやがて市中に足がかりを得て、王の許に使者を遣はし、これからど 
うすればょいのかと尋ねにやつた"王は何の返答もせずに庭に降り立つた。そこでまた質問を繰返さ 
せた。 さう して そこにある 最も大きな最も美しい虞美人草の頭を默つて打落した。使者の爲し得る總 
では、こ 0)- 事を ゼタストスに 報吿 する 事であつた。 ゼクス トスは父を了解し、市中の最も重立つた市 
民を暗殺に依つて亡きものにするやうに仕向けた。 

私の話してゐる間に*少年は捏ねるのをやめて、さうして王が園內で爲した事を私が話してゐた時 
に、「默つて打落した」と云ふ言葉のところへ來た時、彼は人形の首を電光石火のやうに素迅い動作を 
以て引ちぎつた。これで見ると.彼は私を理解したのである。さうしてまた彼も私に理解せられてゐ 
ることを氣付いたのである。今や私は直接的に彼に質問することが出來た。さうして彼の望んでゐ6 
知識を與へた。かくして神經症は間もなく終りを吿げたのであ60 
健康#に於いても神經症患者に於いても、症狀行爲は無限に豐富であるが、それ等の症狀行爲が我 
々の興味を牽く所以のものはニーにして止まらぬ。醫師にとつてはそれ等の狀態は新しい、今まで未 
知であつた條件を知るの價値ある指標として役立つことが屢々であ6。人問の觀察者にとつては、そ 
第九窣淹狀行爲と偶然行爲 三〇一 
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H 常生活の精神分析 三〇二 
れ等の行爲は屢々一切のものを、時としては彼が知らうと欲する以上のものを•呈露するのである。 
その適用に親熟したるものは時として自らソロモン王のやうな感じがする。東方の傳說に依れば、ソ 
n モン王は動物の言語をも解したと云ふことである。 

或る日、私は未知の青年をその母親の家に往診することになつた。彼が私のところへ来た時に、彼 
のズボンの上に大きなシミの出來てゐるのを氣付いた。その周邊が特殊な剛張り方をしてゐ6ので、 
それは玉子の白味であると分つた。暫くもぢ<してゐた後、聲が嗄れたものだから生玉子を呑んだ 
が*白味が多少着物の上に落ちたらしいと辯解をした。この辯解を確證するために、彼はなほ室內に 
あつた皿の上に載つてゐた卵の殼を示した。怪しげな汚點はこのやうに無難な說明を下されたが、併 
し母親が去つて我々が二人きりとなつた時、これほど診斷を私のために容易ならしめてくれたことは 
有難いと彼に話した。さうし T 直ちに私は、彼が自慰の惡效果のために惱んでゐるのだとの吿白を我 
我の話の題目としたのであろ。 

また或る時は、私は金持で吝嗇で馬鹿な婦人を訪れた事がある。彼女は常々•自分の容態の原因に 
端的に觸れる前に、山ほど愚痴を啷すことに依つて醫莕に仕事をさせょうとするのである。私が道人 
つて行つた時、彼女は小さな机の前に腰を下して銀貨を小高く積み上げてゐた。彼女が立上る拍子に 
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銀貨の幾つかは床上に轉び落ちた。それを拾ひ上げる彼女を私は助‘，.てやつたが、併し彼女が自分の 
不幸を細々と語つてゐるのを遮りながら、私はかう云つた。——貴女の善良な養子は、これほど貴女 
のお金を費つたのですかと。彼女は困つてそれを否定してゐたが、暫く經つて、養子が贅澤であるた 
めに非常に困ると云ふ悲しい話を始めた。$うして彼女はそれ以來私を呼びに来なくなつた。相手の 
症狀行爲の意味を吿げてやつて、いつも必ずその人と友人になれるとは限らないものである。 

今一つの『行り損ひに依る吿 ^ J を ハ ーグのヱムデン博士1 ^.1. ^ 9づ目1:111<1611(11^5 が報吿 
してゐる。——『ベルリンの或る小さい料理店で勘定をすろ時に•給仕が或る食物の値段が——戰爭 
のために^—十二べ-ーヒだけ高くなつたのだと云つてきかなかつた。では、どうして値段表にさう書 
いてないのか i 云つたところ、それは屹度書き落したのでせう、併し©にさうに違ひありませんと云 
ふ返答であつた。總額を納める時に，彼はへまをやつて、十二べ-ーヒの貨幣を私のために机の上に殘 
し X 行つた。 

「併しこれで見る i 、 君は®に僕に餘計に拂はせたことが分るょ。帳場へ行つて掛合つて來ょうか。」 
【ぢやァ、.一寸待つて下さい…… 1-.と 云ひすて、彼は去つた。 

勿論、私は彼を行かせてやつたし、また二分間の後に*どうしたわけだか他の食物と間違つてゐま 
第 九窣症状 行爲と 偶然 行為 三〇三 
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B 常生活の精神分析 三〇四 
したと云つて謝つた時にも*その十二べニヒを•日常生活の精神病理への彼の寄與に對する謝禮とし 
て吳れてやつた 。 J 

食事の時に•脇の人を II 察してゐると、非常に美事な•敎へられるところ多き症狀行爲をそこに發 
見することが出來る。 

ハンス•ザ”クス博士はかぅ述べてゐる。—— 

r 私は親戚の老夫婦の夕食の時に同席したことがある。夫人の方は胃が惡くて厳格な絕食を强いら 
れてゐた。夫君の前には燒肉がつけられたが、夫人の方にはこの食物は用はないので、彼は妻君に 
からしを取つて吳れと賴んだ。妻君は戶棚をあけて胃藥の小さい fia を取出し、さぅしてそれを夫君の 
前に置いた。樽の形をしたからしのグラスと小さい藥_とは殆ど似ても似つかぬものであるから、そ 
仍ために間違ひが生じたとは說明されない。併し妻君は夫君が笑つて注意を促したので•始めて氣が 
ついた。この症狀行爲の意味は別に說明を要しない。』 

この種の好例を一つ次に擧げるが、これは半ィンのダ”トナー博士の報吿に負ふものである〇觀察 
者は甚た巧みに利用してゐる。- 

r 私は晝食の時、同僚の哲學者 H 博士 i 同席した。彼は試補生の不利に就いて話したが、その時彼 
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は蠢を終る前に於いてすら、大使付の、つ t チリへの全權使節への祕 書として 据 f れた ことを 
言及した。「ところがやが 5 S 轉任になり、私は新任者に會は i も努めなかつた。」この 雲のと 
ころを話し T ゐた時、彼は一片のパィを n ? ころへ持？行か！取上げてゐたが* 4、器ぼのため 
でぁるかのやうにこれを取落した。私は直ちにこの症狀行爲の匿れた意味を 捉へた。—してこの、 

精神分析を知らない同僚に向つてかう云つた。 - 「實際、君はうまい喰ひものを取り損つたね。.併 

し彼は私の言葉が彼の症狀行爲 にも 同樣に關係 させ 得るの だと 云 ふこと を悟らな かつた。さうして 
彼は私が云ったのと同じ言葉を、恰も私が露に彼の 口からそれ 等の 言葉を 取つたかのやうに、特殊 
な愉快 St 、 生彩を以5返した。 — 「實際•僕が逃がし S は f にうまい啥物だ 
つたんた力ねどさう して 彼をしてこの收入 多き 地位を失は しめたところの 自分の 無器用に就いて細 
々と物語つた。 

この症狀行爲 S 味は、この同僚が關係 s 薄い私に、自分 S 得損つた物質生活に就い p 話すことを 
差控 へょうとし•さうして 彼の抑壓 された 思想が症狀行爲を假面と して、 匿す つもりの 事を象徵 的に 
表現し•かくて彼が無意識から救はれたのだ i 云 ふこと を眼中に置いて見る と •一®明白に 分る ので 
ぁるじ 

第九草疱狀行筠と偶然行為 三 0 JL 
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m 常生活の精神分析 一】一こブ 
一見その意圖なくして物を持去つ？、持？行つた of ことに如何 S 味があるかは、次 S 
例がこれを示してゐる〇 

ダットナー博士報吿—— r 私の或る同僚が非常に尊敬してゐる幼馴染の女友達の許に彼女の結婚後の 
最初の 訪問を試みた。彼はこ s 簡 s 事叢に話し、その時いつものやぅに一寸の問訪問しょ—潜 
つたのにそれが長くなつたのは不思議で七まらぬと云つた。さぅしてまたその時彼が演じた非常に妙 
な失敗に就いて報吿した。女友達の夫がやはり會話に加はつてゐたが、這人つて来た S はたしか机 
の上にあつたマッチ箱が何處へ行つたかと搜してゐた。私の同僚もまたポヶ"卜に手を突込んで、若 
しやそこ人れはしなかつたかと搜して見たが無かつた)暫く經つてからそのマ"チは露ポヶ"卜 
から出て來た。ところが箱の中にはマッチは一本しかないのでをかしいと思つた。—二三日經つて 
見た夢には箱の象徵が出て、‘ . f して幼綱染に關係があつて、これに依つて、私の霞を確證した。 
卽ち、この症狀行爲に依つて私の同僚は自分の先取權を主張し、自分の所有(た▽一本のマ"チ t : け 
が內に這入つてゐた ) の專らなることを表現せんとしたものである〇』 

ハンス•ザックス 博 S 吿 1 『自分の女中は或る種のパィが非常に好—。この事は疑ひの餘 
地がない、」 f なれば•こ s 食料だけは如何な—合にで—へてあるからで ある。 或る口 _日 
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に、彼女はこのバイをテーブルまで持つて來、それをバイ皿に移し•今まで這入つてゐた皿の幾枚か 
を重ねて持つて行かうとしたが、その時*女中はその積み重ねた皿の一番上にパイを載せ、それを持 
つたま i 臺所へ引込んでしまつた。我々は初めはそのパイを女中が何 か 手を入れ直すところがあるの 
であらうと思つてゐたが • 一向出て來ないので妻がベルを鳴らして尋ねた0 —— 「ベティ ー や、パイは 
どうしたの？」女中は質問の意を解し兼ねる風で答へた 〇 r どうしたのつて、どうか致しました か？」 
で、我々は彼女がパイを臺所へ持つて行つてしまつたぢやないかと云つた〇彼女は皿の上にそれを載 
せて持つて行き*「氣がつかすに」片付けてしまつたので ある 0 

その次の日*前日のパイの羧りを喰べょうとした時、昨日殘したま X 少しも減つてゐないこ i を妻 
が氣付いた。つまり、女中は當然自分の喰べてい i 好物を喰べる ことを 肯じなかつたので ある 3 どう 
して喰べなかつたのかと尋ねられて、女中はいさ X かどぎまぎしながら、すつか^:忘れてゐ まし J , と 
答へた。 —— 雨度の場合に於いて嬰兒的の行り方が明白に認められる。最初には自分の好きなものは 
自分だけで獨占したいとの子供らしい貪婪さが現れ、次にはお前の方で けち<するなら 勝手にしろ 
こつちはそんなものは要らないやと云ふ、これまた同樣に子供らしい意地張りが現れてゐる OJ 
偶然行爲又は症狀行爲が結婚生活に關して起ると、屢々非常に重要な意義を持つ。さうして無意識 
第九窣疴狀行爲と偶然行鉍 
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日常生活の精神分析 三 C -/ 

、レ理を知らざるものは前兆が現れることはあるもの^と云ふことを信ずるやうになる。若い夫人がそ 
の新婚旅行の途上で結婚指輪を失つたりすることは•ょしんばそれが置忘れであつたり、直ぐに見付 
かつたりしても•あまり緣起のい、ことではない。 

私の 知つ てゐる 或る女で今は 離婚し Ht 人が、彼女 s 商務上 S 理に達々そ s 生家 S 名を署す 
る癖があつたが"攀かの後に_その_の名を再び集 U なつ* u 。 i 嘗 H 私は或る露 
の夫婦の客となつたことがある。その時*花嫁は笑ひながら自分の最近の經驗を物語つて云ふに、丁 
度新婚旅行から歸つた翌日*夫が出勤の留守の間に、以前のやうに自分の唯一人 S を連れて買物に 
出掛けた。突然、彼女は或る男を街の向ふ側に見付け*妹の方を小奢ながら云つた。あら、あれは 
L さんぢやなくつて？もう幾週に もなる のに"この男が自分の夫であることを彼女は忘れてゐた。 
私ょこの話を聽いて ぞつとした が、併しそこから何等の推論を引出す勇氣はなかつた。この一寸した 
話の結果は 數 年の 後に現れて、彼等の結婚は果して非常に不幸なる終りを見た。 

次なる觀察は、これを忘却の一例として取扱つても差支へないものであるが、メ1ダ1に依つて佛 

文で發行せられた立派な著書中から引用したものである。- 

『或る婦人が最近私達に話した所に依ると" 彼女は自分の婚禮の服を着て見ることを忘れてゐて結 
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婿の前日 S 夕方になつ P そ G 事を思.ひ出して*女 s 裁縫師は费顧客に會へまいと斷念したと云ふ事 
である。この事はこの許婚の婦人が嫁入の着物を着る事を大して喜ばず、この苦しい考へを忘れょう 
としてゐたことを證明するに十分である。彼女は今……離婚になつてゐる 0 J 
微候を看破することを學んだ或る友が偉大な女優ヱレォノラ•デゥゼに就いて私に物語つた〇彼女 
はその役の中に症狀行爲の一つを導入してゐるが、それに依つて見ると彼女が如何に深いところから 
その演技を引出して來てゐるか V 分る。それは蠢を取扱つた劇であつた。彼女は丁度その 夫と 議論 
をした後に獨白をしてゐる、そこへ誘惑者が立現れ6ことになるのだ〇その僅かの問に、彼女は その 
結婚指輪を弄んでゐる、彼女はそれを拔いたりはめたり、 さう して最後に また それを拔い てしまふ 0 
彼女は今や別のを迎へる用意が整つてゐる0 

最後に、ラィクが今一つ指輪の症狀行爲に就いて述べた實例を擧げておく。 

『結婚生活者が結婚指輪を脫いだり篏めたりして演ず6症狀行爲を我々は知つて〇る。同樣な症狀 
行爲の幾つかを私の同僚 M は演じた。彼は自分の愛する或る娘から指輪を贈られたが、そ、の時娘はそ 
の指輪を失はないで下さい*もし失つたらもう貴方は妾を愛してゐて下さらないん ff と思ひます と j ^\- 
つた。その後、彼にはもつと重要な關心事が出来て , 彼はその指輪を失ひさうであつた〇彼が時々、 

第九筚症状行筠と偶然行爲 三〇九 
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3常生活の精神分析 三一〇 
例へば顏を洗ふ時などに、拔いておいたりすると、必ず置き忘れて再び搜し出すのに可成り骨を折ら 
なければならないのが®々であつた。郵便箱に手紙を投函する時などに铋，指輪は郵便箱の緣に觸れ 
て脫げさうな氣がしてならなかつた。或る時、彼は實際にその無器用を演じて、指輪を郵使箱の中へ 
落してしまつた〕この時彼が出した手紙と云ふのは、彼のもつと以前の愛人への別れの手紙であつた。 
さうして彼はその愛人に對して濟まないと云ふ感じを持つてゐた。同時に彼にはこの娘に對する戀し 
5が眼覺めて來た。その戀しさが彼の現在の愛人に對する心持と矛盾したのであつた M (國際精神分 
析學雜誌、一九一五年、所載) 、 

r 指輪』の事に就いては詩人は旣に云ふだけの事を云ひ盡し、精神分析を以てしても別に新しいこ 
i を云ひ得ないやうな感じがすろほどである。フォンターネの小說 r 暴風雨の前』を譲んで見るとそ 
れが分6。また指輪のやうな教微的意味の豐富なものは、ょしんば婚約指輪や結婚指輪でないにして 
も、意味深長な行り損ひに用ゐ られる ものである ことは 敢へて不思議でない。 ヵル ドス博士】^ 

«8を8は同じ種類の次のやうな一例を報吿してゐ6。 

『幾年か前に、私ょりも遙かに年少の男が私の精神的勞作の仲間に加はり、私に對して云はぐ師弟 
の間柄に立つた。私は或る機會に於いて指輪を一つ贈つたが、彼は我々の關係に於いて非難すべき點 
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を發見する i 直ぐに， この 指輪に 關して症狀行爲、行り損ひを演ずる ことが屢々であつ た。 近頃 •彼 
は、次のやうな、殊に蒙な、明 { n な實例を私に報吿した。——我々は每週一.囘開かれろ伶合で吃度出 
會 ふこと になつてゐ：たが，或る會合の時に彼は何かの口實の下に出席しなかつた。彼は或ろ若い女と 
の約東の方が望ましく思へたからである。その次の日の朝•家を出て旣に大分經つて から、 彼は 指輪 
をはめ J ない こ 4始め S 付いた。彼は家ではその指輪を每晚 S の上に f て？ので•そこ 
に忘れて.來た g で：あ f から、家へ歸れば在るのだ羞つて別に心配はしなかつた。彼は家に 歸ると 
直 くに それを搜したが駄 -0 であつた。さうして部屋中を 膜な く搜したが•これまた si :: 目であつた。最 
後に彼はこの•一年以上このかた、 その 指輪を 小刀と 一緖に竝べ て 小営の上に 置き、 さうしてその小刀 
をチ？年のポケットに入れて持步く習慣になつて ゐることを思ひ 起した 〇 そこで彼は「うつかりして 
ゐて」その指輪を小刀と一緖にボ ケットの 中に人れたのではなから.うかと 考 へて見た 〇彼は 早速ポ 
ケサトの中に手を入れで 見たら、指輪は 果してそこに在つた， •「チョッキのポケットに 入れた 指輪」 と 云 
ふのは、その指輪を贈つ た 女を男が欺かう とする 時の 指輪の 持つて行き方を諺缱に云つたもので あ 
る。彼の罪障の感がまづ彼自身に自己懲 M (「お前はも早この指輪を 篏める 資格がない」)を加へる。次 
に 自分の不忠實の®悔を單なる行り損 ひの 形でなさしめる a この事について報吿しょうとして ゐる内 
釕九草病状行爲と偶然行挺 .三一 t 
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日常生活の精神分析 三 r 一 
に、彼の罪障の感はこの小さな「不忠實」を犯した事を懺悔するやうになつた。』 

私はまた相當 s 年配 s 或る紳士が非常に若い女を響にし、露®夜は旅行に出すに大都市の或る 
ホテルに宿ることにしたと云ふ話を知つてゐる。ホテルへ着いた時に*彼は新婚旅行用の金を總て人 
れておいた紙人れを持つて來てゐないことを知つて吃 Is した。彼はそれを置忘れた力或は失つたに 
相違なかつた。併し家の下男に電話を掛けることが出来て、捜させたところ、主人が置いて行つた外 
套中にその紛失物が這入つてゐた。で、^^が P くて結婚生活に這入つた主人が宿屋で待佗びてゐ6 
ところへ掘けた。彼はこのやうにしてその翌朝•若き妻と共に旅立つことが出来た。その當夜に於い 
てさへ，彼の恐れてゐたやうに*果して彼は『力がなかつた』のであ6。 

人々が物を『失ふ』ことは症狀行爲の思ひも寄らぬ延長であり、從つてまた遺失者自身の祕かな意 
圖こ‘とつて 好ましいものであると云ふことを思ふのは慰めであ6。それは屢々、失はれたものをあま 
り大切に思つてゐないこと•そのものを祕かに嫌つてゐること、或はそれを吳れた人を祕かに嫌つて 
ゐる ことの表現であり、或はこの品物を失はうとの願望が象徵的聯想に依つて他のもつと重要なる事 
物から この事物に移されたのである。價値 ある 品物を失ふことは、さま^* な 感情の表現に役立つ。 
その やうな 遺失は一つの抑壓せ られた 思想を表現する事にもなるし、つまり、我々の聞きたくないや 
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うな»めを繰返す事にもなるし、或は-何ものにもまして-運命の力に對して犧牲を拂ふこと一 i 

もなる。運命の力に從ふと云ふやうなことはなほ我々の間に全然消滅してはゐな い。 

遺失に關するこの命題の說明として、ほんの二三の實例を擧げておく 。I 

ダ，トナー博士の報吿〇 I f 私の或る同僚の者が鐵筆を旣に二年以上も使つて來、それが非常に質 
のい i ものであつたので大切にしてゐたのだが、思ひがけなく失くして了つたと私に云つた。これを 
分析して見たら 次のやうな事情が分つ た。 ——その前日に•彼は非常に不快な手紙を彼の義兄から受 
取つた。その手紙の文末にかうあ0た。一 T 只今のと ころ 僕は君のやうな不注意な怠惰者を助けてゐ 
るやうな茶氣もないし暇もない」と。この手紙の及ほした效果は非常に力强くて、その翌日に彼は義 
兄から贈られたこの鐵筆を犧牲にしてしまつたのである。兄の恩惠を思ふことが重荷になつたからで 
ある OJ 

私の知つてゐ6或る婦人はその老母の喪中に芝居見物は遠慮することにしてゐた。その喪の年限の 
きれ 6 數日 前に彼女は、或る知人から話があつて•特に面白い出しものがあるから と 云ふので切符を 
一枚とること した。馨 S へ着いた時に、彼女は切符を失？ t こ忘知つた。後から考へて 
見ると電車から降りた時•電車切符と一緖にそれを棄て、しまつたのであつた。この婦人は不注審 

第九窣症状行爲と偶然行爲 三一三 
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R 常生活の精神分析 三一四 
ために物を失ふやうなことのないのを自慢にしてゐる人である。 

そこで我々は、彼女の演じた忘却の今一つの場合もまた滿更動機のなかつたのではないことを假定 
することが出來る0 

或る療養地に着いて彼女は以前に住んでゐたことのあろ宿舍を訪れることに決めた。彼女はそこで 
知人として迎へられ、待遇せられた。それで勘定をしようと思つた時に•彼女は自分をお客さんと考 
へてゐたことを知つたが、それは彼女に林正當なこととは思へなかつた。何か女中に { a いて行つて下 
さるなら置いて下さつてもよいと云ふことを宿舍の#が云つたので、彼女はーマルクの札を卓子の上 
に置くために財布を開いた。夜になつて宿舎の下男が五マルクの札を一枚彼女の許に持つて来て、こ 
れけ貴女のお座りになつた卓子の下にあつたから多分貴女のものに相違ないと主婦が云ふのでお返し 
に來たと云ふことであつた。 

彼女は女中のために心付を取出す時に、その札を落したのであつた。彼女はどうやら勘定を支拂ひ 
たいと思つたらしいのである。 

ォサトーこ フンクは 或る相當長い論文<こに於いてこの行爲の根柢に存する犧牲の氣 持と、 それのより 
深いところから來ろ動機とを、夢の分祈に依つて明白にしてゐる。品物を粉失するこ i のみならす發 
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見する こともまた 原因が あろらしいとまで 云つ てゐるのは面白い 。如何なる 意味に於いてこれを 1猙 
すべきかは* こ X に私の擧げる彼の II 察から して分る であらぅ 〇搜 した時に始めて出て來る物ょ失つ 
た時に旣に 存在して ゐ6 ことは 明かで ある。 

【!£】( 一)「症状? T 爲としての忘却」(精神分析學中央 雜誌所 載) 

『物質上兩親から獨立してゐる或る若い娘が格安の裝身 具を 買は ぅと思つた。彼女は店で自分の氣 
に入つ た 品物の値段を 尋ねた が、 殘念な がら 自分の 貯金ょりは その方が r « かつた〇併したつた ニク ロ 
1ネ 不足な だけで •この小さな喜びが彼女に遮られて ゐ るのだ。がつかりして 彼女は夕方の賑かな街 
を家の方へとぶら^-歸 つて來た。最も人の 込 合つ て ゐ る 場所で彼女は __ ^ 貝 物の ことで 深い思 ひに 

沈んではゐたが-地面に落ちて ゐる 小さな紙片を 見付けた。彼は振返つ てそれを拾ひ上げて見ると 

驚いた事にはそれは折疊んだニクローネの札で あつた。彼女は考へた、これは 運命があの 裝身 具を買 
へとて私に贈つたものであると。そこで彼女はこの 考へに從ふために 元来た道を喜々 として 引返し 
た。その K 間に、彼女は、その發見した金が使つてならぬ惡錢であるから•そんな ことを してはなら 
ないと獨語した 0 

この「症狀行爲」の理解に資する分析の一片は當人の個人的吿白を俟允すとも •見ぇたま > ，の事情 
第九草疴狀行筠と偶然行铬 三 一五 
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H 常生活の精神分析 三一六 
から定めることが出來る。娘は家に歸つて，いろ^^なことを考へてゐたがへ就中自分の貧しさと物質 
上に限定されてゐることが表立つて考へられてゐた事であらう。而も彼女の壓迫的な事情を願望充足 
に•依つて除きたいとの意味に於いて考へてゐたであらうことは我々にも想像せられる。どうしたら不 
足分だけの金を最も容易に得ることが出来るかとの考へは、彼女の願望の滿足に向けられた興味とあ 
まり遠く離れてゐないであらうし、また發見の最も簡單な解決を彼女に導いたであらう。このやうな 
風にして、彼女の無意識(又は前意識)は「發見」の方へと差向けられろことになつたのである。よし 
んばそれに關する思考は、彼女には I 物思ひに沈んで注意が.他方にそれてゐたために十分に意識さ 
れなかつたにもせよ……。さうだ*我々は同樣な分析上のさまぐな實例を根據としてかく主張する 
ことが許される、無意識に於いて搜し出す準備の出来てゐることの方が、意識的に注意をさし向ける 
ことよりは 遙かに成功し易いものであると。でなければ•丁度その 一人の 人間が幾百人となく通つて 
ゐるその間で*而も夕方の仄明りと人ごみの中と云ふ惡い事情の下に、自分でも驚くやうな拾ひ物を 
すると 云 ふ 事が 殆ど 說明つ かなくなる。如何に强い度に於いて無意識又は 前 意識の準備が事實上出来 
てゐ6 かと 云 ふことは •次の特殊な事實が證明して ゐる 。卽ち、 この 娘は こ. の やうな 拾ひものを した 
後になほ、 つまり何もかも濟んで 了 ひ意識的注意も 引 揚げて しまつた後に於いて、家路に就いてゐろ 
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內に、郊外の街の仄暗い淋しい場所でハンヵチを一つ拾つたのである。』5 

【註】(一)國際精神分雲雜誌1、一九一五年〕所載0 

正にそのやうな症狀行爲は人間の最も祕奧なる精神生活を知るための最もよき通路を開くものであ 
ると、我々は云はなければならない。 

個々の偶然行爲の中で*分析せずともそのより深い意味の明白な一つの實例を私は報吿しておきた 
い。この實例は如何なる條件の下に於いてそのやうな症狀が最も自然に起るかを美事に說明すると共 
に、またそこに或る重要な實踐的な觀察が加へられるのである。或る夏の旅行の間に私は某地で暫く 
の間•自分の同行者の到着を待つてゐたことがある。その待つてゐる間に私は或る若い男と知合にな 
つたが、彼もやはり一人ほつちで喜んで私と友達になつたのである。我々は同じホテルに宿つてゐた 
ので食事も散步も總て行動を共にしたのは云ふまでもない。三日目の午後に、彼は突然妻がその日の 
夕方の急行で着くと云ふことを報吿した。私は今や心理的の興味を覺ぇた、と云ふのは旣に今朝、私 
の友は遠くへ出掛けようとの私の提言を拒け、さうして我々の一寸した散歩に於いても或る徑はあま 
りに嶮しく危險であると云つて反對したからである。午後の散步の時彼は突然、私がお腹を空かして 
ゐるだらうから自分のために夕食を延したりしてくれるな、自分は妻が着いてから妻と一緖に喰べる 
第九窣症狀行爲と偶然行爲 三一七 
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日常生活の精神分析 三一八 
からと云ひ出した。私は彼の心持を察して食卓に向ひ、その間に彼は停車場へと赴いた。その次の朝 
我々はホテルの玄關で出會つた。彼は妻を私に紹介し、さうしてかう云つた。一^御飯を一緖に頂 
きませうね、と。私はその前に一寸次の通りまで用達に行つて來るが、併し直ぐに歸つて來ると云つ 
た。後で私が食堂に這入つて見ると、夫婦は窓邊の小さな食卓に竝合つて就いてゐた。その向ふ側に 
は椅子は一つしかなかつたが、その椅子には男の大きな重々しい外套が載せかけてあつた。私はこの 
外套の非意！ I 的の•而もその感じの愈々甚だ明白な S き方の意味がよく分つた。それは•君にはもう 
椅子はない、君はもう居なくてもよくなつたと云ふわけであつた。亭主の方は私が坐らずに卓子の前 
に突立つてゐるのを氣かつかなかつたが、妻君の方は直ぐに夫の方を叩いて•貴方、この方の席がな 
いぢやありませんかと®いた* 〇 

この場合もさうだが、これに類した他の場合に於いても私は一人で考へた事であつた。その意なく 
して行つたこ. とで も必ず 人間 同志の關係に於いて誤解の原因となることのあるものであると。 行爲者 
自身は自分の行爲に如何なろ意圖.か聯結されてゐるかを知らないからして、その意圖 S . ことは問題に 
しないし、またそれに就いて責任が あ〇とは 考へない。ところが相手方は如何な6場合にでも先方の 
行爲をとつてその 意圖や心持を計り、他人の 心理的 過程に就いては當人が自分で承認し 得ろ よりも以 



集全學析分神俯ドイロフ 


上に，またそのつもりでした LJ は信じてゐない程のことまでも認識す6に至るのである。先方は自分 
の症狀行爲から LT 引出されたこれ等の結論を自分に擬せられてゐるのを知ると憤槪する。彼は自分 
の所業に何等意識的の意圖を冇しないから、彼はそれ等の結論が根柢なきものであると揚言する。さ 
うして他人に誤解せられたと嘆ずるのである。仔細に檢べて見ると、そのやうな誤解はその人があま 
りに微妙な觀察者であり•あまりに多くを理解してゐると云ふ事實に基いてゐるのである。二人の人 
間が『神經質』であればあるほど•二人は容易に喧嘩し勝ちなものであるが、これは一方が相手に就 
いては直ぐに認めることを自分自身に就いては斷然拒否すると云ふ事實に基いてゐるのである。 

さうして これ こそは人間の內的不正直に對する懲 W であらう。 人間は忘却、行り損 ひ、 沒意圖、な 
どの假面の下に或6感情 —— 自分で支配出來なくなつたならば•却つてよく自分にも他人にも分るで* 
あらう 所の感情——を表現してしまふものであるが、その不正 la : さに 對する懲 fu であらう。實際に於 
いて、萬人は絕ぇずその隣人に向つて精神分析を加へつ、あるものであつて•またその結果各人は自 
分自身よりは相手の方をよく知るやうになるものであると一般的に云ふことが出来よう。汝自身を知 
れと仍敎へに從ふべき途は*自分自身の一見偶然的な行爲や遺漏を調べることから始まるのであ0。 

第九窣症狀行爲と偶然行爲 三一九 
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日常生活の精神分析 三二0 

第 t 章 
誤 り 

記憶の誤りと思ひ出し損ひを伴ふ忘却との區別は、誤り(思ひ出し損ひ)は誤りとして認識せられ 
ず、信念を持つてゐる點に存する。併し、 RI 051 と云ふ言葉の用法はまた別の條件に依屬するやぅに* 
思へる。我々が『思ひ出し損ひ』と云はずして『誤り』と云ふのは、思ひ出さぅとする心理的材料に 
於いて客觀的實在の特質が强調せられる場合である、つまり私自身の心理的生活の事實以外の何物か 
が思ひ出さるべき場合である、卽ち他人の記憶に依つて何物か f 確認せられ推斷せられる場合である。 
この意味に於ける記憶の誤りの正反對をなすものは始めから知らないことである。 

私の『夢の註釋』(一九〇〇年版)に於いて私は歷史的材料*殊に事實的材料の誤りを澤山に犯して 
ゐる のである。これ等の誤りを私は書物が出てから氣がついて大いに驚いたのである。私はこれ等を 
仔細に調べて見たところ、これは自分の無知のためではなく、記憶の誤りに歸すべきもので、それは 
分析に依つ T 明かとなつたのである。 
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(一) 初版本の第二六六頁に、シルレルの誕生地としてマールブルク Marburg の町を擧げてゐ6 
が、この名はシタィエルマルクにもある。この誤りは或る夜行の旅の間の夢の分析で分つた。 B 夫が 
マールブルクと叫ぶ聲で私はその夢を破られたのであつた。その夢の內容に於いてはシルレルの或る 
書の內容が問題となつてゐた。さてシルレルは大學町のマールブルクで生れたのではなく、シュヮー 
ベンのマールバッハ Marbach で生れたのである。私はその事を常々承知してゐたことを斷つておく。 

(二) 一五曼の ところに ハン-ーバル HIM の父が ハス ドルバ丄 HEr — となつてゐる〇 
この 誤りは私には特に腹立たしかつた。併しこのやうな誤りを理解す るに 就いては最も私の信念を固 
くした。この書の讀者は誰しも、この著者のやうに三度も校正を見てゐて昆落すやうなことはなく、 
バルキー デの歷史には通 K して ゐるであらう 。ハンニバルの父は ハミルヵー ル•バル ヵス Hamilkar 
Barkis と云つて、 ハス ドルバールはハンニバルの兄弟の名であつた、未た彼の義兄弟の名であり、 
先將瑀の名であつた。 

(三) 一七七頁と三七〇 H とに、私はッォィスがその父 クロ ノスを 去勢し、且つ王位から退けた と 書 
いてゐる。この恐るべき事件を私は一時代だけ先に押遣つてゐるのだ。ギリシァの神話に依ればその 
父 ゥラノスに 對してこの やうなことを敢へ てしたのは クロ ノスで あつたの だ SC 

第十举誤 リ 三二一 
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n 常生活の精神分祈 三一一一一 
【註】 (1) 全然誤りと云ふわけでもない。ロッシャーの神®^典に依れば、クロノスもまたやはりツォィスに依 
つて本勢せられてゐる〕 

ところで 讀莕も知られる通り、私は平常とは非常に變つた 、飛 離れた材料を大抵は扱つてゐるのに 
これ等の諸點に關してこのやうな間違つた材料を私の記憶が供したと云ふのはどう云ふわけであらう 
か。更に一層わけの分らないのは、三度も校正してをりながら、まろで言目にでもなつたやうにこれ 
等の誤りを見落した と 云ふことだ。 

ゲーテはリヒテンベルク LicTitonborg に就いて かう 云つてゐ6 0 -『彼が道化を行るのは、そこに 

一つの問題が匿れてゐる』と。同 a に•我々は私の 著書 中から引用した以上の侗所に就いてかく主張 
することが 出來る。——誤りの あると ころ、その背後に一つの抑壓 ありと。 更に 正しく 云へば*畢竟 
する に抑壓に 基くところの #..りと蛮みとがあると。私はその處で 報吿 した夢の分析に於いて、夢の思 
想が主題の性質のみに依つて、一方分析が徹底するまでの或るところで中絶しなけれはならなかつた 
し* 他方また些細な歪みを與へる ことに 依つて、離すべからざる一つの部分の際立ちを取去らなけれ 
ばならなかつた。私はかうする ょり ほか仕方がなかつたのである。また抑々實 例と 證據 とを 示さん と 
する 以上、 他に何とも採るべき途はなかつた。私の無理な立場は夢の性質から して 必然的に由來し • 
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さうして被抑壓思想*意識となり得ざるものを表現したのである。それにも拘らず、もつと銳敏な魂 
を惱ますやうなものが十分に殘つてゐるらしい。私自身にはなほ知れてゐるところの、連續せる思想 
を歪め又は匿すことは、何等かの痕跡を殘さずには成就されなかつた。私が抑壓しようと思つたとこ 
ろのものは私のとり上げたもの i 上に、私の意志に反して M 々のさばり出て來、私の氣の付かない誤 
ゎ七 > x つて現れて來る。實際、右に擧げた三つの實例は何れも同じ主題に基いてゐるのだ〇これ等の 
誤りは私の亡父に關すろ抑壓思想の結果であるのだ0 

(第一例附言)二六六頁に分析せられてゐる夢を讀み通したものは誰しも、そこになほ分析し盡さ 
れてゐない或る部分の存することを發見するであらう。また或る部分、父に對する好意なき批評をさ 
らけ出すやうな思想のところで中絕させてゐるらしいことを看破することが出來よう〇この思想と追 
憶との途を迪つて行くとそこにいやな話があつて•その話では書物と父の商賣友達とが割役を®して 
ゐるのだ。さうしてその商賣友達の名はマールブルクで、これと同じ名を南方の停車場で呼ばれたの 
で私は眠りから醒めたのであつた。このマールブルクと云ふ人を私は分析に際して私自身からも讀者 
からも押除けよう i 思つたのであるが、彼は出る幕でないところで出て來て復 II をした。かくてシル 
レルの出生地の名がマールバ”ハからマールブルクに變つてしまつたのである0 

第 十草誤 リ 三 二 H 
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日常生活の 精神分析 三二四 
(第二例附言)父の名の代りに兄弟の名が、ハミルヵーの代りにハスドルバールが出て來た誤りは 
私の中學時代のハン-ーバルに關する想像と、竝びに『我々の民族の敵 J に對する父の態度への不滿と 
から發 源してゐるの だ。 私は英國へ行つ て* 父の先妻の子で ある 私の異母兄を知るやうになつてから 
私の父に對する態度が如何に變つたかを私は續けて話すことが出來たのだ。異母兄の長男は私と丁度 
同じ年で あつた。そ. こで•年齡の關係は、俺は親爺の息子として生れずに兄貴の息子として生れてゐ 
たらどんな だつ たらうな ァと云つたやうな空想を起す妨げには ならな かつた。かう沄ふ空相 f か禁壓さ 
れてゐたので、私が分析を中絕した個所で私の著書の本文が 誤り、 父の名の代りに兄の名が出るやう 
な ことにな つたのである。 

(第三例附言)私がギリシァ神話上の恐るべき事件を一時代だけ進めたのは、この同じ兄の記憶の 
影響のためである。私は兄から いろ< の瞥吿を與へられたが、 その 一つが永く私の記憶に こびり 付 
いて ゐた。——彼は日 ふ 『人生に處するに就いて一つの事を忘れないでおき給へ。君は君の親爺の第 
二の時代でなく、第三の時代の子 ti と 云 ふことを …… 〇』 我々の父は相當の年齡になつてから再婚し 
た、であるから 第二の結婚に依つ て 生れた子供等に とつてはもう 老人であつた。私は親子間の孝道を 
論ずべき場合に、前述のやうな誤りを著書中で犯したのてある。 
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私ガ友人や患者の夢を人に話したり、或は分析に際してその夢の事を言及した りするに 際して*私 
が彼等と共通的に經驗した事を私が間違へて話してゐ ると 彼等から注意を受けたことは一再に 止まら 
ぬ。これもやはり歷史の誤りである。そのやぅな個々の場合を再度檢べて見て、私は事實に就いての 
追憶の信賴出來ないのは、私が分析に際して何事かを故意に歪めたり匿したりした場合だけで あるこ 
とを發見した。この場合に於いても、我々はまた、氣付かざる誤りを以て故意の匿いだか 
代償としてゐるのである。 

抑壓から生ずるこれ等の誤りを、我々は、實際に知らないために生ずる誤りから截然區別しなけれ 
ばならない。で*例へば私がブッハゥ Wachau に旅行した時、こ\は革命の指揮者フィシ3フ Fischof 
の居住地 tf と信じたのは、知らなかつたためだ。フィショフのエムマースドル フ Emmor :^ orf は ケルン 
テン03&〇11に在る。併し私はそのことを知らなかつたのであ6〇 
(四)こ X にまた一つ甚だ極まりの惡い、併し敎へられるところ多き誤りがある。これは一時的無 
智とも云は ゞ 云ひ得べき 一 實例である。私は筲て或6患者に'エニスに就いての書物を二册與へょぅと 
約束したから•それを貰ひたいと彼は或る日私に云つた。彼は復活祭の旅行の計畫にその本を 利用し 
たいと云ふのである。私はその書物が手許にあるからと云つて、それを持つて來るために書庫に這人 
第十草誤り 三二五 
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H 常生活の精神分析 三二六 
つた。 ところが 實際は、それを捜しておくのを私は忘れてゐたのだ。何故ならば、私は自分の患者の旅 
行は分析上不必要な邪魔でもあり醫#の物質上の損害でもあると思つてゐたので•あまり賛成ではな 
かつたからた。そこで私は書庫を見渡してその二册の書物を見付け出した。その一つは『美術の都.ヱ 
一ース J と云ふのであつたが、それの外に同じ叢書で歷史的の書物があつた普だと思つた"果してそこ 
にあつた。『メディチ家の人々』と題したもの•た。私はそれを取つて患者のところへ持つて行つた。と 
ころが恥づかしながら、私は自分の誤りを認めなければならなかつた。私とてもメディチ家の人々が 
.ヱニスに何の關係もない位のことは知つてゐる*併しその瞬間私には何も間違ひがないやうな氣がし 
たのであつた。今や私は公正に振舞はねばならない事になつた。私はこの患者自身の症狀行爲は非常 
に M : 々註釋してやつたのであるから、私は自分の權威を保持するためには、何もかも正直に吿げ 、私 
が 彼の旅行に贊成し兼ねてゐるのが匿れた動機となつてゐることを知らせないわけに行かなかつた0 
人間が眞實を語らうとの衝動は通常人々の思つてゐるょりは遙かに强いものであることは、誠に一 
般の人々を驚かすに足ることである。とにかく私が©を云ふことか出來ないのは、多分私^^ M 分析 
を行つ To る結果であらう。私が何か佯りを行らうと思ふと*屹度私は何かの誤りで行り損ひを演ず 
るのである。さうしてそれに依つて私の不止直が暴露せられることは、この實例竝びにこれまでの諸 
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諸の實例が示す如くである、 

誤りの機制は總ての行り®ひの內でも最も上つ面のものであるやぅに思へる。つまり誤りの出來 
るのは必ず、件の精神的活動が何等かの邪魔する影響力と戰つたことを槪して示してゐる。尤も、誤 
りの仕方は•まだ正®は分らないがとにかく誤りの原動力たる觀念の性質に依つて決定されてゐるの 

ではないが-0併し我々がなほこ、で云ひ添へておきたいことは、多くの單純な云ひ掼ひや書き損 

ひの 場合も これと同じ 事情を取 6ことのあろ もの tf と 云ふ事た。我々が云ひ損つたり書き損つたりす 
る場合には何時でも.意_以外の心的現象 S つ5げられたと考へてい、のだが、併し云ひ損ひや 
f 損 ひは f 類似の法則、便宜の法則、或は加速度の傾向に從ひ、而もその際云ひ損ひや書裏ひ 

に本人の侗性の一部分が8出 f 5やぅな S ない？ある。言語的材51に敏|のであ 

るから、そのためにまづ失敗の決定を可能ならしめるが、またその決定に限界をおくことにもなる。 

專ら c : 分の誤りに S み限定しないために、私はなほ二三の實例を馨して奮たく思ふが、これ等 
の實例はどちらかと云へば云ひ損ひや行り®ひの條下に於いて論じても差支へはないのである併し 
これ等總ての行り損ひの形式は同じ價値のものであるからして、こ、で報吿しておいても同じことで 
ある。 

第十草誤 り 一一 H 七 
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n 常生活の精神分析 H 二八 

(五) 私は或る患者に彼の別れたがつてゐる 情婦と 電話で話しす ることをさしとめた。話しをすれ 
ばそれだけ別れがつらくなるばか〇だからである。彼はた^二 下り 半を書けばょい ことにな つてゐた 
が•さてその書いたものを彼女に渡すのが多少面倒であつた。彼は私を一時に訪れて これ 等の困難を 
避ける方法が發見されたと云つた。さうして就中•私が職業上の資格に於いて云ふから t : と書いても 
ょい かと訊くのであつた。 

二時に彼は斷りの手紙を書いてゐた間に、彼は突然手を休めて母親に向つてかう云つた。 —— 『さ 
て、僕は手紙の中に先生の名前を書いてい、かどうか訊くのを忘れた』と。彼は急いで電話口へ行き、 
呼び m してかう尋ねた。 —— 『晝食を濟まされた後に一寸先生にお目に掛つてお話したいことがある 
のですが、如何でせう？ j これに對して如何にも朵れたらしい弊；で『ァドルフ、あんたは氣でも狂つ 
たの？』と云ふのが聞ぇた。その聲は私がもう聞いてはならぬと命じたその聲であつた。彼はほんの 
『問違ひをした』のであつた〇*さうして醫者の電話番號の代ゎに情婦の番號を呼んだのであつた。 

(六) 暑中休暇中に或る學校敎師であるところの、貧しいが立派な若莕が都から來てゐる別莊持ち 
の或る令嬢を說き、娘は遂に熱烈な戀愛に陷つて、家族の者等を動かして、身分と民族の相異に拘ら 
ず、結婚することに取り決めた。そこでその敎師は兄弟に向つて或る日一書を認めた。その中にかう 
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あつた。 — I 『その娘つ子は別に綺麗ではないが、可愛らしい女で•それだけにまた善良なもの，た。 
併し僕がユダャ人の娘と結婚する決心を固め得るかどぅか、まだ分らぬ。』この手紙は娘の手に落ち 
て婚約は破談になつたが、兄弟の方では自分に向けて戀の反逆を說いたのが不思議でならなかつた。 
私に報吿した人の確言す6ところに依6と"これは實に誤りであつて、狡猾なトリックではなかつた 
と云ふこと / i'o 

私の知つてゐる今一つの場合に於いては、或る婦人が昔から掛りつけの醫者に不滿になつたが公然 
と斷る わけに行かないので、手紙の交換に依つてこの目的を果した。この場合、少くとも、私は、こ 
の誰しも知つてゐる喜劇の動機を用ひたのは意識的狡猾ではなくて誤りであつたことは確信を以て斷 
する ことが 出來 る。 

(七) ブリルは、或6婦人が彼と彼女との共通の友のことを尋ねた時に、彼女がこの友のことを誤 
つてその娘時代の名で呼んだことを話してゐる。問違へたことに注意をされて、彼女はこの友の夫を 
好まず、その結婚に非常に不滿であることを吿甴せざるを得なかつた。 

(八) 『云ひ担ひ』とも云は f 云ひ得べき誤りの今一つの例がある〇-或る2?い父親が戶籍吏の許 

へ行つて二女の登記を行つた。その兒の名前は何と云ふかと訊かれて•彼はハンナと答へた"併しそ 

第十&誤り 三二九 
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日常生活の精神分析 三三〇 

の^前の兒は一人旣にあるぢやありませんかと戶籍吏に云はれた。そこで我々は、この二女はその時 
分に於いては長女ほどには父に歡迎されてゐないの^との結論を引出すであらう。 

(九)私はこ、になほ二三’名前の取遠への觀察を附加しておかう。これ等は勿論、本書の他の章 
下で取扱つても嗟支へはないのである。 

或る婦人は 三人の 娘の母親であつたが、その内二人は旣に 片付き、 季娘はこれからと云ふところで 
あつた。懇意に してゐる 或る婦人が二人の娘の結婚の時に高價な 紙 製の茶道具を同じやうに贈物とし 
て 興れた。 この 道具の話が出る度に*母親は誤つ てこれ は三番目の娘のものだと云つた。この誤りは 
季娘も片付いて 吳 れ\はょいとの 母親の願望を語るものである ことは 明かで ある。 それは勿論、季娘 
も同じ祝物を貰 ふだらうと 云 ふこと を豫言してゐるのである。 

また 母親と云ふものは娘、.息子、婿等の名をょく取違へるものであるが•これもその解釋は同樣に 
容易である。 

(十)頑固に名前を混！：する實例を JG 氏が或る療養所に滯在中自分自身に就いて觀察して報吿し 
てゐるので、それを こ、 に引例しておく。これの說明は容易である。— 

『療養所の共同食卓に於いて私は隣席に來合せた婦人とあまり面白くもない會話を月並な調子で交 
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してゐた間に、特別に愛情のこもつた語句を使つた。その老嬢も、私がそんなに彼女に愛情をこめ、 
また である ことは 平生の私ら しくないと 云はないわけに行かなかつた。 この 挨拶は私が常々もつ 
と注意を狒つてゐる、我々二人ともの知合である或る娘への一方多少の遠慮からであると共に、他方 
また明白なあてこすりであつたのだ。私は勿論それを直ちに悟つた。それから後になほ#話を進めて 
ゐる內に、私は相^.，を例の，娘の名で呼んでゐると云 ふこと を幾度も注®されて、誠'に私 も 困つた。 

(十一)『誤り』として私はまた或6重大な背景を持つ一つの出來事を lg しておきたい。これはその 
場に居合せた冃擊者から私が聞いたのだ"或る婦人が一夕、その夫竝びに二人の他人と共に野外に遊 
んだ。これ等二人の他人の內一人は彼女の祕かな友で、その事は併し*他の人達は何も知らないし、 
また知られてはならなかつたのだ。二人の友は夫妻を家の戸口まで：送つて來た。扉の開くのを待つて 
ゐる間に、彼等 ' U 互に別れを訣げた。夫人は二人の友に挨拶をし、手をさし延べて二三 S 謝辭を述べ 
た。それから彼女は祕かに愛してゐる男の腕をとり、夫の方に向つて同じやうに別れ，を訣げた。夫は 
その場の調子に合はせて帽子をとり、「お暇申上げます、令夫人様」と馬鹿丁寧に云つた。驚いた夫人 

は愛人の腕を放して•さうして扉の開くまでになほかう囁く餘裕があつた。-いや、こんな ことは 

誰でもあるものです ょ。この夫は妻君の心變りなどと云ふことは凡そ あり 得ないことだと考へたが〇 
第十单誤 リ 三 一1: 
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日常生活の精神分析 H 三二 
種類の亭主であつた〇.もしそんな极合が起きれば'つ以上の生命が危いぞと繰返し云つてゐた。そこ 
で彼はこの誤りの內に '#. する挑職を氣付くべくあまりに强い內的の抑壓を持つてゐた。 

(十二)これは•私教の.一人 C 7). 誤•りであるが、.それの反對の意味への繰返，七に特に敎へられると 
ころが多い。—非常に苦勞性の或る若者が，長い間考へ拔いた揚句•互ひに愛し愛された或る娘に結 
婚の約柬を與へることにした。彼は婚約の娘を家まで送クて行き、彼女と肌れて、非常に幸福な氣持 
になつて市內電車に乗り、車掌に切符を二枚吳れと云つた。半年の t に、紘_に給:®してゐたが、 
.，しまだ本當に結婚の幸福を見出してはゐなかつた。彼は結婚したのは正し•かつたか t ぅかを择ひ、 
以前の友達關係をなつかしみ、妻の兩親をいろ^-に非難した。彼は或る晚、若き妻 ■を その兩親の象 
から 連れ出して來て、彼女と 二人で 布內電単に乘つたが、車掌に切符を •一枚 だけ吳れ'と云つた。 

(十三)•心ならずも'禁た願望が如何に『誤り』となつて出て來る、ものである，かに就いてはメー 
デルが好個の實例を述べてゐる。或る同僚が勤めのない日を全然煩はされることなしに樂みたいと思 
つてゐた〇併し彼は又ルウ ッェ >ンへ行0て或る人を訪問しなければならないとも考へてゐた〕 が、 
この；}はあま〇面白い こと もなからぅと知つてゐた。#し長い問考へた後で、彼はやは— ff くこと 
こきめ た。車中の慰みに"彼はチウリッヒ— ァルト••ゴー . ル ダウ fla -^ 日々'新聞を讀んでゐた〇ァルト. 
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ゴールダウ驛で彼は汽車を乗換へ*なほ讀書を續けた。*突然、車掌は彼が汽車を間違へたことを知ら 
せた。.つまり彼はルウッェルン行きの切符を持つてをりながら、ゴールダウからチウリッヒへ歸る汽車 
こ乘つて&ヒのである。 (NouveHCO coutributios etc .. Arch , de psyc r VI ,190 8) 

(十四).これと非常に似た狡計を私は嘗て自分でも行つたことがある。私は旣に永い間果すべき箸 
になつてゐた長兄訪問のた‘めに英國の或る海濱に行く約束をした。時間がなかつたので私は最捷徑を 
とつて、泊ま々なしに旅行しなければならない義務を感じてゐた。私は 一 d だけォラ.ンダに滞留した 
いと 乞ふたが、併し兄は歸途に立寄つてもょから ぅと 云つて來た。.それで、私は ミ ュニ，へンを發してケ 
ルンを經てロッテルダム(ォランダの夠)に行き、そこから夜中に.ハル#ッ - t > 行^ • の r に乘ろ答であつ 
た。ヶルンで t は汽車を乘換へねばならなかつた。私は汽車を降 ^ h ロッげル M ダム' - ft 急行 u 乘，ら乂と. 
したが*汽車が見ぇない。 i ろ^-の鐵道の雇傭人に私 U 尋ねたが、ブラパトフォ•—ムをあ〇♦ちへ行 
けこつちへ来いと云はれ T . 私は大袈裟な®望敗•の氣持になり、こんな'ことをして無駄に搜し M つてゐ 
ろ內に多分汽車に，乘損つたらラ i 思つた。果して乘損つたことを確め T から私は今夜はヶル、 V に宿る 
べきかどぅ かを考へた°この事は® • 虔の感を喜ばせた。何故ならば：、昔处らの家傳に依ると私の祖先 
はユダャ人 迫害 時代にこの町から放逐せられたからである。併し遂に私 U . 別の決心をした。私は口” 

第十筚誤り ' ..• 一一：三：.一 r 
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B 常生活の精神分析 三三四 
テルダム行きの後の列車に乘つたが、そこへ着いたのはもう遲かつたから、一日をォランダで過さね 
ばならなくなつた。この日私は永年の願望であつたところのレムブラントの素晴らしい畫をハーグ竝 
びにァムステルダム國立美術'* m で見ることを果したのであつた。その次の午前になつて、英國の鐵道 
旅行の印象を私が蒐めてゐ，た時に至つて•漸く私は思ひ出した。私がケルンの驛で下車したところか 
ら僅か數步のところに、實は同じブラットフォ—ムに、『ロザテルダムー•ォランダの鉤』との大看板の 
出てゐたことを——〇そこへ行けば私が旅行を續けることの出來た汽車が來てゐたのであつた。, 
.私が兄の命令に叛いて途中でレムブラントの畫を見ょうと實際は決心して.ゐたのだと假定しないま 
でも•とにかく明白な標示があるに拘らず私が慌て V 別の列車を搜し廻つ たと 云ふことは理解し難き 
『眩惑』であると云はれても仕方がない。その他の一切の事は、私の都合のい、慌て方•ケルンで一 
夜を過ごさうと云ふ敬虔な^^|などは、私の決心が十分に實現せられるまでそれを匿...ておくための 
工夫に過ぎなかつたのだ。 

(十五)丁度これに似て*心ならずも棄てた或る願望を『忘却 J に依つて、充足するやうにしつら 
へるこどをステルケは自分自身に就いて報吿して ゐる 0(前揭書。) 

『私は嘗て或る村で幻燈付の講演をしなければならなかつた。ところがこの講演は一週間延期され 
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ろことになつた。私はこの延期に關する手紙に返事して、その變更せられた時日を手帳に書込んだ。 
私は旣に午後にはその村に蔻いて•そこに住んでゐる私の知人の或る文學者を訪問してゐた筈であつ 
たのだ。併し遺憾ながら、今度の時日では午後を訪問のために割くことが出來なかつた。如何にも殘 
念に思ひつ、私はこの訪問をやめることにした。 

さて講演の晩になつたので、私はボヶ サトに 幻燈の B 眞を一杯つ め 込んで大急ぎで停車場へ馳けつ 
けた。私は停車場へ 着く ために ククシを 傭はねばならなかつた 0( 私は ょくぐ づついてるては、汽車に 
乘 るに 就いて タクシを 傭はねばならない やぅなことになることが多 かつた 0) さてその村に蔻いて見る 
と、驛には誰も私を迎へに來てはゐなかつたのでをかしいと思つた。(小さな町や村で講演のあ6時に 
は講：帥を迎へに出るのが習慣になつてゐるのに I 忽ち私は講演#が一週間だけ延びたのであつた 
のに•私は最初に定めた日取で 旅行に出たことを 思ひ出した。私は自分の忘れつほい事を K 立たしく 
思ひつ、•次の汽車で家へ歸つてしまふかと思つた。が、更に考へ直してゐる內に私は今や兼々希望 
の訪問をなすべき絕好の機會であることを思ふて、それを決行したのであ6。その途中で私は、この 
訪問のための時間を持ちたいとの實現せられざる願望が美事な狡計をしつらへたことに思ひ及んだ。 
幻燈の®眞でボヶットを®:くして飛廻つたり汽車に間に合ふやぅに•急いだりしたことは無意識の意圖 
第十筚誤 り H 三五 
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日常生活の 精神分析 三三六 
を愈々うまく隱蔽するための役に立つ たこと が分つ た0 』 

私は本窣に於いて誤りの種類に就いて說明を試みて来たが、人々は多分 これ 等の種類を 特に數多い 
とも、 また 意味が深いとも考 へない 傾きが あらう 。併し同じ見地は これを 押擴めて、比較に ならぬ 程 
ょり重要な(人々が生活上に學問上に犯す)判斷の誤りに適用す 6ことは 根據のない事かどうか、人 
人 S 熟考に任せる。た>最も選良なる、最も均衡 ある 心の人のみが、外的實在の認識影像が侗人の心 
理を通過する際に得てして歪められ易いのを防ぐ ことが 出來るので あるやうに 思 はれる 0 
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第十一章 

複合的行り損ひ 

21 取後に擧けた二つの實例、卽ちメディチ家の人々をゴニスに引張つて來た私の 誤りと、電話で 情婦 
と 話してはならぬ と S 命令をす〇拔 ける 方法を知？ゐた若者の誤りとは•實は義十分に論じ奢 
れてはゐな いの •た。更に仔細に考究して見ると、 それ 等は忘却と 誤りとの 結合を示す ものであ6こと 
が分るからである。か V る結合を なほ 明白に示す實例を他に二三擧げる ことが出來る〇 

(一〕或る友が私に次の やうな 經驗を話して聞かせた。—『私は一一三年前に或る 文 學の協會の委 
員の一人に選ばれることを承認した。私はその團體が、自分の 戲 曲の上演に 就いて他日何かの助けに 
なると思つたからである〇あ まり 興味を持つ てゐ たのでは ない が、每週金曜日には極つ てその 會合に 
出席した。二三ヶ月前に私は 庙 分の戯曲の一つが F に 於け る劇場で 上演され 6 ことを 確實に 知つた。 
さうしてその時以來、私は極つ て 協# • の伶合に 出席する 事を^> かいやうに なつた。私は協曾の これ等 
の事の報吿を讀んだ時、私は S 分の忘却を恥 ぢ、これ 等の 人々 を も早必要としなくなつた後に もう 出 
第十一窣複合的行リ損ひ 三三七 
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m 常生活の精神分析 S 
なくなる のは卑しいこと^として自ら批難した。さうして次の金曜日には屹度忘れないやうにしよう 
と決心した。絕、ネ私はこ S 決心を思ひ出し•遂にそ®時間が來たので、私は會合の室の扉の前に立 
つた。驚いたことには扉は鍵が掛つてゐた。會合は旣に終つてゐた。私は日を間違へたのだ。それは 
旣に土曜日になつてゐた。 

(二)次の實例は症狀行爲と { a 忘れとの複合である。これは大分 SM して私のところに報吿せられ 
たのであるが、その出所は確かである。 

或る婦人が 符名な美術家で t ところの 蠢と 口-マへ旅行した。美術家は 口 1マ在住のドィッ人 
から 非常に歡迎 せられ" 就中*古代の製作に懸る黃金のメダルを贈物として貰つ た。 婦人は義弟がそ 
の美しい品物を十分に尊重する ことを 知らないのを腹立たしく思つた。歸國してから荷を解いて見る 
と、 どうして だか分らない が、 その黃舍メダルを持つて來てしまつことを寶しち彼女は 
直ちにこ S 事拿紙で蒙に知らせてやり、明ロロ丄へ送返す からと 云つてやつた。ところが翌日 
になつて見ろ と •そのメダルはどこへ ® 忘れたものかどうしても見付からす、そのため送 M すことが 
H 來なかつた。やがてその內、この婦人は自分の『うつかり』が何を意味するかぐ少し、つつ分つて行 
っ. •こ。つまり、 彼女はその品を自分の ものとしてと つておきたかつたのである0 
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(三)行り損ひが頑固に繰返され、而もその際またその方法が變化する二三の場合を擧げる。一 . 

ジョーンズ日く (前揭書，四八三頁) i 自分には分らない動機からして彼は嘗て或る手紙を.幾日 
も机の上に放つておいて投凾しょぅとしなかつた。遂に彼はそれを投凾したが手紙は宛名が書いてな 
いと云ふので局から返送されて來た。宛名を書いて投凾したらまた返送されて來た。今度は切手が貼 
つてなかつた。そこで彼はこの手紙を出すことに對する無意識の反抗を認めないわけに行かなかつた。 

(四〕內的抵抗に反對して或る行爲をなさぅとの無駄な骨折りを非常に印象的に描いたものは力！ 

ル•ブィス博士〇井ィン〕の次の一小報吿 である 0 - 

『無意識が或る意圖の實現せられることを妨げねばならぬ理由のある場合には如何に執抛にその目 
的を果すものであるか、またこの傾向に抗して守る ことの 如何- j 難いかは、次の出來事に依つて明示 
せられ6。或る知人が私に#物を貸して吳れ、さぅして明日それを持つて來て吳れと依賴した。私 
は直ちにそれを約束したが、その時は說明出來なかつたけれども明かに不快の感淸を認識した。後に 
それは私に朋となつた。この知人は私から多少の金を借りて数年になるが、それを彼は返濟する考へ 
は明かに持つてゐないのである。私はこの事に就いてはこれ以上考へを及ほさなかつた)併しその次 
の日の午前中にその事を思ひ出したが、やはり同じ不快の感情が起つた。で、私は ILL ちに自分に云つ 
第十一草複合的行リ祺ひ 三竺九 
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日常生活の精神分析 H 四〇 
た。 —— 「お前の無意識はお前が本を忘れるやうに目指すであらう。併’しお前は無愛想だと思はれた 
くないので、それを忘れないやうにあらゆる事をやる fi らう。」と。私は家へ歸つて書物を紙に包み、 
それを机の上の手近なところに®いて手紙を二三本書いた。暫く經つて私は出掛けたが•數步の後に 
私は、出さうと思つた手紙を机の上に置いて來た事を思ひ出した。(序ながら斷つておくが、その手紙 
の內の一本は私に不快なことを企てるやうに强要した或る人に宛てたものであつた。)私は引返して手 
紙を取つてまた出掛けた。電車に梨つてから私は妻のために或る買物をする筈になつてゐたことを思 
ひ出したが、幸にしてそれは小さな包みだからい i と思つた。小さな包みの聯想は忽ち本を呼起し、 
やつとその時になつて私は自分が本を持つて來なかつたことを氣付いたのであつた。私が始めに家を 
出た時にそれを忘れたばかりでなく、その本の近くにあつた手紙を取りに行つた時にもまたそれを見 
落したのであつた。 

(五〕同じやうなことは ォヴト I •ランクが 十分に分析して ゐる 次の觀察に於いて示されて ゐる - 

『嚴しく規則的な、さうして銜學的なほど精確な或る人が次の體驗を報吿してゐるが、これは彼に 
とつては全然異常なことであるのだ。或る R の午後*彼は街上で時間を知りたいと思つたが、時計を 
家に忘れて來たことを知つた。こんなことは彼の記11してゐる限りでは今まで嘗てなかつたことであ 
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る。その晚は時間をきつた約束があつて時計をとりに家まで歸つては ゐられ なかつたので、懇意にし 
てゐる或る婦人を訪問して當夜の用にとて彼女の時計を借りることにした)これは愈々都合のい\ 
ことであつた。何故ならば、彼はこの婦人をその翌朝訪問するやうに前以て約束してあつたからだ。 
で、彼はその機會に返却することを約束した〇ところが彼の II いたことには、彼はその翌日、借りた 
時計を婦人に渡さうとした時にそれを家に置忘れて來たことを知つたのである。自分の時計をこの時 
は身につけてゐたのである。そこで彼は婦人の時計を同じ日の午後には返さうと固く決心したのであ 
る。さうしてまたその決心を履行したのである〇 i ころが、いざ辭去しょうとして時計を見ょうとす 
ると、彼はまた今度は自分の時計を忘れて來てゐるので非常に腹立たしくも思ひ呆れもしたのである。 

『このやうに行り損ひを反復することは彼ほどの几帳面な人には非常に病理的に思へたので、何 LJ 
かその心理的動機を知りたいと切に思つた。で、最初の忘却の起つた日に何か不快な經驗はなかつた 
か、また：どう云ふ關係でそれが起つたかと尋ねられて、その動機は直ぐに發見された〇彼の語るとこ 
に依ると、彼は食後、出かける少し前に•母親と話し合つたことがある。これまでにも彼に金錢上そ 
の他の迷惑を多くかけてゐた或る輕薄な親戚の者があつて•その者が自分の時計を質においたが家に 
必要だから出さうと思ふから金を貸してくれと云ふことであつたと母親は話した。この殆ど强請的な 
第十一草複合的行リ視ひ 三四一 
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て驚くに當らぬのである。併し「與り知らざる」婦人の時計に轉嫁するに至らしめたには、なほ他に 
特別の動機があるかも知れぬ。最も近しい動機は多分、彼が自分の犠牲になつた時計の代償として取 
込んで置きたいと思つたことであつたらう。それ故に彼はそれを翌日返却するのを恐れたのである。 
また彼はその時計を多分その婦人への記念として喜んで納めておきたかつたのであらう。 M に•婦人 
の時計を忘れたことは敬愛する婦人を再度訪問する機#を供したのである。何故ならば、彼は午前中 
に別の事で彼女を訪問することになつてゐたからである。さうして時計を忘れた事は、旣に相當永い 
間とりきめてあつた訪問を、側ら時計を返すために利用するのが勿體ないやうな氣がしたのでも あら 
う。また自分の時計を再度忘れ婦人の時計をその代りに出來るやうになつたことは、本人が二つの時 
計を同時に持步くことを避けようとするものであることを語つてゐる。彼はあまり豐宫に見えること 
は親戚の者の貧窮とあまりに甚だしい對照をなすので*それを避けようと明かに思つてゐた。併し他 
方に於いて•彼は解除すべからざる義務に依つて自分の家族、■母)に結び付けられてゐる事を思ひ出し 
て、この婦人と結婚したいとの明かな意圖に對する Q 己黎吿とすることを心得て〇たのである。 

『最後に•婦人の時計を忘れたことの今一つの极據を求めるならば、その前晚に獨身者な6彼か女 
持時計を携へてゐるのを友人に見られて甚だ極まりの惡い思ひをしたので彼はたマ祕かにそれを眺め 
第十一寧複合的行り机ひ 一一 一四.ユ 
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日常生活の精神分析 三四一一 
金の借り方は本人の感情を非常に害した。 さう して幾年 この 方 こ C 0 親戚の者のために被つた總ての不 
快な 事柄が 再び記憶に甦つて来/-。 

『彼の症狀行爲 は* それ故に、いろ^- な 要素に依つて決定されてゐることが分る〇第一に、この 
表現の背景には恐らく次のやうな思想の流れがある。1そんな手で金をむざ—-卷上げられてたま 
るものか。もし時計が要ると云ふなら俺のを自家に置いておくから……と。併し彼は約束を果すため 
にその時計が入用であつたから、この意圖は無意識の途に於いてはた<症狀行爲としてのみ表れるこ 
とが出來たのである。第二に、この忘却はまづ次のやうな感情を表現してゐる。——この碌でなしの 
ためにいつまでも<金の迷惑をかけられてゐては、しまひにはこちとらの方が駄目になつて何もか 
も投げ出さねばならないやうになつてしまふ。本人の報吿では憤りは•一時的であつたと云つてゐるか 
同じ症狀行爲を繰返したところを見ると*無意識に於いてはこの憤りはもつと激しく働き續け、これ 
を意識的に表現すればかうならう。 —— 私はこの話を忘れることが出来ない……と。(こ 
〔註〕(一)このやうに無意識の中に働き續けることは一度は症 EH 爲の後に一つの夢となつて現れ、今一度はそ 
れの繰返しとなつて、或は是正の怠りとなつて現れたのである。 

『婦人の時計も後には同じく忘れられる事になつたのは*無意識のこの態度を知つて見れば、敢へ 
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B 常生活の精；1~分析 三 pq 四 
またこのやぅな痛くもない腹を何度もさぐられないためにその時計を持步くことを好まな かつたこと 
であつた。併し彼には時計を返すべき義務があつたので、その結果こ X でもまた無意識的になされた 
症狀行爲が生じたのである。この症狀行爲は抗爭 する 情緖と無意識法廷での 高價 に購はれたる勝利と 
の間の妥協として出たものである0』 ( 精神分析中央雜誌、二卷五號) 

ステルケの觀察(前揭書〕を一つ引用しておく。1 

(六〕置忘れ•破壤•忘却の複合的行り a ひが抑壓せられた抗意志の表現となつた實例。——『或る 
科學的著作のための揷畫の寬集の內から、或る日私は自分の兄弟に二三枚貸してやらねばならぬこと 
になつた。兄弟はそれを幻燈の寫眞板として講演の時に利用したいと云ふのであつた〇いろ<苦心 
乙 rr 自分が集めた複製のことであるから"如何なる方法にもせよ、私より先に公表して貰ひたくない 
と 云ふ考へが一瞬間起りは丄たが*とにかく賴まれたその揷畫を捜し出して幻燈板にして あげよぅと 
約束した。1ところがこの陰畫を私は搜し出すことが出來なかつた。それに關係のある陰畫の這人 
つてゐる架箱を全部出して、殆ど二百枚の陰畫を一つ一つ手にとつて調べて見たが、自分の搜して居 
る陰畫はそこになかつた。一體、私は兄弟にこれ等の畫を貸してやりたくないものと見ぇると考へて 
見た。この好意なき思想を意識した後で*私は一番上の架を脇に置いてそれを まだ 調べなかつたこと 
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を氣付いた。果してこの箱の中に求める陰畫は這入つてゐた。この箱の蓋には内容に就いての標示が 
短かく書いてあつて、さうして私はこの箱を脇におく前にこの標示をそ X うに見たものであるらしい0 
好意なき思想はまだそれでも十分に征服され切らなかつたものと見ぇ、幻燈板を送り出す前になほい 
ろ<の事が起つた。幻燈板の一枚を手に持つてその硝子面を綺麗に磨いてゐる內に押潰してしまつ 
た。(平生、私は幻燈板を壤したことなどない。)この板の新しい見本の仕上げをしてゐた時に、それは 
私の手から滑り落ちたが、私が足を出してゐたものだから、その上に落ちてわづかに壤れなかつた。 
私が幻燈板を組立て i ゐた時に全部をまたもや床に取落したが、幸にして少しも壤れなかつた。さう 
して遂になほ幾日もの間ぐづ< してゐて、やつと荷造りして送り出した。その間私は每日今日こそ 
はと思ひつ X いつもまた忘れてしまふのであつた0』 

ランクはまた r 行り損ひと i £( 精神分析中央雜誌、二卷、二六六頁、及び國際精神分析雜誌、三卷、 

一五八頁)との間に興味深き關係ある こ LJ を論じて ゐる ◊併し これ 等の關係を調べて見るには、 この 
行り損ひに關係のある夢の分析に立入らなければならない。私は嘗ていろ<長 たらしい 關係に於い 
て、暮口を失つた夢を見た。朝、着物を着換へてゐた間に確にそれを失つたのだ。夢の前夜、私は着 
物を脫いでゐた間にノ私はそれをズボンのポク、卜から取出していつもの i ころに©くのを忘れたの 
笫十一草複合的行リ衩ひ 三四五 
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B 常生活の精神分析 三四六 
であつた。であるから、この忘却は私には知らないことではなかつた。多分それは夢の內容に現れる 
ばかりになつてゐた無意識的思想に表現を與へたものであつたらう。(こ 

【 11 】 ( 一)紛失や置忘れのやうな行り損ひは夢に依つて償はれる，つまり失つた品物が何處にあるかを夢に依つ 
て知ると云ふことは夢の本人と紛失の本人とが同一人である限りは、溻驗と云つたやうなものではな 
いのである。或る若い婦人がか5書いてゐる。『四ヶ月ほど前に妾は_^仕事臺の中で I 非常に美し 
い指輪を失つた。妾は部屋の中を隈なく搜し廻つたが、それを發見することが出来なかつた。一週間 
前に、妾はそれが媛房の中の箱の側にころがつてゐるところを夢に見た。その夢で妾 U 勿論落蔚いて 
ゐられなくなり、翌朝果してそのにその指輪を發見した』と。彼女はこの出來事を不思議に思ひ 
彼女の思ひと願ひとは®; S される^.うになるこ，とが®々であると主張したが、併し指輪を失つたり再 
發見したりすることの內に、彼女の免活に於いて如何なる1 1 化が生じてゐるのかを調べて見ょうとは 
しなかつた。 

右のやうな複合的の行り損ひの種々の場合から別に新しいことを、個々の場合に就いて知り得なか 
つたことを、學び得ると私は主張するのではないが、併し行り掼ひの形式がこのやうに變つてゐると 
云ふことは(それでも結局同じ結果に到達するの.たらから〕一定の HI 的へと働く意志の變：迎自在さを示 
すのだ。さうして行り損ひは偶然的なもので何等說明を必要とするものでないと云ふやうな思想に對 
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して一層力强く抗爭するものでぁる。これと同樣著しい事は，意識的意圖ではこの行り損ひの成立を 
阻止する力が全然ないと5ことでぁる。いろくやつて見たが私®友は結局文藝協會の會合に出席 
はしなかつたし•またかの婦人はメダルを思ひ切ることは出來なかつちこれ等の決意に湯して働 
く未知の何物かは、最初 i が閉られ S には矣別 S 出口—見し S で未知 S 機を征服 
するためには 意識的にそれ 4 反對 SS 以てす拿、ふことでは瞀で、それ以外の何物か ゞ 必 
要なのである。未知なるものを意識にまで知らしめるためには、一つの心理的の仕事か必要てある 


第十一草複合的行り损ひ 
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H 常生活の精神分析 三四八 

第士一章 . 

決定觀—偶然信仰及び迷信—種々の見地 

以上 述べ來 つた個々の論議の 總決算と して•我々は次の如き原則を樹てる ことが出来ょう。 —— 我 
我の、む理的行爲の何等かの不十分 ?>かか f 緲阶 い T > «' かか T > い 6 ハ T : か 
らう、}竝びに一見意圖なきが如くに思へる何等かの仕業が、これに精神分祈の^^4用^>かめ、實 
は立派な動機があり、意識には知られざる動機に依つて決定されてかるン<!:>がへ?;0。 

このやうな說明を受くべき現象の分類中に入り得るためには*一つの心理的の行り損ひは次のやう 
な條件を充たさなければならない。 

2) 心理的の行り損ひは或る程度を起ぇてはならない。その程度は我々の評價に依つて確定せら 
れ、また『常態の範圍內に於いて J との 言葉に依つて形容せられる。 

( b ) 心理的の行り損ひは K 間的叉は一時的障碍の性質を帶び てゐなければならない。 我—々は同じ 
行爲を以前には もつ と正確に 爲し 遂げて をり、またそれをもつ と正確に遂行し得るとの自信が如何な 
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る時にでもなければならない。我々が他人から正された場合には、その是正の正しく自分の心的仕業 
の正しからざる事を直ちに認識しなければならない。 

( C ) 我々が如何なる行り損ひにもせょ、一つの行り損ひを知つた場合には•我々はその行爲の何 
等かの動機を我々の内に知覺するやぅでは行り損ひではない。寧ろそれを『不注意 J のためと說明し 
或は『偶然』のせいにするやぅでなくてはならない0 

そこで この群の中に殘るのは、ょく承知してをりながら忘れたり*誤つたりす る 場合、云ひ損ひ、 
讀み損ひ、書き損ひ、行り損ひ•竝びに所謂偶然行爲などである。 

これ 等の現象の大部分は、 これ 等を表はす言葉に等しく『損ひ JUver しの 付いて ゐるの を見ても • 
內的に性質の相似して ゐることが 分る。併しながら これ 等の現象を說明するに就いては、 そこに 一連 
の觀察が附隨するが、 それ 等の觀察は部分的には更に立入つた興味を誘發する。 

(A ) 我々の心的行爲の一部分を目的觀念からは說明し得ざるものとして放擲す6ことは精神生活 
の決定性の範圍を見誤るものである。この決定性は心的行爲の件の一部分のみならず、更に他の分野 
にも 及，でゐるものであつて、實に我々の想像以上で ある。 私は一九〇〇年に文學史家 マィャ— 

第十二窣決定觀 i 偶然信仰及び迷信 IM 々の見地 三 ㈧ A 
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H 常生活の 精神分析 三 五 C 
M. Meyer の一論文の『時代』，， Zoit** 誌上に公表せられたのを讀ん ti 。 彼はその論文中で實例に就い 
て論ずらく-ナンセンスを意一 的に また 出鱈目に作6ことは不可能であると。我々は或る数•または 
或る名前を全然 出鱈目に思付いて 見ると 云 ふことの 不可能を、私は旣に知 6 こと久しい。例へば 冗談 
に、或は陽氣に、位の多い或る數を一見氣儘に云つて見て、それを調べて見るとすると、それは非常 
に嚴格に決定せられてゐるものであつて"殆ど人々の不可能と思ふほどである。そこで私はまづ、出 
鱈目に選ばれた名の一實例を短く論じ、次いで『何の考へもなく口外した』數の、これと似た一實例 
を、更に細く分析して il ようと 思ふ。 

(一〕私の扱つてゐろ或る婦人患#の症狀史を發表する準備をしてゐた 時に、どう 云ふ名前を著書 
中で その 婦人に つけたもので あらう かと 私は考へた。選ばう とするといくらでもあるやうに 思へた。 
勿論、或る二三の名前は私は直ちに拒けた。第一に本名で ある、 次に私の家族の名前も K 對したかつ 
た。また特別に奇妙な音の ある 名前もいけない と 思つた。併し、 これ 等の名前を除いてしまふと、そ 
の やうな 名前に就いて惑ふ必要が何等ない箸であつた。 ありとあらゆる 名前が私の自凼に取捨 出来る 
と S はれるであらう し、私自身 もさう 思つた。ところが さう でなく、たつた一つだけが、他の名前を 
伴ふことなしに、飛出して來た。それはドーラ〇0运であつたリ 
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私はこの決定性に就いて自問して見た。——誰が他にドーラと云ふ名前を持つてゐるかな？私の 
姉妹の子供の子守りがドーラと云ふ名前である事が思ひ出されたのだが、私はこの觀念を信ずべから 
ざるものとして拒けょうと思つた。併し私は十分に自己統御1或は分析の習熟をと云つてもょから 
う —— を持つてゐたので、私は固くこの觀念を執つて進んで行つたのである。やがて、前夜起つたさ 
さやかな出來事が私の心をかすめ通つた。それに依つて求める決定要素が分つたのである。私の姉妹 
の食堂の卓子の上に『ローザ•ヴュー さまへ』，， An F&EeillRsa W 5 と宛名した手紙の置いてあるの 
を見屆けて•これは誰の名.たと尋ねたところ、ドーラだと思はれてはゐるが本當の名はローザである、 
併し子守り になる に就いてはロー ザと 云ふ名前は私の姉妹の名と着くので、それをやめることにした 
の' ff と云はれた。私は同情して云つた。 —— 可哀さうに、 G 分の本名すら保つてゐられないのだね。 
これを聞いて私は暫く默り込んでしまひ、あらゆる種類の重要な事柄に就いて考へ始めたことを今や 
私は思ひ出した"それ等の事柄は仄かなところに沈んでしまつたが、併し今は私は容易にそれ等を意 
識に窗すことが出來た。そこで、私が彼女自身の本名を保持することの出來ない人のために名前を選 
ばうとした時に•外ならぬ『ドー ラ』 が思ひ出されたのである。それのみならず、この場合特にドー 
ラが出たと云ふことは、また•もつと確乎たる内的聯想に基いてゐるのである。何となれば、私の患 
笫十二窣決定觀_偶然信仰及•ひ迷信—の见地 i 】 
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日常生活の精神分析 三五二 
者の病狀史に於いては、分析取扱の過程に關して決定的な影響を及ほしたのは他人の家に傭はれてゐ 
〇人であつたところの或る媲母であつたからだ。 

このさ X やかな出來事が幾年の後に•豫期せざる連綾を示したのである。旣に夙く發表したドーラ 
と云ふ名になつた娘の病狀史に就いて或る講義の中で論じてゐた間に、私の二人の婦人聽講生の一人 
が同じドーラと云ふ名前を持つてゐた事を思ひ出し•この名前を種々な聯想の場合に非常に屢 々口に 
せざ6を得なかつた。私は個人的に知つてゐ6その若い女學生に向つて辯解した、彼女も同じ名前を 
持つてゐたとは實際思はなかつたし、また私の講義中では別の名で置換へるつもりであるのだと……。 
今や私は急いで一つ別の名を選ぶべき任務を持つことになつたが*私はそれに就いても一度その婦人 
聽講生の名を擇んで、精神分析に旣.に全く通曉してゐる級の者等に哀れな實例を提供するやうなこと 
になってはならないと考へた。•であるから"ドーラの代りに『エルナ』目.巨と云ふ名が出て來た時に 
は私は非常にうれしく思つた。さうしてエルナと云ふ名をその講義の間使用した。講義が終つて 後、 

一 體 この『エルナ』 と云ふ名は何處 から 出て來たかを自問したが、 さうあらうことを 虞れた代償名稱 
の選擇は少く とも 半分だけ實現されて ゐることを 知つて吹き出さ ぐるを 得なかつた。他の婦人聽講生 
の名は ルゥッュルナ 1 Lucerna で、 つまりエルナ Ema はその 一部分を成して ゐ るので ある。 
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(二)或る友に宛てた手紙の中で私は『夢の註釋』 の 校正を 見 終つ たことを、 さう して『そこに 
二、四六七個の誤りが あらうと、』もうこれ以上 變へたくない と 云 ふこと を報吿し^, やつた〇ムょ®ち 
にその數を自分に說明しようと試みた。さうして このさ \やかな分析を 手紙への 返事 LJ して 書 添へ て 
おいた。自分の行ひの生々しかつた當時に捉へて書いた まXを、こ i に引用して おくのが上々 であら 

、フ〇- 

r 日常生活の精神病理 への 寄與をなほこ X にざつと附加 へて おかう〇夢の本の中に 發見せ られるで 
あらう誤りの數として戲れにまた出 e 罔に二、四六七なる數をこの手紙の中で擧げておいたのを君は 
發見 せられるであらう。私の心算では*如何に誤りの數は多からう i もと書く氣であつたが、する i 
この 數が出て來たのだ。併し心的 生活には何等出鱈目な もの や決定せられない ものは ない。だから君 
は® 然•意識に解放せられ た數を無 意識が 忽ち決定しようとしたものであると^へられるであらう。 
丁度この事あつた前に、私は新聞紙上で步兵大將たる^戤將軍が休職になつた事を讀んだのであつた0 
私がこの 人に 興味を持つてゐることを君は知つてゐる笹•た。僕が軍醫生として勤めてゐた間 に、 當時 
大佐で あつた將軍は 、或る時病院に來て軍醫に云つた。 —— 「君は八日間に俺を健康 -II してくれな く 
てはならない。俺は 陛下の期待せられる或る事を 果さなければならないからだ0しと〇そ の當時に僕は 
笫十一 H 早決定觀 — 偶然信仰及び迷信—種々の 見地 三1 
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H 常生活の精神分析 三五四 
この人の經歷を迪らうと決心したのである。さうして考へても御52なさい、今日(一八九九年)に於い 
て彼は步兵大將、休職となつて經歷を終つてしまつたのである。どれだけの時間に於いて彼はこの道 
程を步みつくしたかを計算して見たいと私は考へた。さうして私が彼を病院で見たのが一八八二年で 
あつたと私は思つた。さうすると十七年になる。私はこの事を妻に話すと•妻はかう云つた。——「ぢ 
やァ、^方ももうさうして退職しなくちやなりますまい0」と。で、僕は答へた。——僕には神樣がつ 
いてゐ6ょ、と。かうした#話の後に、僕は机に向つて君への手紙を書いたのだ。併しそれまでの思 
想の流れはなほ續いてゐた、さうしてそれは當然だ。私の勘定は間違つてゐた。私はそれに對する確 
實な一點を記憶してゐる。私の成年の日を•私の二十四の誕生日を、軍隊の獄舍に於いて祝つた。(許 
可なくして外出したため……〇)それ故に私は一八八〇年に彼を見たに相違ない。さうなれば十九年に 
なる。そこで二、四六七の中外二四の數が分つて來た。さて、私の年齡を表はす四三と云ふ m をとつ 
て御覽なさい、 さう して二四年をそれに加へると六七になる。つまり、退職したいと思ふかとの質問 
に對して、二四年餘計に働きたいとの願望を表はしたことになるのである。私が M 大佐に§てゐた 
中間の時期には私は自分であまり仕事をしなかつたと云ふことは明かに私の不快に思つてゐ6とこ •ろ 
である 。で、 彼は旣にお終ひになり、 S 分はまだ爲すべき總てを自分の 前に 持つ T ゐ ると IK ふこと に 
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就いて、一種の勝利の感がそこにあるのである。そこで我々は當然 かう 云 ふこと が 出来ょう、 何の意 
圖もな く 投げ出した二、四六七と云ふ數字で さへ も無意識からの決定を缺いてはゐないの だと ——0』 

(三)數を一見出鱈目に擇ぶことに就いての說明のこの最初の實例以来、私は同じやうな試驗を繰 
返して見たが、いつも同じ結果を得てゐる。併し大低の場合は非常に祕密の內容を持つ たもので、報 
吿するに忍びないほどである。 

併しこの理由のために*私は$路なくこ i に 偶然思ひついた數の非常に興味ある 一つの 分析を 附加 
するであらう。これはァ—ドラー博士 ！>• Alfred Aaor ( wion ) が『撤頭徹尾健康なる J 或る知人か 
ら受取つたものである0 (こ 

〔註】 ( 一〕 psych . . Neur . wochenschripNr . 28,1905. 

その人の報告に 日く。 ——『昨夜私は「日常の精神病理」を譲んで〇 た。もし 私が注意に® する 出 
來事に遮られる事さへなかつたならば、私はこの書を讀了して しまつた であらう。我々が一見全く氣 
儘に意識中に呼入れる一切の數もみな決定的な意味を持つてゐるものであるとの事をそこに讀んだの 
で、私は一つ實驗をして見ょうと思つたので ある U 私には 1734 なる數が浮んで來た。次に聯想は か 
う走つた。 1734+17=102; 102+17=6 .そこで私はこの數を 17( V 34 とに分けた。私は 34 歲であ 

第十二草決定觀 I 偶然信仰及び迷信1見地 三五五 
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日常生活の精神分析 三五六 
る。私は靑年期は三十四を以て終ると嘗て君に話したことがあると信じてゐるが、この理由のために 
私はこの前の誕生日には痛ましい感じがしたのだ。十七歳の終りは私の生涯の非常に好ましい、面白 
い時期の始まりであつたのだ。私は自分の一生を十七年宛の時期に分ける。その區分は何を意味する 
か。102と云ふ數は レクラム 叢書の一〇二號目が コッツ エブ ーエ Kotzobue の戯曲「人間への憎 惡と復 
11 Ej に當つてゐることを思ひ出させた〇』 

『私の現在の心理狀態は人間への憎惡と復11:である。レクラム叢書の六號目は(私は非常に澤山の 
號を空で覺ぇて^ る)ミユルナ ー M E luer の「罪」である。私は自分の能力を以てして成り得べき 
ものになり得なかつたのは自分 S . 罪であるとの考へに始終惱んでゐる。更にレクラム叢書の三四號は 
同じミユルナ—の「カリバ—」 ber Kalibor * と題する物語で あることを 私は思ひ出したゲ私はこの語 
を walliber に分けて見た。更にそこには， Ali 《 i ,10117との言葉の含まれてゐることが思ひ出され 
た。それにつれて思ひ出されたのは•私が嘗て自分の(六歳の)息子 AU と共に詩の押韻を考へた事 
である。私は彼に Ali の韻語を搜すやぅに要求した。彼は 何も 思 ひ 當らないから一つ搜して くれと 云 
ふので、私は彼に云つた。「ァリは ヒ ペルマンカン サゥ レム•カリを以て 口そ、 いだ、」 i 。 我々は大笑 
ひを して’ァリは非常に可愛かつた。その前の m に、私は腹立まぎれに彼の ことを 「ちつ i も可愛く 
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ないアリた ， Ka (kci:l)l3-berAlisoi<i^* 0 ^ o 」 

r 今や私は島した。レクラム—の一七號は何であるかと。併しそれは 一向出て—かつた。併 
し以前に達にこれを知？ゐたのだから、私はこれを忘れたがつ S だと假定した。いくら考へて 
見ても 1 つた。私は ssff ょう i つたが*併したぐ機械的に 1 みで、一七 
の數に煩はされて 一 S も解することは出來なかつた。私は火を消し5に 探索— めた。遂に一. 
七はシ r クス ビアの—るに相違ないとの考へが浮んで來た〇 * が、どの作であるか。私には 
I I L —、 か思ひ當つた。己れを困らせる明かに愚かしい我が憲の試みかな。私 — i 
上つてレクラム叢書の I を見た。一七號は『マクベス』であつた。驚いた事には私はこの f に就. 
して何も f てゐないことを知つたのである，そのくせ、シ r クス •ヒアの 他の 如何なる作にも劣ら 
I の興味—いぢ？—實— St これ だけ S — へた。— f 、 マクベス 夫人- 
妖女、 f is I それからシルレルの「マクベス」譯を 非常に VI つたことなど。疑ひもなく 
1レこ OV うにしてこの 作を 忘れょうとしたのである〇 それでも 一七と三四と を一七で 割れば、一と 
二か 出る ことを 思ひ浮べてゐた〇 レクラム 叢書の 一號と二 猇 とは ゲ丨 テの 「ファゥスト」 である。私は 
夙く から 非常に多くファゥスト的なものを私 R 身の內に發見してゐた，リ』 

第十二窣決定觀 — 偶然信仰及び迷信 —— 種々の見地 
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n 常生活の精神分析 三: E 八 
我々の逍憾とするところは、醫者の愼み深さが我々をしてこれ等の思ひ付き(觀念〕の意義を洞察す 
ろことを許さぬと云ふことである。人間はその分析したものをうまく綜合してゐないとァ—ドラーは 
f ムつてゐる。この分析は、それ等を續けて行くことに依つて一、七三四の數や諸々の思ひ當り(觀念) 
の理解を助けるやうな何物かぐ引出されるのでなければ殆ど我々には報吿に價しないものである。な 
ほ引用を續けよう。 

『今日.夙く私は M より一つの經驗を持つた。その經驗はフロィド的見解の正しさを明かに語るもの 
である。夜中に私が起き上つた i めに妻は眼を覺まして、レクラム叢書の目錄をどうしよう i 云ふの 
かと訊ねた。私は妻に一部始終を物語つた。妻はそんなことはみな詭辯だが、併し非常に茴白いと云 
つた。彼女は一つの數を思つた時に、何も心に浮んで來ないと云つた。「では試みて見よう」と私は答 
へ」こ。彼女は117と云つた。これに對して私は直ぐに應じた。「一七とは私が只今云つた數だ、」それ 
のみならず、僕は昨日お前に云つた、妻が八十三歲で夫が三十五歲だとすると、それは非常な不調和 
だ0」と。それ以来•こ、數日、私は妻にお前は八十二の老いたる母ちやんだと云つて揶擒してゐた。 

00 2 + 35=117.』 

この夫は自分自身の數は直ちに定めることは出来なかつたが、妻の方が一見出鱈目に選んだ數を擧 
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げると、直ぐに解決してしまつた。事實、この婦人は夫が如何な6 コム ブレックスからしてこの數を 
選ぶやうになつたかを よく 承知してゐるのである。さうして0分自身の數を同じ コムブレック スから 
選んでゐるのである。この コム ブレックスは糙に雙方に共通するものである。何となれば、それは夫 
の場合に於いては彼等の相關的の年齡を取扱つてゐるからである。さてこ i まで来れば、この夫に起 
つた數を解釋することは容易である。ァードラ—博士が云ふやうに、それは夫の抑壓せられたる願望 
を示してゐる。その願望を 明 ¢1 に 述べて見ると次の やう. になるであらう。——『俺のやうに三十四の男 
に對しては十七の女が適當であらう。』 

このやうな『遊び』をあまり人々が輕々しく考へないやうに、私はこ V に云ひ添へておかねばなら 
ないことがある。ァードラ I 博士の報吿に依ると、この分析の公刊せられた年の後にこの夫婦は遂に 
離別になつたと云ふ事である。(こ 

【23】(1〕レクラム叢書十七號の『マクベス』の說明としてアードラー博士の報吿に依ると、この男は十七歲の 
時に無政府主義の結社に入つたが、その結社の的は帝王就辟にあつた。多分このために彼はマクべ 
ス劇の內容を忘れたのであらう。同じ人物はその當時に、階合文字を發明したが、それに於いては數 
字が文字の代用をなしてゐた。 

笫十二窣決定觀 I 偶然信仰及び迷信 ！ 種々の见祂 三五九 
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P 沿生活の精神分析 三六0 
(四)無氣味な數の出來る事に就いての同樣な說明をァ—ドラ—が與へてゐる。また所謂 『好きな 
數』 ，， Liebungssbleu <* の出来ることも當人の生活に關係がなくはないし、また多少の心理的興味を缺 
いてはゐない。一七と一九と si に對し5別 S 偏 f 持？ゐ—を 8 し H — 或る人が 暫く 
考へて見た後に、彼は 十七 歲 S 時■々樓してゐたァ ヵ デ ミィの自由 生活に 入？ ま 生と なり、 
また十九 S 時には始め 5 SSS 、 そ8 g もな く彼 s 最初 S 學的發見 t し S が 知れ 
た。併し これ 等偏愛の定着には、二つの樂しい出來事が後に重なつてゐ るのである。その出来事に於 
いては同じく十七と十九の二數に彼の戀愛生活に於け る 重要な意味が纏は つてゐるので あ 60 
實は •我々が特別な^:係で非常に M 々•また/一見出_目に、用ふる數でさへも、分析に依つて迎つ 
て見ると意外の 意味に 匪す る ことが出來るのである。この T な次第で、 私の患者の 一人が或る口 
自分が不滿の 時に特にょ く" それなら僕は君に もう 十七囘から三十六囘まで話したぢやないと云ふ癖 
の ある ことを 氣付 き、それには 何か動機が あるのだらうかと自問してゐた。やがて彼は、 月の二十 七 
E に生れて君、彼 Q 弟は二士ハ日に生れて言、さうし p 人生の多くの福利をこの弟のために 運命 
が- E 分から奪つたこ忘卿つべ蟲由を持つてゐたので含。かくて彼は自分の誕生の日數から十を 
減じ*それを弟の誕生の日数に加へる事に侬つて、運命の偏頗を表はしてゐたのであ6『俺は兄貴で 
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あるのに*こんなにへづられてゐる〇』 

(五)私は數の思ひ當りに 就いてなほ 多少論じて 見たいと 思 ふ。何となれば•意識が全然與り知ら 
f 思想現象にし h こ sf 派な組 St も e 在在 tsif 證明する？ el は他 
にあらうとは私には思へ ないから である。他方また、醫#の手傳ひ(暗示) が 問題に ならない 分析の實 
例としてそれほど好適なものは 他に ないからである。それ故に、 私は こ\に 私の 患 呑の一人の 數の思 
ひ當りの分祈を(本人の承諮を得て〕報 ®しておくが、それに 就いてはた V 本人が 澤山の子供の 内の 最 
年少者で また 幼年時に その 尊敬する父を喪つ たと 云 ふこと を附言す るに 止めて おく。特別に快活な 氣 
分て彼は 426718 との數を彼は M ひ 出した。さうしてかう自問した、『さて、これで 俺は M を 思ひ當る 
かな？まづ 私の M いたことのあ為落だな“！^雲に掛れば 四主日、 褂らなければ 六週間」 
と云ふやつ•た 0 』 これはこの數の 初めの桁に相 當 する0 (42=6 X 7)、 まづかう 云 ふ 解決がついたが、 さて 
その ま、行詰？ Is で*— g に 私は、彼 S ん癸 S 數が U の外 一 2の數の一切を 
含んで ゐるとの事實に彼の 注意を 呼ん •たのである。 彼は直ちに この解決の續きを發见した 。『私たちは 
七人兄弟で•私が最年少^です。3の數は私の姉の A に相當します。5は兄の L です。二人とも 私と 
は大の仲惡です。子供の時分には每夜私は神に祈つて* これ 等二人の 意地惡い靈を 私の 生活から取除 
馅十 二单決 定觀 —— 偶然 信仰 及び 淡：信 1 fi 々の 見地 一 
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H 常生活の精神分析 三六一一 
けてくれるやうに願つたものです。私はこの願望を一人で充足してゐるやうです〇 3 と 5、 卽ち惡い 
兄と憎らしい 姉とは 無い ものになつてゐるからです 0 J I その數が兄弟姉妹たちを表はしてゐるもの 
とすれば、しまひの100は何の意味でせう？君はまだ僅かに七つであつたのでせう。——『私は 屢々 
考へたことでした。もし私0)父がも少し長生きしてゐたら、私は季つ子ではなかつたでせう。もしも 
一人生れてゐたならば我々は00人になつて ゐ たわけです。さうして私が兄貴 風を 吹かせる事の出來る 
弟が一人出来たわけです 。 J 

これでこの數の說明はついた U 併し我々はなほ解釋の最初の 部分と それに«く 部分との 間の連絡を 
發見したいと M んだ〇これは終りの方の桁のために要求せられた條件_ - もし父が長生きしてゐ たら 

-からして甚だ容易に發見された。42 =6 x 7 は父を救 ふことの 出來なかつた醫莕に對 する 嘲弄を 

意味してゐる。さうしてこのやうにして父の生存に對する願望を表現してゐる。その數全體は實際に 
於いて、彼の家族たちに關 する 彼の二つの願望の充足に相當してゐるので ある。 つまり、彼の惡い兄 
i 姉とは死んで•も一人小さな子が自分ょり後に生れて來れば ょいとの 二つの願望で ある。 或は 簡單 

に云 ふなら ば、 これ 等二人が父の代りに死んでゐて くれさへするならば - 〇 Ci > 

【!£】(一)なほこの外に同樣適當な、この m 者のあい間^-の M ひ當りがあつたのだが、私は話を®明にするた 
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めに省略してしまつた。 

(六)今一つの數の分析を私はジ f ンズ(前掲書)から採る〇彼の知合ひの或る人が_ LJ 云ふ數 
を思ひ當り、0分の思ひ付く何事かと關係させて見てくれと挑んで來た of 被驗者の最初の聯想は、久 
しく忘れてゐた或る戯談であつた"六年前の或る S い日に新聞紙は寒暖計が華氏 936 。を示して〇る. 
と記事に書いたものである。これは勿論、實際の寒暖計の示す 93.6 を可笑しく誇張したものである 0. 
我々はこの會話の內非常に熱い火： S 前に坐してゐたが•彼はその火からすざつたばかりで*この非常 
な熱さでこの記憶が出て來たと、多分：止しいことを云つた。併し私はそれだけでは滿足せず-何故に 
この記憶が直ぐに思ひ出されるほどそんなに生々とこびりついてゐたかを知りたいと思つた。对女な 
らば、大 S 人に於いて、何等か SS ょ is 心的蠢8想がなけ S 、 か4ふ麗は呼覺 
すことが出来ないやぅに忘れられてしまふものだからである。彼の詰では、それを讀んだ時彼はドッ 
と哄笑し•また後にそれを思ひ出す度に愉快になつたと云ふことである。併し私にはこれが特別に戲 
談としてょ く 呑込めなかつたので、その背後に何か祕密の意味がひそんでゐるのではない かとの 私の 
期待は愈々强められて行つた。彼が次に考へたことは、熱が彼にはいつも非常に重要なものと思へる. 
と云ふことであつた。熱は世界に於いて最も重要なものである、生命の根原である等々。平生は非常 
第十二窣決定觀 1 偶然信仰及び迷信 I 種々の见地 三六三 
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W 常生活の精神分析 三 六リ 
に冷靜なこの若者のこの やぅな 熱狂ぶりはいさ X かをかしい と 思つ たので、 私は なほ 彼の 自由聯想を 
紙けて AAK つた。彼がその次に®ひ付い S は、彼の；^室 0 窓から 見ぇる 或 全場の煙突であつ 
た 〇彼は 夕方な どにょく窓邊に立つてその煙突から出る煙 や 焰を眺めては、 エネルギーのこのやぅな 
浪費に就いて考へ—つた。熱、焰 、審 8原、 f . 突立つ た 響からのラエ T の放散 
1これ等 S 8 からして、熱と火と S 觀念は彼 S 心の中に於いては象徴的考へ方の常とし S 愛の 
觀念と 結 ひ付き* また 强い自 慰 コム ブレック スが數の 田 心ひ當りの動機を なしてゐることを察知するこ 
とは さして困難ではなかつたので ある。 彼は私の察知を直ちに承認した のである0 J 

數の材料が無意識的思想に於いて如何にして仕上げされるかに就いてょき印象を 得たい i 思ふ人に 
は私はユング.00.¥03の論文(『數の夢に就いて』^£ , «&32 23«|&5-€^1£ §ぎ§^^ 
とジ3丨ンスの論文(『數の無意！ S 的繰縦 j l a ucour$iolll —llipulatiou ofuumbers?) とを推薦する。 

この種の個人的分析に於いて二つの事が特に 著しいと 私 望つた。第一は、私. か 未知の S 標に進ん 
で 行き* 勘定的の思想©流. tl に沈んでやが H 探ね る數に達するそ© 夢遊®的の確 wf 、 その後の 
仕事の 全 體を完成す る 素迅さとである。併し第二は、私が勘定下手で 年號や番地な：一〇 を® ぇる ことに 
非常に 困難を 感する .のに*私の無意識的思考に とつて は數は非常に 容易に扱 ふことが 出來 ると 云ふ事 
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情である。それのみならず、數に關するこれ等の無意識的の心的所業に於いて迷信的傾佝のあること 
を發見したが、それの起源は久しい問私に分らないま i になつてゐる。(こ 
【33】 ( 一〕ミュンヘンのルドルフ•シュイナダー氏はそのやぅな數の分析の證明力に對して興味ある抗議を提出 
してゐるノ数の思ひ付きに就いてのフロイドの分析的硏究、國際精神分析學雜誌、；九二〇年、一號。) 
シュナイダー氏はさまん\な實驗からして一一つの結論を擧げてゐる。第！は『心理作用は數に對して 
は概念に對すると同樣な靈の可能性を持つてゐる』と云ふこと。第二は、墨的な數の思ひ付きに 
於いて決定的な思ひ付きが現れると云ふことは、この數が『分析』に於いて發見せられた思想中から 
出て來たと云ふ證明には少しもならないと云ふこと。第一の結論は疑ひもなく疋しいが、第 M の結：；1 
はいさ、か極端である。 

數のみならず、他種の言葉の思ひ付きも、これを分析的に調べて見6と必す十分な決定的要素を有 
することが證明せられたとて、別に我々は驚くに足らぬのである。/ 

(七〕 何となく 氣にか X る、つまり 追蒐け られるやぅな 言葉の生す る 美事な實例 としては 、ユング 
の發見に懸るものがあ6 。 0^111 篆 .$0 エ & 〇 |1&§,1 <:,8.215)『或る婦人が私に話すことに*二三 
日前から/ h : l 武 aig , と 云ふ言葉が頻りに 口 頭 tl 上〇の' ff が*どこからそんな H 葉が出て來たか見當が 
つかないと云ふ。ずつと幼い時分に何か感動を强めた出來事や抑應せられた願望はなかつたかと•私 
第十二#決十•觀1偶然信仰及ぴ迷信——練々の見 ila 三六五 
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日常生活の 精神分析 三六」、 

はその婦人に^ねた。暫く^ SI した後*彼女は，11 cr ^ eg : 0 . CI ? (朝衣)を非常に欲しいと思つ たことを 
?5した。ところが彼女の夫はそれに對して一向興味がなかつた。，☆し rlei : cv ^ T ^ g ^/ isniia (朝衣•畫 
衣)我々はそこに部分的に意味及び音の關係を見る。またロシァ語の 形から 來る決 定が そこに現れて 
ゐる。多分これと同じ時分に この 婦人はヂ4 aurog から 來た或る人と知合ひに なつたので ある 0 

( B ) 一見氣まぐれに擇ばれた名稱や數 の 決定性を この やぅに洞觀 することは、今一つ 別の 問題の 
_明に恐らく寄與する ことが 出來る。一掃的な心的決定說に對しては•多くの人々は、世間周知の如 
く、自由意志の存在に就いての特別な信念的感情に基いて反對する 〇この 信念的感情は 存在して •決 
定說の信仰に對しても屈しない。總ての常態的の感情と ra じく、 この 感情 もまた 何物 かに 依つ て是認 
せられなければならない。併し私の觀察し得た限りに於いては、 この 信念的感情は偉大な重要な 意志 
的決斷に於いては出て來ないも*のである。かぅ した 機會に於いては、人々は心的 强迫の感覺を 持つ も 
ので、且つその感覺に喜んで賴るものである 0( ル，テルの言、『我 こ i に立てり、 また他に 如何 ともす 
ベから ざるなり0』) 

他方に、我々は一つの事柄をまた別の遣り方で行動出来るとか，何等の動機なき自由意志で出來6 
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とか 感じるのは、些細な•どちらで もい、 やうな決心の場合である。我々の分析に依れば•我々は、 
S 由意志に就いての信念的感情が正しいか正しくないかなどと云ふ事に就いて論爭すろ必要はないの 
であ今意識的動機と無意識的動機とを區別するならば、意識的動機は我々の一切の動機的決意を•掩， 
ふ もではないとの信念を持つやうになるのである。 Miiiima iiou cura!; praetor •このやうに一方から 自 
由になつたものも他方からは、卽ち無意識からは、その動機を受けてゐる。さうして心的領域に於け 
る決定性は不斷に實施されてゐるのであ5。(こ 

1:註】(一)一見出鱈目に見える行動にも嚴密なる決定性があるとの見解は心理學に對して——多分また裁判に 

對しても-^に豐かな結果を與へてゐるのである。ブロイラーとユングとはかう云ふ意味で、所謂 

麗實驗に於ける反應を理解する方法を樹て、ゐる。この實驗に於いては被險者は一つの語が與へら 
れるとそれに連れて思ひ付く語(刺戟語反應)を云ふのである。さうして始めに與へた語と應への一 S 
との間の時間(反應時間〕を計るのである。ユングはその『診 Is 上の®^硏究』二九〇六年〕に於い 
て、 この やうな— 的寶驗を試みれば心理狀態に對 して 如何に微妙な試驗をなし^るかと云ふことを 
明かに して ゐる。ブラ ー グの刑法學者グロ ー ス Hb - Gro 3 s の二門 >ft たるヴ H ルトハイマ ー とクライ 
ンとはこれ等の實驗からして事診斷の技法を發展させてゐるが、 この 技法は今や心理學洚及び法律 
家が試驗しつ X ある。 

第十二筚決定觐——偶然信仰及び迷信 ——© 々の見 ift 三六七 
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日常生活の精神分析 三六 八 
(0) さきに 述べた如き行り損ひの動機に就いては意識的思想は全然與り知らないとは 云へ、その 
動機の存在す6ことを心理的に證叫しようとするのは望ましいことであらう。實は、無意識をより深 
く 知ることに依つて得た さま な根據からして、そのやうな證明が何處かには發見せられ得るので 
ある。實際に於いて現象は：一つの分野に於いて證明される. 0 それ等の分野はこの as 機の無意識的な、 
從つてまた轉位せられた知識に相當するもの、如く思はれる。 —— 

T ) 他人の行動の極細かしい節々を最大の意味あるもの、如く思ふのは、妄想症患者の態度に於 
ける著しい、また一般に認めらるべき特微である。普通の人が見落すやうな細かしいことを取上げて 
それに何とか解釋を施し•遙かな結論を導き出す基礎として利用する。例へば、私が近頃見た或6妄 
想症患者の如きは、彼が停車場を出る時、人々は一方の手で何か或る運動をしたので、彼等はみな自 
分の境遇を知つてゐるに違ひ. 4' いとの結論を下したのである。 また 他の患#は人々がどんな風に街を 
步いて、どんな風にステッキを振り廻したとか、さう云つ たこと に氣をつけて ゐろ 。(こ 
【錢】(一〕別の見地から出發して、我々 はこの やうに、他人の非本質的な偶然的な表現を判 ir することを 『關係 
妄覺』と名付けることにしてゐる。 

何等の動機な t 偶然の範疇を、常態の人々は己れの心的活動の一部分として、.行り 槙ひ として認容 






集全學析分神精ドイロフ 


するけれども、妄想症患者は、以上述べた通り，これを他人の心的顯現に適用することを拒むのであ 
る。總て彼が他人に於いて觀察するところのものは意味がある、總て說明することが出来る。併し如 
何にして彼はこれをそのやうな風に看做すやうになつたのであるか。他の凡そあらゆる類似の場合に 
於ける如くこの場合にも多分、彼は自分自身の無意識的活動中に存するものを他人の心的生活中に投 
射するのであるらしい。常態の人問叉は神經症の人問に於いては精神分析を俟つて始めてそれが無意 
識中に存することの證明されるに過ぎない多くの事柄が、妄想症にあつては意識の中にのさばり出て 
來6のである〇二)或る意味に於いて妄想症患*はこの場合、正しいのである。彼は常態者が見®して 
ゐるあるものを認識するのである。彼は常態の知的能力ある者ょりも銳く見るのであるが、彼がかく 
認識した事情を他人に轉嫁するので彼の認識は無價値となろのである。で、あらゆる妄想症患者の解 
釋を私が是認するものであるな どとは 恩はないで頂きたい。併し偶然行爲をこのやうに考 へることに 
於いて妄想症患者は正しいと認めるならば、妄想症患莕が總てこれ等の解釋を奉する信念を心理的に 
理解せんとする我々のためには大いに役立つのである。そこには健に何等かの眞理がある。病的とは 
云ひ難い我々の判斷上の誤りとても•そこに信念的感情の存するのは-妄想症患者と rnj じ やうな 方途 
に依つてこれを獲たに外ならない。この感情は誤てる思想列の或ろ部分に、叉はその思想列の 源泉に 
第十二孝決定觀 —— 偶然信仰及び迷信 —— 種々の見塊 三六 
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日常生活の精神分析 三七〇 
對して是認せられると•やがて我々はそれを他の部分にまで押擴めるのである。 

r 註】(一)ヒステリー患者が性的虐待竝びに殘酷なる扱ひに關しての空想は分析に依つて也 i 的にされる が、 例 
へばこのやぅな空想は追11症患者の惱みと總ての細部に於いて誕々一致するものである。變態性 
慾者がその慾望の滿足のために工夫する中にも實在として R 1 じ內容の存するのを我々の見るのは著 
しいことであつて、而も金然期待すべからざることではない。 

cb ) 偶然行爲や行り損ひの動機が無意識的に、轉位的に分つてゐることの今一つの證據は、迷信 
の現象である。これ等 S 思索の出發點となつたところの一小實驗を論述することに依つて•私は自分 
の意見を明 a にしたいと思ふ。 

休暇から歸ると、私は直ぐ、今年の仕事始めに扱はねばならぬ患者たちのことを考へた。私が最初 
に往訪したのは或る非常な老婦人で(二七:::良參照)、この婦人のために私は幾年もの間每日同じやぅ 
に醫術を施して來たので.あつた。この單調のために•無意識的思想は、この患#の許へ私が行く途上 
で、また彼女を取扱つてゐる間に•屢々現れ出るのであつた。彼女は九十歲以上であつた。で、毎年 
の初めに、彼女はまだこれからどれぐらゐ生きてゐょぅと云ふのかと云ふことが、つい考へられた。 
私の話すその日は、私は念いでゐたので車に乘つて彼女の家の前まで行くことにした。車の溜り場の 
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御者たちはみなその老婆の住所を知つてゐた。彼等の何人もが屢々私をそこへつれて行つたことがあ 
るからである。今日は偶々御者は彼女の家の前で車を停めず、近隣の、實際外觀の似た•平行街の同 
じ番地の或る家の前で停まつた。私は ra 違ひを氣付いて御者に小言を云つたら、御者は辯解をして d 
た0 

さて その老婆のゐない家に私が伴れて行かれた と 云 ふことは 何か意味があるか。私としては糙に韋 
味がなかつたが、併しもし私が迷信的であつたならば、私は この 出來事の中に一つの前徴を、本年は 
老婆にとつて最後の年であらう との 運命の指標を、見たでもあらう。歷史の傳へてゐる幾多の前兆は 
別に これ 以上の象微に基いて ゐるわけでは ない。何れにもせよ、私は この 出来事を何等 これ以上 意味 
のない偶然事と して 說明 する、 

もし私が徒歩で行き、何か『考へ事』をしてゐたり『放心』してゐたりして平行街の違つた家へ行 
つたのだとすると•この場合は全然違つて來る"私はそれを偶然とは說明せず•何かな解釋を要する 
無意識的意圖あろ行爲として說明するであらう。私はこのやうな『行き損ひ』に對しては多分、もう 
この老婆に#はなくともよい時が早く來ればよいとの期待を持つてゐたとの解釋を下すであらう。 

それ故に、私と迷信家との相違は次の如くである。 —— 

第十二草決定觀 I 偶然信仰 及び 迷信 1 稀々 の見地 H 七一 
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日常生活の 精神分析 • 一： 一七 二 
自分の心的生活がその成立に與らざる出来事は、未來に於ける現實の形成に關し一1,何等かの祕やか 
な事を敎へ得るとは私は信じてゐない"私は寧ろ•私自身の心的活動の非意圖的顯現は®に私®，心的 
生活にのみ屬する匿れたる何物かを包含してゐることを信ずる•つまり私は外的(實在的)偶然を信す 
るが、內的(心理的)偶然を信じないのである。迷信家は丁度この反對である-!彼は自分の偶然行 
爲、行り損ひの動機に就いては何も知らない、彼は心的偶然性の存在を信する。それ故に彼は實際の 
出来事となつて現れた外的偶然に意味を賦與し，また彼以外の何等かの匿れたものを表はす意味を偶 
然の中に見る傾きがある。私と迷信者とは二つの點に於いて違つてゐる。 —— 第一に*私は動機を內 
に見るのに•彼は動機を外に投出する。笫二に、私は出来事を思想に迪るのに、彼は出來事に依つて 
偶然を解釋する。併し*彼にとつての m れたるものは私にとつての無意識と一致する。さぅして偶然 
を偶然として放任せずに•これに解釋を下さずに居られない點は我々兩方に共通す6。三 

【誥】 ( 一〕 なほこ、に非常に美事な實例があるからそれを書き添へておく。これはオシボゥ N.OSS1P0W が迷 
信、糈神分析•竝びに神祕的考へ方の 担 連に就いて論じてゐるところで引用してゐるものである。 (國 
際糈蓉霖誌、八卷、一九ニニ年〕彼はロシアの或る地方の一 小 都市で結婚し、その後直ちに 新婦を 
連れてモス n 1へ旅した。 HI 的地に達する:-:時間前に或る停車場で、彼は驛の出口まで行つて街を 一 
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瞥して來ょぅとの考へが起きた。汽車は彼の歸つて來る專は十分停車してゐる替だと滢考 へて ゐ 
た。ところが數分の後に_つて見ると、新婦を載せた汽車は旣に出てしまつてゐた。家にある彼の老 

母がこの話を聞、た時、首を振りつX述懷した。-『この結婚は普通には納まるまい』と。オシボゥ 

は當時この豫言は j 笑に附してゐた。ところが五ケ月の後に彼はこの妻君と訣れる事になつた ので， 
汽車を乘り捨てたことをこの結婚への『無意識的抗議』と解し直—るを得ないやぅになつた。彼が 
この行り損ひを惹起した町はニー年の後に彼にとつて非常に重要な意味のあるものとなつて來た。何 
となれば、彼が後にその運命を結び合はせることになつた人物はこの町に住んでゐたからである 〇こ 
の人物は、いやこの人物の存在すらも、彼には當時知られてゐなかつた。併し彼の態度を祌„鵠に解 
釋するならば、彼がこの町に於いて新婦の戴つてゐる汽車を乘捨てたのは、將來 この 人物との 關係が 
生ずると云ふ事が分つてゐたからだと云ふ事になる。 

そこで私は、心的偶然性の動機に就いての意識的無智と無意識的知悉 i が迷信の心理的根柢の 一つ 
であると云ふことを容認するのである〇迷信者は自分の偶然行爲の動機に就いて何事を も 知らない 
が 故に、 また事實としての動機が彼の認識中に一つの場所を求めて已まないが故に、彼はこれを外的 
世界に轉位することに依つて片を付けざるを得なくなるのであ6。もしそのやぅな關係が# 在するな 
らば、この場合だけに限られる寄がない。實際、私は、神話的世界觀の大部分は、竝びにこの神話的 
世界觀から遙にその傳統を 受けて t 大槪の 近 i 敎は 、ル£忠心い S い 44 に外ならなぃの 
第十二草決定^1偶然信仰及び迷信 1 li 々の見地 三七三 
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. B 常生活の耥神分析 三七四 
|である。無意識の心理的諸要素竝びに諸_係の仄かなる認識(云は' 內面心理的知覺)(こ——と云ふ 

ょり外仕方がない、妄想症との類似をこ、では參考にしなければならない-は超感覺的實在の構成 

に反映してゐる。で、この超感覺的實在は科學に依つて無意識の心理中に逆戾りさせられることにな 
つたのである。 

【誌】(一) i れは勿 a 、 何等認識としての性質を具へてゐない。 , . 

我々は天國と人問 Is 落の神話を、神、#惡、不死その他の神話を•敢へてこの方法で說明する。つ 
まり 勝 而上學 を紐心1#に變形する。妄想症の轉位と迷信のそれとの間の隔たりは一見大きく思はれ 
さう? i が實は小さいのである。人間は物事を考へ始めると共に•外界を神人同形同性說的に、己れに 
似たる多樣なる性格として、解釋せざるを得なかつた ことは 人々の旣に知る ところで ある。彼等.か迷 
信的に解釋 した 偶然なる ものは •このやうに當人の行爲であり表現であ6のだ。それ故に彼等は丁度 
他人の 大したことで もない樣’ から 結論を引出して來る妄想症患#のやうに•また他人の意圖もない 
行動をその人格評量3基礎と.して當然ながら認める一切の常態人のやうに、振舞つてゐるわけである9 
迷信はた V 近世の0然科學的の、併しま ti 決して 完成はしてゐないところの 人生 觀にとつて—、排斥す 
べきものと 思はれた fi ' けのことである。自然科 W 以前の各時代及び諸國民にとつては、迷信は當然の 
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ものであり辻妻の合つたものであつたのだ。 

ローマ入が鳥の氣味惡く飛ぶのを見て重要な企てを中止したのは相對的には正し かつた 。彼は その 
行動をその豫想に一致させたのだ。併し彼がもし自分の敷居に躓いたがためその企てを中止した のな 
らば 、 rull Romaiu retour§rait v 3 我々迷信を信ぜざる現代人ょりも絕對的に優れて ゐる〇宠 々ょ、 く 
ら努力しても、彼等は なほ 優秀な心理知悉者 だ。何となればこの 躓きは彼にと 2 V ては一つの疑 ひの 存 
在、彼の內部にあつて彼自身に反抗するもの、存在を證明 する からだ。この反抗す るもの X 力は彼^ 
意圖の力の實施せられ る B 間に於いて これを 1 权ぐことが 出來 るのである 〇總 ての 心的 諸 勢力が 一つと 
なつて on 指す目的に競ひ向つ てこ そ我々は完金 な 成功を收 めることが 出來 るのである 3 シルレルの并 
ルヘルム•テルは 息子の頭上から林檎を射落すことを長く®踏してゐたが、太守から第二矢を 用意し 
て〇るのは 何のためかと訊かれた時、何と答へたで あらぅか。 

P 1 愛い息子を射落したならば、その時は 

この矢で—ちんたを殺るつもりだつた。 

あんたをなら®に、やり損ひつこないだ。 

锘十 1 S 決定觀 — 偶然信仰及び迷信 I 々の見地 三七五 
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m 常生活の精神分析 H 七六 
(• D ) 誰でも精神分析に依つて人々の匿されたる心の動きを硏究する機會を持つたものは、迷信と 
なつて表はれる無意識的動機の性質に就いてもまた何等かの新しい事を語ろことが出來る。强迫的な. 
思想や强迫的な狀態に惱んでゐる、頭のい ゞ 、神經質な人ならば、迷信が敵對感情や殘酷なる衝動が 
抑壓されてゐるためにそこから出て來てゐることを最も明白に認識するのである。迷信は大部分は兇 
事の期待である。で、他人に對して屢々その不幸を願ひ、而も善への敎育に依つてそのやうな願望を 
無意識中に抑壓してゐる#は誰でも•そのやうな無意識的惡に對すろ懲罰が外部から襲ひ來ろ災害の 
形で己れに加へられることを期待する傾向が殊に强い。 

右に述べ來つたと ころに 依つて我々は未だ必ずしも迷信の心理を云ひ盡してはゐないと認めるとす 
るならば、我々は他方に於いて少く i も次の諸問題を解かなければならない。卽ち•迷信の眞の根柢 
などは全然ないと主張すべきか。豫感•豫言的の夢、靈感的經驗•超感覺的諸勢力の顯現などは糙に 
存在しないか。迷信と云ふ現身に關しては碩學知識が多くの精細な觀察を下してをり、またその觀察 
は糙にな ほ 立入つた硏究の 基礎となるべき ものであるからして*私は一槪に迷信の現象を簡單に片 #'• 
けて了はうとす る ものでは 毛頭ない。寧ろ これ 等の觀察の 一部分を •無意識心理過程に關する我々の 
現在の知識を以つて說明して•而も我々 の現在の 見解に何等根本的變改を加 ふる 必要の なからむこと 
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を望んでゐるものである。なほまた他の、例へば精靈說信者あたりの奉する現象を證明しなければな 
らない場合に、新しい經驗にょつて我々の『法則』の改變が必要になるならば改變するであらうが、. 
世の中に於ける諸事物の關係に就いては別にまごつきはしない。 

これ等の分析の範圍に於いては、こ i に提出せられた諸問題に對して私はた r 主觀的に、つまり私 
の個人的經驗に照して、答へることが出来るばかりである。ところが困つたことに私は、精靈もその 
前に出ては活動をやめると云ふ誠にやくざな人間の部類に®するので•そのため私は奇蹟を信ぜざる 
を得なくなるやうな何事かを經驗するやうな目には嘗て#つた事がないのである。私も人並に豫感を 
持ち、災難を經驗したことはある。併し、これ等二つ.は互ひに離れ<になつてゐて、豫感があつて 
も何事も起らず、そのくせ災難は豫報なしに襲つて來る。若い頃私は一人で外國の或ろ町に住んでゐ 
たが、その時に私はまがう方なき近親者の聲が私を急に呼び立てるのを屢々聽いた。で、私はその幻 
覺の起つた時刻を正確に記しておき、その時刻家にあ〇者等に何事が起つたかを心配して訊いてやつ 
た。ところが何事も起つてはゐなかつた。さうかと思ふと、その後私は患者を相手に靜かに仕事をし 
てゐて何の豫感もなかつたが、その間に私の子供は血を出して殆んど死なんばかりであつた。また私 
は患者から豫感だと云つていろくな事を報吿されたけれども、嘗て本當の現象と^^得たことは 
第十二草決定觀——偶然信御及び迷信——種々の見地 三七七 
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日常生^の糨神分析 三七八 
ない0 :, 

豫 W 的な夢を信する人は隨分澤山にあるが、それは夢の願望が始めに語つた通りの事が實際に起き 
ると云ふ事 •« に依つて支持されるからである。併しその點に就いては別に不思議はない。さうして夢 
と充足との間には遙かな差異があるのだが、それは夢の當人の音信性が寧ろ無視することを好むので 
ある"正に豫言的と呼ばれて然るべき一つ G 好個の實例を、十分に分析してくれとて或る知的な、眞 
理を愛す6婦人患者が私のところへ sf した。彼女は以前の友にして掛りつけの醫苕であつた人に或る 
街の或る店の前で出會つた夢を見た。ところがその翌歡 It / 中に出掛けて行くと、夢の中のと同じ場所 
で®際にその人に#つたと云ふのである。この不思議な一致は後に續いた體驗に依つてその意義を證 
するのではない、つまり未来に起ることに依つて是認せられるのではない i 私は云ふのである。 

仔細に調べて見ると•この婦人は例の夢をその夢の夜の翌朝に、つまり散歩と邂逅との以前に、想 
起してゐた i 云ふ何らの證據‘もないこと'か明かになつた。この事情が明かとなつてこの揷話から一切 
の不思議なものが失はれ•さうして唯興味ある心理上の問題のみが殘ることになつた時•婦人は何の 
反對をも唱へることは出來なかつた。彼女は或る c : の午前、或る街を步いてゐた。某の店 P 前で彼女 
の家の昔の掛りつけの醫者に出會つた。さうして彼を見た時、彼女は前夜この場所でこの人に會つた. 
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夢を確に見たとの信念を得た。分祈をしてゐる内にやかて、彼女•か如何にしてこの恨念を得たかぐ大 
凡ながら分つた。が、固よりこの信念とても、一般的の法則に從へば，多少の信用のおけるものでは 
あるの•…前に期待し H ゐた繁或患所で會つたと云ふ®は實は或る覽の囊 S 、 ち昔の掛り 
つけの雲は fis した。そ S 分に so こ®響の友であ— i 喜ふと云ふ 
ことは彼杏とつ5非常 if ことであつ S だ。そ s 時以來彼女はそ s 紳士と關係を續けて來 
たが、さ-^に述べた夢の前日には彼女は到頭待ちほけを喰はされたのであつた獲の事情をもンと 
こ、に報告することが出來—らば•以 S 友&つ5ひ出し交いふ豫 SS な f のは、多 
分これを次のやうな言葉で云ひ表はす 事. か出来るであらう。 —— 『ァラ、—•先生に—に掛つて 妾 
11ひ出しますわ。あ ssf 覽 eltss け S — れ？4どはありま 
せんでしたよ。』 

自分が丁度考へて ゐるその人に出會すことはよくあるが、私はこの『不思議な邂£』を£•今しも若 
驗して容易に說明出來たご〕れは霞の場合のよき典型であると思ふ。私が『敎«;』の稱號て) 
の霞 i 主5於い5へ S — 威—び5る)备 T 1 日、市中—歩し一」き間に或る 
M テ* E 1运して復響し一」やらう矣ふ誠に子供らしい考へが蠢起つて來た。數ヶ月前」彼等は 
第十二 章決定觀 — 偶然信仰及ぴ迷信 —— 糙々の見地 一二七プ 
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日常生活の精神分析 二 .八 0 
私を招い H 彼等の小1娘を診てや？ AA 2ことであつ5そ S.S は或ろ夢畫た繁、興味 
ある證症の現象が出てゐた。私はこ S 者に S に興味 S つた。そ&發病の起源を洞察すること 
力出來たが、併し is 取扱ひに®し S 意が f 催眠術で癒す或—. 震 f 任せたい 
と思つて|から冬11めた。そこで—彼等—がこの試みに失敗し、 私の— ひ t 
ぅ一度行つ HT にと篇し、今度は全然私 If る1想し？た。併し私はか 
ぅ答へた。！凡'私が今度ブロフミサ1になつたから貴方がたは信用なさるので す。雲は私の能 
力に對し T 何の2るきろも？4ん。雾が sup し 5 S 用ふることが出来なかつた 
のだから、ブロ フ#すとしての私 だつ て別に用は ない 普です ょ。—' こょ モ考 へた時私の空 
想‘ i 生 J LJ 云，&拨の聲に遮られた。で、顏を上げて見ると* 今まで私が復馨してや 
りたい と空想してゐた當の親夫婦が行き過ぎるところであつた0 

これは一見奇續的：」思.へるベその次に浮んだ考へがこれを打壤 した。私は 馨 夫婦の 方に 向？ 
眞直な*殆ど人通りのない道を歩いてゐたのだ。多分二十步ばかり離れたところをチラと見て.私は 
馨の f £1— 見し麗したのであ2。併しこ ss 、 II の型に從？，薄的 
に强調された震のために籩けられ、一見晷的に浮 2? fs 證の f なつて己れを保 
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持したのである。 

今一つ『一見豫感と思れ〇事の解決』をォット！ランクの報吿に從つて玆に載せておく 。I 
r 自分が考へてゐたその人に偶然會ふあの「不思議な邂逅」.の一つの珍らしい變種をさき頃私は自 
分で經驗した。私はクリスマスの直ぐ前に才 I スタリ•ハンガリ銀行へ行つて贈り物に使ふために十 
個の新しいクローネ銀貨に換へて貫はうとした。銀行の建物の中に積上げられてゐる黃金の山と對比 
して自分の貧しさを思ふことから名#慾の空想に耽りながら*私は銀行のある狹い銀行小路を折れて 
入つた。 B の前には自動車が立つてゐて、多くの人々が出入りしてゐた。私は行员が直ぐに私の十ク 
ローネのために手配をしてくれるだらうと思つた。何れにもせょ私は手早く紙幣を羞出して、どうぞ 
金貨にして下さい！と云はうと考へてゐた。——と、私は自分の間違ひに氣付いた〕私は銀貨と云 
ふべきだつた。そこで•私は S 分の空想から醒めた。私はまだ入口から數步のところにゐた。さうし 
て或る若い男が自分の方に近付いて来るのを見た。彼は私の知つてゐる男らしいのだが、併し®分は 
近眼であるため、まだ糙には認識することが出來なかつた。近付くま、に見ると、彼は私の兄弟の學 
友で•名を金と呼び > 彼の兄弟たる或る有名な文學者から、私は自分の文筆生活の： g めに於いて遙 
かに推擧して吳れることを期待してゐたのである。ところがその推擧は當てが外れ•それと共に期待 
第十二草決定 M I 偶然信仰及び迷信 I 種々の見地 三八】 
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B 常生活の精神分析 こ八こ 
してゐた物質上の成功も序に當てが外れてしまつた。而も、その物質上の成功を私は銀行への途上で 
空想してゐたのである。つまり私は，： z 分 S 空想に耽つてゐて、ゴールド(金)氏の近付き來るのを 
無意識的に統覺してゐたのである。さうしてこの事が物質的成功に就いて夢想してある向分の意識に 
對して-私が出納係に向ひ M 値の低い銀の代りに金を要求しょうとしたとの形で 現れ 出たのである0 
併し他方にまた私の無意識は對象を：止しく知覺 す〇ことが 出來たのに、自分の眼は後になつて漸く認 
識したと云ふ矛 M の事實がある-か、これは或る部分まではブロィラー Bieuler の旣存 コム ブレック ス 
( Kcmplexboreit . cliart ) で說明出來る。私の旣存 コムブレック スは物質上の事に纏綿して ゐた し、私の 
知識を向上させるのとは反對の方に向つてゐた私の步みは始めから、金貨 や 紙幣の 交換され 〇建物の 
方へと傾いてゐたからである。 J (精神分析中央雜誌、二卷五號) 

不思議と氣味惡さとの範疇に•はなほ、我々が或る瞬間や或る場合に於いて經驗する奇體な感情をも 
加へることが出来る。さう云ふ時には我々は.旣に同じ經驗を持ち、また以前にも同じ立場に身を置 
いたこ i があるやうな氣がするのであろ。併し我々はそれ等の以前の經驗や立場を明 rt に想起するこ 
とは、如何に努力しても及ばぬのである"そのやゲな K 間に、我々を刺戟するものを感じ ( Empfill — 
o - ung ) と呼ぶのは、軍に：たらしのない言語の習®に從ふに過ぎないと云ふことを私は承知してゐる〇 
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これは勿論一つの判斷であり、また實に一つの認識判斷でもあ ot ° が併し、それにしてもこれ等の場、 
合はそれに固有の特質を具へてをり、またその他、我々が尋ねるもの、何たるかを斷じて想起し得な 
いと云ふ專實も我々は無視してならないのである。この親ぎ感(00ブ3この現象が、個々人の以前の 
心的存在の證據として嘗て眞劍に提示せられたかどうかを私は知らない。併し心理學荇たちはこれに 
興味を持つたものと見ぇて、實にさま^^な思辨的な方法でこの謎を解かうと試みたのであつた。提 
示せられた說明の試みは何れも私には正しいものとは思はれない。何となれば、何れの試みも隨伴的 
顯現竝びにこの現象を起すに好都合な條件を問題にしてゐるに過ぎないからである。私の觀察に依れ 

ば、デジャ笄ゥの說明に適應する唯一のものである心理的諸現象は-つまり無意識的 s 空想は- 

なほ今日の心理舉莕たちの槪して等閑に附するところである。 

W て一度何事かを経驗したとの感じを錯覺として了ふことは正しくないと 私は思 ふ。それどころ か 
そのやうな瞬間に於いては我々が旣に經驗した何事かに實際に觸れてゐるのだが、只それ.かま ti 曾て 
意識的となつた事がない故に、それを意識的に想起す6ことが出來ないだけだ。約言すれはデジャ 
笄ゥの感じは無意識空想の記憶に相當する。萬人が個人經驗に依つて知つてゐるところの無意識的空 
想(白闩夢)があ6。丁度そこに圭た同樣な意識的の創造があるのと一般である。 

第十二球決定觀 I 偶然信仰及び迷信 I 轉々の見地 H 八三 
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日常生活の 精神分析 三 /vg 
この對象は非常に^細の研究を要するものである事をょく承知してゐるが、併し私はこ X ではその 
感じか激しさと持續性とを有するのを特質とす f ころのデジャ莽ゥの實例を唯一つ だけ分析す るに 
止めて おかう。 三十 七歲 になる 或鑫 人が5 - AJ ころに依ると、彼女は十二歲半の時に或る級友を田 
舍に姑め T 訪れ、その家の庭に入るや否や-自分は以前にこ X へ來た事があるとの感じを 直ちに持つ 
た。この感じは居間の方へ通つた時にも繰返された〇で、彼女は次の間がどれ 位 大きく、 その 部屋か 
ら外を見たらどんな 景色 かと 云 ふことなどを豫め知つてゐると信じた〇併しこの再見の感じはこの家 
や庭を以前に訪れた事に、多分極まだ幼い時分に、訪れた事にあるのだとの信念は、彼女の兩親の語 
るところに 依？露 的に 拒 けら4、 反證 せら S 。 こ S をした婦人は別に 心 1明を 求めた 
のではなく、こ s やうな感じ s 現れた るはこ占 家 e 友が後に彼女 s 感情生活 中に占めた重要さに豫 
言 的な 關係を 認めたのであつた。ところがこの 現象が 如何なる事情の下に彼女に現れたかを考究して 
見たところ •我々 はまた別の見解への道に導入せられたのであつた。 

この 訪問を しょうとの 決心を した 時*彼女は この 家の娘たち が唯一 人 だけ 兄弟を 持つ てゐて、その 
人が重病である ことを 知つてゐた。 この 訪問の間に 彼女は 彼を面識したのである。 彼女の見たところ 
では非常に容態は惡く •間もなく死ぬだらうと彼女は一 人で考へてゐた。 ところが禺々、彼女自身の， 
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唯一人の兄弟が數月前に重いヂフテリァに襲はれ、彼の病氣中彼女は幾週間もの間、兩親の家を離れ 
て親戚の家に同居してゐた。この田舍への訪問には彼女の兄弟も W 行したと彼女は信じた。またこれ 
は彼の病後の始めての大旅行であつたとさへ想像した。而も彼女の記憶はこれ等の點に關しては非常 
に瞹昧でありながら、總ての他の細々した諸點•就中彼女が當日着て行つた着物は非常に明瞭に彼女 
の眼底に殘つてゐた。分析の知識ある#にはこれ等の暗示からして、兄弟が死ぬだらうとの期待がこ 
の娘の當時の心に大きな役割を演じ、またそれが嘗て意識的とならなかつたが、或は病氣好轉後非常 
な勢で抑壓されたか何れかだと云ふことは•これを結論するに困難ではなからう。他の事情で彼女は 
また別の衣裳を——つまり喪服を——着なければならない事が時々あつた。彼女は同樣な立場をその 
友の家に於いて發見した。彼等の唯一の兄弟は近く死にさうであつたが、暫く經つてそれが果然現實 
の事件となつて來た。彼女は數ヶ月前に同じやうな立場に遭遇したことを意識的に記憶したかも知れ 
な，い。が V 併し抑壓に依つて禁斷された事を想起する代りに、彼女はその記憶感情をその地方に、そ 
の庭に、その家に轉嫁し、彼女がそれと正しく同じことを旣に經驗したとの『誤てる再認識 』 fagse 
recomlaipauce に陷つたのである。抑壓の事實からして我々は、彼女の兄弟の死を以前に期待したこ 
とは願望空想の特質とあまり緣遠いものではない，と結論することが出来る。さうなれば彼女は一人子 
第十二单 S 鐘—偶然信仰及び迷信— fi 々の見地 三八五 
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日常生活の精神分析 三八六 
になるであらう。その後の神經症に於いて彼女は兩親を失ふことの恐怖感に激しく襲はれたのであ 
る。この恐怖の背後には例に依つて同じ内容の無意識的願望のあることが、分析に依つて閬明せられ 
たのであつた。 

私自身の瞬間的の r デジ t 井ゥ j の經驗は、同じやうに、その K 間の感情群にまで M ることが出来る。 
『デジ X 井ゥはまたかの(無意識的にして未知なる)空想を呼覺す一つの原因であらう。その空想は時 
時自分の立場をょくしょうとの願望となつて私の內に浮んで來るのである。』デジャ并ゥのこの說明 
はこれまでた> 一人の觀察者に依つてのみ問題とされた。本書の第三版はフュレンチ博士から多くの 
價値ある評論を受けたが、同博士はデジャ并ゥに就いて私にかう書き送つた。 —— r 私は自分自身竝び 
に他の人に就いて見てかう云ふ信念を得ました。說明し難き親熟の感は實際の立場に於いて無意識的 
に想起する無意識的空想にまで關係をつけることが出来ると。私の患者の一人に就いては*この現象 
は一寸違つてゐるやうに見ぇましたが、實際に於いては全く類似のものでした。この感じは私に甚だ 
屢々歸つて来ましたが、必ずその fiu 夜の夢の忘れられた(抑 ffi > された)部分から發源してゐることが 
分りました。そこでデジャ并ゥは白日夢からばかりでなく、また夜の夢からも發源して來ることのあ 
るも0、やうです〇』と。 
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その後私は知つたが、一九〇四年にグラブセ0日.|1;がこの現象に就いて一つの說明を與へてゐて、 
それが私のに甚だょく似てゐる。 

一九一三年に私は一小論文(一)に於いて、デジャギゥに非常に似てはゐるがこれとは別な或る現象に 
就いて說明を試みた。それは，， Dejaracont ® •(嘗て話した)であつて•つまり何事かを旣に話したと 
錯覺することで、これが精神分析の取扱中に出て來ると殊に面白い。患者は自分の主觀の確かな こと 
の徵證をいろ<擧げて、旣に話したと主張するが、醫者の方はそんな事はないとてその反對を確言 
し、大抵は患者の誤りを納得させ6のである。この興味ある行り損ひは多分かう說明する ことが 出來 
る。患#はその話しをしておかうと云ふ衝動と意圖とを持つてゐたのだが、併しそれを^行すること 
を怠つてゐた。さうして彼は今や第一の方の記憶を第二の方の、意圖の實行の代償として置き換へて 
しまつたのである、 

S 】 (一)『精 f 祈中の誤て る 再認識(デジャラ コント〕』(國 際 rt 神分析學雜誌、 一卷、一九一三 年) 

( E ) 近頃私は哲舉の素養 ある 一同僚に向つて名稱忘却の二三の實例を分析と共に話したところ、 
彼は急いでかう答へた。——それは成程尤だが、併し僕には名前の忘却に就いては自ら說ありだ io 
第十二草決定觀 I 偶信仰及び迷信1種々の見坳 三八セ 
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日常生活の 精神分析 三 A ス 
勿論かう簡單に片付けるわけには行かない。私の友が嘗て名前の忘却の分析に就いて考へたことがあ 
らうとは 信ぜられない。また、この現象が彼に於いてどう違つてゐるかを云ふことも出来はしなかつ 
た。而もなほ彼の云ひ草は、多くの人々がまづ前方へ持出して來る傾向のある問題に觸れてゐる。行 
り損ひや偶然行爲に就いてこ X に與へた解決は一般に適用し得べきか、或は個々の場合にだけか。も 
し後者だけであるとすると•それが他の現象の說明にも適用出来るのは如何なる條件の下に於いて V 
あるか。 

この問題の 答へには私の體驗ではおほつかない。私はた>、この提示されたる關係は滅多にないも 
のだと考へるやうなことのないやうに警める ことが 出来るだけだ。何となれば、私自身に就いて*ま 
た 私の患者に就いて試驗して見た限りでは、いつでも こ\ に報吿 した實例に於いてと丁度同じやうに 
證明 せられた からである〇少くと もこれを主張すべき十分な理 出 が あつたからである。併しながら* 
總ての場合に症狀行爲の匿れたる意味を發 見するに 成功しなかつ たからとて怪しむことはないのであ 
る"解決に逆ふ內的抵抗の大きさが決定的の® 素と して考へられねば ならないからである〇我々はま 
た自分.： IEI 身に就いて、患者に就いて、一切の個々の夢を解釋する事が 出来るものではない。この理論 
の一般的妥當性を認めるためには、匿れたる關係の中に僅かたりとも透入することが出来れば足る の 
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である。翌朝起きて解釋しょうと試みてもいつかな分らぬ夢でも*一週間なりーヶ月の後に、その間 
に起つた現實上の變化の結果として、相互に抗爭する心的諸要素が融けたならば•自然その祕密の知 
れることも M 々あ6ものだ。これと！：じことが行り損ひと症狀行爲の解決にも妥富する orm 丨ロ ッバ 
を_で旅行 J (一 五二頁參照)と讀み損つた實例に就いて見ても分る通り、始めには解くことの出來な 
い微候(症狀)も被抑壓思想への現實的興味が去つてしまつたならば、これを分析することが出来るや 
うになるのである。羨むべき稱號を私の弟が私ょり先に受けるかも知れない事情が存續してゐる限り 
は、件の讀み損ひは如何に努力しても反®してもこれを分析することは出來なかつた。かう云ふ好遇 
がどうやらな さ \ うだと 分つた後に•これの解決への道が忽ちに開けて來た。であるから、分析に抵 
抗するあらゆる場合に就いて•こ、に闡明した心理的機制以外の機制に依つてそれ等が生じ來ると斷 
ずるのは誤りであらう。そのやうな假定を下すためには消極的證據以外のものを要する。 ffi にまた大 
抵の常態者が行り損ひや症狀行爲の別の說明を信じ易いと云ふことは何等の證明にならないことであ 
る。それは明かにこの祕密を生んだのと同じ心理的勢力の表现であつて、從つてそれの保障せられる 
ことには*出して來6が、それの閩明せられることには抗带するので ある。 

他方また我々は、抑壓された思想感情が症狀行爲や行り損ひとなつて現れるのは獨立的にさうなる 
第十二牮決定觀1偶然信仰及び迷信 I 種々の見地 三八九 
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H 常生活の精神分析 三九〇 
のではないと云ふことを看過してはならない。神經作用がそのやうに滑ることの技巧は神經作用から 
獨立的になされ得るものでなければならない。するとやがて•意識化しようとする意圖を持つ被抑壓 
者が、この滑りを得たりとばかり利用するのである。そのやうな意圖の自由になる機構上及び機能上 
の諸關係は何であるか。これこそは云ひ損ひの場合に就いて哲學者や言語學者たちが立入つた硏究を 
なすところの事柄だ。行り損ひ及び症狀行爲の條件に於いて無意識的要素を、それと共働する生理的 
及び精神生理的關係から區別するならば、健康の範圍內に於いてもなほ他の契機が(生理的關係の途 
上に於いて無意識と同樣に、それの代りに、行り損ひと症狀行爲とを生み得るところの契機が)存す 
るかどうかとの問題が明かに殘る。この問題に答へるのは私の任務ではない。 

( F ) 云ひ損ひに就いて論じて以來、我々は、行り損ひには匿れた動機がある事を十分に證明し， 
また精神分析の力に依つて、この動機を知ることの道を迪つて来たのであつた。これ等の症狀行爲と 
なつて現れた精神的諸要素の一般的性質•竝びに特微は、我々も今まで殆ど考へても見ず•放任して 
おいた。何れにもせよ我々はそれ等の諸要素をもつて正確に定義しようともしなかつたし、その合法 
性を調べて見ようともしなかつた。また只今もこの題目を根本的に片付けて了はふと思ふものでも 
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な、。 可となれば、一步を踏み出すや 否や 我々は、こ s 分野ならば他の方面から一層容易に人込み得 
る ことが 分つたからである 0(一)こ i では我々は幾多の問題を提示す る こと'か出来る。で、 私はそれ等 
の問題を掲げて、 その範圍內で解釋を加へたいと思ふズー)行り損ひ及び偶然行爲となつて現れる思 
想感情の內容 及び起源は何であるか。 (二) 思想感情を し 一」表現の手段としてこれ等の行爲を利用せ し 
め、また f する T な位置に 1 感情を驅 f ころの條件は何であるか。(三)行り損ひ® 仕方と行 
り損ひ S つ 5? まで f れる1禱矣間には、常に f 一定 SS 認め t とが S る 

r 〇 

〔 S 】(一) この文は全然一般人に分—書いて、實例を多く示すことにょつて、無_的ながらも效果ある 
心理現象を消認せざるを得ないやうにその途を地ならし\さうしてその無意識の本性に關する 一0 
の理論的考察を避けたのである。 

私はまづ、最後の問題への答への材料を_めることから始める。云ひ損ひの實例を論じた時に我 
我は云はう 乞た纂 s 內容以上に蒼ことの必要を知つた。 f して 蠢 以外に 言匿碍の 原因を 
求めねばならなかつた。後者の 方は 二三の場合に就いて 全然 明瞭で、話番は自分てょく失つてゐナ 
t 單純自明と S れ墨 例に於い S 、 何故 r か失はれ.て他が表面に出 S たか(メリンガ—、 
第 十二 草決— i 偶然信仰及び迷信—精々の見地 三九_ 
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日常生.活の糖神分析 .• 

.1 ナチォン 三 ••ン .二 

マィャ — SSS 染〕が何人にも分らないでゐて表現の障害されるのは、同じ思想を音は似てゐ 
るが別な風 S へたも？あつた。第二 I に 於い ては、1 S 雲へ が一 S 顧 f 依つ 
て 動機を與 へられてゐる。併しその顧®は十分に差控へをなすには力が足りない1なんである。 
rzum vllirn 震 <〇差控へられたる考へはまた明玲に蠢されてゐたのだ。®#に就 
いて我々は始め T 割引な く主張す f 嘉出來ろ、 失敗 if f られ £1 とが別物 
であり、また本 s ( i はれる K 別 f こ嘉—る。失—る——4られる 
|士は思想聯絡に依つて關係づけられてゐる(内的抵抗に依る失敗) か、 或は本質的に 全然無麗 
1るかだが、 ま 宇度 そ e 失 f せられ S 葉は失 f 苫 (f 無意識的の)—べ緣遠き t 
の聯想に依？關係づけられて —3 私の精神分析した中から擇ん S •例に於いては、_の 話は、 
同時に能動的忘つ S 併し全然無意識的である思想 s 影響？に立？—。そ の 無意識的の I 
を私は失敗に依つて鼻で波す CKlul & le—KlIf ) か，或は無意識的に產せられた話の個 
侗の部分をし 5 S 部分を失敗4得しむることに依？、そこに一つの間接的 S 響ある ことを 示 
すのである。 ( Aseuafe 】 一, Hausgltras さ或るフランス女への追憶がその背後に ある 0 ) 云 ひ 損 ひ 
の出た抑々の、薦へられた、卽ち—識的の思 S — ぐな i ころから靈し T これを一 
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般的に調べて見たところが、何等確定的な方向を示すものではない。 

讀み損ひ、書き損ひの實例を比較硏究して見ると•同じ結果に到達する。何れの場合も、云ひ損ひ 
に於けると同じく •動機なき凝縮に起源してゐる。(例へば 、 Der Apfa の如く。)併し我々は、夢に 
於いては常然であ〇覺醍生活に於いては錯誤であるところのそのやうな凝縮が起るためには、特別の 
條件が充たされねばならないのではないかと云ふことを知るのは喜びであらう。それに就いては、實 
例自身からは何等の知識を得ることは出來ない。併し私はそのやうな條件•例へば意識的注意の弛緩 
の如きは、そこにないとの結論をこ i から引出すことには反對である。何となれば*自律的行爲なる 
ものは正確さと信賴し得べき こと V に於いて特質がある ことを 私は他のところで知つたからである。 
私は寧ろ斯く强調したい•生物學に於いて非常に屢々然るが如く、この場合に於いても、常態的關係 
又は常態的に近き關係は•病理的のものょりも硏究の對象として都合の惡いものである"この最も容 
易に起6障碍の說明に當つて不明のま X に殘つてゐるものは、もつと重要な障碍の說明に依つて明白 
にされるであらうと私は期待してゐる。 

また讀み©ひ書き掼ひの場合でも、遙かな錯雜した動機の認められるやうな實例がなくはない 。 rm 
に入つてョーロッパ旅行 j は、緣遠い、非本質的な思想の影響に依つて說明のつく讀み損ひである。こ 
第十一5決定觀—偶然信仰及び迷信 — fi 々の 見地 三九三 
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H 常生活の精神分析 三九四 
の思想は抑壓された嫉妬や名譽心の感情から發したものであり、また，， Befarderullgs (運輸•昇級)て 
ふ言葉の f 手形』を、 m 要ならぬ、無難な題目との結合に利用してゐる。 Bs ; t .^ rflrdt の場合に於いて 
は、名前そのものが一つのそのやうな『手形』であるのだ。 

言語機能の障害は他の心理的行動よりも一曆起り易いものであり•障碍を起させる力を勞すること 
の少いのは見易いことだ〕 

本来の意味に於ける忘却、卽ち過去體驗の忘却を調べる場合はまた別の根據に立つのである。(第一 
章及び第二章に於ける如き•固有名詞や外國語の忘却は『滑り』，， Elltfallei と呼び、故意の忘却は 
『遺漏』 > dse&ls と呼ぶことに依り•この場合の忘却 1 -s ssctiori と區別することが出來よ 
う。)忘却に於ける常態的過程の根本條件は未知である。一一)また我々が忘れて了つたと思つてゐるこ 
とでもその總てを忘れてしまつてゐ6のではないことを氣付くのである。我々がこ、で說明するのは 
重要ならぬことは忘れ重要なことは覺ぇてゐるものだとの法則を危ふす6やうな忘却に出#して我々 
の驚く、さう云ふ場合だけである。特別な說明を要するかのやうに見ぇるこれ等の忘却の實例を分析 
して見る i •忘却の動機は必す、苦痛な感情を呼覺す何物かを想起することを好まぬことである。で 
我々は、心理生活に於けるこの動機は全然普遍的に發現しようと努めてゐるのだけれども•これに抵 





集全學析分神靖ドイロフ 


抗するさま^-な諸勢力のために、如何様にか正規的に發現すろことを遮げられてゐるの tf との推定 
に到達する。このやうに苦痛な印象の想起を好まぬことの範圍と意義とは、これを骨折つて心理的に 
調べて見るだけのことはありさうに思へる。個々の場合に於いて忘却を遍く保持せしめてゐるものは 
如何なる特別の條件であるかとの問題は、このやうな廣沉な關係からは解決出來ない。 

【11】(一)本當の忘却の機制に關しては私はまづ次のやうに云ふ事が出來る。—記憶材料は概して二つの影響 
卽ち凝縮と歪みとを被る。歪みは精神生活を支配する諸傾向の仕事であり、 letl 痕跡中に殘存する感 
H 莊礎に對して殊に、立向つて行く。この記憶囊は凝縮に對しては一層抵抗的な態■とるもので 
ある。どちらでもょくなつた痕跡は反抗することなく凝縮の過程中に埋沒する。なほまた我々は、そ 
の上に歪みの傾向は出たいと思ふところで出られなかつたから、どちらでもょい材料を喰物にしてゐ 
ると云ふことが出來る。これ等凝縮と歪みとの現象は畏い間續き、その間に總ての新しい經驗は記 m 
內容を變形させるものであるから、記憶を不砣實に不明 S にするものは時であると我々は考へる。忘 
却に於いては時の直接機能と云ふ事は殆ど問題にならないらしい。—抑壓せられた記憶議に就い 
て、我々は、それ等が最も長い時の經過の間にすらも何等の變化を被つてゐないことを證明すること 
が出來 る。 無意識は本來、時のない ものである。 定着の最も重要な、且つ最も特異な性質は、 
f 切の印象が一方それの受容せられた時のま、 の 形で保持されてゐると共に、またその後の發展につ 
れて とつた形でも 保持され てゐ ると； K ふ事實は存する。這般の事情は如何なる他の分鮮と比較して見 

第 十一 m 決定觀1偶然信仰及び迷信 I 轉々の見地 三九五 
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m 常生活の精神分析 三九六 

ても別に明白にはならないのである。この說に從へば、記憶內容の！切の以前の狀態もかくて復活す 
ることが 出來 る。 よしんば 一 3 J の始めの關係は新しい關係に依つて旣に長く®換へられてゐよぅと 
%— 0 

意 [11 忘却の場合にはまた別の契機が前景に現れて來る。不快な記憶を抑壓する時には葛藤が生ずる 
と推定されるが。その萬藤はこの場合にはよく把握出來る。で*實例を分析して見ると*そこには必 
す MT I SJ 3 があつて•それが意圖を妨げはす 6 が全然それを廢絕はしないことが分る。以前に述べた行 
り損ひの場合と同じやぅに、この場合1:もまた我々は心的現象の二つの型を認識する。逆意志は直接 
意 S に向つて反抗するか(重要な意圖の場合)、或は意圖それ自身には實質的に無緣であるが何かの 
外的聯想に依つてそれと關係のつくか(あまり重要ならぬ意圖の場合)である。 

同じ寫^よ行ゎ損ひの現象をも支配してゐる。行動の障碍となつて現はれる衝動は屢々逆意志であ 
る。而も行動の實施に際して己れ自身を表現するためにその機會を利用するものは、一曆屢々無緣の 
衝動で ある〇障碍が內的矛盾の結果である如き場合は一層意味深き場合であつて、また更に重要な活 
動に對して起るのである。 

内的矛盾はそこで.禺然行爲又は症狀行爲に際して愈々背後へ引込む-意識には思ひも及ばぬ、さ 
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うして全然看過されてゐる言動的表現が•無數の無意識的又は差接へられたる感情の表現となつて出 
る。それ等の言動的表現は大抵は、象徴的に空想と願望とを表してゐる" 

行り揋ひとなつて表れる思想感情の起源に關する第一の問題に對しては•我々はかく答へることが 
出來る、多くの場合に於いて障碍する思想の起源は心理生活の被抑壓感情に直ちに M ることが出來る 
と" 健康者に於いてさへ も、 利己的•嫉妬 的、 敵視的感情竝びに衝動は道德敎育の重荷に壓されて • 
行り損ひの道を利用することに依つて、高級心境は知らないが確に存在はして ゐる 力を何とか表現す 
るのである。これ等の行り損ひや偶然行爲を放 ta しておくことは不道德的な感情に對して大いに息拔 
きになる。これ等の被抑壓感情の內では、さまぐな性的要素が小さからぬ役割を果して ゐる 。私の 
實例中で分折に依つて發見せられた思想の内にそれ等の性的要素があまり出なかつたとすれば、それ 
は材料上の偶然である。私は自分の心的生活からの多くの實例の分析を企てたからして、選擇は始め 
から偏して ゐ たし、また性的なことを避けるやうに心掛けた。別の時には、障碍する思想は非常に無 
難な反對や考慮から發源してゐるやうに思はれる。 

今や我々は第二の問題に答へ るべき 段取となつた。一つの思想が完全な形で現れす、云は^寄生的 
0形で、他のもの V 變形又は障碍となつて現れねば ならないと 云ふは-如何な6心理的條件のた めで 
第十二草決定觀1偶然信仰及び迷信 — g 々の見地 一一^七 
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日常生活の 精神分析 三九八 
j あるか。行り損ひの最も著しい實例に就いて見ると、この條件は意識能力への關係に' 卽ち『被抑壓』 
I 材料の多少とも明確な特質中に求められねばならない ことは 甚だ明かである。併し多くの實例に就い 
て調べて見ると、 この 特質は愈々多くの判然せぬ要素から成り立つてゐることが分る。或る事が閑潰 

しだから とて 無視し よぅとする 傾向 - 或は問題の思想が、實は所要の事柄に屬さな いと 考 へる こと 

—— などは、反逆的感情に對する道徳的批難と同様に、或は絕對的に無意識的な思想群の起源と同樣 
に、或る思想禁壓のための役目を果す。但しこの禁壓された思想は後になつて、他のもの i 障碍を奇 
貨として己れ自身を表現するのである。行り損ひ及び偶然行爲の條件の一般的性質への洞察は、か X 
る方途に於いては痙られない。併しか、6探究に依つて我々は唯一の意義ある事實を知ることが出來 
る。 行ゎ損ひの動機が無難であればあるほど、行り損ひとなつて現れる思想が愈々明白でなく、從つ 
て意識となり難いものであればあるほど、我々がそれに注意を向けるならば"その現象を解決すろこ 
ふ-愈々容易となる ので ある。 云ひ損ひの最も單純な場合は*直ぐに氣がつくし、また自發的に訂正す 
ることが出來る。實際に抑壓された感情に依る動機を扱ふ場合には、解決には非常に分析上骨が折れ 
る。さぅ して 時々 困難に遭遇するか、或は不成功に 終る ことがある〕 

それ故にこの最後の探究の結果からして次の事實を R みとることは至當である。行り損ひ及び偶然 
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行爲の心理的條件を滿足の行くやぅに說明するためには他の方途で、他の方面からせねばならぬと。 
それ故に寬大な讀者はこれ等の論議の中には、この題目がもつと廣汎な關係から解釋されてゐる、そ 
の一斷面の存在を認めることが出来る。 

G ) •このもつと廣汎な關係への方面だけでも指示するために數言を附加へておきたい。分析を適 
用することに依つて我々の知り得たところでは、行り損ひ及び偶然行爲の機制は、最も本質的な諸點 
に於いては夢の形成の機制と一致するものであることが分る。この機制に就いては夢の註釋に關する 
拙著中の『夢の仕事 J の章に於いて私は論じておいた。行り損ひの場合でも夢の場合でも•我々はそ 
こに凝縮と妥協形成(『泥？ナチ^?』)とを發見する。それのみならず、立場が殆ど同じであつて•無意識 
思想は異常な方途に於いて、外的聯想に依つて、他の思想の變形として己れを表現する。夢の内容の 
不調和、矛盾-誤謬(それ等の結果、夢は心的行爲の所產として殆ど認識すべからざるものとなるの 
だが)などは、同じ行方で生ずるのだが、勿論我々の H 常生活の一般的失敗ょりは旣存材料を更に一 
層自由に驅使するのである y 夢の場合も行り損ひの場合も、一見不正な機能と思はれるものは二つ又 
はそれ以上の; tE > しい一特異か干 4 Q 於 9 P 說明される0 

第十二草決卞觀 I - 偶然信仰及び迷信——種々の見 m 三九九 
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日常生活の精神分析 PCC 
この結合から して一つの重要な結論が引出される。—我々が夢の内容中に，その驚くべき所業を認 
めるところの 特異な 仕事の行り方は、我々の覺醒時に行り損ひの形となつて活動してゐることの證據 
が 十分こある以上は*睡眠 狀態の心理生活にのみこれを歸すべきものでないと。同じ關係からして我 
我ょまた、 變態 的であり不思議であるとの印象を與へるこれ等の心的現象が心的活動の深處に於ける 
靈 •又は 機能の 病的 狀態に依つ 5 f れ If のであ f 考へ得なぃ T に—。(一》 

【註】 (一) 『夢の 註一』(大槻憲二譯、二九二頁參照。〕 

夢 &影險 と同樣、行り 損ひを春しめるこの不田謹な心理的の仕事を正しく理解することは精神 
卩經症 3 症狀 、殊に ヒステリ— や强 迫神經症の心理的形成が その 機制に於いて、 この 働き方の一切の 
本 ^ 内 ^長を繰返す ことを 發 見して後に*始めて 可能と な6であらぅ。で*我々の探究を連續するこ 
とはこのところから 始めねば ならない。 

行り S ひ、偶然行爲、症 狀行爲を この 最後の類似の光に照して考察す るに 當 つて* 我々 には今一つ 
特彳の興味があ 0。これ等の行爲を精神神經症及び神經症的症狀の機能に比較すると、またしても出 
て來る 二つの主張が意義と支持とを得る。卽ち•神經質的常態と變態との境界は漠たる こと、また我 
我ょ總てみな多少とも神經過敏であること。あらゆる醫師的經驗はともかくと して、この やぅな單に 
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さう云へば云へるやうな神經質 —— 神經症上の名目のみの形式 forli flos —— のいろ^^な型を 
解釋することも出来よう。そこにはほんの僅かな症狀しか現れない場合もあらう。或は稀に現れろ場 
合•おだやかな形で現れる場合もあらう。輕減は病的顯現の數に、激しさに、或は一時的の發作に移 
される。また、健康と病氣との中間を最も屢々掛橋する丁度この型は決して發見せられないと云ふこ 
ともあらう。この掛橋型の病的顯現は行り損ひ及び症狀行爲の形をとるのであるが、この型は症狀が 
最も重要ならざる心的活動に移されて、而もより高い心的價値を要求し得る一切は何等障碍を受けな 
いと云ふのが、その特質である。症狀が逆に出来てゐる場合は、つまり症狀が最も重要な個人竝びに 
社會的活動に於いて•食物攝取、性的關係、職業生活、社會生活等を障碍するやうな風に現れる場合 
は、重い神經症に見られる。さうして病的顯現の多樣性や活潑さなどよりは、もつとよくこれに特質 
を與へる。 

最も輕微な場合、竝びに最も激しい場合に共通する特質には、症狀行爲や偶然行爲もまた參與する 
が、この特質は歡迎せられざる、抑壓されたる、心的材料にこの現象を歸し得ることに存する。この 

材料は意識からは押退けられてゐるけれども、併しそれ自身を表現する一切の力を奪はれてはゐな 
、〇 

第十一一窣決定 M i 偶然信仰及ぴ迷信 I 種々の見地 四〇一 
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